
        
            
                
            
        

    





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　冬の終わりはまだ遠く、空気は冷たい。しかし彼はその寒さをたいして感じてはいなかった。それはその身を包む体毛のおかげだ。艶やかな黒色の体毛は全身を覆っており、その上に衣服をまとえば強い断熱効果が生まれる。たとえ、金属鎧を着用していてもその冷たさに震えることはない。

　しかしながらもっと別の理由で彼は震えを感じていた。

　それは怒り。

　憤怒と言い換えてもよいほどの強い怒り。

　思わずグルルと肉食獣の唸り声を上げ、羞恥から舌打ちをする。

　彼──獣身四足獣ゾーオステイアと呼ばれる種族では獣のように唸ることは、感情抑制ができていない証とされ、成人の取るべき行動ではないのだ。

　ただし、それは彼の種族では、だ。

　もしそれを聞く者がいれば、嚙み締めた鋭い牙から零こぼれ落おちた低い唸り声に心胆を凍らせ、恐怖のあまり金縛りになっていたかもしれない。

　彼は踵きびすを返し、今まで見ていた人間の都市の市壁を背に、自陣へと帰る。

　ヤルダバオトという圧倒的力を持った支配者が上に立ち、その下に多様な種族が集まっているが、日々つまらないことで諍いさかいが起こっていた。

　十万を超える亜人連合軍は大きく三つに分けられている。

　一つが聖王国の南部の軍勢とにらみ合っている四万。

　一つが聖王国の捕虜収容所を防衛、管理する五万。

　一つが北部の地を探索し、様々な物を回収するなどの雑務をこなしている一万。

　ここに来ているのはその捕虜収容所に詰めていた五万の中から選ばれた四万だ。

　それだけ数がいればこの陣地内でも騒ぎは当然だが、このときばかりは彼が行く道を塞ぐような輩やからは現れず、彼が足を止めることも、歩速を鈍らせることもなかった。

　どこを探せば転がる巨石の前に立てる者がいるだろうか。

　覇は気きを纏まとう彼を邪魔できるだけの精神の強さを持つ者はこの場にはいない。

　無人の野を行くが如く進む彼の前方に一ひと際きわ立派な天幕が見えてきた。

　出入り口の前には亜人兵が立っているが、彼らは警備をしているわけではない。中の者が用事を言いつけるときのために待機している、いわば召使いだ。

　恐れおののいて道を開ける彼らの間を通り過ぎ、天幕の入り口にあたる布を勢いよく捲り上げると、室内にいた五匹の亜人たちが鋭い視線を送ってきた。

　そこにいたのは亜人の軍勢でも──悪魔を除けば──十指に入る亜人たちだ。どれも物理的圧力さえ感じさせる強烈な眼光だが、彼は平然とした態度を崩さない。

　同じく十傑に入る彼は、逆にふんと鼻で笑い飛ばし、ドカリと空いている場所に座る。とはいっても彼の下半身は獣なので、寝そべるような形なのだが。

　五匹の内の一匹が軽く頭を下げてくるのを目にしつつも、彼はそれを無視し、最も上座に座る亜人を睨む。

　蛇に手を生はやしたような存在だ。

　鱗はその二つ名〝七色鱗〟の由来にふさわしく虹色の光彩を放ち、怪しく濡れたように煌きらめいている。そしてそれは美しいだけではなく、その硬度は竜にも匹敵すると言われている。しかも高い魔法耐性に加え、魔法鎧を着用し、大盾を持ち、戦士としての実力を加味すれば、あのアベリオン丘陵で最も堅牢な存在と目もくされるのも無理からぬことと言えよう。

　その亜人こそが蛇王ナーガラージヤのロケシュ。この軍勢の総指揮官役を魔ま皇おうより任ぜられた亜人である。

　彼の主武器として名高い、恐ろしい特殊能力で知られる〝渇きの三叉槍トライデント・オブ・デハイドレーシヨン〟がすぐ横に置かれていた。

「──なぜ、攻めん？」

　押し殺した低い声で彼はロケシュに問いかける。

　人間の哀れな抵抗勢力が支配している都市に到着し、すでに三日が経過している。にも関わらず小こ競ぜり合あいの一つもしていない。

「……人間の作る壁が厄介なのは知っている。だが、この数であれば一ひねりだろ」

　特に亜人連合の中には城壁をものともしない者たちがいる。そういった者たちをうまく使えば、たいして困難とは思えない。

「まさか臆病風に吹かれたというのではないのだろうな？」

「魔ま爪そう殿」

　魔爪といわれ、彼──ヴィジャー・ラージャンダラーは顔を歪め、この場に座るもう一人の同族にちらりと目をやり、再び蛇王に戻す。

　丘陵地帯では〝魔爪〟という二つ名は広く知れ渡っている。それも二百年近く。

　これは獣身四足獣ゾーオステイアという種族が長生きだからではない。この二つ名を継承し続けている一族がいるためだ。

　彼にしてみれば、その名前は父親から継いだばかりで、まだまだ自分には不釣合いだということを十分承知している。だからこそ、この一連の戦いで自分の名を高めようとしていた。しかしながらここに至るまで、自分の力を──新たなる継承者の力を見せつけることは出来ていなかった。

　倒してきた相手の大概が弱者であり、彼の持つ魔法の両手用バトルアックス〝刃翼エツジウイング〟による攻撃を二合耐えられた者はいなかった。

　それではいけないのだ。

　このままヤルダバオトという超越した悪魔の一部下としてこの戦いを終わらせるわけにはいかない。どこかで個人としての武名を高めるチャンスが必要なのだ。そして今がまさにその時だ。

　しかし、ロケシュはまだ攻め込もうとしない。それに対する不満が態度に出ていた。

「あの都市はかつてあの豪王が守っていたと聞く。あれほどの強者を倒した相手がいるということにおびえているのではないだろうな？」

　豪王──バフォルクをまとめ上げた王。

　彼と同じ上位十人に坐する強者の名前だ。

　相手の持つ武器を破壊するという厄介な技を使ってくるのは知っているが、それでも彼は豪王とも互角であった自負がある。豪王を倒したというなら、相手にとって不足はない。

「その者はこの俺が相手をする。だからさっさと攻め込もうではないか」

　あの豪王を倒した強者となると、彼は一人だけ心当たりがあった。

（噂で聞いたことがある人間の雌聖騎士だろうな。話通りなら、豪王にも勝てるやもしれんな）

　光り輝く剣を持つ聖騎士のイメージをぼんやりと彼は思い描く。

「ヴィジャー殿。遅れてきて早々、謝罪もなしにその言葉は指揮官として色々と思うところもないわけではないが……そう興奮されるな。分かっている。分かっている」

　ロケシュが余裕ありげな態度で手を振った。

「やれやれ。何も知らない雛っこがさえずるわい」

　くく、と笑い声を上げたのは四本の腕を持つ、魔現人マーギロスの女王で〝氷炎雷〟という二つ名を持つ女──ナスレネ・ベルト・キュールである。

　ヴィジャーは顔を顰しかめる。

　肉弾戦なら負ける気はしないが、ナスレネは魔法を得意としているので、勝敗が思いもしないところでひっくり返されるかもしれない怖さがある。だが、だからと言って〝魔爪〟の名を継ぐ自分が、雛と言われて素直に引き下がっていては先祖に顔向けできない。

「ばばぁは腰が重くて困るな」

　魔現人マーギロスの寿命はまあまあ長いが、ヴィジャーが子供だったころから二つ名が丘陵で知れ渡っていることを考慮すると、寿命の半分ぐらいは過ぎ去っているはずだ。

　顔をじっくりと観察すれば、化粧などで誤魔化しているために実際の肌年齢はどうなっているのかはわからない。それでも誤魔化すということは自分でも感じるところがあるのだろう。それに漂う花の香りも香水で加齢臭を誤魔化しているのではないだろうか。

「──ほぅ」

　ナスレネの目がすっと細くなり、天幕の中に冷たい空気が満ちる。これは心理的なものではなく、物理的な現象だ。

「──噓は言ってないはずだがな」

　言いながらヴィジャーは僅かに身を起こす。四足獣型の下半身はこけおどしではなく、瞬発力と敏びん捷しよう性せいはまさに獣じみている。その身体能力を活かし、沈み込んだ低い姿勢から強襲するのが本来の戦ス闘タ様イ式ルだが、その構えはとらない。あくまでもこちらが格上であり、先手を譲るという態度をとりたいからだ。

「噓でなければ何を言っても良いという問題ではなかろう？　女に対する礼儀、少しこの雛に教えてやろう。それも──先せん達だつの役目よ」

　一触即発の状況にロケシュが口を開いた。

「よさないか、二人とも。軍議の席で狼ろう藉ぜきがあればヤルダバオト様にご報告せねばならなくなる」

　絶対的強者の名を使った仲裁に二人は矛ほこを収める。最後に互いに睨み合って「許したわけではないぞ」「喧嘩なら買うぞ」と目で語っておくことは忘れなかったが。

「はぁ……。強者の我がが強いのは仕方ないことだが、協調という言葉ぐらいは覚えてほしいものだ」

「ヒヒヒ。おぬしも他ひ人とのことは言えまい」

　白く長い毛をもつ猿のような亜人が笑い声を上げながら、ロケシュの愚痴に突っ込みを入れた。

「まぁ、そうなのだがね。さて、魔爪殿。先の質問だが、別に怯えているわけではない。確かに豪王は猛も者さだった。しかしながら豪王に匹敵する実力者がここに揃っているではないか」

　ロケシュは魔爪と氷炎雷、そして残る三人を見渡した。

　マジックアイテムである黄金の装身具を多数つけた、純白の長い毛を持つ猿にも似た亜人。

　石喰猿ストーンイーターの王──ハリシャ・アンカーラ。

　彼らの種族でも上位種まで到達した者は、食べた原石に応じた特殊な力を隠し持つことができる。例えばダイヤモンドを食べておくことで、一定時間殴打攻撃以外の物理攻撃に対する耐性を得るという具合に、だ。普通は三つまでしかストックできないのだが、彼はそれをはるかに超えてストックできるという。変異種とも言われる所以ゆえんだ。

　そしてヴィジャーが天幕に入った際に軽く頭を下げてきた半人半獣オルトロウスの将軍。

　見事な彫刻が施された鎧で身を包み、同じく立派な兜かぶとと騎士槍を横に置いている男──ヘクトワイゼス・ア・ラーガラー。

　ヴィジャーに会釈したのは、獣身四足獣ゾーオステイア全体に対して恭順する種族であるが故の行動であり、彼個人の力を認めたからではない。それが彼を不快にさせたのだ。

　ただ、ヘクトワイゼスとだけは殴り合って強さを示せば良いというわけではない。確かに、武器を交わせば勝つのはヴィジャーだろう。だが、ヘクトワイゼスは個人の強さだけでその名が知れているのではなく、十倍の兵力差にも勝利を得た名将として広く知れ渡っているのだ。集団を率いての戦闘となれば優劣が逆転するのは目に見えており、それを知りながら個人的な武力を誇示して「俺の方が強い」などと自慢するのはこの上なくみっともない。だから、ヴィジャーとしてもこの半人半獣オルトロウスとの距離をつかみかねている。

　最後がむっつりと黙ったままの同族ゾーオステイア──ムゥアー・プラクシャー。

〝黒くろ鋼がね〟という二つ名を持つ存在であり、闇の中を走る影とも言われる野伏レンジヤーだ。

　恵まれた身体能力にあかせて力押しに戦う獣身四足獣ゾーオステイアには珍しく、隠れ潜み、不意を打ち、密かに始末する恐るべき暗殺術を使う。堅い意志は決して揺らがず、一度狙った相手は必ず仕留めるというのが二つ名の由来だ。

　負ける気はしないが、正面から戦えば手こずる相手ばかりだ。

「ではどうして攻めないのかと言うと、これがリムンなる都市で私が受けた、ヤルダバオト様からの指令だからなのだよ」

「なんだと？　そうなのか？」

　ヴィジャーがそう尋ねたのも、今回の四万から成る攻撃部隊が編成されるにあたって、直接ヤルダバオトと話したのはロケシュだけだからだ。他の面々が呼び出されてカリンシャなる都市に来た時には部隊は整列を終えており、あとは出発を待つだけとなっていた。

　ヤルダバオトは転移を繰り返し、複数の都市間を移動するので、タイミングが合わず言葉を貰う事が出来なかったということだ。

「ヤルダバオト様は、数日は奴ら、都市を占拠している人間たちに時間を与えろとおっしゃられたのだ」

「時間を？　なぜだ？」

「恐怖を与えろという話だ。あの都市にいる人間の数は一万もない。その中で戦えるものなどそこまで多くない。対してこちらはすべてが戦える者ばかり。……あの都市にいる人間たちの恐怖はどれほどのものだろうな」

「なるほど……そういうことか。恐ろしいお方だ」

「ヒヒヒ。全く、その通りじゃよ。とはいえ、ヴィジャー殿の気持ちも分かる。あとどれぐらい時間を与えるのかね？」

「いや、何日かまでは我々に任せるという話だった。とはいえ、糧食は二ヶ月分あるが、さすがにそこまで時間を与えるのはまずい」

「捕虜どもの管理があるからよね？」

　今は圧倒的多数の人間の捕虜を、一万匹という非常に少ない数の亜人で管理している。亜人と人間では亜人の方が強いが、それでも数は力だ。暴動などが起きれば対処しきれない可能性の方が高い。

「その通りだ。それでここに集まってもらったのだ。決を採りたいという意味でな。私としては二日後ぐらいには攻め込んで終わりにしてしまうおうと思っているのだが、異論はあるかね？」

　ヴィジャーを含め、その場に集まった亜人たちは誰もが異論はないという。

「よし。それではあと二日したら攻めるとしよう。それまでの間監視を続ける」

　ありえないとは思うが、敵が打って出てくるという可能性もなくはない。

「ということはそろそろ連れてきている人間は処分したほうがいいな」

　一部の亜人は人間を食べる。そうした種族は食材が新鮮である方が好みだったりする。獣身四足獣ゾーオステイアは特に人間の肉を好物としているわけではなく、どちらかと言えば牛馬の方が好みだ。しかし牛の干し肉と新鮮な人肉であれば、多くが後者を選ぶだろう。

　対して氷炎雷は嫌な顔をする。魔現人マーギロスは人間を食べる種族ではなく、見た目も人間に比較的近いゆえだろう。

「ヒヒヒ。それでは明日、奴らの都市の前で食い殺していったらどうじゃ？　奴らが恐怖を感じるじゃろう」

「それは良いアイデアだ。そこで明日攻めると宣言すれば……」

「あまり追い詰めすぎるなよ。奴らが降参したらどうする？　希望を抱き、抗あらがうからこそ戦いが楽しくなってくるのだ。生きることを諦めた者を殺すことほどつまらんものはない」

　ヴィジャーとしては強い相手と戦いたいのだ。弱い相手と戦っても楽しくない。

「そうだな。それと、もう一点重要なことがあった。ヤルダバオト様からの命令だ。皆殺しにするのではなく、一部の者たちは生かして逃がせとのことだ。そこまで数は必要ではない。だからこちら側──西門を守護する者たちは皆殺しにして、東門を守る者たちは追い立てるつもりだ」

「つまり東門側に攻勢をかける者は軍を上手く指揮できる者でなくては不味い、ということね。そうしないと皆殺しにしてしまいそうだしね」

　ナスレネがそう言うと、この場にいる者の視線は一人に集まる。

「なるほど……では同族は全て連れて行っても構わないかな？」

「使者として使わせてもらいたいので、数人ほど残してもらえるかね？」

「了解した、ロケシュ殿。それでは私、ヘクトワイゼス・ア・ラーガラーが東門を担当させていただく」

「あとは圧をかけるために、南と北側の城壁にも兵を僅かにつけよう。これは本気で攻める必要が無いが、ある程度は殺してほしい。距離を取った戦いに慣れた者に行ってほしいのだが……」

　この中で遠距離戦が出来るのは三人。その中からロケシュが選んだのはむっつりと黙ったままの獣身四足獣ゾーオステイアだった。

「ムゥアー・プラクシャー殿」

「──承知」

〝黒鋼〟がむっつりとそれだけを言った。

「あとの者たちは西門側だ。君たちの出番が来るとは思えないが、強者が出たらよろしく頼む。私は全体の指揮を執るので前に出ることはないからな」

　残った、ヴィジャーを含めた三人の亜人は頷く。

「同意は得られた。それでは二日後にあの都市を落とす。愚かな人間たちに悲鳴を上げさせる時までゆっくりと英気を養ってくれ」





２






　魔導王がいる部屋に向かいながら、ネイアは胃から込み上げた酸っぱいものを吞み込む。口内に強い酸味が広がった。

　ネイアは腰から下げた革袋を取って、その中に入った水を飲む。

　革の味が染みた水など美味くはないが、喉のヒリつきと口臭は抑えてくれる。しかし胸のムカムカは残ったままだし、蒼ざめた顔色も良くはしてくれない。

　ネイアは忘れようと思いながらも忘れることのできない光景──吐き気のする光景を思い出す。

　亜人の大軍はこの都市を三日間包囲し続けた。

　攻撃も交渉も何もなくただ時間だけが経過し続けたのだが、今日、亜人たちが聖王国の捕虜を、ネイア達が今いる小都市ロイツを囲む市壁付近まで連行したのだ。熟練者であれば弓なり投石紐なりで攻撃できただろうが、残念ながらここにはそれほどの使い手はほとんどいない。

　ネイアも魔導王から借りた弓であれば当てられる自信はあった。しかし、下手に攻撃を仕掛ければそれが戦闘の火蓋を切って落とすことになる。そうなれば一万対四万の戦いの始まりだ。それに救出するためには門を開ける必要がある。

　亜人たちが雪な崩だれ込こんでくることが確実なのに、流石さすがにそんなことは出来ず、手をこまねいて見ていることしかできなかった。

　捕虜の数は二十人足らず。性別は男女問わずで子供もいれば大人もいる。ただし、老人だけはいなかった。そんな彼らは全員が裸でボロボロの様子だった。

　彼らは何らかの交渉材料になるのかと集まった多くの聖王国民が思う中、惨劇は突然起きた。

　亜人たちは無造作に捕虜を殺していった。

　首を搔き切り、三メートルはあると思われる亜人が、その体を逆さに持つ。真っ赤な血が大量に地面に吸い込まれていくのがネイアにははっきりと見えた。

　それから続けて、彼らは解体を始めた。

　ネイアだって父親が獣の解体をするところは幾度か見たことがある。しかしながら人間に対して行われるとそれはまるで違う光景となり、ネイアの心に強い衝撃を与えた。

　その後、新鮮なまま彼らは食べられていったのだ。

　特に酷かったのは、生きたまま食べられる者もいたことだ。

　今でも、亜人に腹を食い破られていく幼子の上げる絶叫は耳から離れない。そして内臓を引きずり出された時の声も。

　王兄の警備という名目でレメディオスを連れてこなかったのは、グスターボの冴えわたる頭脳のお陰だ。もし彼女がいたらまず間違いなく、戦端が開かれていただろう。

　はぁ、とネイアは大きく息を吐きだし、再び水を一口含み、無理矢理にも流し込む。

　気持ち悪い時は吐いてしまった方がいいと言われるが、やはり魔導王の部屋にゲロの臭いを漂わせたまま行くのは失礼なことだ。

　数度、息を吐きだしてチェックをしたのち、ネイアは魔導王の部屋の前に立つ。

　扉の左右には誰の影もない。

　亜人に都市を包囲された状況下では、魔導王の警備──という名目の監視──を置く余裕はないということだ。

　ネイアは扉をノックし、中に声をかける。

「魔導王陛下。従者ネイア・バラハです。入ってもよろしいでしょうか？」

「入りたまえ」

　扉越しに許可をもらい、ネイアは静かに室内に入る。

　ほとんどの調度品が亜人たちによって駄目にされたため、部屋の中は簡素だった。それでもおそらくはこの都市に住む誰の部屋よりもいい調度品が置かれた一室だ。

　窓の外を見るように、ネイアに背を向けて魔導王が立っていた。

「慌ただしい様子だな。窓の下を多くの民が走っていく。包囲されてから四日が経過したが、これだけ騒がしいのは初日以来だな。これは──攻めてくる気配があるというのかね？」

　魔導王は今回の一戦には関わりたくない様子を見せ、この部屋で静かに過ごしていた。亜人たちの軍勢がこの都市の近郊に展開した際の軍議にも出ることはなかった。

　解放軍首脳部はあまりいい顔をしなかったが、「今後のことも考えると他国の王がしゃしゃり出てもいいことはないのではないかね？」という発言の前では何かを要求することも出来なかった。

　その代わりとしてネイアが色々な会議に参加させられることになった。これが魔導王との情報共有を、ネイアを通して図りたいという首脳部の狙いなのは分かるし、納得できる。しかしその結果、今回のあの惨劇を目にする羽目になったというわけだ。

「……いえ。亜人たちに大きな動きはありません。ただ、亜人側の、その、何と言いますか、示威行動があったというべきでしょうか。そのため配置換えなどが行われている様子です」

「そうか。それではもう暫しばらくにらみ合いになるのかな？　亜人側は揺さぶりをかけて士気を挫くじこうとでもしているのか──ところで勝てそうかね？」

　無理だ。即答できるほどに答えは出ている。

　まず兵力差が大きすぎる。

　人間一万に対して亜人四万。

　一万と言ってもそれは子供や老人などを含む数で、更には全員が全員捕虜収容所で受けた傷──精神的なものを含む──や疲労を完全に癒しきれたわけではない。

　確かに攻城戦は防御側有利と言われるが、それは戦力がほぼ互角の場合だ。

　普通の──一般的な──亜人と人間の平民。その二つを比べた場合、比較するのも愚かに思えるほど人間側が弱い。

　互角の勝負ができるのは聖騎士、神官、職業軍人である軍士たちくらいだが、当然その数は多くはない。火竜フアイヤードラゴンの吐息ブレスに水をかけても無駄なのと同様、亜人四万の兵団の前には無力な数でしかない。

　ただし絶対に勝利を得ることができないかと言えば、そうでもない。

　魔導王という切り札を除外しても、一人でも軍勢を撃退することは出来る。

　聖王国最強の女聖騎士、レメディオス・カストディオなら、疲労やラッキーヒットを考えなければ、そして普通の亜人であれば四万体斬り伏せることは出来るだろう。

　しかしながらレメディオスに匹敵する強者が亜人の中にいないとは限らない。いや、いる可能性の方が高いだろう。

　ネイアはこの都市にいた豪王バザーなる亜人の姿を思い出す。魔導王の前ではゴミのように殺されたが──あれは魔導王があまりにも強すぎたのだ──あれだって圧倒的な強者。ネイアがどれだけ頑張っても勝てないような存在だ。

　あれほどの亜人王であれば、聖王国最強の聖騎士にも匹敵、もしくは上回ったかもしれない。ネイアからするとあまりにも凄すぎて正確なところはまるで測れなかったが。

　それに現実には、疲労を考慮しないわけにはいかない。どれ程の強者であっても疲労から逃れることはできない。魔法によって一時的に取り去ることはできるが、再び疲労は溜まっていく。

　万の軍勢を斬り殺し、疲弊したところを襲われれば、レメディオスですら並の亜人にも殺されるだろう。やはり数は力なのだ。

　ただ、もし、それを覆すことができるとしたならば──ネイアの視線が未だ自分に背中を見せる偉大な王へと動く。




　それは絶対の強者。

　この世界から超越した存在オーバーロード。

　この魔導王、アインズ・ウール・ゴウン。その人しかいないだろう。




　王に相応しい堂々とした後ろ姿に目を奪われていたネイアは、魔導王の質問に答えていないことを思い出し、慌てて答える。

「わ、分かりかねます！」慌てたせいで少し声が大きくなってしまった。羞恥で顔を赤らめつつ、普段の声を出す。「──ですが、全力を尽くすだけです」

　魔導王は気にする素振りも見せず、更なる質問を投げかけてきた。

「なるほど。それで敵軍に関する新たな情報は手に入ったかね？　ヤルダバオトの存在などは？」

「それに関しては数日前から変わってはおりません。敵軍にヤルダバオトの姿は確認できておりません」

「ふむ。であれば申し訳ないが、私は今回の防衛戦に力を貸すことは難しいな。使ってしまった魔力の回復をしないと流石に不味い。私の魔力の欠乏を奴が狙っているという可能性も考えて行動する必要があるからな」

「勿論、陛下のお考えは皆が承知しているところであります」

　ヤルダバオトらしき悪魔が見えるという話は会議であがったことがあり、ネイアが確認すると言ったら、即座に勘違いの可能性が高いと言われた。その時の場の雰囲気からして、ヤルダバオトがいるかもしれないと虚偽の情報を流し、魔導王を戦闘に参加させようとネイア以外で話し合っていたのは明白だった。

（嫌いなアンデッドだからといって他国の王にそのような噓を言う者たちに信義などない。……たとえ、追い詰められようとも敬意を向けるべき相手には、己の誇りを見せてこそ正しい姿勢ではないだろうか）

「それで今後の亜人たちの動きはどのように見ているのかね？」

「はい。今までは西門だけに軍を展開していた亜人たちが、兵力を分け、もう一つの門である東門にも僅かですが軍勢を動かしました。これはそろそろ何らかの動きがある──攻城戦を仕掛ける前準備ではないか、と考えております」

「攻城兵器を作り終えるのに十分な時間が経過したということか？　まぁ、良かったと言えるか。敵が兵ひよう糧ろう攻ぜめという手を選ばなかったのだから」

　良かったのかどうかはネイアには判断できないが、兵糧攻めをされたら全く対処方法がなかったのは確かだ。

　打って出れば平地での戦いだ。圧倒的兵力差によって即座にこちらの兵力はすり潰されただろう。しかしながら市壁に守られながらの戦闘になれば、少しはいい勝負になる。無論、圧倒的不利からかなりの不利になったという程度の違いではあるが。

「こちらがどれほどの糧食を確保しているか不明だったためという線も考えられなくはないですが、それ以上に亜人たちはこの程度の小都市なら物の数ではないと思っているのでしょう」

「聖王国に入る時に見たあの要塞線を落としたのだ。この程度大したことが無いと思うのも道理。……防衛戦でいい勝負をし、亜人側にデメリットが大きいと思わせれば兵糧攻めに切り替えるはずだ。そこからが非常に厄介な戦いになるな」

　魔導王はこの勝ち目のない戦いに勝った後こそが本当の戦いだ、と判断しているようだ。

「陛下。今後はどのようになると思われますか？」

「今後の展開か？　それは私にも分からない。はっきり言って、ここで籠ろう城じようさせられている状況自体が詰みだと言っていい。籠城というのは援軍があることが前提だ。もしくは相手側に時間制限などの何かがあってこそ。しかしながらここは相手の支配領域下。単に籠城するだけであれば絶望的だな」

「一応、もっと前にここに囚われていた貴族たちを南に送り出しておりますので、援軍が全く来ないとも言えないかと」

　とネイアは言ったものの、援軍の期待はできないだろう。

　南の軍勢がここにたどり着くには、大前提として亜人連合の対南部軍を打破しなくてはならない。更にそうしてもここで四万もの亜人と戦うことになる。

　連戦は兵力をかなり消耗させる。それぐらいであればここにいる一万の民を見捨てた方が賢いとも言える。

「であればいいがな……」

　これっぽっちも信じていないような雰囲気だった。

　そうだろう。この状況下で誰一人として犠牲を出さずに何とかする方法など──。

　ネイアは脳裏に浮かんだアイデアを打ち消す。

（魔導王陛下はヤルダバオトと戦うためにこの地に来た。だからそれ以外のことによって魔力を消耗させ、勝率を下げる行為は許されない）

「……豚鬼オークに使った転移を使用するにはまだまだ時間がかかるが、私が時折、魔導国に戻る際に使っていた転移であればまだまだ使える。数十人ぐらいであればなんとかなるだろうが……選べないだろうし、選ばれたくないだろ？」

「気持ちを察して下さり、ありがとうございます、陛下」

　王兄ぐらいは連れて逃げてもらった方がいいかもしれない。しかし、それはどうなんだろうという考えもある。

　恐ろしい悪魔と対たい峙じするために他国の王が単身で戦火に飛び込んできてくれているにも関わらず、我が国の王の血を引く者は連れて逃げてくださいなど、恥ずかしいにも程がある。

　ネイアがそんなことを考えていると、彼女が室内に入って初めて魔導王が向き直った。

　真正面からその空虚な眼がん窩かに宿る赤い光が向けられた。かつては少し怖かった瞳だが、見馴れたためかカッコいいとさえ思える。

「私はこうも思うのだ。バラハ嬢。ここで敵とぶつかり合うことになったのは上層部の愚かさが招いた結果だ。それを従者一人の力で覆くつがえすことはできない。己の身を大事にしたらどうだ？　……君さえよければ我が国が君を受け入れても構わないぞ？　聖騎士訓練を受けている君であれば我が国でも力を発揮してくれるだろう」

　ネイアは何と言えばよいのか分からず、迷う。

　自分のことを案じてくれている心に感激する一方、魔導王の手を取った結果失うものへの恐怖に震える。

　この国へ父や母が見せたであろう献身。

　自分の故郷への愛情。

　祖国へ二度と戻れなくなるだろう未来。

　数名の友人たちとの思い出。

　グルグルと色々なものが浮かび、ぱちんと消えていく。ただ、そんな中、一つだけ決して割れずに残っているもの──最も重要なことがあった。

　自分は聖騎士団の団員だ。

　正義とは何か未だ分からないが、それでもたった一つのことだけは胸を張って言える。

「それでも私はこの国の民として、出来る限り人を救わなくてはならないと思います。弱者を──苦しんでいる人を救うのは当然の事です」

　魔導王がぴたりと動きを止めた。まるで凍り付いたようなそんな急激さだ。

「……ふむ」

　それだけ呟き、顎の下に手を持っていく。

　ネイアの言葉が何か、魔導王には引っかかったらしい。じっと観察されている。

　ごくごく普通のことを言ったはずなのに、と少し居心地が悪い。

「亜人が攻めて来た際、君の配属場所は西門市壁の、都市から見て左側だったな？　危険な場所だ。私の助けを期待しているとしたら間違いだぞ？」

「承知の上です」

　弓の得意なネイアが配属されているのは最前線となる場所だ。ならばほぼ間違いなく、ネイアは死ぬだろう。戦場に出るのだ。無論、その覚悟はある。

　唇を引き締め、真っ直ぐに魔導王を見る。

「ああ、彼かれの瞳か。私の好きな瞳だ」

　独り言のような呟き声に、ネイアは思わず顔を赤くしてしまう。別にそういう意味で言ったのではないだろうが、それでも尊敬する王からの好きという言葉にはかなりの破壊力がある。

「ならば……バラハ嬢に幾つかのアイテムを貸し出そう。使いたまえ」

　ズルリという感じで驚くほど大きなアイテムが空中から出てくる。馬車に乗っていた際、弓を取り出した時も思ったのだが、魔法というものには本当に驚かされる。

　姿を見せたマジックアイテム──鎧よろいにネイアは見覚えがあった。その緑の甲羅のような鎧は、あの豪王バザーが着用していたものだ。

「こ、これは！」

「この鎧はきっと役に立つだろう。その身を守るという意味で、な」

　ネイアが身に纏うには大きすぎる──というよりも人間ではこのサイズはかなり大きい。しかし大丈夫だろうとネイアは魔法の鎧に関する知識から予測していた。

　通常の鎧であればその身に合わせるのに鍛か冶じ仕事などが必要となる。そしてそれにも限界があって、このサイズであればはっきり言って無理と言える部類だ。

　しかしながら魔法の鎧は違う。装備条件が特別に付与されていないのであれば、性別、種族に関係なく装備することができる。大きな変化はないが、体格に対応した形になってくれるのだ。

　やろうと思えば、親指サイズの魔法の鎧を作って巨人に着せることだってできるが、使用されている素材の量や質によって耐久力が変わってくるので、魔法や酸や防具破壊技などによって、元々が指輪サイズでは簡単に壊れ、付与した魔力が半分以上は無駄になってしまうことだろう。

　世の中なかなかそう都合が良くは出来ていないし、抜け道というのは大概塞がっているということだ。何にしても、誰も着用していない今の状態が素の大きさなので、バザーの鎧がしっかりとした耐久性を持っていることは間違いない。

「それ以外にあと三つほど貸し出しておこう」魔導王がネイアに手渡してくれる。「冠、小手、それとネックレスだ。何か別のアイテムと被ったりしてはいないかね？」

「い、いえ。私はもとより魔法のアイテムは持っておりませんでしたので」

「それは上々。ではこれらのアイテムを簡単に説明しておこう」

　精神防壁の冠は言葉通り精神を守護し、魅了や恐怖などに属する攻撃を防ぐ。ただし、魔法は完璧に防ぐが、特殊能力などに由来するものには抵抗へのボーナスで終わってしまうそうだ。注意点はプラスの効果も打ち消してしまうということらしい。

　小手は射手の小手。魔法の中には射撃の技術が必要になるものもあるので作らせたはいいが、魔導王はそちら系の魔法は完全に捨てたということで使われずに死蔵されていた物らしい。

　そして最後のネックレスは、魔力を消費して信仰系第三位階の治癒魔法〈重傷治癒ヘビー・リカバー〉を発動できるアイテムということだ。魔力さえあれば回数制限なく使用出来るが、通常に発動するより大幅に魔力を消費するそうなので、ネイアの乏しい魔力では使えて一回程度と思っておいた方が良いだろう。使いどころはよく考えなければいけない。このネックレスは魔導王やその関係者が作ったのではなく、どこかで売っているものを外見に惹かれ購入したらしい。

　確かに見ればそのネックレスは非常に細やかな細工が施されており、緑色の宝石を手にした女神を象かたどっているように見える。確かに外見に惹かれたというのも納得できる芸術品だった。

　そんな素晴らしいアイテムを前に、ネイアは首を横に振った。

「も、申し訳ありません、陛下。これらのアイテムをお借りすることはできません」

　魔導王が貸してくれるというアイテムは恐らくはどれも超一級品だろう。ならばそういったアイテムを着用したネイアが討ち死にでもしたら、それらはどうなるのか。亜人たちの手に渡り、奴らを強化する結果に終わるに違いない。そうでなくても戦乱の中、死体が埋もれて紛失などということになったらどうすればよいのか。それに既に弓を借り受けた身。それ以上の厚意に甘えてよいのだろうか。

　というか戦場に立つ前に、弓だって返さないと不味い。

「どうしてだね？　これからの戦闘で十分に役立つと思うぞ？　まぁ、戦士系統である君では魔力が乏しい為、もしかするとネックレスは使えないかもしれない。一度実験してみるといい」

　魔導王からの質問にネイアは先ほどの自分の不安を素直に吐露する。すると魔導王が僅かに笑った。

「それではこうすればよい。必ず私に返すという気持ちで挑めば良いのだ」

　勿論、そのつもりだが、思いだけで状況を打破できるわけではない。そう答えても魔導王は鷹おう揚ように手を振った。

「いいから持っていけ。マジックアイテムがどこに行ったかを調べる魔法を私は持っている。ちゃんと覚えたから大丈夫だ。もし紛失したら私はそれを使って探すさ」

「左様ですか？」

「左様だ。……さぁ、遠慮することはない。使いたまえ」

　もし表情を浮かべることができるのであれば笑顔で言っている──そうとしか思えないそんな優しい声で魔導王が語りかけてくれる。

　親切を無む下げにした場合の無礼。厚意に甘え、魔導国に損害を与えた場合の謝罪。様々なことを考え──。

「なんだ？　約束はできないのかね？　私にそれらのアイテムを返してくれる、と」

「！」

　生きて帰ってこい。そういう意図を持った言葉に、思わず目が潤む。ここまでの優しさを与えてくれたのは、ネイアの人生においては両親以外にそうない。

　こんな優しい王が支配する魔導国は幸せだ。そう思いながらネイアはぐっと唇を嚙みしめ、頭を下げた。

「ありがとうございます！　きっとお返しします！」

「…………ぉう」

　顔を上げる際、瞳の端に浮かんだ涙を拭う。

　流石にこの場で鎧を着ることはできないが、小手やネックレス、冠は装備ができる。最初にネックレスを首から下げる。

　その瞬間、そのアイテムの使い方や能力が知識として流れ込んできた。まるで自分の体の一部のように使える状況だが、己の体に付いている手足に対して怯えることはないように、ごくごく当たり前のことだという気しか起こらない。

　次に冠だ。これは装備しても特に何か凄い感じがするという気はない。説明を考えれば何か起きた時に分かるのだろう。

　最後に小手だ。

　これは逆に如実な変化を味わった。

　力が沸き立つ。

　肉体を強化する魔法を受けたことがあるが、まるでそんな感じだ。筋肉量が一気に増えたように、動きが速く、鋭くなっているのが感じられる。それだけではなく、より小さなものが見え、心肺機能も上昇し、スタミナが付いた感じがする。

　なんというか肉体のステージが一段上に昇ったような感じなのだ。

「凄い…………」

　訓練の結果、手に入れた力ならば、徐々に変化していくために気が付かないだろう。しかし急激な能力上昇のために変化が強く感じられる。

　より驚くべきことは、前の自分と今の自分に大きなずれがなく肉体運用ができるということだ。

「魔法って凄いんですね……」

　ネイアの呟きを聞きとめ、魔導王が肩をすくめた。

「そうだぞ。実際、私も生活魔法などというのには驚いたな」

「あれが、ですか？」

「砂糖とか胡椒とか生み出しているのだからな。氷だって生み出せるし、魔力量が割に合わないらしいが鉱物もそうだ。都市の水源を生活魔法関係のマジックアイテムで補うとか……。この世界の文化の発展に大きくかかわっているようだな」

「そう……なのでしょうか？」

　魔導王ほどの偉大なる魔法詠唱者マジツク・キヤスターがなぜ、あの程度の魔法に驚いているのかが分からない。しかし、魔導王がそういうのであればそうなのだろう。確かに色々なところで生活魔法は役に立つ。あれがなければ日々の営みは立ち行かないだろう。

「粘体スライムを使用した……のか共存しているのかは分からないが下水道設備なども……あっと、少しお喋りが過ぎたな。バラハ嬢も忙しいだろう。私のことは気にせずに仕事に向かってくれ」

　正直魔導王のお側役以上に大切な仕事というのはないとも言えるが、猫の手も借りたい現状では意外にネイアの仕事は多い。見張り番がメインではあり、誰でも出来そうな仕事だが、重要な役目だ。

「ありがとうございます、魔導王陛下。必ず生きて戻ります」

「ああ、もし危なくなったら東門方面へ逃げることだ。恐らく、生存の可能性はそこにしか無い」

　ネイアはバザーの鎧を手に、頭を下げるとそのまま部屋を出た。
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　作戦指令室でレメディオス・カストディオは三人の聖騎士たちと共に兵力の適切な配分を考える。

　レメディオスは普段の残念さとは裏腹に、戦闘に関しては鋭い冴えを見せる。妹からは「地頭は悪くないんだから勉強すればいいのに」などと言われたが、その忠告に従っていたらここまでの武力を得ることは出来なかっただろう。

　神が三物──知性、才能、美貌──を与えた妹とは違うのだ。

（こちらの兵力は一万。相手は推定四万。勝利条件は南からの援軍が来るまで耐えきるか、敵軍を撤退させること。……私ぐらいの強者が十人いれば可能性はあったかもしれないが……）

　九きゆう色しきと言われた者たちの中で、強さから選ばれた面々がいれば少しはいい勝負が出来たかもしれないが、現状かなり厳しい。

（時間を稼ぐのであれば敵の最初の一撃に、カウンターで大打撃を与える必要がある。そうすれば敵は警戒して少し時間が稼げるはずだ。向こうはこちらの兵力がどれだけかは不明のはずだから、な）

　こちらから打って出るという案についても真剣に検討する。

　東門側に兵力を集め、一気呵成に攻め、敵兵力を撃破する。その後、西門へと転進するのだ。

　しかしながらすぐに結論は出る。失敗して終わりだ。東門側に布陣している寡か兵へいの敵別働隊を倒しきる前に敵本軍と対峙している西門が破られ、都市が陥落することになる。

　やはり兵力差が問題だ。勝利を得るためにはどうにかしてこの差を縮めていく必要がある。

（そんなことができるはずがない）

　レメディオスは眉をしかめ、地図の上に置かれた駒を適当に動かす。

　閃きが降りてこないかと期待してのことだった。しかしながら救いは現れない。

「お前たちに何かいいアイデアはないか？」

「はい。私としては──」

　口を開いた聖騎士のアイデアを検討し、却下し、またアイデアを求め、を繰り返し、全員のアイデアが出し尽くされて重い静寂が立ち込めるようになった部屋にノックの音が響いた。

　それはまるで救いの鐘か何かのようにレメディオスには聞こえた。

「団長。ここにいらっしゃいましたか」

　入ってきたのは副官──グスターボ・モンタニェスだ。まさに救いの鐘だったようだ。それはこの部屋にいた他の聖騎士たちも同じようだったようで、暗く沈んだ表情に僅かな希望という明かりが見えた。

「ああ。ちょうどいいところに来た。お前のアイデアも借りたい」

　レメディオスが顎をしゃくった先、机の上に広げられたこの都市の見取り図を見て彼女の言いたいことを理解したのか、グスターボは頷く。

「貸せるのであればいくらでも貸したいところです。ですが、その前にいくつか相談事をよろしいでしょうか？」

「うん？　なんだ？　別に構わないぞ」

「それでは……」グスターボが若干声を潜ひそめる。「実は少し不味いことになっておりまして、今回も魔導王は参戦してくれるのかという声が一部の民から上がっているのです」

　魔導王は今回の戦いには参加しない。今までに消耗した魔力を回復させなければならないし、ここでまた魔力を使わせることがヤルダバオトの狙いではないかと警戒したからだ。

　妹のケラルトなら一日もあれば魔力は回復するので、前者の理由にはレメディオスは納得がいかなかった。だが、都市を一人で奪還するのに使った魔力の量を人間と一緒に考えられては困るという魔導王の発言に他の面々が納得したので、それ以上、疑問を口にはしなかった。というのもその場には神官もいたし、他の面々が納得したのであればそういうものなのだろうと思うほかなかったからだ。

　後者の理由はレメディオスも同意できるところだった。

　ヤルダバオトが亜人の軍勢の中に隠れていないと誰が言えるだろう。

　もともと魔導王は対ヤルダバオトのために連れてきたのだ。共倒れになってくれてもよいとは思っているが、別に魔導王に負けてほしいと思っているわけではない。だから魔導王が全力を出せるように協力するのは、たとえアンデッドが大っ嫌いな彼女といえども当然のことだった。

　それを押してでも参戦してくれた場合には、この都市にいた幾人かの貴族たちができる限り──レメディオスですら目を丸くするような額の──謝礼を支払うとの約束をしていたが、魔導王は首を縦には振らなかった。

「そのどこに問題がある？　魔導王は今回の戦いには参加しない。それはお前も知っているだろ？　素直にそう言えばいいじゃないか」

「団長。それを彼らに言うことはできません。下手すれば──いえ、下手しなくても大きな騒ぎになります」

「なんでだ？」

　理解できない。魔導王が戦闘に参加しないことのどこに問題があるのだろうか。

　疑問を素直にその面おもてに浮かべたレメディオスに、グスターボはしかめっ面で答える。

「この都市を奪還する戦いを見ていた民たちは、我々聖騎士が出来なかったことを魔導王は二人で容易く行ったと知っているからです」

　やはりグスターボの言っていることは理解できない。

「少し不快な話であるが、実際、その通りではないか。そこにどんな問題がある？」

「いえ、ですから、我々聖騎士よりも魔導王を信頼しているのです。この都市にいる者たちが、最も強いと信頼する魔導王が戦闘に参加しないということを知れば士気は地に落ちます」

「信頼？　……魔導王はアンデッドだぞ？」

「アンデッドでも、です。この都市を解放し、囚われていた人々を助けたのは魔導王です。ですので、彼らからすれば魔導王は英雄なのです」

「英雄？」

　レメディオスは目を白黒させながら問い返す。

「英雄だと思っているのか？　あれはアンデッドだぞ？　生を憎み、死を好む。人質を見捨て、いやそれどころか平然と殺していたのだぞ？」

「それでも、です。それに……英雄で終わればまだマシです。このままでは、魔導王を救世主と思う者たちが出てくるでしょう。下手すれば聖王様の──」

「──聖王女様の、だ」レメディオスは不快げに顔を歪めた。「何度も言っているが、カルカ様は必ずどこかで囚われの身になっておられるはずだ。ヤルダバオトと戦った後、聖騎士も神官もみんな倒れ伏していたが、カルカ様と妹ケラルトの姿はどこにもなかったんだ。死んでいれば運ぶ理由もない。人質として使うつもりなのだろう」

「失礼しました、団長。聖王女様の今後の統治に差し障りが出てくるほどに」

「統治に？」

「はい。……我々は、あの要塞線を破られ、亜人たちが侵攻することを許してしまいました。だからこそ自分たちを守ってくれる絶対者の下につきたいという者は出てくるはずです」

「アンデッド……だぞ？」

「繰り返しますが、アンデッドでも、です。苦しんでいる状況下から救ってくれたのですよ？」

　その辺りがレメディオスには分からない。

「戦ったのは魔導王だけではないのだぞ？　聖王女様の旗の下もとで我々も戦ったではないか」

「はい。左様です。私たちに民たち、皆で戦いました。ですが、それを考慮しても魔導王がこれ以上の結果を出せば、聖王女様以上の人望を集め、新たなる支配者として歓迎する者が出る恐れもあります」

「はぁ!?」レメディオスは大声を出す。「何でそんなことになる!?　英雄などというだけに留まらず、あのアンデッドが聖王女様以上だと？　何を言っている貴様!!」

「いや、民からすれば──」

「──言うに事欠いてアンデッドなどに！　聖王女様がどれだけ民を幸せにしようと心砕き、働いてきたか！　民たちが──」

「──お待ちください、団長！」

「待てるか!!　グスターボ、お前は何を言っている！　いや、本気で言っているのか！」

　レメディオスは激情に駆られてテーブルに拳を振り下ろす。英雄の領域に立つ者の怒りの一撃は、拳の触れた部分だけをこそぎ取って床に叩きつけた。まるで巨人がテーブルの端だけつまんでむしり取ったかのような異常な破壊痕が、彼女の怒りの凄まじさを物語っていた。

「団長、落ち着いてください！　我々は聖王女様の慈悲深さ、偉大さを知っています。魔導王などというアンデッドと偉大なる聖王女様では比較になるはずがありません！　ですが、我々は聖王女様のお側近くにいたからこそ知っているのです」

「馬鹿か、お前は！　拝謁したことがないからと言って、この国の頂点であられる御方よりも他国のアンデッドに敬意を向ける人間などいるはずがない。お前の考えすぎだ！」

「団長！」悲鳴のような声をグスターボが上げた。「魔導王は他国の王でありアンデッドではありますが、彼らを苦しみから解放した者でもあるんです！　そしてそれは……聖王女様が、我々が出来なかったことなんです！」

　グスターボが大声で一気に話したことによって乱れた息を整える呼吸音が室内に響く。

「……お前たちはどう思う？」

　静かなレメディオスの声に、最初から部屋にいた聖騎士たちが互いの顔を見合わせる。そして一人が覚悟を決めた表情で口を開いた。

「私たち聖騎士は当然魔導王を英雄とは思ってはおりません。ですが、平民たちの中にそういった意見や空気があることは知っておりました」

　次にもう一人が口を開く。

「この都市を二人──いえ、一人で落としたのは多くの民が知るところです。さらに魔導王の力を見ていない者たちが話を伝え聞くことで、更なる神格化が進んでいる様子です」

　最後の一人が続けた。

「魔導王が同盟国でも友好国でもない国の危機に、たった一人で助勢に来たというのは事実です。アンデッドであることに目をつぶれば、それは……英雄的な行動ともとれます」

　納得がいかないのはレメディオスだけのようだ。ならそれを理解したうえで、グスターボの質問にどう答えるのが正解なのか。

　確かに英雄が戦闘に参加しないと知れれば士気は下がるし、どうしてなんだと大きな騒ぎとなるだろう。まして敵はこちらの四倍にもなる大兵団だ。それと戦わなくてはならないという状況下での精神状態を考えれば、当然のことだ。

「……であれば魔導王に悪者になってもらえば一石二鳥ではないか。魔導王は我々をこれ以上助けるつもりはない、と民たちに伝えたらどうだ？」

「噓をつくのはかなり不味いです」グスターボが言う。「今の民の精神状態は決壊寸前の堤防と同じです。何かのはずみで真相を知り、我々が事実を隠蔽しようとしたとわかれば取り返しのつかないことになります」

「噓ではないように、うまく伝えればいい」

「民たちが噓だと思えば、それは噓ということになるでしょう」

「だったら魔導王には絶対に会わせなければいいじゃないか」

「……暴動が起きた場合、もしくは直接嘆願しようとする者が出た場合、その者たちを殺すのですか？」

「……それはしたくはないな」

　グスターボが大きくため息をついた。

「困ったものです。魔導王は少し力を見せすぎました。この都市の奪還を我々だけの力で行うことができればこのようなことはなかったと思われるのですが……。最悪の場合、国が割れるかもしれません。もし魔導王がこの地を自国の飛び地にすると宣言したとき、誰がそれを止められるでしょうか」

「この国は聖王女様の、そしてこの国で生きる者たちのものだぞ！　断じてアンデッドのものではない！　第一、それを周辺国家が認めると思うか！」

　再びテーブルを叩く。グスターボは顔色一つ変えず、断言する。

「認めるでしょう。団長も見たでしょう……あの街にいた化け物たちを。あんな恐るべき軍事力を持つ魔導国を敵に回そうという国なんて無いですよ。それよりは力を失った聖王国に背を向けたほうが賢いと。……それに飛び地となれば魔導国は防衛戦力を二分することになりますので、より都合が良いと判断する周辺国は多いはずです。あとは民たちが望めば、魔導王は大義名分を得ることになりますから」

「……自国の民を守れない国よりはアンデッドの国ということですか、副団長？」

　聖騎士の質問に「そういうことだ」とグスターボが頷く。

「グスターボ。私が魔導王を連れてきたのが間違いだったのか？」

「そのようなことはありません、団長。あの時はあれが最善の選択でした。ただ……魔導王の力に頼りすぎたのも事実です。先程も言いましたが、もし二つの収容所を我々だけの力で解放できていればこのような結果にはならなかったでしょう。民たちは今でもアンデッドである魔導王に恐怖し、敵意すら持っていたかもしれません」

「……どうすればいい？」

「なんとか民たちを誤魔化し、時間を稼ぎ、私たちだけであれだけの大軍を撃退する。それだけのことをしなくては、将来、もし仮にヤルダバオトを倒したとしても……戦争が続くかもしれません」

　レメディオスは天井を見上げた。

「……ならそうするほかない。魔導王め……。本当はここまで考えて行動していたのではないか？」

「分かりません。……本当に分かりません。ですが、それぐらいは計算していたかもしれません」

「領土拡大の野望を持っていたかもしれないのか。魔導国の土地は小さいんだよな？」

「小さいというほどではないと思いますが、確か、魔導国は都市とその周囲の土地、あとはアンデッドがたくさん出るという噂の平野ぐらいだそうです」

　だからこそ、という線は十分に考えられる。

「あのアンデッドめ！　やはりモモンだけに力を借りるべきだったか！」

「もしかするとモモンでも同じことになったかもしれません。ただ、魔導王ほどのインパクトはなかったでしょうね。王が単騎で、というのは実に鮮烈なやり口です。それに我が国の敵であるはずのアンデッドが、という点も大きいですね」

　つまりは悪い奴が良いことをすると、より一層良く見えるというやつなのだろう。

「……くそ」

　静まり返った部屋の中、自分の意見をグスターボが求めていると知ったレメディオスは指示を出す。

「カスポンド様に相談をしよう。もし、そう、もしも、だ、あり得ないとは思うが、念のためにだが、聖王女様が亡くなられていた場合、最も次期聖王に近いのはあの御方なのだろ？」

「他の王族の方が発見されていない以上、そうなりますね。そういたしましょう」

　聖騎士たちを残し、グスターボを引き連れ、レメディオスはカスポンドの部屋に向かう。

　結果、グスターボが言っていたように、民への返答を遅らせ、その間に敵が攻めてきたら魔導王の力を借りずに撃退、聖王国はまだまだ健在であるということを知らしめるということになった。





３






　亜人の陣地に大きな動きあり──その報告にネイアはついにその時が来たと知った。

　間違いなく、敵が攻めてくる前兆だ。

　魔導王より借り受けた武装に身を包み、都市の中を走る。

　すれ違う民たちが目を丸くして自分を凝視しているのが分かった。

　魔導王から借り受けた弓の素晴らしさに目を奪われ、そしてこの都市を支配していた豪王バザーの着ていた鎧ということに驚愕している様子だった。ネイアの鋭い聴覚が「あの戦士は誰だ」とざわついているのを聞き取る。その答えとして「あの魔導王の従者だ」とか「魔導国から来た女だ」との声が上がっていることも。

（私は別に魔導国から来たわけじゃないんだけど……）

　こうして間違った話を耳にするたび、どんな噂が立っているのか知りたいような知りたくないような気になる。ただ、魔導王に迷惑な噂があるとしたらそれははっきり否定しなくてはならないだろう。

（でも魔導王陛下の従者か……）

　少しだけ嬉しく、思わず含み笑いを浮かべると、たまたま通り過ぎた民たちの一団から小さい悲鳴が上がった。

（幾らお父さんに似ているからといって……）

　そんなネイアが向かう先は配置場所である西門に隣接した市壁。つまりは亜人の兵力のほとんどが展開されている方面だ。

　この都市にいる聖騎士、神官、軍士、そして壮健な男は八割方が西門と、その付近の市壁の上に配置されている。残りの二割は東門方面に、女子供や年寄りといった非戦闘員は南北の市壁を守るために配置された。

　そして指揮官は西門がレメディオス・カストディオ。東門がグスターボ・モンタニェス。総指揮官としてカスポンド・ベサーレスという形になっている。無論、総指揮官は都市内部の指揮官詰め所にいて外には出ていない。

　やがて西門が見えてくる。

　魔導王がバラバラに破壊した落とし格子がある門は東側なので、こちらの落とし格子は無事だ。ただ、亜人の多くは人間の腕力を容易く凌駕している。その者たちが巨木を持って突進してくれば破壊は容易だろう。

　ネイアは震えそうになる手をぐっと抑え込む。

　ここを突破され、侵入を許せば、都市内に散開した亜人に対処するのはすぐに困難となり、都市陥落という完全敗北となる。

　そうなればネイアに逃げる方法はなく、多数の亜人の前に討ち死にすることとなるだろう。

　震える手を口元まで運び、それを嚙む。

（怯えるな！　怯えたら当たるものも当たらない！）

　魔導王の貸してくれたマジックアイテムは精神系の魔法攻撃を防いでくれるはずだが、己の内部から生じた恐怖心には抑止程度の効果しかない。それでも着けていなければ、これ以上の恐怖を感じたことだろう。

　指に走る痛みと共に、ネイアは都市側から見て左側の側塔へと入り、市壁への階段を一段飛ばしで駆けあがる。

　魔導王の元にいたネイアが一番遅かったらしく──無論、上の許可は取っているので遅くても文句は言われない──市壁の上にはこの場所を守るために集められた民たちが多数いた。

　示された持ち場に急ごうとしたとき、西門市壁左側部隊の指揮官である聖騎士が立ちふさがった。

「魔導王──陛下はいらっしゃってないようだな」

　一瞬、ネイアは聖騎士の顔を訝いぶかしげに見てしまった。魔導王がこの戦いに参加するつもりはない、という話は上層部にはしてある。にも関わらず彼がそう尋ねるということはその情報を知らされていないのだろうか。

　しかしすぐにそうではないことにネイアは気が付く。彼は魔導王が考えを変えて、ここに来てくれることに一いち抹まつの希望を抱いていたのだろう。

　ネイアは都市の外に展開している亜人の軍勢を見る。三万以上の亜人の姿があるが、こうやって見ると、それ以上にも思える圧がある。

　あの軍勢を前にすれば、圧倒的な力を持つ魔導王に来てもらいたいという気持ちはよく分かる。ネイアだって同じ気持ちなのだから。だが──

「はい。陛下はいらっしゃいません。これは私たち、聖王国の戦いですから」

　聖騎士が一瞬口ごもる。

　ネイアは彼の横をすり抜け、持ち場に行こうと走り出し──

「──待て！　従者ネイア・バラハ！」

「はっ！」

　ネイアは立ち止まり、姿勢を正す。

「お前はしばらくここで待機していてくれ」

「え!?」

　ネイアは周囲をちらりと見渡す。ここは側塔から市壁への出入り口付近だ。かなり人通りの激しい場所である。邪魔になるだけではないだろうか。それにここからネイアの持ち場である中央付近まではかなり遠い。

「そ、それは一体どうしてでしょうか？　何か私にすべきことがあるのでしょうか？」

「い、いや、そういうわけではないのだが、少し不味いんだ。……従者バラハ。待機だ。いいな！」

「あ、はい……」

　理解できないが何か理由があるのだろう。いつ戦闘が始まっても可笑しくないのに、正式な訓練を受けた兵をこんな所に無意味に待機させるはずがない。

（もしかすると配属転換？　指揮官を狙撃するのに専念させるつもりとか？　……魔導王陛下からお借りした弓が優れていることは見ただけで分かるだろうし、切り札的な扱いかな？）

「分かりました。いつまで待てばよろしいのでしょうか？　またどこで待機していればよろしいのでしょうか？」

「あ、うむ、敵の侵攻が始まるまで、かな。場所はどうするか」

「え？　そんなギリギリのタイミングまでですか？」

　やはり変だ。ネイアが訝しく思っていると、数人の民兵らしき男たちが大きな鍋を運んで階段を上がってきた。既に市壁の上で待機している兵にふるまう食事だろう。男たちがもう何往復もしていることは、この寒空に似つかわしくない汗の量で十分察することができる。何百人もの兵の糧食ともなれば当然だ。

　彼らの邪魔になってはいけないと壁に寄って場所を譲ると、男たちはその前をせわしなく通り過ぎていく。だが、その中の一人が僅かに顔を上げ、ネイアの顔を見た。

　その瞬間、男は驚きの表情を浮かべた。

　また父親似の顔のせいかと思ったが、そうではなかった。

「あれ？　あんたは魔導王様のお付きの従者だよ──あ、いや、ですよね？」

「あ、そういう……。あ、失礼しました。そうです。私は魔導王陛下の従者をさせていただいています」

　ネイアと男の話が聞こえたのか、鍋を運ぶ他の民兵たちも立ち止まり、ネイアの顔を驚きの表情で見ている。話しかけてきた男と同じ理由だろう。

　魔導王の従者として知れ渡っているのだと思うと、照れくさい反面、鼻が高い。

　ネイアの内面に沸き起こる感情などつゆ知らず、男は遠慮がちに尋ねた。

「えーと、その、実は魔導王様のことで少し聞きたいんですが──」

「──待て！　いや、待ってくれるか。彼女は忙しい。君たちは作業を続けてもらえるだろうか？」

　突然、ネイアを隠すように、男との間に聖騎士が割り込んでくる。

　あまりにも怪しすぎる態度だ。どう見ても彼らと話すことを嫌がっているとしか思えないのだが──

（さっきの命令もこれが原因？　彼らと話をさせたくない……。なぜ？　まさか魔導王陛下に関する質問だったから？）

　理由は分からないが、答えを導き出すのは簡単だ。

「私は大丈夫です。どうかされましたか？」

　聖騎士が話させたくないのであれば、話してしまえばいい。

「従者バラハ！」

「魔導王陛下に関しての質問を邪魔するのですか！」

　怒鳴られたのと同じ声量で言い返す。

　正直、魔導王の威を借る行為を繰り返すのは恥ずかしいのだが、聖王国側が魔導王に不利益を働いていないか確認しておくべきだろう。そんな恥知らずな国にしたくはない。

　ネイアは先ほどの男に優しく話しかける。勿論、自分が優しげに接しても怖がられるだけだということは承知しているが。

「あの偉大な魔導王陛下のことなら、私が知っている範囲でお答えします。と言っても、私は魔導国の者ではないので、残念ながら詳しく知らないことも多いですが」

「え!?　しかしあん──いや、貴女様は魔導国から来たのではないんですか？」

「え!?　い、いえ、違いますよ。私はこの国の聖騎士の従者です」

「え？　そうなのか？」

「そうですよ？　だから敬語なんて使わなくていいですから……」

　ざわめきが降ってきた。見れば、先ほどの聖騎士との怒鳴りあいのせいか、いつの間にか市壁にいた民兵たちがこちらの様子を窺っている。

　かなり恥ずかしい状況になってしまったが、魔導王陛下の名前が出てしまっては無ぶ様ざまなところは見せられない。いっそすべての兵に聞かせてやれという気持ちで堂々と胸を張った。聖騎士はというと、ここに至っては隠し立てできないと悟ったらしく、ただネイアのことを忌々しげににらんでいる。

「えー、じゃあまず……その鎧はあの山羊の化け物の親玉が着てたやつだと思うんだけど、もしかしてあんたが倒したのかい？」

「いえ、違います。この鎧を着ていた豪王バザーは、魔導王陛下が魔法一つで屠ほふり去さったのです」

　おお、という声が上がる。

　中に紛れて、「あの化け物を！」「魔法一つでなど信じられない……」「都市を本当に一人で陥落させたんだ……。あれだけいた亜人たちを倒して……」「スゲェ……。惚れちまうぜ……」「俺の知っているアンデッドとは違う……」などといった声が聞こえてくる。

　囁き合いや独り言のつもりなのだろうが、耳のいいネイアには十分な声量だ。

　やはり、自分が尊敬している方に他者が同じような感情を抱いているというのは非常に嬉しい。特にアンデッドということを知りながらというのが喜ばしかった。

（陛下のされていることは無駄じゃないんだ。分かる人にはやっぱり分かるんだ）

「そ、それじゃ、あの、魔導王陛下は今回も俺たちに助すけ太だ刀ちしてくださるのかい？」

　一転して、ざわめいていたギャラリーが沈黙する。その反応は、この質問こそが核心なのだとネイアに即座に理解させた。

「……魔導王陛下は今回の戦いには参加されません。これは私たち聖王国の民が自分たちの国を救うための戦いであって、他国の王の戦いではないですから。それに魔導王陛下はヤルダバオトと戦うために魔力を温存しなくてはいけません」

　話を聞いている男たちの表情が曇る。罵声などが飛ぶかとネイアが心の中で身構えるが──

「そりゃそうだよな。……普通、他国の王が単身で来ないよな。ここまでしてくれたことに感謝しないとバチが当たるっていうもんだ」

「だな。それにヤルダバオトを倒すために魔力を残す、と言われたらなぁ」

「……あの王は冷徹だが、それでもより多くの民が助かるための手段を選ぶ人……じゃなくてアンデッドだ。であれば、この戦いに参加しないのもそういうことなんだろうな。俺はあの時、見たからな」

「ああ。俺も見た。確かにこの国を最も高い値段で評価するのは俺らだからな。──妻は俺が守る！」

「何の話をしているんだ？」

「俺らはこの都市を解放する前に助けられた者なんだけど──」

　好意的な声があちらこちらから聞こえてくる。

　助けてくれない魔導王に不満を抱いている者もいるはずだ。だが、それよりも魔導王の考えを理解する者たちの方が多いということにネイアは胸を熱くする。

「私も持ち場に向かってもよろしいでしょうか？」

　ネイアは聖騎士に問いかける。彼が自分を持ち場に行かせたくなかった理由はよく理解できた。ならばもはや行っても問題ないだろう。

　聖騎士は苦虫を嚙み潰したような顔を微み塵じんも隠そうとはせずに、ネイアに行けとだけ短く告げた。

　魔導王の話でざわめく民兵たちの前を通って持ち場に着き、ネイアは敵の陣地を睨む。

　大軍だ。こちらを一吞みにできそうな兵力だ。これが攻めてくるという。

　胃がひっくり返りそうだ。

　要塞線にいた父親は幾度もこんな思いを抱いていたのだろうか。

　ネイアは空を見上げる。ネイアの気持ちのような曇どん天てんの空を。





•






　亜人の軍勢が本格的に動き出したのは昼を回ったころだった。

　ネイアはポリッジを啜すする手を早める。

　木の器に入った、麦と温めた牛乳で作るポリッジは、冬の外気のせいでネイアのところに届くまでに既に冷えており、はっきり言ってかなり不味い。それでも食べなくてはこれからの長なが丁ちよう場ば、身が持たないし、それ以外に食べるものがあるわけでもない。それに、交代要員はいるが、うまく回るとは思えないので、今後碌に食事時間はとれないだろう。だからこそ、今日の昼飯は量があるのだ。

　出来の悪い木のスプーンで一気にかき込み、どろどろ──麦が牛乳を吸いつくしている──とした白い塊を無理矢理に胃に落とす。

　量だけはあったので腹は膨れたが、このかなり不味い食事が人生最後のものになるかもしれないと思うと気が滅入ってくる。

　ネイアは羽織っていた木綿の布を丸め、亜人側の胸壁に置く。それから鼠色の外衣で冬の冷気から身を守る。同じころに食べ始めたにもかかわらず、民兵たちは未だポリッジを啜っていた。

　全員が仏頂面だ。やはりこの味に満足している者はいないのだろう。それもまぁ、仕方がない。

　ただ、そんな表情をしているのはポリッジだけが原因ではないだろう。民たちの視線は手元の食事ではなく、前方、動きつつある亜人たちに向けられている。

　圧倒的な数の暴力は見ているだけで気が重くなり、明るい──希望などの感情を抱けるはずがない。

　それに捕虜となっていた者たち──亜人たちの支配下で辛しん酸さんを舐なめた彼らには亜人への強い恐怖が焼き付いている。酷いストレスを感じて胃が受け付けないのも無理はない。

（魔導王陛下だったらこの状況、どうされたんだろうか）

　覇気ある演説で戦意を向上させたのか、それとも笑い飛ばしたのか。

　どんな英雄的な行動に出たのか、ネイアには想像もできない。だが、それが分かったところで、ネイアに同じことができるはずもない。英雄であり、王である魔導王とはまるで違うのだから。

　それに彼らもネイアに何か──緊張をほぐすようなことを言われても迷惑だろう。第一、適切な緊張感は良い方にも転がる。

　なにより彼らの表情は暗いが、絶望感に支配された様子も、逃げたいという様子もない。覚悟を決めた兵士とも言うべき何かがある。

　最初に解放した収容所にいたらしい民兵の語った魔導王の話が原因だ。それが風のように市壁の兵に行き渡ったのだ。

　命の価値は違う、という話だ。

　人質ごと亜人を殺したと聞かされた者は、一様に不快感をあらわにしていた。アンデッドらしい心無い行動だと。だが、あの場にいた者は、そうではないのだと力説する。あの強大無比な魔導王でさえ「私とて私より強い相手の前には奪われるほかなくなるだろう」と言っていた、と。

　ネイアも覚えている。その様子は酷ひどく人間的で、決然とした覚悟と、一種の悲壮感さえ漂わせていた。大切な何かを守りたいという強い意志に裏打ちされた、得えも言われぬ説得力があった。

　そして彼らは思い出したのだ。ここで敗北すれば、自分たちの大切な誰かにどのようなことが行われるかを。

　もう二度と己の大切な人々にあのような地獄を味わわせたくはない、という強い覚悟によって彼らは戦意を強めた。

（もしかして陛下はあの時から全てこうなるかもしれないと考えられていたんだろうか……）

　もし、民に覚悟を決めさせるあの言葉がなければ、圧倒的大軍を前に戦闘前から士気は沮そ喪そうし、軍は瓦解していたかもしれない。

　聖王女をネイアは一度しか見たことがない。能力や人柄に関して知っていることなど皆無に近い。しかし、もはや断言できる。魔導王の方が王として格が上だ、と。いや──もしかすると魔導王は王と呼ばれる者たちの中でも最高位の王なのかもしれない。

「魔導国の民は……。アンデッドに支配されて可哀想だ、と思ったけど……」

　幸せなのかもしれない、とネイアは言葉には出さずに舌の上で転がす。周りに聞こえてよいことではないから。その時──

「──敵進撃を確認!!　この場所を守る者たちは戦闘準備に入れ!!」

　遠くから大声が聞こえてきた。

　皆、一斉にポリッジをかき込み、戦闘配置に付く。

　万を超える軍勢が一斉に動き出すと、それだけで空気が震動し、市壁すら揺らすようだ。押し寄せてくる重圧に潰されそうになる。

　事実、大地が揺れるような進軍の騒がしさの中、民兵たちから掠れた悲鳴が上がるのを、ネイアの鋭敏な聴覚が拾う。

　士気が急激に低下している。

　しかし、ネイアに出来ることはないし、そういった事をしてよい地位にいるわけでもない。ネイアの役目はただひたすらに、敵が射程距離に入ったら矢を食らわせることだけだ。

　この都市を解放してからというもの、従者としての務めがない時には寸暇を惜しんで弓の訓練を続けてきた。おかげでこのアルティメイト・シューティングスター・スーパーの癖も把握し、今ではかなり正確な射撃もできるようになったと思う。

（でも亜人たちはどうして昼のこの時間に？　夜に襲いかかってくれば有利なのに……何か狙いがある？　……魔導王陛下がいらっしゃったらお聞きできたかもしれないのに……）

　このひと月の間、導くように前を歩いてくれていた、あるいは寄り添うように隣にいてくれた魔法詠唱者マジツク・キヤスターがいないことに、大切な何かが欠落したような寂しさを抱く。

（駄目。陛下に頼り切るのではなく、自分の足で立たなくちゃ。……とりあえず亜人たちの狙いまでは分からないけど、昼間に攻めてくることになんらかの理由があるはず。であれば油断はしない方がいいってことね）

　胸壁から敵軍を睨むネイアは敵の最前線を歩く亜人の姿に目を奪われる。

「……え？　あれは……」

　前に出てきたのは三メートルほどもある人喰い大鬼オーガだ。その亜人が巨大な武器を持っている。

　前面に木で作ったと思おぼしき盾を備え付けた遠隔武器。それはバリスタ。亜人が大きいために丁度いいサイズにも思えるそれだが、実際は攻城兵器としても使えそうなサイズのものだ。

　本来であれば備え付けて使うべき武器を手に携たずさえている。そんな人喰い大鬼オーガが複数。一列に並んでいる。

　どこかの都市で鹵ろ獲かくしたものを立射できるように改造したのだろうか。

　太鼓が大きな音で打ち鳴らされ、バリスタが構えられた。

　そして──

　──冗談ではなく市壁が揺れた。場所によっては胸壁が崩されているところまである。運良く死者は出ていない模様だが、それは本当に幸運だったからだ。

　胸壁を砕いた巨大な矢。それは矢というよりも槍と言った方が正解に近い。ネイアの身長を超えているかもしれない長さを持つ極太の槍が高速で撃ちだされ、市壁に突き立ったのだ。ここに至っては、流石は攻城兵器としか言いようがない。こんなものを食らえば、耐えきれる人間はほんの一握りだろう。

　見れば人喰い大鬼オーガたちが第二射の準備に入っている。

「くそ！」

　ネイアは睨む。

　人喰い大鬼オーガまでの距離があまりに遠すぎる。

　この弓の威力から言って、恐らく届くことは届くだろう。しかし貫通力は大きく減衰することは明白だし、第一ここまで遠くを射る練習など都市内ではできなかった。完全に未知の距離であるため、バリスタの前面の盾をすり抜けて、射殺せる自信はなかった。

　この規模の都市なら今人喰い大鬼オーガが持っているような大弓が何基かあっても可笑しくないのだが、先日までここを支配していたバフォルクたちは大弓をすべて破壊し尽くしており、修復の見通しは立っていなかった。

　こうなるとバリスタ部隊を潰すためには門を開けて野戦を敢行するしかないのだが、それは愚の骨頂というものである。

　つまりは一方的に攻撃を受け続けるほかないということだ。

（退避するしかないけど……そうなれば敵の侵攻を止めることは出来なくなる。上の人たちはどんな戦略を立てる？）

　今は射撃しかしてこないが、もし兵を市壁から撤退させたら、敵は進撃を開始して市壁を占拠するのは明らかで、市壁を取られれば都市の陥落は間近だ。

　市壁と下をつなぐ階段を押さえ、その周辺の兵を押しのけながら門を開け、本隊を都市に呼び込む。これをすべて力押しで順番に実行すればいい。こちらに止める手立ては無い。すぐに混戦になるので、さすがのレメディオスも四方八方を囲まれては対処できなくなるだろう。

　そうなればこちらは殿しんがりを犠牲にしながら、都市を捨てて南に逃げるしかない。だが、事前の軍議で検討され尽くした通り、途中の平野で追いつかれるか、あるいは南部軍とにらみ合っている大軍と連携されてさらなる大打撃を受けることになる。

　西門市壁の指揮官である聖騎士はどのように判断するのだろう。

　撤退か、徹底抗戦として我慢か。

　ネイアがそんなことを考えている間にも敵の第二射が始まる。

　再び市壁に巨大な槍のごとき矢が撃ち込まれ、大きく揺れる。先程よりも揺れが大きかったのは、決して気のせいではない。同時になんだか訳の分からない声が上がった。

「おごぉぼぼぉぉお」

　音がした方に目をやると恐ろしい光景が広がっていた。

　撃ち込まれたうちの一本が胸壁を打ち砕き、その後ろに隠れていた民兵の一人を貫いていたのだ。血が大きな泡となって口から溢れている。数秒、びくびくと動いたその民兵の体は糸が切れるように崩れ落ちた。いや、崩れ落ちたといっても杭くいのような太い矢で昆虫の標本のように市壁に固定されているため、手足をだらんと垂らして終わりだ。

　あまりにも凄惨な死体の出来上がりに、悲鳴が上がる。

　魔導王から借り受けたネックレスをネイアは摑み、唇を嚙んだ。

　あれは致命傷だ。回復魔法で助けることはできない。

　民兵が一人死んでも、大たい勢せいに影響はない。しかしながら、その死に様は強い恐怖を引き起こし、周囲に伝染していく。次は自分かもしれないという、決して他人事ではないという事実が生存本能を刺激し、全身を震わせる。

「〈神の御旗の下にアンダー・デイヴアイン・フラグ〉！」

　魔法が飛ぶ。

　その瞬間、民兵たちの恐怖という感情が一気に抑え込まれる。魔法によって恐怖への抵抗力が高まった結果だ。信仰系魔法の〈獅子ごとき心ライオンズ・ハート〉なら恐怖に対する完全な耐性を授けてくれるのだが、これは個人にしか効果がない。その点、〈神の御旗の下にアンダー・デイヴアイン・フラグ〉は発動者を中心とした円の中にいる者すべてに効果がある。

　聖騎士たちが民兵の中に入っていくのはそのためだ。

「恐れるな！」魔法を発動した聖騎士が叫ぶ。「お前たちと同じ苦しみを持つ者たちを救うために武器を持て！」

　魔法や特殊能力によって強制的に生み出された恐怖であれば、一瞬で恐慌状態に陥っていたかもしれないが、彼らを襲っていたのは自分たちの内から出た恐怖。魔法によって恐怖心は抑え込まれ、民兵たちの瞳に炎が再び灯るのが見えた。

　しかしながらそれも誤魔化しでしかない。重要なのは現状を、敵に一方的に攻撃されているだけだという状況をどのように変化させるかだ。そうでなければ敵にこのまま攻撃され続け、死傷者を出すだけになってしまう。だが、それに代わる妙案はネイアには思い浮かばない。

「隠れるんだ！　敵の矢弾も無限にはない！　ここに大量に持ってきているはずがないんだ！」

　なるほど、とネイアは思う。鹵獲された物資の多くは大軍である南部軍との戦いに備えて南に持ち出されているはずなので、この包囲軍が持つ矢弾はそう多くないという判断か。ただ、バリスタ本体はともかく、その矢だけなら捕虜にした技術者に短期間でそれなりの数を生産させることもできるだろうから、その辺りは賭けになるのだろう。

　──第三射。

　人喰い大鬼オーガたちは弓に慣れておらず、外れているものの方が多い。それでも三射目ともなれば多くの胸壁が打ち砕かれ、民兵に複数の死者が出る。

　巨大な槍のような矢は人間一人を貫通するだけでとどまらず、後ろにいた者までも平気で貫く。

〈神の御旗の下にアンダー・デイヴアイン・フラグ〉は聖騎士を中心とした範囲魔法だ。効果範囲に入るためには出来るかぎり集まる必要がある。それがあだになったというわけだ。

　敵の四射目を前に、ザッと音を立て、天使が空を、ネイアたちの上を駆けていった。

　最下位の天使たちだが、そのまま亜人たちに向かう。右手には炎を上げる松明たいまつ。左手には口の部分から布が出ている壺だ。間違いなく壺の中身は油か、さもなくば強い酒だろう。

　つまり彼らが持っているのは着発式の投とう擲てき武器──火炎壺だ。

　もちろん、これで生じる程度の炎では耐性を持つ相手にはかすり傷一つ与えられないし、体が大きく外皮の分厚い亜人や、鍛錬によって超越的な力を身につけた者には大した効果を上げないかもしれない。

　だが、逆に炎に弱い者だっているし、バリスタに損傷を与えれば敵の攻撃を食い止めることにもなる。

　天使たちはバリスタを持つ人喰い大鬼オーガたちの上空に陣取り、持っていた壺に火を付ける。しかし、流石にそれを投擲する時間までは与えてくれない。

　ばさりと亜人が飛び上がった。翼亜人プテローポスだ。両腕が膜状の皮翼となっている。両腕を動かさずにまるで風に乗るように急上昇しているのは、何かの魔法的な力の働きによるものだろう。

　それと同時に白い網のようなものが飛び、天使たちに絡みつく。おそらくだが人蜘蛛スパイダンの特殊能力で作り出したものだ。

　蜘蛛の糸に絡まれた蝶のごとく、身動きが取れなくなった天使たちはそのまま抵抗できず地面に落ちていき、亜人たちの群れに吞み込まれた。あとは言うまでもない。

　ただ天使たちも無駄に消えて行ったわけではない。

　幾つかの壺は地面に落とされ、炎を飛散させた。

　ネイアはここがチャンスだと判断し、弓を引き絞る。

　今まではバリスタの前についていた防盾が邪魔で狙うことは不可能だった。守られていない足などでは一撃で殺すのは難しい。

　父であれば僅かな隙間から人喰い大鬼オーガの目を狙い射てただろう。ただ、ネイアにはそこまでの技術はない。しかしながら火炎壺を嫌ったのか、はたまたバリスタが燃えるのを恐れたのか、人喰い大鬼オーガがバリスタを持ち上げ、盾を上に向けていた。それに上がった炎に気を取られ、こちらには意識を欠片も向けてはいない。

　これを逃がしたら次のチャンスがあるとは思えない。

　限界まで引き絞った弓から矢を放つ。

　魔導王から借りたマジックアイテムによる補正が、ネイアの能力を父親の足元ぐらいには近寄らせてくれる。

　矢が一直線に驚くほどの距離を飛び、人喰い大鬼オーガの頭部に突き立った。

　狙ったのは分厚いであろう頭蓋骨を避け、柔らかな眼球。一部のモンスターが眼球を防護する膜などを持っているのは知っているが、頭蓋骨よりは致命的だという判断からだ。

　しかし──そこまでは狙い通りにはいかなかった。

　突き立ったのは顎の辺り。

　狙った人喰い大鬼オーガが大声を上げ、痛みに震えたのが見えた。

　人喰い大鬼オーガは持っていたバリスタを落とし、顔──矢の突き立った辺りを押さえる。それからよたよたと背中をネイアに見せ、後退を始めた。致命傷は与えられなかったが、戦意を削そぐことは出来たようだ。

　亜人たちの軍勢に傷を癒すことの出来る者がいれば、すぐに戦線に復帰してくるだろう。

「ちっ！」

　魔導王から素晴らしいマジックアイテムを借り受けても、ネイアではこの程度だ。

　ネイアは舌打ちを一つすると、胸壁に隠れる。そして都市側の胸壁に沿う形で移動を開始した。隣が突然持ち場を離れ始めたことに驚く民兵たちにネイアは強い口調で言う。

「──逃げて！　ここに反撃が来るわ！」

　ネイアの怒鳴り声を聞いたわけではないだろうが、反撃のバリスタが幾つも打ちこまれた。やはり大きく外れて飛んでいく矢は多いが、ネイアのいた辺りに数本が突き立ち、壁を削り壊す。

　運が悪ければネイアを貫いていた可能性は十分にある。

　再び、亜人側を窺えば、天使と炎によって生じた混乱は収まりつつあり、再び人喰い大鬼オーガたちがバリスタを構えている。

　弓矢による一撃を受けたという情報は共有されていることだろう。であれば、盾を降ろすという同じミスを繰り返すとは思えない。ならば──父親ほどの技が幸運にも発揮されることに賭け、体を晒してでも射撃するべきか。あるいは亀のように縮こまり、チャンスを狙うべきか。

　迷っていると、魔導王から借りた弓が太陽の光を反射し、綺麗に輝いた。

（無謀は褒められたことではないわ）

　そうだ。これほどの逸品を借りているのだ。何としても返却しなくてはならない。危険な博ばく打ちを打つべきではない。

（あんな特別な矢弾がたくさんあるはずがない！）

　亜人たちはどうやら胸壁を打ち砕くことを目的としているようで、ドンドンと槍のような矢を撃ち込んでくる。ただし、かなり大雑把な攻撃で中にはとんでもない所に飛んでいき、何にも当たらずに街の中に消えていくものもあった。

　抵抗できずにうつ伏せで敵の攻撃が止むのを待つ。

　砕けた市壁がネイアの体に降り注ぐことだってあった。たまたま運悪く民兵が射抜かれ、即死することもある。しかし、それでも何もせずに黙って敵の攻撃が止むことを祈る。

　やがて──ドン、と一度大きく太鼓の音が響いた。それから四回繰り返し鳴る。遠く、おそらくは敵左翼からも同じように聞こえてきた。

（……太鼓を打ち鳴らす回数で作戦が決まっているんだ。右翼と左翼はそれで連絡を取り合っている。敵陣地まで斬り込み、太鼓を奪って適切に鳴らせば、敵の連携を──といっても無理だけど）

　当然、太鼓の重要性は敵も知っているだろう。だから厳重に守られているはずだ。そんな中まで誰が踏み込めるというのか。

　もし冒険者などがいれば〈透明化インヴイジビリテイ〉や〈静寂サイレンス〉の魔法を使って混乱させることができるのかもしれない。

（無いものねだりをしてもしょうがないけど……）

　何にしても敵に新しい動きがあるのは間違いない。半壊しつつある胸壁の隙間からネイアは──そして他の多くの民兵たちも──身を起こし、敵軍の様子を恐る恐る窺う。

　押し殺したどよめきが起きた。

　驚愕、恐怖、そして激しい怒気によって。

　壁の向こうに佇ちよ立りつしていた大軍が、ついに前進を開始した。亜人連合軍右翼、左翼は横陣のまま進撃。中央に位置する部隊は魚鱗の陣形を作って門に殺到する構えだ。

　ネイアたちを殺さんとして、地鳴りのような足音も高らかに亜人たちが駆けてくる。

　さらに一軍──寡兵ではあったが──が都市を迂回するように動き出した。違う場所から市壁を乗り越えようというのか、もしくは陽動か。

　とにかく敵の攻撃が第二幕を迎えたということだ。これからは一方的ではない、互いに血を流しあう戦いが始まる。

　しかし、問題はそこではない。嬉しさなど欠片もないが、待ち望んでいた展開でもある。

　民兵たちが憤怒したのは左右に展開した横陣、その最前列の様々な種族で構成された混成部隊を見たからだ。統一感を欠いたその部隊の面々は、二つの共通点を持っていた。

　一つは市壁に掛けるための梯子を携えていること。

　つまりは市壁登とう攀はんの切り込み部隊だ。ネイアたちが戦うのはこの部隊だということを意味している。

　そしてもう一つは、人間の子供をその体に括くくり付つけていること。

　泣き叫ぶ子もいれば、ぐったりと脱力しきった子もいる。全員が裸にされており、そして全員がまだ生きていた。

　ネイアは唇をきゅっと引き結ぶ。

　驚くことにネイアの心は冷静そのものだった。

　押し寄せる波は濤とうのごとき亜人の群れを胸壁の陰から窺いながら、ネイアは矢筒から滑るように矢を引き抜き、それを弓につがえる。

　先頭が射程圏内に入っても、じっと耐える。

　まだ早すぎるのだ。

　幾度か深呼吸し、ぐっと息を止めると、素早く身をひるがえして弦つるを引き絞る。

　照準は一瞬。狙いは一点。

（──ここ！）

　そして射た。

　迷いない動きによって放たれた矢は一いち分ぶの狂いもなく人間の盾を貫き──子供の胸を射抜き──後ろの亜人も貫く。

　人喰い大鬼オーガのような並外れたタフネスを持つ亜人だったなら一いつ矢し受けた程度で倒れることはなかったかもしれないが、今射た亜人はそこまで理不尽な生命力を持ってはいなかったようだ。

　崩れ落ちた亜人には注意を向けずにネイアは次の矢を取り出した。

　人間を、それも囚われた哀れな子供を殺あやめた。

　手が震える。目の前が真っ暗になり、心がわななく。

　わかっていて、覚悟してもこれだ。

　いつもの癖で無意識に愛剣の柄つかに手を伸ばそうとすると、指が弓の弦に引っかかった。

　そんなことをしている場合ではないと弓に諭さとされているようだった。

　凍えそうだったネイアの心に微かな明かりが灯ったかと思うと、それは野火のように広がり、心の中に吹き荒れていた朔さく風ふうをかき消した。

　震えは止まり、視野の狭きよう窄さくも感じない。胸にあるのは、揺るぎない正義を体現する者の言葉。

（ああ、やっぱり効果は絶大なんだ）

　ネイアは魔導王の言葉が正しいものであったことを再確認する。

　ネイアが射た辺りにいた亜人たちの進軍速度が明らかに鈍ったのだ。それは人の盾が効果を発揮しないことを知ったからこその動揺。

　だから叫ぶ。

　目を見開き、ネイアを凝視している民兵たちに。

「何をしているの！　石を投げなさい！　私たちに人質を助けることはできない！」

　そうだ。ネイア達に人質を助けることは不可能だ。そして不要になった人質に亜人が何をするかは目に見えている。であれば出来ることは何か。

　次なる一射を亜人にお見舞いするということだけだ。

　ネイアの研ぎ澄まされた視力は、矢が人質の少年の額を貫いたのを捉えた。相手が鉄鼠人アーマツトだからか、少年の頭蓋骨が矢の勢いを減じたせいか、一矢で敵を仕留めるには至らなかった。だが、敵の先陣の動きには確かな乱れがあった。それも当然だ。人間であろうと亜人であろうと、予定したようにいかなければ足も鈍るというものだ。

　ただし、敵の戦列は視界の端から端まである。

　ネイアが射撃した辺りの戦列は乱れたが、それ以外は何が起きているかも知らず進軍してくる。今は一直線の長い紐の一箇所がへこんだ程度でしかない。

「早く石を投擲しなさい！」

　再び、怒鳴る。

　彼らが石を投げないのであればネイアがやったことは無意味になってしまう。それは人の──未来ある子供の命を奪った以上許されることではない。

　敵は右翼、左翼、中央とすべてが同時に攻めてきている。自軍に倍する兵力と正面からぶつかってしまえば数の差で押し潰される。だが、一つでも動きを鈍らせれば少しは圧力が下がる。

　敵が市壁に到達すれば、このまま子供を盾に昇ってくるだろう。そして登りきられれば、民兵では亜人に対して抗戦は不可能。到達前にどれだけ敵の兵力を削れるか、なのだ。

（民に子供を殺せと叫んでも難しいのはわかる！　だからこそ率先して己の手を汚すべき者がいるんでしょ！）

　ネイアは遠くにいる聖騎士を睨む。

（収容所とこの都市。二つを落とすときに分かったはずでしょ！　魔導王の取られた行動は正しかったと！　そしてあれ以外の行動は誰にも取れないと！　自分たちで助けられない命に固執するのではなく、助けられる命に全力を尽くすべきだ、と！）

　ネイアは矢を再び放つ。

　今度の一撃は最初と同じようにくくられた少女の命を奪いつつ、後ろの亜人まで殺すことに成功した。

「はや──」

「──うぉおおお！」

　ネイアの叫びを搔き消すような雄お叫たけびと共に振り回された投石紐から石が飛んだ。

　飛んだ石は動揺していた亜人に当たる。致命傷にはほど遠いが、それでも少しはダメージを与えたようだ。

「お前ら！　いいから亜人どもを攻撃しろ！　人質の子供のことは諦めるんだ！」

　怒鳴った民兵にネイアは見覚えがあった。

　最初に解放した収容所にいた、息子を魔導王に殺された父親だ。

　こんなところにいたのか、とネイアは驚く。

「ここが抜かれたら中にいる女子供が助かる前よりもひどい目に遭うんだぞ！　てめぇの子供が大切なら石を投げろ！」

　その声が動揺を搔き消し、数個の石が飛んだ。どこを狙ったかわからないような軌跡を描いたが、投げられたのは事実だ。

　ネイアが再び弓を構えたときには一斉に石が亜人たちに投じられていた。いくつかは最前線の子供を盾にした亜人たちに当たる。亜人に当たったというよりは子供に当たったという方が正解だ。

　子供たちは泣いていた。身も世もなく慟どう哭こくしていた。そんな哀れな子供たちに追い打ちをかけるように石が投じられる。彼らは両軍から蛮行を受ける、最も悲しき犠牲者だ。

　ネイアはそんな子供を優先して射かける。

　痛みや苦しみから少しでも早く解放するために。

　少数で多数を助けるための人柱。尊い犠牲だ。

　次なる目標を探し、乗り出そうとしたネイアに風かざ切きり音おんが近づいてきたかと思うと、光の幕のようなものが展開される。

（敵の魔法攻撃!?）

　一瞬ネイアの体が硬直する。だが、それと同時にトンという軽い衝撃が腹部から伝わってきた。何か軽いもので突かれたような感触だ。

　びっくりして一歩後ずさると、足元でガランという大きな音が聞こえた。見れば、それは槍のように巨大な矢──バリスタの矢だ。矢尻は正面からハンマーで殴りつけたようにひしゃげている。

　ネイアは慌てて胸壁に身を隠す。続いて、ドスンドスン、と巨大な何かが壁に突き立つ音が聞こえてきた。

　背中を汗が大量に流れていく。

　ネイアは我知らず、衝撃が走った辺りを撫でた。

　魔導王が剣を投擲した際、バザーが光の幕で防いだ光景を思い出す。先ほど起こったのはあれだ。魔導王から借り受けたバザーの鎧が身を守ってくれたのだ。即ち、ネイアの命はギリギリで助かったということだ。

（あれは──射撃物を防御する力!?　胸や肩、腹はこの鎧が覆っているけど、それ以外はどうなの？　力は発動するの？　いえ、それ以上にこの力はあと何回使えるの？　もしかしてこれで打ち止め？）

　魔導王からこの鎧を借りてなければ、ネイアはまず間違いなく腹部を貫かれていたことだろう。

　その事実に震えが全身を這い上がる。

「ふぅ。ふぅ。ふぅ……。がんばれ。がんばれ、わたし！」

　ネイアは〈神の御旗の下にアンダー・デイヴアイン・フラグ〉の魔法の範囲に入っていない。魔導王から借り受けた冠があるから必要ないと判断したためだ。そのために己から生じる死への恐怖は感じてしまう。だが──ネイアは目尻に涙を浮かべながらも、弓を強く握り、身を晒した。

　子供の命を奪っても戦い続けると決めたのだ。たかが矢を一本受けたからといって、怯えて戦えなくなるなどあり得ない。

　救えない子供たちに苦しみを与えない。そしてそんな作戦をとった亜人どもに死を与える。その一心で矢を放つ。

　市壁のほんの一区画から始まった子供を見殺しにしてでも攻撃するという意思は伝播していき、亜人たちに対して全部隊が石を投擲するようになっていた。ネイアが見れば聖騎士たちも投石しているようだった。

「畜生！　畜生！」

「ああ、くそ。亜人ども……」

「ごめん！　ごめん！」

「すまない……。許してくれ……」

　子供に対する懺悔の声が聞こえてくるが、それでも彼らは手を止めない。

　最大数の命を助けるために、一定の血を流すことを是とした者たちの攻撃だ。

　だが敵の数は多い。子供を盾にした最前列を打ち倒した頃には、亜人たちは市壁の近くまで到達しており、次々に梯子を掛けてくる。

　生産技術の低い亜人たちが作れる攻城兵器など破は城じよう槌ついと梯子くらいのものだが、実際のところそれらに対する完璧な対策は存在しない。数人の男たちが長い棒を使って押し返したり、天使に破壊させたりしているが、いかんせん数が多すぎる。

「火炎壺の予備はどうした？　神官たちを呼んで魔法の支援を！」

「まずい！　あっちにも梯子がかかったぞ！　俺が行くからここは頼む！」

「石を落とせ！」

　市壁の上が騒がしくなってくる。あちこちに掛かった梯子を使って登ってくる亜人たちを追い落とすために、石を投げつけたり、槍で突いたりしているが、梯子は次から次にかけられていき、対処が徐々に困難になってきている。

　民兵が突き出した槍を器用に避け、逆に槍を摑んで引っ張り落とす亜人もいる。鉄鼠人アーマツトや刀鎧蟲ブレイダーのように板金鎧並みの防御力にあかせて、槍をその身で受けつつ、無視して一気に登ってくる亜人だっていた。

　そういった防御力の高い亜人は近接戦の訓練を積んできた聖騎士が相手にしているが、徐々に市壁上に亜人が増えている。どこかで決壊すれば、あとは吞み込まれるだけだ。

　ネイアは意を決して胸壁から身を半分ほど投げ出し、梯子を上る亜人たちに対して側面からの射撃を敢行。

　ネイアの腕というよりは借り受けた武器の力によって、一撃で亜人たちを射殺していく。硬いはずの鉄鼠人アーマツトや刀鎧蟲ブレイダーも屠れるのは、アルティメイト・シューティングスター・スーパーだからこそだ。

　石喰猿ストーンイーター達から石いし礫つぶてが吐き出され、いくつかが胸壁から丸見えのネイアの半身に叩き付けられる。鉄の鎧すらへこませる石を受け、ネイアが無事でいるのはバザーの鎧だからこそだ。とはいえ、青あざは間違いないし、骨に罅ひびぐらいは入っているだろう。

　脂汗を流しつつ、ネイアは亜人に対する攻撃を一秒たりとも止めない。

（まだ、耐えられる。……陛下からお借りした回復のネックレスは私の魔力程度では一度しか使用できない。だから温存しないと！）

　精密射撃を繰り返しながら、脳の一部で自分があとどれぐらい耐えきれるかというのを正確に摑もうとする。一度きりの回復魔法がネイアの切り札なのだから。

　──矢筒から矢を取り出し、矢をつがえ、亜人の頭や胸などを狙って射る。この動作を何度繰り返したか。

　ガツンとぶつかった石の衝撃で、持っていた矢をポロリと落とす。

　ネイアは慌てて、胸壁の後ろに身を隠す。

　矢を落としたのは、石喰猿ストーンイーターによる攻撃によってネイアの全身が悲鳴を上げていたからだが、理由はもう一つあった。

　聖騎士の本分は剣だ。従者として鍛錬してきたのは剣技であり、弓の方は素養はあっても訓練時間は長くない。その練習不足が腕の痙けい攣れんと、指の痛みとして現れている。

　弓矢を使えない自分など邪魔なだけだ。ここで切り札を切るのは早すぎるような気もする。しかし、それ以外に自分の戦闘能力を回復させる手段はない。

　迷う時間は短かった。

「起動〈重傷治癒ヘビー・リカバー〉」

　ネイアの中から魔力が急激に吸い出され、軽い眩暈めまいが起きる。もう一度は耐えきれるとは思えないほどだ。それと同時に全身にあった痛みが消える。腕の痙攣も指の痛みも、だ。

「行ける！」

　ネイアは再び身を乗り出し、矢を放つ。

　幸運だったのはヤルダバオトの軍勢がある程度統率がとれていることだ。そうでなければ、ネイアを殺すために迷いなくバリスタが撃ち込まれたはずだ。だが、統率がとれているため、自軍に当たることを警戒して攻撃が飛んでこない。

　夢中でネイアは攻撃を繰り返す。やがて矢を取る手が空を切った。

　慌てて見れば、矢筒は空だ。

　そして同じタイミングで民兵たちの悲鳴が広がる。

　そこには梯子の前に、一人の強そうな亜人がいた。ネイアに石を放ってきた石喰猿ストーンイーターの種族に違いないが、かなり立派な体格だ。バザーほどではないが、強者の雰囲気があった。

　右手にはまるで肉切り包丁のような分厚く武骨な大剣。逆の手には中身の入った兜があった。この場所の指揮官である聖騎士の首だ。

「ラゴン族、ジャジャン様が指揮官の首を取ったぞ！　さぁ、てめえらぁ、殺せぇ！　人間どもを殺せぇ！」





•






　戦況が一気に悪化した。

　聖騎士の数は少ない。その少ない一人が殺されたというのはこの場所の防衛力が一気に低下したということを意味している。そしてもう一つ。

　民兵と聖騎士──たとえ、選りすぐりの精鋭でなくても──では実力に決定的な開きがある。その聖騎士を殺した亜人ということは、民兵ではまず勝てないということ。

　民兵が怯えて行動できない間に、その石喰猿ストーンイーター──ジャジャンの後ろの梯子を亜人が登りきる。そこからはまさに堤が切れ、濁流が押し寄せてくるようだった。一人が二人になり、それが四人に増える。倍々ゲームだ。

　市壁上を徐々に亜人たちが染め上げていく代わりに、民兵という色が見る間に減っていく。

　亜人と民兵。個々の強さの差が明白に出ている。

　焦りと共に周囲を見渡す。

　矢だ。矢が無ければ始まらない。

　砂漠で水を求める彷徨者のように血眼になって探していると、胸壁にもたれたままぐったりしている兵の傍らに中身の入った矢筒が見えた。

（あれだ！　あの負傷兵から矢を受け取って、それで彼には下がってもらおう）

　しかしネイアは駆け寄ると同時に息を飲んだ。弓兵らしき出いで立たちの男は、顔面の半分を失って絶命していたのだ。

　恐らく石喰猿ストーンイーターの石弾をまともに浴びたのだろう。脳のう漿しようを垂れ流し、ガラス玉のような目で虚こ空くうを見つめる弓兵の姿は、あり得たかもしれないネイアの末路そのものだった。

　よく見れば、周りには同じような死骸が幾つも幾つも転がっていた。普段はよく働いてくれるはずの嗅覚は、その時ようやく辺りに濃密に立ち込めていた血の臭いを感じ取った。いや、鼻は正常だったのだ。脳がそれを受け付けなかっただけだ。

　突如こみ上げてきたポリッジを、ネイアは全霊をもって飲み下す。何とか成功したのは運が良かっただけか、あるいは先日見た〝踊り食い〟のせいで妙な耐性がついたのか。

　ネイアは歯を食いしばりながら、名も知らぬ弓兵が残した矢を自分の矢筒に移し替える。空だった矢筒に矢が補充されるにつれ、戦う気力も充塡されていくように感じられた。

（まだやれる。まだ私にできることはある……！）

　ネイアは作業を手早く終えると、弓兵の亡なき骸がらの両手を組ませ、残された目を閉じてやった。そんな暇などあるはずもないのに、そうせずにはいられなかった。

「あなたの分まで戦います。最後まで、必ず……」

　振り返って立ち上がったネイアからは、既に雑念が消えていた。

　精神はかつてなく昂たかぶり、感覚はこの上なく研ぎ澄まされている。まるで手にした弓の一部になったようにも思える。

　市壁の戦いはいよいよ乱戦となり、聖騎士の首を高々と掲げるジャジャンとの間には何人もの敵味方が入り乱れ、ネイアの腕で狙撃はほぼ不可能。だが──

（私にはこの小手！　それに魔導王陛下からお借りしたアルティメイト・シューティングスター・スーパーがある！　──出来る！）

　強い確信と共に矢を放つ。

　風切り音にジャジャンが気が付いた時にはすでに遅い。

　一撃が頭部に突き刺さり、ジャジャンは呆気なく崩れ落ちた。

「ラゴン族、ジャジャン！　このネイア・バラハが討ち取った！」

　声を張り上げるが、歓声は無い。当たり前だ。必死で戦っているときに悠長に喝采を送っている余裕などあるわけがない。それを悟ったネイアは少し恥ずかしい思いをしたが、しかしながら亜人たちに動揺を与えることには成功したようだ。圧が弱くなったのが手に取るように分かる。

　完全な失敗でもなかったようだ。

　ネイアは再び矢をつがえ、目についた適当な亜人目掛け射ち込む。同じく頭部を貫かれた亜人が市壁から下へと落下して行った。

　ネイアは矢を矢筒から引き抜く。何でもない動作のようでありながら、これしかないという無駄のない動き。自分は今、まるで弓の名手たる父のようではないだろうか。

　この戦いの間にネイアの弓の腕は急速に上がっているようだ。だからこそ先ほどの──聖騎士との戦いで負傷していたとはいえ、ジャジャンも殺せたのだろう。

　乱戦の中、狙える獲物を探す。

（──どうして弓兵である私を先に倒そうとしてこない？）

　その答えは次の亜人の頭部に矢を突き立てた時に分かった。

「うかつにあの人間に近づくな！　豪王の鎧を着ているぞ！」

「豪王!?」

「豪王バザー？　バザーの鎧？」

　ざわめきが亜人たちの中を走っているのをネイアの鋭敏な聴覚が捉える。

「間違いない！　あれはバザーの鎧だ！」

「まさか、あの人間があの豪王を……」

（あ！　そういうこと！　魔導王陛下はこの鎧の、飛び道具を防ぐ魔法の力が身を守るというのではなく、バザーを倒したという評判がその身を守ると思われたのね！）

　豪王バザーの名は亜人軍の中でも知れ渡っていたらしい。そのために今、市壁を登ってきた亜人たちからすれば、勘違いだがそのバザーに打ち勝ったと思われる戦士と対面したということになる。それにネイアが隊長格の亜人を一撃で殺したというのもプラスに働いているようだ。

　彼らはネイアが弓兵だと知りながらも、警戒し、踏み込めないのだ。

（流石は魔導王陛下。そこまでお考えだとは……）

　たぶん後ろを見せて逃げ出しても追ってくる亜人は少ないだろう。強敵──勘違いだが──を追うよりはこの場を確保するのを優先する筈だ。ネイアの身はかなり安全だろう。ふと魔導王の「東門に逃げろ」という言葉が脳裏をよぎるが、やはりそれはできないと思う。

　そんな人間であればここには来なかった。

　ネイアは矢を放ち、もう一匹の亜人を射殺す。

「うお！　また……あの鋭い眼光……」

（鋭い……確かに睨んでいるけど……）

「殺さつ戮りくに飢えた目だ！　あの、多分、人間の雌、ただものじゃないぞ！」

（多分……雌……）

「弓を見ろ！　凄まじい弓だぞ！　腕ばかりじゃない！」

（ふふん！）

「狂眼の射手！」

（…………え？）

「なんだ、その名は！　知っているのか？」

（…………いやいや）

「あの雌は人間の二つ名持ちだというのか！」

（…………ちょ!?）

「悪鬼のごとき凶相と凄まじい腕を持つ人間の弓使いがいるとは昔から聞いたことが……それがあれか！」

（それはお父さんよ！）

「狂眼の射手！　バザーを殺した弓使い！」

　なぜか「狂眼の射手」という言葉が亜人たちの間にさざ波のように広がって行っている。確定した！　と思いつつもネイアには否定も修正もする余裕はない。

　ネイアが矢を抜き放つと同時に、民兵たちが動き出す。

「──みんな、防げ！　あの娘に、彼女に亜人たちを近寄らせるな！」

「おう！　隊列だ！　あの訓練を思い出せ！」

「俺が前列に行くぞ！」

　二十人ほどいた民兵たちが盾となるように動いてくれる。

「奴らを射殺してくれ！　俺たちがあんたを守る！」

「分かりまし──」

　ばさりと翼が羽ばたく音が敵陣から聞こえる。

　瞬時に体を捻り、音のした方へとつがえた矢の先を向ける。

　目に入ったのは亜人の陣地から飛び上がった翼亜人プテローポスの姿。その数多数。

　市壁を飛び越えるのが主目的のように思われるが、その内幾匹もがネイア目掛けて突進してきている。

　どれを狙うかなどという思考は既に抜け落ちていた。真っ白な、敵しか見えない音のなくなった世界の中、ただ冷たいほど冷静に、ネイアは一匹一匹に矢を放つ。その射撃は人ではなく、機械じみた迷いのない正確さだった。

　ネイア目掛け飛行してくる翼亜人プテローポスたちが落ちていき、僅かに気が緩む。その所せ為いで先程までの極度の集中が解けたのか、ネイアに音が戻ってくる。

　真横に──

　とっさに飛びのこうとするが、激痛が左腕に走った。

　真横まで来ていた鉄鼠人アーマツトの鉤爪が腕を切り裂いたのだ。

「ぎぅ!!」

　ネイアは悲鳴を上げつつも、矢を取ろうとするが、この左腕で弓を構えられるだろうかという不安が頭をよぎる。それであれば剣を抜いた方が良いのではないだろうか。

　逡巡を大きな隙と判断した、未だネイアの目の前にいる恐ろしい形相の鉄鼠人アーマツトが手を上げ、更なる追撃をと鉤爪で顔を狙ってくる。

　後退して避けようとするが、戦士としての実力は相手の方が上で距離をうまく詰められ、回避しきれない。

　顔に激痛が走った。せめても、と顔を振ったおかげで目を裂かれることは避けられたものの、左頰の肉を抉えぐられ、口腔内まで繫がる大きな切り傷が出来た。

　口の中が大量の血で溢れ、舌一杯に血の味が広がる。それだけではない。左頰から熱い血が流れ落ち、首筋、胸と伝わっていくのを感じる。

　ネイアは剣を抜く余裕なく、アルティメイト・シューティングスター・スーパーを鉄鼠人アーマツトの顔面にたたき込む。

　弓でそんなことをしてくるとは思ってなかったのだろう。鉄鼠人アーマツトは後ろに下がり、その攻撃を避ける。

　あまりうまく動かない左手に弓を持ったまま、ネイアは右手で剣を引き抜く。

　ネイアは玉砕覚悟でほとんど体当たりのような突きを繰り出す。鉄鼠人アーマツトが鋭くカウンターを放つが、横から民兵が脚を切りつけたことで鉄鼠人アーマツトの狙いが逸れた。ネイアは鉤爪で耳をわずかにこそぎ取られ、代わりに鋼剣で喉を刺し貫く。

　鉄鼠人アーマツトがどうと倒れるのを尻目に周りを見回して状況を確認する。

　集中して矢を放っている間に、壁となってくれた民兵のほとんどが殺されており、亜人がネイアの所まで到達していたのだ。生き残っている民兵は都市の市壁側に張り付くようにいる五人だけだ。

　最も近くの援軍は梯子を上ってきた亜人を挟んで向こう側で戦っており、こちらへの助勢は難しい。背後は、というと混戦でこちらに来る余裕はなさそうだ。

　ネイアのいるブロックでは亜人の数は三十匹以上。それに対してこちら側は六人。

　ネイアが鋭い目で睨むと、亜人たちの圧が弱まり、少しだけ後退してくれる。

「すまん、バラハさん！」

　壁に追い詰められていた民兵たちがネイアの前で防御隊列を組んでくれる。

「俺たちが死ぬまでは奴らを通さない！」

　ネイアにそう言ったのは腹が不健康に出っ張っている、四十歳ぐらいの気の弱そうな男だ。だが、戦闘による興奮からか紅潮したその顔は血で斑まだらに染まっており、彼自身の血なのか、返り血なのか分からないほどの傷を全身に受けている。それでも決して膝はつかないと、強い気迫と共に立っていた。

　まさに頼れる戦士然とした姿だ。

「ありがとうございます！」口の中に溜まった血を吐き出しつつネイアは感謝の言葉を投げかけ、そして──「お願いします！」

　彼だけではない。倒れ伏した民兵たちの死体が、誰一人として持ち場を離れずにネイアを守って死んでいったことを伝えてくれる。ならば信頼の言葉以上に何を言えというのか。

　男がネイアの左腕に視線を動かし、顔をひきつらせた。

「骨が見えてるぞ……」

「そういうことは言わないでください。言われたせいで非常に痛くなってきました」

「あ、ああ、すまない」

　聖騎士としてある程度の実力があれば、低位の回復魔法ぐらいは使えるのだが、従者階級のネイアには無理だ。聖騎士も神官もネイアの周囲にはいない。魔法のアイテムをもう一度使えるほどの魔力はまだ回復していない。左手をこの戦闘中に使うのは諦めた方が良いだろう。

　ネイアは亜人たちを睨む。目を動かすだけでも顔の傷がズキズキと痛んだ。

　痛みのせいでより険しくなった視線を受け、亜人たちが身構える。

「バラハさんが弓でどんどん倒してくれたお陰で、さっきの以外に突っ込んでくる奴がいなかったんだ。おかげで俺たちは生き残れた」

　ネイアの前にいる亜人たちが一斉に突撃してくれば民兵たちはあっという間に駆逐されていっただろう。しかしながらネイアという弓兵を警戒し、一斉に行動できなかったというわけだ。実際、亜人たちが口々にもらすセリフを聞けばその警戒はわかる。

「狂眼の射手……剣は大したことがない？」

「油断するな。下手な振りをしておいて、相手の油断を誘うというやつだ」

「そうか。お前、頭が良いな」

「蛇身人スネークマンを呼んで、距離を取って槍で殺させるか？」

　ネイアは心の中で笑う。借り受けた魔法の弓の力のおかげで、かなりの過大評価を受けているようだ。

「……期待していいのか？」

　亜人に聞こえない程度の小さい問いかけに、ネイアは笑う。

「……弓であれば……魔導王陛下より借り受けたこの弓、アルティメイト・シューティングスター・スーパーさえ射てれば問題はなかったかもしれません。ですが……」

　アルティメイト・シューティングスター・スーパーと口の中で転がした男が寂しげに笑った。

「そうか……不味いか。なぁ、バラハさん。……この市壁から飛び降りて逃げたらいい。あんたは生き残るべきだろう」

　ネイアは男を見る。

「ひっ！　す、すまん。生意気なことを言ったから怒るのは当然だ。で、でも、どんな地獄で生き残ってきたかは知らないが、俺の娘ぐらいの年齢……多分だけど、そんな子が死ぬというのは……」

　怒ってないし、普通に見ただけなのに、と思ったがいつものことだ。ネイアは気にはしない。

　男のいうことは真実である。ここで下手な剣を振るよりは、一旦撤退し、傷を癒し、弓を使うほうが賢い。

（──その場合、彼らはどうなる。分かっている。私がここで戦ったとしても彼らは助けられない。無駄死にだ。でも……）

　ネイアはちらりと左手にある弓に目をやる。

（この武器を返さなくてはならない。私が逃げる理由なんて一杯ある。でも、でもさ、もし魔導王陛下から借りた武器を持った私が逃げた場合、陛下に敵意を持つ者たちはなんて言うだろう。だったら──）

「逃げるものか！」大声で怒鳴る。「この私が、陛下から武器をお借りした私が逃げるものか！」

　右手に持った剣を強く握りしめる。

　恩義には恩義で返す。人として当たり前だ。

　この国の──特に聖騎士団の頂点は恩義に応えているとは言いにくい。しかしながらこの国にいるのはそんな人間ばかりではないことをネイアは魔導王に伝えたい。

「うわぁあああ！」

　悲鳴のような叫び声をあげつつ、ネイアは突撃を敢行する。弓を使えない自分を守ってもらっても、民兵たちの無駄死にで終わる。であれば、ネイアを強大な敵だと誤解し恐れている今だけが、亜人たちに実力を発揮させないチャンスだ。

　相手もネイアが大勢の敵に向かって突撃をしてくるとは思ってもいなかったのだろう。動きが鈍い。剣の腕は大したことが無いネイアですら斬れたぐらいだ。

　ネイアに遅れて生き残っていた民兵たちも続く。

　ネイアは剣を振るう。

　弾かれ、隙だらけの体に亜人の攻撃が繰り出される。それを、バザーの鎧が受け止める。

　ネイアは剣を突き出す。

　亜人の体に突き刺し、引き抜く。臓物があふれ出す。その亜人が倒れるよりも早く、横手からネイアの顔目掛けて亜人の鉤爪が襲い掛かる。左頰に続き、右側の額に傷を作る。流れ出した血が目に入った。

　足に激痛。

　深々と亜人の持つ短剣が突き刺さっている。

　民兵の一人が倒れる。

　剣を振り回す。

　民兵の二人が倒れる。

　亜人の一匹を倒す。

　民兵が全滅する。

　横も前も敵だけだ。

　息は上がり、心臓の鼓動が煩い。

　敵の攻撃で切り裂かれた体は熱を持ち、動かすたびにずきずきとネイアを苦しめる。

　──怖い。

　ネイアは怖かった。

　自分は死ぬんだ、と思うとたまらなく怖かった。

　確かに覚悟はしていた。ここで自分は死ぬんだ、と。

　敵軍は自軍の数倍。個々の戦闘能力でも相手の方が上。

　不利な点を数えれば数え切れず、有利な点はこちらが防衛側だということぐらい。

　その状況下で自分が死なないと考える方がおかしい。

　そうやって覚悟していても、それでもやはり死と直面してしまうと怖すぎる。

　尊敬する人物の「東門」という言葉が脳裏で大きく響く。覚悟していてもこれだ。

　死んだあと人はどうなるのか、子供の頃のネイアは考えたことがある。

　自分という存在が終わった瞬間、それはどうなるのか。

　大いなる流れへと帰っていった魂は、そこで神の審判に掛けられ、良き行いをしてきた者は安息の地へ、悪き行いをしてきた者は苦痛の地に送られると聖典には書かれている。

　しかし安息の地へ行けるように善行を積み上げて来たとしても、自分という生の終わりは怖い。

　剣を振るう。

　力がなくなってきたため、相手を一撃で殺すことなどもはや不可能。

　追撃をしようにも囲まれているという状況下では敵の反撃の方が強烈に飛んでくる。

　ネイアの鎧に剣が突き刺さり、切りつけられる。

　ネイアが生きていられるのも魔導王から借りた鎧のお陰だ。これが無ければもっと早く死んでしまっていただろう。そう。市壁のあちらこちらに転がり、邪魔だからという理由で都市内に放り捨てられている市民兵のように。

（全身、酷い姿だろうなぁ……）

　ネイアは少し笑ってしまう。あの世が見えているこの状況でそんな場違いなことを考えた自分に。

　剣を振った勢いでズリッと足が滑る。左太腿は痙攣し、右太腿は傷のため踏ん張りがきかない。

　バランスは崩れ、倒れそうになる。胸壁に体を預け、倒れないように堪こらえるのが精いっぱいだ。

　世界が白く白濁し、ヒーヒーと荒い息が遠くで聞こえてくる。

　煩いなと思い、誰が上げているのかと思えば自分だった。

　もはや限界だ。

　ネイアは死ぬ。

「狂眼の射手、後一歩で死ぬぞ！」

「ああ！　一斉にやるぞ！」

　遠くから亜人の声がする。

（煩い、な──）

　亜人たちが何を言っているのか、もはやネイアには聞こえない。ただ、自分に有利なことを言っているわけはないだろう、と散らばりつつある思考の片隅でそんなことを思っただけだ。

　いまや手に持っているだけの剣を振り回す。近寄らせない──牽けん制せい程度、もしくはそれ以下の効果しかない攻撃だ。

（こ、わい……。でも、みんな、まってる、よ、ね）

　白く濁った世界に父親と母親の笑顔が見えた。それに自分と故郷を同じくする友人たち。

（だ、れだっけ、ああ、ブーちゃんにモッちゃん、ダンねー、か。こわ、い。へいか）

　肺も心臓も腕も足も脳も休憩を欲している。

　その誘惑にネイアはもはや抗うことができない。ただ、それでも崩れ落ちないのは、何故なのだろうか。

　死への恐怖はある。最後まで戦い抜かなくてはという従者としての信念がある。

　それ以上に──借り受けた武具に相応しい働きをしたかった。

　一斉に武器が突き出され、ネイアの体に突き刺さる。




　そして、ネイア・バラハは死んだ。
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　戦場の空気というのは一種独特だ。どろどろとした色々なものが混じり合い、はっきり言えば気持ち悪い臭いとなる。だが、嗅ぎなれた臭いだ。

　閉ざされた落とし格子の内側で一人、レメディオスは深呼吸を繰り返し、その臭いの染みた空気を吸い込む。

　睨みつける視線の先で、万を超えるであろう軍勢が動き出した。

　こちらに向かって突撃してくる敵軍の先鋒は人喰い大鬼オーガと馬のような亜人だ。レメディオスは聖剣を強く握り締める。

　剣で勝敗をつけるというのは非常に分かりやすくて好きだ。大好きだ。明確に勝者と敗者が分かるし、殺してしまえばそれ以降面倒なことにもならない。全てがこんなに簡単であれば、どれほど楽に生きられるだろうか。妹ケラルトや自らの主人カルカが眉み間けんにしわを作ることもなかっただろう。

「はぁ」

　ため息を一つ。

　それからレメディオスは自分のなすべきことを考える。

　グスターボは色々と難しいことを言っていたが、要約してしまえばこの門より後ろに亜人を一匹もやらなければいいのだ。

　亜人の数は数万。この門に迫ってくるのはその内の一万ぐらいだろう。

（広い平野で戦った場合、後ろに一匹もやらないというのは無理だが、門など限られた範囲の場所で戦うなら、一度に私を襲ってくる敵の数は限られてくる。であれば私が縦横無尽に動けば門の後ろにやらないことも容易！　疲労回復ポーションを飲みつつ、一対一を一万回繰り返せばいいんだからな！）

　グスターボ辺りが聞けば「こいつ本気か」という表情をしそうなことを平気で考えながら、レメディオスは笑う。ただしあまりにも荒唐無稽というわけではないというのが、グスターボが頭を抱える理由でもあるのだが。

（私の作戦は何と完璧なのか！　私に指揮権を委譲してくれるとは、カルカ様もおっしゃっていたが、カスポンド様はなかなかの人物）

　うむ、とレメディオスは頷く。

　そしてレメディオスが考える完璧な作戦「一対一を一万回繰り返す」の唯一の問題点に思いをはせる。

　それはヤルダバオトの存在だ。

　レメディオスの作戦は自分よりも強い存在がいれば破は綻たんする。

　レメディオスは頭を使うことは苦手だが、戦闘に関してはちゃんと頭が回る。

　ゆえに自分がヤルダバオトに勝つのは困難であると理解していた。もちろん、それを部下たちの前で認めることはできない。自分は聖王国最強の戦士なのだ。その自分が敗北を認めては、部下たちの士気は地に落ちるだろうから。

　だからこそ魔導王を連れてきたのだ。

（魔導王か……）

　アンデッドに国を託さなければならないというのは、反へ吐どが出るほど不快だ。しかし、それでもそうするほかない。

（ちっ。あのアンデッドが目立たないように陰からこっそり戦いに参加して、王国の兵を大量に殺したという山羊だか羊だかの魔法を使ってくれれば良いものを。そうすれば無む辜この民の犠牲が一人でも減らせるというのに。力を持つ者が弱者を守るのは──アンデッドには理解できない論理か。しかし……本当にあのアンデッドは強いのだろうか）

　都市を一人で落としたのは天あつ晴ぱれだ。バザーというかなり有名な亜人──とグスターボが言っていた──を倒したのも見事だ。しかし、ヤルダバオトは桁が違う。都市を一人で落とした程度の魔法詠唱者マジツク・キヤスターが勝てるかどうかに関しては疑問がある。

　一度刃やいばを交えれば分かったかもしれないが、それはグスターボに必死に止められた。そのために魔導王の本当の力がどの程度なのかはさっぱり分からない。

　レメディオスは魔導王の強さを疑っていた。

　ヤルダバオトが本性を見せた時はその圧倒的な強さを感じ取ることができたが、魔導王からはそういったものを一切感じないのだ。王国の軍を壊滅させたのが本当なら、隠しても隠しきれない強者の気配というのを纏っているはずだ。

　魔法詠唱者マジツク・キヤスターだからというのはあるだろう。しかし、それでもあのヤルダバオト級であるなら、少しは感じられるはずだ。

（本当にあれだけの大口を叩くほどの力を持っていればいいんだが。まぁ、死んだところで損失は小さい。将来的にあのアンデッドは聖王国の邪魔になる。であれば二人とも相打ちで死んでくれれば最高だ）

　部下に否定されようとレメディオスの考えは未だ変わっていない。いや、魔導王が人質の少年を殺した時にその思いはより強固なものとなった。あんな非道を平然と行う存在を聖騎士としては認められるはずがない。

（あの国の民たちも実は恐怖で支配されているのではないだろうか）

　思い出してみると、そうだったかもしれないというところは多数あった。もしかするとそういう人たちのためにもヤルダバオトと相打ちで死んでもらった方が良いのかもしれない。

（問題は我が国の民たちだ。グスターボの言っていることが事実なら今回はチャンス。我々聖騎士団の強さを示して、魔導王への馬鹿な考えを捨てさせなくては。……だが、ヤルダバオトが出てきたらあれをぶつけるしかない）

　レメディオスは兜を取り外して、頭を搔きむしりたくなる。

　カルカという素晴らしい人物が統治した国の民があんなアンデッドに気を許すなど信じられない。そのようなことを考えていると思うと、気持ち悪くなるほどだ。

（従者バラハも──む？　もしかして魅了などの魔法を受けているということはないか？　そうか！　広範囲で好感を強制的に抱かせるような魔法を使っているかもしれん！）

　しまった、とレメディオスは思う。その可能性を考えていなかった、と。

（グスターボには私の考えを言っておいたほうがいいな。とはいえ、この戦いに勝ってからだ！）

　レメディオスは後方をにらむ。

　そこには民たちが盾と槍を持って整列していた。

「勇敢なる諸君！　残念ながら聖王国は今、亜人たちに蹂じゆう躙りんされている。認めよう！　亜人たちを撃退し、苦しんでいる無辜の民たちを──仲間を救うのだ！　これはそのための第一歩だ。ここで奴らを撃退し、聖王国を我々の手で奪還するんだ！」

　レメディオスが覇気ある咆哮を上げると、民兵たちの顔に緊張の色が浮かんだ。

「薄汚い亜人どもが進撃してくる。諸君らはここで盾を構え槍を突き出し、敵を一歩も通さない壁となるのだ！　恐れることはない！　最初の一撃こそ別だが、諸君らが相手にするのは私から逃げた亜人だけだ！　少しの時間、そいつらの足止めをしてくれればこの私、それに優秀な聖騎士たちが倒すだろう！」

　わずかに緊張感が緩む。緩みすぎるのはまずいが、ガチガチなのはもっと不味い。レメディオスが見る限り、民兵の士気は理想的な状態に思われた。

「君たちには昨日一日、訓練をしてもらった！　その訓練の成果を今日、発揮してくれればいいのだ！　そんなに緊張することはない！」レメディオスは一拍置き、今まで以上の大声を張り上げる。「一列目！　盾、構え！」

　門を包囲するように並んだ民兵たちの一列目が盾を構える。

　全身を完全に隠せそうな大きさの盾だ。盾の下部には指の長さほどのスパイクが付いている。

「盾、下ろせ！」

　盾を持った平民たちが力いっぱい盾のスパイク部分を地面に突き立てた。これで即製の金属壁の出来上がりだ。

　昨日、この盾隊には三つの訓練だけを厳しく叩き込んだ。一つ目が大きな盾を全力で持ち上げてから振りおろし、スパイクを深々と突き刺すという訓練。二つ目がどんな圧力をかけられても、決して押し負けないこと。

「二列目！　盾、構え！」

　こちらは一列目の盾隊が持つのと同じ大きさの盾だが、スパイクが付いていないものだ。これで一列目と二列目の二人の頭上を、まるで蓋でもするように覆う。これで一列目の盾を越えて攻撃されることを防ぐのだ。

　この二列目の盾隊には一定間隔で〈神の御旗の下にアンダー・デイヴアイン・フラグ〉を起動させた聖騎士たちが入る。これによって敵に圧力をかけられるという恐怖から身を守ることができる。

「三列目長槍隊前進！　続いて四列目長槍隊前進！」

　そして三列目と四列目が長槍隊だ。

　彼らは盾隊の隙間から槍を突きだす。石突を地面に固定して敵の突進を防ぐ狙いだ。三列目と四列目では槍の長さが微妙に違い、四列目の方が長い。これは本来であればもっと数列に渡って槍を突きだし槍やり衾ぶすまを作るのだが、そこまでの人数がいないので、殺傷圏を重ねることで突破されにくくするのが目的だ。

　完璧な陣形だ。

　ただし、弱点がある。

　これは戦士には強い陣形だが、特殊能力を持つ亜人や魔法詠唱者マジツク・キヤスターには弱いのだ。

　確かに〈火球フアイヤーボール〉などの魔法は壁でブロックされ、ダメージ量は大きく減る。しかしながら〈雷撃ライトニング〉という攻撃魔法は一直線状に貫通して雷が走り、後方まで貫いていく。亜人がそういった特殊能力を持たないとは限らないのだ。

　それを知りつつもこの陣形を教えたのは、これ以外有効な陣形がないためだ。

「よろしい！　では始めるぞ！　門！　上げよ！」

　レメディオスの怒鳴り声に合わせ、落とし格子が上がっていく。進軍してきた亜人たちの動きが動揺から鈍る。自分たちから門を開ける──楽観論者は降伏だと、現実主義者は罠だと判断するだろう。

　レメディオスは笑う。

「この薄汚い亜人ども！　貴様らの毛皮をはぎ取って、尻を拭く材料にしてやろうか！」

　ひ弱な人間による挑発に、苛立ちから亜人たちの突撃が早まる。

　レメディオスは亜人たちに背を向けて逃げ出す。民兵の盾に手を当て、跳び箱のように跳び越える。

　亜人たちが突進し、門を潜り抜けた辺りで何匹かが勢いのまま転んだ。

　その位置に大量の油をまいてあったのだ。突撃している中で転べば、結果は二つ。後ろの者たちまで巻き込むか、もしくは後ろの者たちに踏みつぶされるかだ。

　惜しくも転倒することのなかった人喰い大鬼オーガのような大柄な亜人たちが都市に侵入してくる。馬のような亜人たちは転倒したり、速度が鈍ったりしている様子だ。

　大型の亜人の突進は軍馬による一撃にも匹敵するだろう。しかし、これを耐え切れなければすべてがご破算だ。

　足並みが乱れながらも人喰い大鬼オーガたちが突進してきて、手にした大型のモールを振り回す。しかし、それ以上に槍は長く、距離感をつかめなかった人喰い大鬼オーガの何匹かがそれに突き刺さった。ただし、それで死ぬほどヤワではない。

「今だ！　投げろ！」

　レメディオスの指示に従って、火炎壺が民兵の頭の上を飛び越え、門付近で瓶が割れる音と共に業ごう火かが吹き上がる。門の辺りで渋滞していた亜人たちが炎に包まれた。

　亜人たちだって予測はしていただろうが、吹き上がる炎の強さは想定をはるかに超えていただろうとレメディオスは確信している。床に撒いていた油にも、そして体に付着した油にまで着火したためだ。

　盾隊と対峙している人喰い大鬼オーガたちにも動揺が走っている。

　後ろで火災が発生していれば当たり前のことだ。

　人間よりも厚い皮膚を持つとはいっても、火傷を負わないということではない。

　門の辺りでは怒号と悲鳴が木こ霊だまする。が、流石は生命力旺盛な亜人と言うべきか、これだけの炎に包まれても戦闘不能となる者はそう多くない様子だ。

　そんな亜人たちだが、取るべき行動は二つ。前進か後退だけだ。

　黒煙が視界を遮り、それ以外の選択肢を選ぶ余裕を奪う。暗闇を見通す目を持つ亜人種は多いが、その視力は煙まで見通せるわけではない。

　視界を殺され、炎で炙あぶられ、煙に苦しめられながら冷静に行動できる者などそういない。

　この状況で後退は難しい。この門から都市に侵入しようと後続が押し寄せてきているからだ。実際は門の外にいる亜人は火勢に躊躇して足を止めてしまっているのだが、煙に包まれていてはそれもわからない。

　そのため亜人たちは前進を選ぶ。

　レメディオスの読みどおりだった。

　亜人たちは強靭な肉体に物を言わせて無理な進撃を開始する。しかしながら──

　──盾隊の三つ目の訓練。それは黒煙が噴き出してくる中にあっても、その盾によって構築された壁を維持することである。

「槍隊！　引け！」

　一斉に槍が後ろに引かれ──

「槍隊！　突け！」

　一斉に突き出す。

　獰猛な唸り声と共に煙から飛び出したばかりの、防御も回避も困難な状態の亜人たちを槍衾が出迎える。ただ、それでも平民たちの筋力では亜人たちの体を一撃で貫くことは困難。特に門を正面から打ち破るべく、選抜されているだろう亜人たちであればなおさらだ。

　ただ、それはそれで構わないのだ。

　一度の攻撃で倒せるなど、レメディオスも思っていない。

　盾隊が健在なうちは、幾らでもこちらの攻撃は繰り返せる。

「引け！　──突け！」

　この命令を繰り返すと同時に、レメディオス自身も先ほどとは逆の形で盾を飛び越え、槍の届かない場所にいる亜人たちに切りかかる。

　黒煙が目と喉に沁みる。しかし、気にしている暇はない。落とし格子──油を引いた場所からこちらに乗り込んできた亜人の数は少ない。せいぜい五十匹もいないぐらいだろう。

　まずはこれらを皆殺しにし、敵の戦意を僅かでも削ぐ。先陣を切った者たちなのだから、意気は高く精強な兵に違いない。彼らを掃討できれば、雑ざ魚こを殺すよりは影響力が強いはずだ。

　レメディオスは息一つ乱さず、敵を次から次へと切り倒していく。

　人喰い大鬼オーガのような大型の亜人もこの混戦の中では自分の能力を発揮することはできない。

　聖剣が縦横無尽に駆け巡った。

　やがて、涙でにじむ視界から亜人の影は消え去る。しかし煙の向こうではまだまだ大勢の亜人たちが騒がしくしているのが聞こえた。戦列を整えている最中かもしれない。

　ゆっくりと後退するレメディオスは黒煙の向こう、そこに数匹の亜人の姿を確認する。

「団長！　こちらにお戻りを！」

〈神の御旗の下アンダー・デイヴアイン・フラグ〉を発動していた部下の聖騎士が声を張り上げた。

　しかしレメディオスは、下がるべきではない、という直感を覚えた。

　徐々に薄くなっていく黒煙の中、三匹の亜人がゆっくりとこちらに向かって歩いてくるのを認識し、その考えが間違っていなかったことを確信する。

　一匹は獣の上半身と肉食獣の下半身を持つ戦士。

　一匹は四本の腕を持つ女の亜人。

　そして最後は黄金の装身具を多数つけた、純白の長い毛を持つ猿にも似た亜人。

　本来ならばここで何万もの亜人と一人で切り結ぶつもりだったし、十分な勝算もあった。そのレメディオスをして、この三匹の亜人を同時に相手取るのは危険極まりないと感じさせる。

　たった三匹。煙でまだよく見えないが、悠然と近づいてくる足取りには確かな自信がみなぎっている。味方であるはずの亜人の群れでさえ、その三匹に任せて一歩たりとも近づいてこようとはしない。

（……強い。一対一でも勝てるかどうか分からない……か？　三対一では勝算は皆無だな）

　レメディオスの勘は、三匹を同時に相手にするくらいなら逃げた方がいいと叫んでいる。しかしながら逃げてどうするのか、答えは出ない。逆にこの亜人たちに勝利を収めることが出来れば、この局地戦においては完全なる勝利を収めたようなものだろう。

　レメディオスは聖剣を強く握りしめ、振り返らずに言う。

「……聖騎士サビカス、聖騎士エステバン」

　二人が「はっ！」と返事をし、民兵たちをかき分け、出てくるのが音で分かった。

「お前たち、私があの内の一匹を殺すまで、他の二匹を抑えることができるか？」

　二人とも「お任せください！」と叫ぶが、レメディオスの勘は無理だと囁いている。まず数分も稼げればよいだろう。では相手よりも多くの数を出したらどうだろうか。

　いや、と、レメディオスは頭を振る。

　相手はたった三匹で乗り込んでくるような奴らだ。間違いなく自己顕示欲の強い自信家で、こういう手合いは一対一を挑むと乗ってくる傾向にある。強者ゆえの驕おごりというやつだ。

　そして、得てして驕りを持つ者は弱者をいたぶりたがる。数秒で片が付くのに、時間をかけて痛めつけようとするのだ。

　そこに一いち縷るの望みを託して、一対一を三つ作るべきだろう。

「聖騎士たちよ。お前たちは先に戦っている二人が倒れたら一騎打ちを挑め。一人ずつだ。サビカス、エステバン、フランコ、ガルバンの順番で、だ」

　数で攻めるのではないということは、時間稼ぎ、場合によっては捨て駒になれという命令でもある。それを理解しつつも、彼らは迷いもなく了承の意を示してくれた。

　これが聖騎士だ。

　これこそ正義の体現者なのだ。

（他者のために己を犠牲にしてこそだ）

　彼らが無事で生きている姿を見るのは、これが最後かもしれない。にも関わらず、レメディオスは三匹の亜人からは一度も目をはずさない。少しでも情報を得るチャンスを逃すまいとしているためだ。

（はっきり見えないが、まずあの二匹の亜人は戦士としての力を持っている。もしかすると猿のような亜人はモンクかもしれない。四本腕は魔法詠唱者マジツク・キヤスターとしての力量を持っていると見なすべきか。それとももっと別か）

　力押しだけで戦いを挑んでくる亜人であれば怖くない。怖いのは訓練している亜人だ。戦士としての訓練を受けている場合、それがそこまで修練を重ねていなくても、生まれ持った肉体能力が加わることで聖王国の歴戦の戦士を超える強者になり得るからだ。実際、レメディオスが──ヤルダバオトを除いて──最も深手を負った戦いの相手はそういう存在だった。

　あの腹部を貫かれた一撃は今でも思い出せる。だからこそ、亜人と戦うときは少しだけ注意をするし、勘に頼る。

（……魔法行使能力を持つ亜人が一番面倒だ。空を飛ばれると不味い）

　一応、鎧の力を発動させれば、レメディオスは短時間ではあるが空を飛ぶことはできる。しかしながら、自由自在に飛べるわけではなく、上昇や下降、旋回などで手間取り、普段通りの戦い方は無理だ。〈飛行フライ〉などが使える相手だと、こちらの攻撃が届かない場所を維持され続けるかもしれない。剣撃を飛ばす武技を持ってはいるが、効果の減衰などを考えると、短期間での勝利は難しくなってくるだろう。

　三匹の亜人は門の内側に入ったあたりで足を止める。

「──たかだか人間ごときを相手に我々が協力してことにあたらなくてはならないとは、な」

　煙の向こうから、まだ完全には姿を見ることはできないが、余裕が感じられる声が届く。

　聖剣を握る手に汗がにじむ。舌の上に、危険が迫っているとき特有の苦みが広がる。

　近くまで来るとはっきりわかる。

　獣と猿は強者の中の強者。四本腕は少し分からないが、並んで来るぐらいなのだから同格、つまりはレメディオス級の存在が三匹と見なすべきだ。

「全く──邪魔な煙だ。やれやれという奴だな！」

　ゴウ、と風が吹き抜け、残っていた煙をすべて吹き飛ばす。

　亜人たちの姿がはっきりと顕あらわになった。先頭は巨大なバトルアックスを持った亜人。

「やはり獣身四足獣ゾーオステイア！」

　聖騎士エステバンが叫び、ゾーオスティア？とレメディオスは思う。この亜人の名前はゾーオスティアというのか、と。

「ほう……。いや、知っていてもおかしくはないか」ニヤリと獣の笑いが浮かんだ。「とはいえ、博識なお前は見逃してやろう。この俺の強さを多くの者に知らしめるためにも、な」

「ヒヒヒ。ヴィジャー殿。勝手をするとヤルダバオト様に叱られるぞ？　せめて武器を捨てれば捕虜にしてやる、ぐらいにしておかんとな」

　獣身四足獣ゾーオステイアに言ったのは猿のような亜人だ。

　レメディオスはさっぱり分からず、クエスチョンマークを浮かべつつ、誰にともなく尋ねる。

「ゾーオスティア？　ヴィジャー？　ゾーオスティア・ヴィジャー？　ヴィジャー・ゾーオスティア？」

　こいつの名前は何、という質問だったのだが、本人はそうは受け取らなかったようだ。気持ちよさそうな笑い声をあげる。

「くはははは！　そう呼ぶのは、俺を種族の代表だと認識したという判断からか？　人間どもというのはなかなか見る目があるようじゃないか！」

「お世辞じゃろ、ヴィジャー殿」

　左後ろにいた四本腕の亜人が嘲笑うような口調で言った。

「そ、そうだ。私はあくまでもお世辞を言ったまでだよ、ヴィジャー」

　流石に種族と言われれば根本的に勘違いしていたとレメディオスにだって分かる。

　するとヴィジャーと呼ばれた亜人が不快げに顔を歪めた。

「ふん。俺を楽しませる奴であれば、命ぐらいは助けてもらえるようにあの方にお願いしたものを。後で悔いても知らんぞ？」

「誰が後悔などするか。お前こそ私たちと戦ったことをあの世で後悔するんだな」

「ヒヒヒ。元気なお嬢ちゃんだ。……お嬢ちゃんという年齢でよいのだろ？　他種族の年齢というのは分からんからな……」

「どうだっていい。多分そうなんだろ」

　亜人たちはこれで真剣なのである。種族の違いとはこういうものなのだ。

「それじゃぁ、人間のお嬢さんや。自己紹介をさせてもらおうか。わしはハリシャ・アンカーラという。そしてこちらの紹介は不要かもしれないが、ヴィジャー・ラージャンダラー殿。そして最後になったがこちらがナスレネ・ベルト・キュール殿という」

「その名！　白老に氷炎雷か！」

　聖騎士サビカスが驚きから叫ぶ。

「くくくくく、儂わしらの名前は人間どもにまで知られておるようじゃの。雛っこは──」

「──人間。俺にはそういった異名はないのか？」

「ヴィジャー・ラージャンダラーという名前は聞き覚えがない。ただ、同じようなバトルアックスを持った獣身四足獣ゾーオステイアでは有名な者がいる。魔爪だ。魔爪ヴァージュ・サンディックナラだ」

「それは俺の親父だ」ふんとヴィジャーが鼻を鳴らした。「俺が魔爪の継承者、ヴィジャー・ラージャンダラーだ。魔爪と聞いたら俺の名前を思い出すようにさせないとな」

「ヒヒヒ。では人間の大将はヴィジャー殿に任せるとしようか」

「そうじゃな。離れたところから魔法を叩き込まず、相手の目の前に姿を見せるなどということを強行したのじゃ、それぐらいはな。──正直、全員一人で相手にしてほしいところじゃけどな」

「ヒヒヒ。協力して事に当たれというのが命令じゃよ？」

「年寄りには億おつ劫くうだというのだろ？　それで構わんぞ？」

「ちぃ！」

　舌打ちした四本腕の亜人ナスレネが恐ろしい形相でヴィジャーを睨む。正直、そのまま放置していれば、勝手に殺し合いでもしてくれるのではないかという強い敵意さえ感じられる。

「さて、俺は本当に一人でも構わんのだが──」ヴィジャーがレメディオスを睨んだ。「その前にお前の名前を聞いておこう。有う象ぞう無む象ぞうの名前を聞いても仕方がないが、お前の剣はなかなかの業わざ物ものと見た」

「レメディオス・カストディオ」

　ヴィジャーとハリシャが顔を歪めた。それぞれ意味は異なる。

　ヴィジャーは強き相手への血に飢えた笑み。ハリシャは驚きだ。

　ナスレネは表情を変えなかった。

「お前が、か。お前が、レメディオス・カストディオか。この国最強と言われる聖騎士。はは！　これはいい。お前を殺せば俺の名は広く知れ渡るだろう。聖王国最強の聖騎士を倒した獣身四足獣ゾーオステイア。魔爪の名を新たに継いだ者としてな」

「ふーむ。ならばそれが聖剣か。ふーん。のぉ、ヴィジャー殿。相手を代わる気はないか？　もし代わってくれるなら、おぬしの勲いさおし、我が部族の者の手を使って、大きく広めても良いぞ？」

　ナスレネの言葉に、即座に二匹の亜人が反応した。

「ヒヒヒ。それを差し出し、代わりにヤルダバオト様に子供をおねだりするっていう寸法かね？」

「ふん。俺がやるということになっていただろう。お前の出番はないぞ」

「──悪魔の子種をねだるのか？　吐き気がする」

　聞き捨てならない台詞に、レメディオスが素直な思いを口にすると、ナスレネが呆れたような表情をレメディオスに向けた。

「絶対的な支配者の子を宿すことにどれほど値打ちがあるのか理解できぬとは……人間というのは低能な生き物じゃな」

「流石にあのお方といえども……自分の子供を産んだ種族には目をかけるじゃろうなぁ。そう考えると女は得じゃな」

「ふん。それに優秀な父親の血を引けば、それなりの子供が──いや」ヴィジャーが胸を張る。「父親を超える優秀な子供が生まれるだろうから──ん？　俺が例外ということもあるか」

　戦場にありながら、三匹の亜人は危機感を抱いているようには見えない。気楽にお喋りしている姿に、レメディオスはふつふつと怒りを燃え上がらせ始めた。

「呆れた戯たわ言ごとを抜かす亜人どもだ。無駄になる将来に思いをはせるとは、な。お前の馬鹿げた夢はここで潰ついえる。いや、お前だけではない。お前たち三匹ともだ」

「ヒヒヒ。怖や、怖や」

　ハリシャが手足をばたつかせているが、怖おじた様子はない。レメディオスにだって勝てるという自信があるからこその姿だった。それが分かるからこそレメディオスは更なる不快感に襲われる。

　レメディオスは聖騎士たちに大声で命じる。亜人たちにも聞かせるためだ。

「お前たち。一騎打ちだ。私がヴィジャーを相手にし、お前たちは──」

「それでは私が」とサビカスがハリシャの向かいに、「なら、私は」とエステバンがナスレネの前に立ちはだかった。

「……おや？　……私は戦士ではないからよく分からんが、あまりにも見劣りするような気がするのじゃが？」

「ヒヒヒ。……真実か虚偽か。油断はせぬほうがいいぞ、ナスレネ殿」

　ヴィジャーが鼻で笑う気配を感じ、レメディオスは「行くぞ！」と怒鳴る。確実にこちらの二人の聖騎士が弱いことを看破しているのだろう。それを口にさせることにはデメリットしかない。

　最初の一撃が肝心だ。後ろで固唾を吞んで見守る民兵の不安を払ふつ拭しよくするという意味でも、相手に自分が強者だと教える意味でも、ペース配分を考えない全力の一撃をお見舞いする必要がある。

　レメディオスは聖剣を片手にヴィジャーに切りかかる。

　それをヴィジャーの巨大なバトルアックスが迎え撃った。

　二つがぶつかり合い、空気が大きく振動する。

　後方の民兵たちからどよめきが聞こえた。感嘆か畏怖か、それを悠長に分析している暇はない。渾身の太刀が、同じだけの剛撃で返されたのだから。

　互角の一撃を放った両者の武器に傷はない。

　普通の武器であればわずかにでも欠け、歪みが生じたであろう勢いでの激突だ。つまりはヴィジャーの武器も魔法武器であるということ。

「くっ！」

「ぬっ！」

　続いて振られたレメディオスの一撃が、ヴィジャーの上半身を浅く傷つけ、血飛沫が上がる。しかしながら同時にバトルアックスがレメディオスの胸部に叩きつけられる。

　魔法の鎧がバトルアックスの刃を防いでくれたが、衝撃で肺の空気が残らず消え失せ、呼吸不全に陥る。

　衝撃によって後ろに吹き飛ばされたレメディオスに対し、ヴィジャーが雄叫びと共に踏み込み、唐から竹たけ割わりにバトルアックスを全力で振り下ろす。

　打ち返すには酸素が足りない。レメディオスは聖剣をかざすと、バトルアックスの勢いを逸らすようにしなやかに受け流した。鳥肌が立つような一閃が体の数ミリ横を通り過ぎ、大地に叩きつけられる。一瞬、体が浮きあがったと思えるほどの衝撃だ。

　バトルアックスを地面に叩きつけ無防備となったヴィジャーの顔面に、レメディオスは聖剣を突き込む。

「〈剛撃〉!!」

「〈要塞〉!!」

　バトルアックスのような重い武器を持ち上げる時間はないと判断したヴィジャーは片手を柄から離し、盾とする。

　ヴィジャーの右上腕部から鮮血がほとばしった。

　だが、聖剣がヴィジャーの顔に届くことはなかった。理由は二つ。

　一つは防御系の武技を発動させたため。そしてもう一つはレメディオスの手が痺れており、全力を出し切れなかったためだ。

　ならば、とそのまま突き刺さった聖剣を押し込もうとし──足から走る痛みにレメディオスの動きが硬直する。

　痛みの原因はヴィジャーの下半身、獣の体の前足部分がレメディオスの足を払ったためだ。足甲が鋭い爪のほとんどを弾くが、その内の一本がレメディオスの足を切り裂いている。

　その時にはバトルアックスがすでに持ち上がっている。

　バトルアックスを振るわせないように、レメディオスは更に一歩、ヴィジャーに踏み込む。足を動かすたびに痛みが走る。

「〈剛撃〉！」

「〈剛爪〉！」

　突き込まれた聖剣をヴィジャーはバトルアックスを器用に動かして防ぐ。

　一方、レメディオスは強化された獣の前足による一撃を弾かれた聖剣でそのまま払った。

　ヴィジャーが後ろに下がれば、それ以上の距離を詰めるべくレメディオスは踏み込む。

　数度、武技を使用した攻防が繰り返される。

　お互いに致命傷こそは免れたが、一合ごとに血飛沫が舞う。

　レメディオスは自分が押していることを確信する。

（このまま行けば勝てる！）

　心の底から歓喜が沸き上がる。

　この強い亜人たちを三匹とも倒せれば、ここにいる民たちを無事に守れたようなものだ。そうなれば彼らも、再び聖王国への信頼を取り戻すだろう。

（あのアンデッドの出番などない！）

　戦士と聖騎士の違いは、大おお雑ざつ把ぱに言えば、戦士が攻撃型の前衛、聖騎士が防御型の前衛という点だ。数値にして表現するのは非常に難しいが、戦士が攻撃11、防御９であるなら、聖騎士は攻撃８の防御11というところだ。むろん、聖騎士は魔法を行使する能力もあるが、戦士は武技を多く学ぶために単純な比較はできない。ただ、何も知らない者に分かり易く説明するなら、そういうことになる。

　魔法詠唱者マジツク・キヤスターに対してどちらが強いかといえば、それは聖騎士だ。神による守りを得ている彼らは戦士よりも魔法に対する耐性が高い。そのため、ナスレネがレメディオスと同格の領域に立つ魔法詠唱者マジツク・キヤスターなら、そこまで脅威ではない。

　次にハリシャだが、装備している武装や動きからモンク系である可能性が高い。モンクは魔法詠唱者マジツク・キヤスターや盗賊などに対して有利にことを運べるが、聖騎士が相手なら聖騎士の方が有利だ。そのために猿もさほど怖い敵ではない。

　だからこそ──

（このヴィジャーを倒すことができれば、三匹を屠れる可能性は高い）

　連戦し疲労した状態でヴィジャーと戦うか、無傷の状態でヴィジャーと戦うか、という二択では、より勝算があるのは後者のほうだ、とレメディオスは判断してヴィジャーに戦いを挑んだ。それは間違っていなかったはずだ。ただ誤算は──

「おやおや。もう死んだぞ？」

「ヒヒヒ。こっちもじゃよ」

　──あとの二匹に対してあまりに聖騎士が弱かったということだ。

「なんだと！」

　聖騎士二人を過大評価しすぎたのか、または亜人二匹の強さを過小評価していたのか。それともその両方か。

「俺から気をそらすというのは侮辱だぞ！」

　レメディオスに、憤怒を込めた一閃が叩きつけられる。

「ぐっ！」

　ぎりぎりでその一撃は受け止め切れたとはいえ、小さく弾かれ、レメディオスに有利だった位置取りから、ヴィジャーに有利な距離になってしまった。

「レメディオスだったな。……お前の前に立つのは将来、その名が広く轟とどろきわたる強者、この俺、ヴィジャーだぞ？　全身全霊で挑まなけりゃ、数秒で死ぬぞ？」

　下唇を嚙んだレメディオスに他の戦いの音が飛び込んでくる。

「ヒヒヒ。今度の聖騎士は強いのかねぇ」

「……先ほどと変わらんじゃろうさ。……まぁ、戦士じゃないので分からんが」

「聖騎士、フランコ」

「同じく聖騎士、ガルバン。お相手をする！」

　そうした声からほんの数秒で金属鎧を着た者たちが倒れる音が二度響く。

　聖騎士フランコは良い男だ。聖騎士としての実力はまだまだだが、調和を重んじ、多くの者に好かれていた。実際にこの場所に配置されたのはグスターボからの信頼あってのことだし、レメディオスも彼の性格を知るからこそ、この場での民たちをまとめる役を任せていた。

　聖騎士ガルバンはつい最近結婚したと聞く。ただ、その妻は現在どこに囚われているのかわからない。早く助けに行きたいだろう気持ちを押し殺し、多くの者たちを助けるために協力してくれていた。

　そんな、命を散らすのはまだまだ早い二人が殺されたのだ。

「また注意をそらしているな！」

　ヴィジャーの咆哮とともに、先ほどよりも強烈な攻撃が迫る。レメディオスは自分からヴィジャーのふところに飛び込み、持ち手に近い位置でそれを受けた。そしてそのまま剣を滑らせ──ヴィジャーはそれを巧妙に逸らす。

「ふん。なんだ、ブラフか？　それとも鍛錬を重ね、動きをその身に沁み込ませたか？」

　グルルルとヴィジャーが猛獣のように喉を鳴らす。強敵を警戒したのではなく、歓喜のものだ。

「雛っこ。こちらは終わったが、そっちはまだまだの様子。どうじゃ？　手助けしようか？」

「ふざけるなよ。こいつを殺すのにお前たちの手など借りたら、俺の偉伝にケチが付く。一騎打ちで倒すからこそ、多くの者たちが噂するのだ」

「ヴィジャー殿の言葉は事実じゃな。それじゃ、どうするかね、ナスレネ殿。そこらにいる人間の盾でも打ち破って、先に──」

「──させるか！」

　レメディオスが対峙しているヴィジャーを無視し、無防備な姿を見せる二人の亜人に向かって走る。だが──

「貴様！　俺が相手だと言っているだろうが！」

　さすがにそれはヴィジャーが許さない。あまりにも隙だらけの姿を見せたのに、バトルアックスで切り飛ばすのでなく、蹴りを放つ。それをまともに受け、レメディオスは吹き飛ばされて盾のバリケードに激突した。

　衝撃で一瞬だけ、呼吸が乱れる。

「ひっ！」

　民たちから恐怖の悲鳴が聞こえた。

「気を逸らすな、人間！　真剣に戦え！」

　怒鳴りながら迫ってくるヴィジャーの足音。あの長いバトルアックスを振り回されれば、盾を持つ民たちが吹き飛ばされ、陣形に繕つくろい難がたい大穴が開くだろう。

　レメディオスはバランスを崩しながらも、踏み込み、逆にもう間近に迫ったヴィジャーに突撃する。

　できれば自らの力量だけでヴィジャーを片付けたかった。あとの二人のためにとっておいた力を使うことをレメディオスは決める。

　聖剣サファルリシアの持つ一日に一回しか使えない大技。

　聖騎士の聖撃を強化する一撃を放つ。

　この剣を持った聖騎士しか使えない最強の攻撃を。

　勘はやめた方がいいと言っている。しかし、すぐにヴィジャーを倒さなくては、二人の亜人によって民に多くの犠牲が出てしまう。

（私は──カルカ様の思いを──！）

「────!!」

　言葉にはならない雄叫びを上げ、警鐘を鳴らす勘を振り払い、心で聖剣に命令を発する。それと同時に聖撃を流し込み、起動させる。

　聖剣に神聖な光が宿り、刀身の倍まで光が伸びる。

　この光は悪であれば悪であるほど目が眩むような眩しさを放っているらしく、この状態での一撃の回避や防御は困難らしい。らしいというのはレメディオスにはそこまでの輝きには見えないからだ。

　レメディオスは聖剣を大上段から全力で振り下ろす。

　さすがにバランスを崩していたレメディオスの剣の軌道を予期することは容易だったらしく、ヴィジャーはそれをバトルアックスで軽々と受け止め、押し返してくる。しかし──

「────!!」

　再びレメディオスは声にはならない雄叫びとともに、聖剣とバトルアックスがかみ合った状態からそのまま下方に力を加えたのだ。

　力押しで剣を届かせようとしているのではない。

　なぜなら──剣に宿っていた光はそのままレメディオスの振り下ろす軌跡に従うかのように、バトルアックスを通り抜け、ヴィジャーの体を抜けていった。

　聖剣サファルリシアによる大技。

　防御、装甲無視の聖なる波動だ。

　どんな固い鎧も、鱗も、外皮も意味をなさない。魔法の武具さえ透過するので、武器や盾で受け止めようとした者には決してよけることができない奥の手だ。

　受け止めずにかわすことができれば光の波動も命中しないが、光輝に目がくらんだ状態でレメディオスの一閃を回避できるはずもない。

　光の波動が吹き抜け、剣に宿っていた聖なる光が消える。

　だが──レメディオスは目を見開く。

　間違いなく直撃したはずなのに、ヴィジャーには痛手を受けている様子がなかったのだ。

「……なんだ？　派手な技だが……ほとんど痛みがないな。見た目だけなのか？　確かに驚きはしたが……」

　レメディオスは愕然とする。

（こいつ──悪の位相じゃない！）

　この一撃は悪であれば悪であるほど効果を発揮する。だが逆に悪でなければそれほどのダメージを相手には与えない。善の存在に至っては何もしていないのと同じだ。つまりダメージを受けなかったヴィジャーは善ではないだろうが、悪でもないということだ。

（人々を苦しめながら！　私たちの国に攻め込んでおきながら悪ではないだと！）

「ヒヒヒ。凄まじい光だったが、ヴィジャー殿。本当にケガはないのか？」

　目をしょぼしょぼさせたハリシャが問いかけてくる。

「眩しいのぉ……。まだ光が目に焼き付いているわ」

　ナスレネがぼやく。

　間違った──。やはりこの一撃はヴィジャーに使うべきではなかったのだ。

　手や足を動かし、己の体の異常を調べたヴィジャーが肩をすくめる。無防備なようだが、レメディオスが見る限り隙というのはない。

「……凄まじい光？　よくはわからんが、大したことがなかったぞ？」

「……ヴィジャー、少し驚いたぞ。あの一撃を受けて無事とは……お主を見誤っていたかもしれんな」

「ふはっ！　ようやく分かったか。ははは！　さて、人間。俺の引き立て役としては十分に働いてくれたな。降伏するなら苦しくないように殺してやるぞ？」

「下らん冗談を言うな！　まだ勝負はついていない！」

　剣を構え、三匹の亜人たちに怒鳴る。

　その通りだ。レメディオスはまだまだ戦える。傷に手を翳かざし、癒しの力を発動する。ほのかな温かさが痛みを奪い去っていく。

（悪ではないとすると聖騎士としての特殊技術の多くが使えないが……あちらの二匹は眩しいと言っていたので、あれに残しておけばいい）

　ヴィジャーに対しては単なる戦士として戦えばいいだけだ。

「ヒヒヒ。ではヴィジャー殿。そちらはお願いするぞ。わしらは後ろの人間たちを狩っておこう」

「何！　卑怯者が！」

　呼んだ聖騎士は全員死んでしまった。民兵にあいつらを相手にできるわけがない。

「そうはさせるものか！」

　レメディオスは後ろに下がりつつ三匹の亜人を同時に相手にできる位置に動く。

「私たち三人を同時に相手したい様子じゃが、ヴィジャーに任せると言っておるのでな」

「ヒヒヒ。わしらの目的はこの都市にいる人間を適当に掃討すること。お前ひとりの相手はしておれんのじゃよ。ナスレネ殿。お主の力で後ろの奴らを消してはどうかな？」

「そうじゃな……」

　ナスレネが四本の手の内、三本の手に魔法の力を宿す。それは一つが氷、一つが炎、一つが雷だった。

「クソ！」

　レメディオスは女の亜人に走り──

「先ほどから言っているだろうが！　お前の相手は俺だと！」

　──咆哮とともに横から薙ぎ払われたバトルアックスを剣で受け止め、大きく吹き飛ぶ。

　ここに至っては、レメディオスもヴィジャーを相手にしつつ、ナスレネに対処するのは絶対に無理だ、と理解する。ナスレネに躍りかかることはできるが、ナスレネの攻撃を一回防ぐ代わりに、ヴィジャーに無防備な体を晒すことになる。

（無理など……認めるものか！　出来ぬなど言い訳だ！）

　レメディオスは民兵のうめき声に気持ちを激しく奮い立たせる。

　恐怖を前にしても逃げずに自分を信じてくれた者たちに、恥ずかしい姿は見せられない。

　誰一人として泣かない国──カルカの理想を自分は、自分だけは諦めない。

「民兵！　全員後退！」

　指示を出すとともに、レメディオスは覚悟を決める。

（一撃なら食らったところで死ぬわけではない。〈要塞〉を使いつつ、あの女亜人に突進する！）

　走り出したレメディオスに対して、何を勘違いしたのか、ヴィジャーが笑う。

「ほぉ。覚悟を決めたようだな。そうだ！　お前のすべてを出し切って戦え！　伝説に残るような戦いにするんだ!!　──〈決闘宣言〉！」

「──は？」

　ゴォオオ、とヴィジャーから特別な力を持った咆哮が上がる。ナスレネに方向転換しようとしていたレメディオスの足が、狂ったようにヴィジャーへの突撃をつづける。足だけではない。剣も意識も視線もヴィジャーに向けられ、逸らすことができない。

「──〈火球フアイヤーボール〉」

　第三位階の範囲攻撃魔法がレメディオスの横を通り過ぎ、民兵に襲い掛かる。レメディオスならば耐えきれるような魔法であろうとも民兵にとっては致命的な魔法が──

「──〈骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉」

　民兵の前に骸骨からなる異形の壁が生じ、〈火球フアイヤーボール〉はそれに着弾し、飛散する。

　誰かが驚きの声を上げた。

　最初は理解できない事態が起きた事へのもの。だが、それは徐々に変わっていく。骸骨でできたおぞましい壁の上に、ふわりと重力を感じさせない動きで舞い降りる影を見つけたことによって。

　苛烈さの全くない、戦場には不釣り合いなほど優しさで、それは言った。

「戦場の習いとは言え、三対一とは見るに堪えん。私が参戦しても問題ないな？」

　声の正体はアンデッド。

　その人物を知らない人間はこの都市にいない。魔力回復のため戦場に出ることを断ったはずの者。




　アインズ・ウール・ゴウン魔導王その人だ。




　うぉおおお！と地を揺るがすような歓声が壁の向こうから響く。

　レメディオスは剣を持つ手を強く握りしめた。

「な、なんじゃ、あいつは？」

「……あの姿、おそらくはエルダーリッチじゃろう。皮膚のないタイプもいるらしいぞ。しかし……エルダーリッチごときに私の魔法を防ぐ力が？　見事なローブだし、それか？　いや、使し役えきしている主人が強大な力を持っておるのか？」

　亜人たちの声が耳に入ってこない。音は入ってくるのだが、意味が分からない。それほどに激しい憎悪を抑えるので精いっぱいだった。前に立つヴィジャーに無防備な姿を晒していることさえも気が付かない。

（─────ああああああああああああ[image: ]　なぜ、こいつが出てくる！　なぜ、こいつが歓声を浴びる！　なぜ！　なぜ！　薄汚いアンデッドのこいつがぁあああ!!）

　危ないところを助けられたから当然の反応だろう、という冷静なレメディオスもどこかにいる。しかし、それ以上にアンデッドに対して歓声を上げる民たちが許せない。見れば盾となって死んでいった聖騎士たちの姿がある。

（お前たちの盾となって戦った者たちにではなく、遅れてきた奴に喝采を送るだとぉおおお[image: ]）

　兜を脱ぎ捨て、大地に叩きつけながら頭を搔きむしり、転げまわりたいぐらいだ。

　憤怒を必死に抑え込みつつ、骸骨の壁の上に立つアンデッドに問う。

「──何をしに来た」

　魔導王がぴたりと動きを止めた。そして空虚な眼窩に浮かぶ真紅の炎が、亜人からレメディオスへと向けられる。

「……何を？　……しに来た？　……助勢のつもりだが？」

「……そうか」

　もっと早くなぜ来なかった？　聖騎士たちが死ぬまで待っていたんだろう。民の前でよい格好をしたいから！

　そういった思いを言葉にして吐き捨てたくなる。しかし──

「であれば、任せる」頼むなど言えない。言いたくもない。「壁を消してくれ」

「む？」

「任せる！」思わず怒鳴りつけ、ぐっと堪える。「──壁を消してくれ。無理か？」

「……そのようなことはない」

　すっと魔導王の足元にあった壁が消える。魔導王が下に落ちないのは〈飛行フライ〉でも使っているのだろう。

　レメディオスはヴィジャーに堂々と背中を見せる。これで後ろから切り殺されたら、それはそれでよい。魔導王でも自分は守れなかったと笑ってやれる。

　ある意味自暴自棄な気持ちに支配されていたレメディオスだが、残念というべきか亜人たちから攻撃を食らうことなく、民兵の前まで戻る。

　民兵の瞳に、わずかな恐怖があった。そこまで自分は酷い顔をしているのだろうか。

「──この場は魔導王に任せる！　我々は戦局が切迫している所に援軍に向かうぞ！」

　レメディオスが命令を発すると困惑の気配が漂い、民兵たちが互いの顔を見合わせている。

「従わないのか！」

　レメディオスが睨みつけると、民兵の一人がぼそぼそと言った。

「あ、い、いえ。あの……魔導王陛下、お一人で……」

「魔導王は強い！　そうだろ！　であればあの程度問題はない！　行くぞ！」
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　レメディオスが何度かこちらを振り返る民兵たちを引き連れ、この場を後にした。別の戦場に向かっていったのだ。

　誰もいなくなったガランとした空間を眺め、アインズはぼそりと言う。

「え？　……あの野郎。本気で俺だけに任せやがった」

　今しがた起こったあまりの事態に、アインズは思わず素を出してしまう。

（普通は共に戦おう、というシーンではないのか？　というか助けに来てくれた相手に全て任せるとは。せめて数回、遠慮がちにこの場を任せてよいかたずねるとか……。助けられたことへの感謝さえなかったぞ？　どういう事なんだ？）

　いらっとしたものが湧きあがる。ただ、激怒したというわけではないので、感情が抑え込まれるまではいかない。じりじりとした怒りが心を焼くぐらいだ。

　誰かの失敗のせいで残業に突入したにもかかわらず、当の本人に用事があるのでと先に帰られたような気分だ。いや──

（あの時の怒りはもっと大きかった。俺だってユグドラシルがあったのによ……。ギルドで予定を立てていたから、遅れてみんなに迷惑をかけたんだぞ？　そういった経験はあるよ、ってみんなは笑って許してくれたが……）

　じりじりとした怒りに燃料が追加され、業ごう火かとなる。そして無理矢理に鎮火された。

「ふむ……。怒りが抑え込まれたが、それでも気分は悪い。あれほど礼を欠いた行動をされたのは初めてだ」

　黙れ、と怒鳴られたこともあったが、あの時とは状況が違う。まずアインズはこの戦闘に参加しないことの了解を得た上で、援軍として駆け付けたのだ。常識があればもっと違う対応をするのではないだろうか。

　今までアインズが出会ってきた人物はそれなりに礼儀を弁わきまえた者たちだった。

　だからこそ、なのだろう。

　もっと冷静に記憶を探ってみれば、鈴木悟の時代にはレメディオスのような人物も何度か見たような気がする。とはいってもそれは何の慰めにもならないが。

　アインズはギロッと亜人たち三人に視線を向ける。

　全てこいつらが悪いと言わんばかりに。

　八つ当たりだというのは十分に分かっている。

　本当であれば、危ない所を助けてもらったおかげでレメディオスのアインズに対する好感度は急上昇し、今までの失礼を全面的に謝罪し、アインズのために色々と頑張ってくれるはずだった。そのためにレメディオスがピンチになるまで上空で〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を使って状況を窺い、そして危ない所を助けに入ったのだ。

　その結果がこれだ。

　この結果だけはさっぱり理解できない。

　もし課のノルマが未達成で月末を迎えた時、誰かが足りない分のノルマを達成してくれれば、その人物に対する感謝の気持ちで一杯になるはずだ。しかもその人物は自分自身のノルマを既にこなしているのに、休暇を返上してくれたのだ。

　戦場を上空から俯瞰し、全体を把握していた。この戦場よりももっと危ない場所は多数あった。あのずっとこちらを睨んでいる少女の危険だって知っている。

　にもかかわらずここに来たのは、恩を売るのであればメザシの尻尾よりは鯛の頭──聖王国聖騎士団の団長という最も地位の高い人物だと判断したからこそだ。

　しかし──

「やはり少し不快だ」

　思わずアインズがそう呟くと、耳障りな笑い声が聞こえた。

「ヒヒヒ。置いて行かれたようじゃな。ヒヒヒ。哀れ哀れ」

「エルダーリッチ。それも魔法詠唱者マジツク・キヤスターとしてより力を増した個体じゃな。注意が必要じゃぞ？　壁を作った魔法は知らないが、そこそこ高位の魔法じゃろうな」

「ふん。結局は魔法詠唱者マジツク・キヤスターなのだろ？　戦意が鈍るな。やはり伝説に謳われるには戦士を破ってこそだ」

　三匹の亜人たちが我を取り戻したのか口々に何か言っている。その中で、アインズが目を向けたのは笑い声を上げたと思しき猿のような亜人だ。

「いいではないか。あ奴を殺し、それから──」

「──黙れ」

　アインズは言葉を遮り、無詠唱化した第八位階魔法〈死デス〉を放つ。

　猿のような亜人は引きつったような笑い顔のまま、ゆっくりと崩れ落ちた。

「……な？　何をしてい──」

「──黙れ、と言ったな？」

　再びアインズは魔法、無詠唱化した〈死デス〉を放つ。

　同じように四足の亜人も倒れた。

「え？　え？　な？　何が？　一体？」

　最後に残った女亜人は何が起こったか理解していないようだったが、それでも誰が起こした現象なのかは理解したようだった。

「お、お主がやったというのか？　この二人を一瞬で……？」

　その面には恐怖という感情が強く焼き付いていた。そしてその体は大きく震えている。

「はい、はい」女亜人に対しても無造作に無詠唱化した〈死デス〉を放つ。「──む？」

　死んでいない。アインズの〈死デス〉を防いでいる。

　それを知った瞬間、瞬時にアインズの思考は切り替わり、戦闘モードとでも言うべき精神状態に移行する。

　種族的な特徴で防いだのか、魔法を掛けていたのか、もしくは普通に抵抗したのか、マジックアイテムによる防御か、もっと別の理由によるものか。

　万に一つの偶然という線も無きにしも非あらずだが、自力抵抗というのはあり得ないだろう。この三人の戦闘はじっと観察していた。あれが全てだとは思わないが、アインズの魔法を正面から防げる強さがあるとは到底思えない。

　では何か、と考えると、やはりここは警戒し、敵に手番を譲るべきだ。

　それにここでしか得ることのできない情報が手に入るかもしれない。アインズの得意な攻撃を防いだ相手の手札は見られるのであれば見ておきたい。

「ふむ。……何をしたのかとかどうでもよい。無駄なことに時間を取られた。こんなことならあの女は見捨てて、別のところに助けに行けばよかった。あれと共に戦うなら苦戦しつつも勝ったという演技をするために時間をもう少しかけてよい勝負を……」




　前にはベラベラと喋っているアンデッド。

（このアンデッドは何じゃ？　……アンデッドが人間に味方する筈がない。死霊術師ネクロマンサーに支配されているはずじゃが？　しかし、あの強さは……）

　何をしたのかはさっぱりわからないが、とにかく自分と同格の戦士を一瞬で殺してのけたのだ。そんなアンデッドを支配できるものなのか。

　あの指先が向けられたら、今度は自分に死が降ってくるのか。

　そんなことができる者など、魔皇ヤルダバオト以外には側近の大悪魔くらいしか知らない。

（──そんなわけがない！　あの方々に比ひ肩けんするアンデッドを支配下に置くなど、神にも等しいではないか！　そんな死霊術師ネクロマンサーがいるわけがない！）

　人間の国にそれほどの死霊術師ネクロマンサーがいたなら、亜人連合はここまで侵攻できなかったはずだ。

（逃げる？　余裕を見せている間に逃げる？　無理？）

　彼女は便利な逃走用の魔法を持ってはいない。そんな窮地に陥ったことがなく、必要性を感じなかったからだ。

（なら！　前にしか生きる道はなかろう！）

「ああああああああ!!」

　自分の心を雄叫びで奮い立たせ、彼女は震える唇で魔法を発動させる。

　魔力系第四位階に〈白銀騎士槍シルバーランス〉という魔法が存在する。物理系の魔法であるが銀の属性効果を持つため、銀に弱い敵などに対して非常に強烈な破壊力を持つ魔法だ。しかも貫通と呼ばれる特殊な効果を持ち、鎧を着ていない相手にはより多くの被害を与えられる。ただし、鎧などでダメージを減衰されるというデメリットもある。

　そんな強力な魔法を独自に変化させ作った魔法こそ彼女の切り札。

　火ダメージを与える〈炎焼騎士槍バーンランス〉。

　氷ダメージを与える〈氷葬騎士槍フリーズランス〉。

　雷ダメージを与える〈雷爆騎士槍ショックランス〉。

　この三つの魔法は属性ダメージだけで構築されるため鎧ではダメージを軽減できず、そこに貫通という効果は残るという凶悪な能力を持っている。

　当然、凶悪さに見合って、第四位階をはるかに超えた魔力を消耗することとなる。

　そんな大魔法──彼女にとって──を同時に三つ発動させる。

　一つでもかなりの魔力を失う魔法を同時に三つである。同時発動自体で魔力を多く消費するということも相まって、吸いだされる魔力による衝撃に、彼女は一瞬だけ気が遠くなるような浮遊感を抱く。

「死ねぇえええええ[image: ]」

　三つの槍がアンデッドに飛び──全て搔き消える。

「──は？」

　目の前で起こったことが理解できない。ダメージを受けても耐えきったというのであれば理解はできる。しかし──何もなかったかのように槍は搔き消えたのだ。

「え？　え？　な？　何？」

「……時間を与えた結果がこれか。これが切り札のはずだな？　ふむ。警戒のためにお前に一手譲る必要もなかったか。ならば時間がない。とっとと死ね。〈魔法最強化マキシマイズマジック・現断リアリテイ・スラツシユ〉」
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　漆黒の世界があった

　自分が何か、というのが分からない

　目を開けているようで──目というものが分からない

　漆黒という意味も、世界という意味も分からない

　ならばなぜ、そんなことが浮かんだのかも分からない

　何も分からない

　消えていく

　消えるというのがどんなことなのかも分からない

　でも消えていく

　だが、ふと、引っ張られる感覚がする

　上に、下に、右に、左に、真ん中に、どこかに──

　引っ張る相手は完結した世界

　仲間の作り上げたもので完結した哀れな者

　それ以上の宝はないと、思考を閉ざした者

　そして──白き爆発によって閃光が世界を染め上げた

　大いなる喪失感──

　一つからの離脱──




　ネイア・バラハは瞬きを繰り返し、ぼんやりとした視界をもとに戻そうとする。

　何かあった気がするが、何も覚えていない。ただ、自分は亜人たちと戦っていたはずだ。どうしたというのか。

「……危ないところだったな」

　静かな声がし、ネイアは異常に鋭い半眼を向ける。

　それは闇のように見えた。

　子供が恐怖する闇ではない。疲労した者が安らぎを得るような闇。

　魔導王アインズ・ウール・ゴウンだった。

「へ、い、か……」

　ネイアは思わず手を伸ばす。不安な幼子が親に手を伸ばすように──。

「ネイア・バラハ。無理に動こうとするな。ここは私に任せて休んでいろ」

　後ろから亜人たちが魔導王に向かい必死に攻撃をしかけているのが見えた。剣を突き立て、斬り付け、殴りつける。

　しかしながら魔導王は相手にもしない。何も起こっていないようにネイアに優しく話しかけてくれる。

　ネイアの脳裏にバザーの時の光景が浮かんだ。

　魔導王がローブの裾に手を入れ、少しだけ迷った様子を見せてから紫色の毒々しいポーションを取り出した。ポーションといえば青色が普通だ。

　毒々しいポーションを振りかけられても、ネイアに思うところはない。魔導王がすることはきっと正しいのだ。

　事実、その想像は当たっていた。ネイアの体に振りかけられた紫色の液体は、ネイアの傷をあっという間に癒してくれたのだ。魔導国はポーションの色から違うようだ。

「全快にはかなり遠いようだが、その前に疲労を回復させて──煩わしいな。ちっ。民兵は壊滅……向こうにはいるようだな。であれば……」

　魔導王が背後で攻撃を繰り返す亜人たちに向き直った。

　今この瞬間も戦闘はこの都市のあちらこちらで起き、一秒ごとに人の命が散っているだろう。しかし、この瞬間だけはネイアはそんなことを忘れてしまった。自分を守るために立つ魔導王の雄々しい後ろ姿に目を奪われて。

　亜人の大軍に対する不安や心配、そういった感情はもはやどこにもない。

　それは──ネイアが望んでいた姿だった。

（ここにあったんだ。そうなんだ……）

　ネイアは今まで自分が抱いていた疑問に対する完璧な答えを得た、と確信する。

　魔導王が無造作に魔法を放つ。

　眩い雷が市壁の上を走り抜ける。それは〈連鎖する龍雷チエイン・ドラゴン・ライトニング〉なる魔法らしい。

　市壁にいた亜人たちは一掃される。ここで死闘があったとは思えないようなあっさりとした掃討だった。

「す、べて……たおされた……で、すか？」

「いや。少し離れたところで戦っている者たちがいたので、それは巻き込まないようにしておいた。だから全てでは──〈焼夷ナパーム〉。ああ……これで全部だ。次は昇ってくる愚かな者たちの始末か。〈魔法効果範囲拡大化ワイデンマジツク・骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉」

　外側、亜人の軍勢がいる側の市壁に、追加されるように骸骨たちによって作り出された壁がそびえたつ。視線が遮られて向こう側は見えないが、梯子を昇って来ていたであろう亜人たちが悲鳴を上げているのが聞こえた。そして落下して、大地に激突する音。

「あとは布陣している軍勢の始末だが……それはここに来る前にアンデッドを送り出しておいた。いずれ片をつけてくれるだろう」

　そう言いながら別のポーション瓶を取り出す。先程のとはまるで違う、非常に綺麗で繊細な瓶だ。中に入っているポーションの持つ効能は分からないが、非常に高価な物だというのは見て取れる。

「だ、いじゅうぶです、へいか……」

「……遠慮するな。助けに来るのが遅くなって悪かったな」

　魔導王は眩しがるように眼窩の上半分を手で覆いながら、瓶の中身を振りかけた。先程まであった脱力感は溶けるように消えていく。ただ、体がだるい。自分の中が何か削れたような気がする。ただ、それと同じぐらい、いやそれ以上に体の芯に熱が溜まっている感じがする。

　これなら起き上がれる。まだ体のあちこちが痛くて涙が出そうだが、それでも助けに来てくれた人の前でこのような失礼な姿勢は取れない。

「よせ──バラハ嬢。無理に起き上がる必要はない」

　起き上がろうとしたが、肩を押し返され、ネイアは再び横になる。

「そのまま……運んでもらうといい。──お前たち、こちらだ！」

　魔導王が民兵にだろう、手を振る。

　そこではたとネイアは気が付く。感激していたために絶対に聞かなくてはならないことを聞いていなかった。

「陛下、大丈夫なのですか？　私たちを助けに来て。ヤルダバオトとの戦いのために温存していた魔力を使われてしまって」

「大丈夫だ。お前を助けるためと考えれば仕方がないことだ」

「陛下……」胸にストンと落ちた。「私は分かりました」

「ん？　何が、だ」

　魔導王はネイアの言葉の続きを待っている。

「正義とは何か、が分かったのです」

「──ああ、君の正義を見つけることができたのか。それは良かったな。……弱者を守る、とかかな？」

　優しげな声だった。だからネイアは自信を込めて言う。

「陛下こそが正義なのです」

　一瞬だけ、魔導王が動きを止めた。

「…………ん??」

「私は分かったんです！　陛下こそが正義だと！」

「………………ああ、そうか。疲れているんだな。ゆっくりと休んだ方がいいぞ？　疲れていると碌ろくでもないことを考えるものだ。冷静になってからベッドの上で奇声を上げながら転げまわりたくはないだろ？」

「疲れてはいます。でもそれ以上に心は晴れ晴れとしており、陛下が正義だという考えは間違ってないと確信できます！」

「い、いや、あの時も言ったが私は正義などではなく、ほら、正義というのは弱い者を守るのは当たり前だとかの思いや考えなどであって、その……えっと、抽象概念的？　な何かであるはずだろ、普通」

「いえ。力なき正義は意味がなく、ヤルダバオトのように力を持つだけでも正義ではありません。ならば力を持ち、その力を人助けなどの正しいことに使うことこそが正義であり、すなわち陛下が正義だということになるんです!!」

　ネイアが目を見開いて言うと、魔導王は不意に手の平をかざし、幼子を寝かしつけるようにネイアの目を覆った。ひんやりとした骨の手の感触に、ネイアは頰を緩める。

「…………あぁ。あまり大きな声を出すと傷に響くだろう？　あとでゆっくりとその話をしようじゃないか」

「はい！　魔導王陛下！」

　複数の足音が聞こえ、視線を動かすとこちらに向かって走ってくる聖騎士と民兵の姿があった。

「魔導王陛下！　ここまで助けに来てくださってありがとうございます！」

「気にするな」

　返答しつつ、ゆっくりと魔導王が立ち上がった。立ち去ろうとする王に寂しさを感じたネイアは、思わず魔導王のローブに手を伸ばしかけ、あまりにも恥ずかしいことをしようとしていると気が付き、ぐっと堪える。

「──いや、気にしてもらおう。だから感謝を返してもらいたい。このネイア・バラハを安全な場所まで運んでもらいたいのだ。ここからでは見えないが、亜人の陣地には私の作ったアンデッドを送り込んだ。暫くはこの場所を手薄にしても問題はないはずだ」

「魔導王陛──」

「──ネイア・バラハよ。そしてこの国の民たちよ。後は私に任せておけ。出来る限りこの都市の者たちは助けると約束しよう」

　ふわりと魔導王が浮かび上がった。

「それと悪いが、その三匹の亜人の死体を運んでおいてくれるか？　強敵だったので詳しく調べたいと思っていたのだ」

　魔導王が指さした先には三匹の死体があった。かなり立派な亜人だ。

「武装ごと運んでくれ。雑に扱ってくれて構わないが、アイテムを紛失しないように。それでは頼んだぞ」

　空に飛び上がった魔導王を見送り、聖騎士がネイアに顔を向けた。

「従者ネイア・バラハ、そのまま連れて行きたいのだが……担架の材料はないので少し難しい。立てるか？」

「ええ、なんとかなります」

　ネイアはゆっくりと立ち上がる。足が震え、体重がかかると痛みが走る。民兵の一人が肩を貸してくれ、それにネイアは摑まる。

　市壁から下を覗き込むと、西門付近を守っていた部隊はすでにおらず、死体もひとつもない。風に乗って聞こえる剣けん戟げきの響きはかなり遠い。側塔を降り、最短距離で進んでも大丈夫だろう。

　空に消えて行った魔導王の姿を探し、影も形も見えないことを残念に思いながら、ネイアは側塔へと入って行った。
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　都市内に侵入した亜人たちに、上空から攻撃魔法をお見舞いしつつ、先程の一連の出来事を思いだし、アインズは顔を顰しかめる。

（──大損だ。順番を大きく間違えた。ネイア・バラハを優先すべきだったのだ。あの不快な女よりも）

　レメディオス・カストディオを助けに行った関係で、ネイアの元に向かうのが遅くなってしまった。その所為でネイアは死んでしまった。そのためネイアを蘇らせるために高位の短杖ワンドを使わざるを得なかった。ネイアのレベルがどの程度か不明だったため、あの時のリザードマンのように灰になることを恐れたからだ。

　正直言えばネイアを蘇らせるために支払った代償と、蘇らせたことによってアインズが、ひいてはナザリックが得る利益が釣り合っているのかは不明だ。とはいえ、レメディオスを助けて恩を売るのに完全に失敗している以上、せめてネイアぐらいには恩を売っておかねばと、復活させることを選んだのだが。

（……蘇生の短杖ワンド、第七位階の魔法でも大丈夫だったか？　……少し大盤振る舞いしすぎたな。この指輪を切り替えるのにあと一時間はかかるし）

　アインズが見たのは八の指輪の一つ、右手親指に嵌められた指輪だ。

　リング・オブ・マスタリーワンド。

　ボスドロップ系の超希少ウルトラレアアーティファクトだ。

　魔法が込められた短杖ワンドというのは、そこに込められた魔法を使用できる系統の魔法詠唱者マジツク・キヤスターしか原則使うことができない。例えば第一位階の信仰系魔法である〈軽傷治癒ライト・ヒーリング〉が込められた短杖ワンドを使用できるのは、信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターだけということだ。もし違う系統の魔法詠唱者マジツク・キヤスターでも使えるようにするのであれば、杖スタツフということになり、もっと高額になる。

　一部の短杖ワンドなどはどのプレイヤーでも使用できるように後から修正パツチが入ったが、それでも、今回ネイアを復活させるのに使ったような、第九位階信仰系魔法〈真なる蘇生トウルー・リザレクシヨン〉のこもった短杖ワンドはアインズには使うことができない。

　しかしながらこの指輪があればそれも可能になる。

　ただし、この指輪で使えるようになる短杖ワンドは一度に一本であり、いったん切り替えると一時間は再交換が利かない。使用すると同時に魔力も消費するなどのデメリットも存在するが、かなり価値の高いアイテムだ。

　レア度が高いために〝アインズ・ウール・ゴウン〟でも持っている者は少なく、アインズが持っているのはあまのまひとつが辞める時にくれたからだ。

（まぁ、あの短杖ワンドを使うような状況はさしあたってないだろうから気にするほどでもないか。それにしても今気が付いたんだが、彼女の目の部分を隠すと普通に尊敬されている感じがするな。言葉の端々から……これは彼女の信頼は手に入れたということか？　うーむ。どうなんだろう？）

　アインズはネイアの反応を思い出す。

（本気で感謝してくれているような気もするが……睨まれている気もする。顔が怖いからなぁ。サングラスでも薦めたらどうだろう？）

　とは考えたものの、それを言いだすことはできないだろうな、とアインズは思う。彼女は自分の目つきが悪いことを気にしていると馬車の中で聞いている。

　会社で腋臭わきがの女性に対して「あなた臭いよ」と面と向かって言って、香水を渡したらどんな反応があるか。

（培つちかってきた尊敬もどこかに消えて、敵意だけが残りそうな気がする……）

　それにアインズ──鈴木悟はそれを言えるほどの剛の者ではない。

　その辺りで亜人を発見したアインズは地上に範囲魔法を叩き込み、亜人を殺しつくす。それらと対峙していた民兵がブンブンという擬音が相応しいほど大きくこちらに手を振っている。アインズも手を上げ──本来は軽く手を上げる程度で済ませようと思ったが距離があるので、よく見えるように大きく手を上げた──それに応える。

（そうだぞー。優しい魔導王だぞー。感謝するんだぞー。……それにしても……復活の魔法は人を狂わせたり、変にしたりするのか？　単純にテンションが高くなっているだけならいいんだが……）

　ネイアのことを思い出す。

　あれはどう考えても変だ。別れた時まではまだ普通だったのに、復活させたらああだ。

（精神錯乱？　魔法で回復するのか？　復活による影響だとすると少し怖いな。時間の経過とともに人間性が歪むとかだったら嫌だぞ……）

　ネイアの殺し屋のような目には異常なまでの気迫と、怖いぐらい爛らん々らんとした狂気の煌めきが宿っていた。

（俺を正義などと勘違いしているぐらいだからなぁ。休んで回復するかなぁ……。おっと）

　アインズは視線を亜人の陣地の方に向ける。

　半壊し、逃げ惑う亜人たちの間を魂喰らいソウルイーター達が走り抜けている。そうするだけで即死のオーラによって亜人は倒れ伏していく。その魂を食らい、魂喰らいソウルイーターは強大化していく。

　ユグドラシルというゲームにおいて魂喰らいソウルイーターが出てきても大概は適正レベルでの遭遇になるので、プレイヤーが即死を食らうなど数百回に一回ぐらいだっただろう。だからこそ魂喰らいという特殊能力があったとしても死蔵されて終わった。

　しかし、今回は違う。まさに力を振るえるチャンスが来たのだ。

「魂か……。しまったな。一つ実験をしておくべきだった」

　アインズは地上に急降下。そして中位アンデッド作成を用い、魂喰らいソウルイーターを一体作り出す。

（行け）

　心の中で命令すると、即座に魂喰らいソウルイーターが走りだす。それと同時に外で亜人をもう存分に蹂躙している魂喰らいソウルイーターたちに命令を発した。

　新しく作り出した魂喰らいソウルイーターが食べる分の獲物を残しておけ、と。

　死体を使って生み出したアンデッドは時間が来ても消えたりはしない。ではどうして消えないのか。

（もし肉体が媒体となるのではなく魂であるなら、もしかして魂を食らった魂喰らいソウルイーターは消えないのではないだろうか。……まぁ、答えが出たとしても利用できるとは思えないが、な。だが、知らないよりは知っておいた方が良いだろう）

　再び、上空に舞い上がり、都市内の安全確認をする。大方の亜人を掃討できたはずだが、念には念を入れておくべきだろう。

（む、あのむかつく女がいる。無視だ、無視だ）

　レメディオスから目をそらし、アインズは飛び回る。

　アインズが飛べば、下からは歓声が聞こえてくる。それに対して手を振りながら、亜人がいないこと──戦闘が終結したことを確認し、アインズは作戦司令室に向かう。ナザリックに戻るのは、色々と面倒な話し合いを終わらせて、時間的余裕ができたら、だ。

「うまくいってくれよ……」

　心の中に圧倒的な不安が押し寄せ、そして精神が強制的に落ち着く。しかし、じわりじわりと沁み込んでくる冷たい水のような感覚だけは残った。

（〈伝言メツセージ〉でデミウルゴスにナザリックで会おうという話をつけておかなくてはな）
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　アインズが動けば勝利はたやすかった。この都市に攻め入った亜人を掃討し、その後二つのことを終わらせ、アインズは自室に戻ってきた。

　一つはカスポンドの部屋に顔を出し、後のこまごまとしたことを頼んだこと。これは亜人の陣地を蹂躙し終えた後、そこに残っている食料やその他諸々を──マジックアイテム以外は──そちらで引き取って構わないという内容が主だ。

　アインズが単騎で亜人の陣地を壊滅させた以上、常識で考えれば亜人たちの持ち物はアインズの管理下にある。エクスチェンジ・ボックスに入れればそれなりの収入になるだろうが、独り占めすれば折角売った恩の価値が下がってしまうかもしれない。であればここは損をして得を取れということで、聖王国側に譲ったのだ。無論、貴重なマジックアイテムがあるかもしれないので、それを渡す気はなかったが。

　本来であれば、最初にアインズ一人で陣地に向かって、そこで〈魔法的視力強化／魔力看破〉に加えて他の調査系の魔法を併用し、見て回るべきなのだろうが、そこまでの必要性を感じなかった。というのも亜人のマジックアイテムに関してはすでにデミウルゴスが調べているはずだからだ。抜け落ちがあったとしても、アインズたちが脅威に感じるほどのアイテムはないはずだろう。あったならもっと目立っているはずだ。

　そしてもう一つが三匹の亜人のアイテムの回収だ。流石にネコババなどされることなく、アインズは無事にマジックアイテムを手に入れることができた。無論、既に内包された魔力量からどの程度か想像はついていたが、それでも変わり種があるのでは、という期待を抱いてしまう。

　アイテムをベッドの上にどさりと置き、一つ一つを魔法で調べて行こうかとも思ったが、その前にしなくてはならないことがある。

「──さて！」

　わざとらしく声を出す。

　自分に気合を入れるという意味でもあるが、もう一つの意味も持っていた。

〈伝言メツセージ〉を使ってデミウルゴスにメッセージを送るにあたって、その前にしなくてはならないことがある。

　アインズが取り出した巻物──デミウルゴスブランド──から魔法を起動させると、兎の耳がアインズの頭頂部から生える。

　それを使って周囲の音を探るが、誰かが潜伏してこちらを窺っている様子はない。しかしながらこれだけでは安心できない。第二位階にある〈静寂サイレンス〉などに代表される音を消す魔法や、盗賊の特殊技術がある以上、音がないからと言って誰もいないと判断するのは早計だ。

（こうやって巻物を簡単に使えるのも、牧場を経営して原材料を簡単に手に入れてくれるデミウルゴスのおかげだな。巻物作成時に消費される金はエクスチェンジ・ボックスに農作物を大量にぶち込めば問題はないし。前から思っていたんだが、いい感じでナザリックが回り出しているじゃないか）

〈兎の耳ラビツツ・イヤー〉のような第一位階魔法はこの世界で一般的に売られている羊皮紙でも事足りるが、もうすこし上になるとユグドラシル時代の資材を使わなくてはならなかった。それが一部解消されたのだ。

　確かにまだ第三位階まで代用できるだけだが、それでもデミウルゴスの働きは非常に大きい。まず間違いなく、今までの働きを考えれば勲功一位だろう。次がナザリックを完璧に管理しているアルベドだ。

　アインズは続いて下位アンデッド作成を使い、死霊レイスを作り出す。

（周囲を回って、私のことを窺っている者がいないか調べよ）

　命令に従って死霊レイスが扉を開けずに部屋の外に出て行った。アストラル体である死霊レイスは壁などを貫通して移動することができる。分厚さによる限界などがあるので、無限にというわけではないが、この家屋の壁程度であれば問題ない。

　アインズは魔法で生まれた耳に神経を集中させる。

　よほど盗賊が上手く潜伏していても、突然現れたアンデッド、それも恐怖のオーラを撒き散らかしている相手を前にして微かな身動きひとつせずにいられるだろうか。そこに加えて死霊レイスに発見されないだけの潜伏能力も必要だ。無論、低位のアンデッドである死霊レイスを誤魔化すのは容易だろうが、それらをすべて同時に兼ね備えるのはなかなかの実力者ということになる。

　まずいるわけがないとアインズは判断している。もしそのような人物がこの国にいれば、先の二戦にその人物を投入したはずだからだ。

（とはいえ、私を警戒し、そういった人物を隠しているという可能性もないとは言い切れない。しかしながらあの女の性格からしてそれはあり得ないだろう。……そんな相手がいればデミウルゴスから追加の情報として話が来ても可笑しくはない）

　可笑しくはない、と思った辺りでアインズは本当にそうなのかなぁ、と思う。

　デミウルゴスが、アインズであれば言わなくても理解している、などと考えてはいないだろうか。

（……ああ、考えれば考えるほど胃が痛くなる）

　そのような失敗があった場合はデミウルゴスやアルベドと、覚悟を決めて、一度話し合うべきだろう。

　やがてアンデッドが戻ってくる。

「誰かいたか？」

　アンデッドからは「否定」の反応が返ってきた。アインズの耳も不審な物音を捉えることはなかった。

「そうか。それではお前は壁に潜みつつ、周囲を巡回して警戒に当たれ」

　壁の中に入っていくアンデッドを見送り、アインズは覚悟を決める。

（さて、これから〈伝言メツセージ〉を発動しなくては）

　簡単なことなのだが、踏ん切りがつかない。

　まるで会社に戻れば上司に叱責されると分かっている営業のような気分だ。

　しかし、いつまでもこうしているわけにはいかないし、デミウルゴスから先に連絡が来たらそれはそれで気が重い。

「行くぞ、俺！」

　アインズは自分に活を入れ、デミウルゴスに〈伝言メツセージ〉を飛ばした。話す内容は頭の中で何度も繰り返し、シミュレーションは十分だ。後はそのまま話せばいいだけだ。

　だが深呼吸の真似事で緊張をほぐそうとするより早く──と言うより、〈伝言メツセージ〉を使ってから一瞬の間も開けずにデミウルゴスと通話がつながる。あまりに早すぎる反応だ。

「デミウルゴスか？」

『左様です、アインズ様』

「うむ」練習は何度もした。あとは読み上げるように言うだけだ。「……報告と私の行動が乖かい離りしていることを疑問に思ったのではないか、と思って連絡を取ったのだ。お前の言いたいことはよくわかっているが、詳しい話をするにあたり、アルベドもいたほうがいいと考えている。早急にナザリック地下大墳墓に戻れ。私もすぐに帰る。地上にあるログハウスで会うとしよう」

『畏まりました。それでは私の方からアルベドには連絡をつけておきます』

「ああ、頼んだ」

　即座に〈伝言メツセージ〉を消す。それからアインズは重く、長いため息を一つ吐き出した。

（ああ、良かった。怒ってなさそうな雰囲気だったよ。ああ、怖かった）

　優秀な部下に怒られたらどうしよう、とかなり内心で怯えていたアインズは安堵から崩れそうになる体に力を込め、壁を見据える。

　死霊レイスの役目は終わりだ。一応、フレンドリィファイヤーが可能なので、シャルティアのようにアンデッドを破壊させることもできるが、無駄に力を使う必要もない。帰還させるのも簡単なことなのだから。ちなみに言葉にする必要もなく、頭の中で命令すればいいだけだ。それだけでなんとなく感じられる繫がりが破壊できる。

　とはいえ、今、数え切れないほど多数の繫がりが、エ・ランテルに向かって伸びている。あの場所では言葉に出さないとうまく命令出来る自信がないのは事実だが、それに対して、この地ではアインズの作り出したアンデッドは非常に少ないので見分けは容易だ。

（──消えよ。さて、あとはナザリックに一旦帰って……）

　これから非常に恐ろしい仕事──言い訳とも言いくるめともいえる仕事をしなくてはならない。誰かに任せられるのであればそうしたいが、そんなことはできない。というか誰に任せられるというのか。

　テーブルに置いた亜人三匹が持っていたマジックアイテムを触り、不安を払拭しようと試みる。

（ふふ。弱いし、価値は低いが、それでもこの世界のマジックアイテムを得たというのは嬉しいものだ。……パンドラズ・アクターほどではないが私もマジックアイテムフェチの気けでもあるのか？）

　まずは四本腕の亜人の持っていたマジックアイテムを鑑定していく。その中の一つ、腕輪こそがアインズの即死魔法を防いだアイテムで、その名はアームバンド・オブ・デスガード。一日に一回、即死魔法に対する完全なる耐性を与えてくれるものだ。

　アインズは持ち上げたそれを手の中で数度回転させてから、机の上に戻す。

（つまらん。もっといいアイテムであれば嬉しかったのだがな。さて──）

　行こうかと思った時に突如、ノックがされ、外から「魔導王陛下、ネイア・バラハです」という声がした。

　アインズは素早く身なりをチェック。次に室内を見渡し、絶対王者魔導王にふさわしいかを確認する。そしてゆっくりと椅子に座ると、アインズ王者の姿勢第二十四を取る。

「──入れ」

　できる限り重々しく声をかける。この声の調子だって何度も何度も訓練した賜物なのだ。

　扉が開き、傷が癒えたネイアが部屋に入ってくる。そして一礼した。

「ご許可いただきありがとうございます、魔導王陛下。従者としての役目をさせていただきにまいりました」

「ふむ。よくぞ来た。バラハ嬢。しかしながら今日ばかりは無理に従者の役目をしようとしなくても構わないぞ。傷は癒えたようだが、戦いの疲れは──」

　あ、抜けているわ、とアインズは思う。あの時に使ったポーションは疲労や疲弊などを完全除去するポーションだ。肌艶が悪く、カサカサしていたンフィーレアから絶賛されたポーションでもある。

「いえ。魔導王陛下のお力のおかげで従者としての役目を果たすことに問題はございません。それに──私も陛下のお近くにいられることを非常に嬉しく思っております」

　ニヤリ──いやニタリだろうか──とネイアが笑う。敵意か悪意がありそうな笑いを前に思わず身構えてしまいそうになるが、アインズは王者の姿勢は崩さない。

「……そうか。だが、私はこれから一旦、魔導国に戻り、仕事をしなくてはならんのだ。せっかく来てもらったのに悪いな」

「そうですか……」

　しょんぼりとしているようだが可愛らしさが欠片もない。睨まれているようにしか思えない。だからアインズはネイア対策をする。

　目を閉ざすのだ。そうすると目が怖くない。

「それにしてもバラハ嬢が無事……というか生きて戻ってくれたことが嬉しいよ」

「ありがとうございます、魔導王陛下！　これも陛下のお力のおかげです。特にこの鎧がなければ陛下が来るまで耐えきれたとは思えません」

（耐えきれてないんだけど、死んじゃったんだけど……。まぁ、終わりよければ全て良し、だな。それにしてもやはり市壁で戦うと聞いて飛び道具から身を守ってくれる鎧を貸し出して正解だったな！）

「ふふ。それは良かった。弓はどうだったかね？　多くの民にその力を見せつけることができたかな？」

「はい……。この弓の素晴らしい力を多くの者たちが見たのですが……皆、死んでしまいました」

「何！　──そうか。そうなのか、残念だ」

　また失敗かよ、とアインズは心の底から残念に思う。見た者たちが死んでしまったのでは誰も見ていないのと同じことだ。もう、ルーン武器の宣伝はあきらめようかな、とアインズは思う。だが──まだチャンスはあるはずだ、と考えなおす。別にこの狙いが失敗しても損失などないに等しく、成功したときのメリットは大きい。

「私も魔導王陛下よりお借りした武具がなければ、他の者たちと一緒に天に召されていたでしょう。……魔導王陛下、本当にありがとうございました」

　心の奥底からの感謝の言葉と思われ、アインズはよしと思う。だが、そんな感情を表に出してはいけない。やはり王にふさわしい態度を見せるのみだ。

「気にするな。己おのが従者を守ることは主人の役目だと知るがいい」

　ちらっと目を開けて様子を窺ってみると、従者と聞き、ネイアが顔を微かに歪めた。怒っているのではないと思えたが、不快気にも思える。話の流れや今までの態度からそういった感情ではないと信じる他ない。

　というかやはり目を開けたのは失敗だった。アインズは再び目を閉ざす。

「ありがとうございます、魔導王陛下。それと魔導王陛下に助けられた者たちが感謝を口にしておりました。それを陛下にお伝えしてほしい、と」

「ほう……」よっしゃ、という感情を必死に隠す。「気にすることはない。たまたま助けられる命がそこにあったというだけだ。ただ、その幸運が幾度も続くとは思わないでほしい。今回の戦いでまた魔力を多量に使ってしまったからな。次は本当に助けられないぞ？」

「畏まりました。その旨、伝えておきます」

「ああ。だが……そうだな。その者たちに会ったら感謝してくれて嬉しいと伝えておいてくれ。……さぁ、ネイア嬢。悪いがそろそろ私はいかなくてはならない。また後で──そうだな。四時間ほどしたらまた来てくれるかね？」

「はい！　間違いなく！　それでは御前、失礼いたします！」

　ネイアが退室し、アインズは目を開く。

（うん。深い感謝を抱いているように思えるな。これでやっと一人か。いや、だが千里の道も一歩からだ。ここは回復系のポーションの宣伝も兼ねて無償提供してくるか？　より感謝されるだろうし……ルーンは失敗したがこれであれば渡せるか？）

　アインズは紫色のポーションを取り出す。

　ンフィーレアが作ったポーションだ。品質的にはユグドラシル謹製ポーションよりも微妙に効能は薄く、まだまだ開発段階のポーションだ。しかし、将来的には効能も並ぶかもしれないし、赤色のユグドラシルポーションを作成できるようになるかもしれない。

（ユグドラシルの赤のポーションは無駄に情報を流すのは勿体ないと思って使わなかったが……。やはり青のポーションに慣れた者たちが紫のポーションを受け入れられるかどうかにも疑問がある。こういった場所で使って実績を作っておくのは悪い事ではない）

　今、ンフィーレアやその祖母に作らせているポーションは、ナザリックサイドで秘匿し、技術を流出させるつもりはない。だが、今後計画を変更し、こういったポーションを販売する時が来るかもしれない。そういったときの布石を打っておいた方がいいのではないだろうか。

（迷うな。どっちに転んでもメリットとデメリットがあるような気がする。しかし、ンフィーレアか……）

　正直、夫婦の夜の生活に関する相談とかされても困る。生々しさはないのだが、妻のそういうところを話しているのがばれたらまずいことになるのではないか、と思ったりもする。

　それにしても何がどうなって自分に相談しようなどと思いついたのか。男の肉親がいないうえに、今まで住んでいた都市を離れたのだ、相談できる相手がいなかったのだろうと思うほかなかった。もしかするとナーベラルとそういった関係だと思われていたのかもしれない。

（骸骨だというのは知っているはずなんだが……）

　ついつい好奇心で夜の二人を盗み見してみようかとも思ったりもしたが、今後、二人に対しての自分の態度が変わりそうな気がしたので、自じ重ちようした。ただ、ンフィーレアの相談を聞くたびにちらちらと頭の中を過よぎる好奇心を振り払うのは一苦労だ。

（気持ち良いことだと知った所為で、複数回求められてどうこうとか言っていたが……まさかそっち系ポーション──滋養回復系とでもいうのか、あれを多数作ったからと渡されても……）

　とりあえず、あのリザードマンの二人にやって、もっとレアな子供を増やすように努力してもらおうと判断する。

（技術の発展は最初に軍事、次にエロと医療だったか。真理か？　……さぁ、帰るか）
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　室内にいる者は全部で四人。

　戦闘後、その足で来たために血に濡れた鎧に身を包む聖騎士が二人──レメディオス・カストディオとグスターボ・モンタニェス──と、生き残っている神官のまとめ役で第三位階まで使用できる中年──シリアコ・ナランホ司祭、それに王兄カスポンド・ベサーレスである。

　戦場に出ていた二人に、負傷兵を癒し続けた一人。この三人のせいで王兄の部屋には血の臭いが充満している。

　レメディオスに至ってはいまだ兜さえも脱いでいない。王兄の部屋に来るにはあまりの格好であり、失礼とさえも言えるが、カスポンドはそれに関して思うところはないのか、平然とした態度を見せている。

　しかしながらそれとは関係なく室内の空気は最悪だ。臭気もそうだが、雰囲気が酷い。あまりにも重すぎるために、窓から入ってきている日差しが陰っているようにすら思われる。

　圧倒的不利な状態から逆転し、勝利した者たちの見せる様子ではない。

　重い沈黙の中、最初に口を開いたのはカスポンドだ。いや、彼以外の誰が口火を切れるというのか。

「それでは被害の状況を聞こう」

「はい。戦場に立った民兵約六千人の内、約二千四百人が死傷しました」

「……副団長殿に付け加えて言うのであれば、負傷兵は内、おおよそ千人ですな。神官たちが回復させておりますが、間に合わず半数ほどは亡くなるかもしれません」

「……それと生き残っていた聖騎士の半数、および神官が八人ほど亡くなりました」

　グスターボの言葉にカスポンドは目を瞑って、頭を振った。

「あの亜人の軍勢を相手に……その程度で済んで良かったなどとは言えないが、それだけで済んだことに感謝すべきなのか。それともそれほどまでの被害が出たことに悲しみを──」

「後者だ」

　ぼそりとレメディオスがカスポンドの言葉を遮る。

「後者だ」

「……カストディオ団長の言う通りだな。それだけの被害が出たことを悲しもう」

　カスポンドの言葉に、グスターボとシリアコが目を伏せた。

　彼らは亜人軍四万という大軍を相手にし、寡兵である聖王国解放軍側にこれだけの生還者が出た事がどれだけの奇跡──人為的なものだが──かを知っている。だが、この場でそんなことを言って、場を乱しても仕方がないと理解するからこその態度だ。

「布陣していた亜人の軍勢も魔導王が倒してくれたのだな？」

「はい。市壁防衛の混乱の中であったため、目撃情報に乏しく詳細は不明ですが、謎のアンデッドたちが壊滅させたという話です」

「なるほど。魔導王より聞いた話と合致するな。作り出したアンデッド達に掃討させたという話だったが──あれほどの大軍を、か。であれば……魔導王ならば、ヤルダバオトに勝てると思ってよいのかな？」

　カスポンドが視線をちらりとレメディオスに向けるも、彼女はむっつりと黙ったままだ。聖王国最強の聖騎士が放つピリピリとした空気は、弱者にとっては恐怖の対象でしかない。カスポンドは視線をそらし、グスターボを見ると、彼は申し訳なさそうに視線をまた伏せた。

「はぁ……。彼に全てを、この国の全てを賭けて構わないのか？　それと──魔導王がヤルダバオトに負けた場合も想定しておくべきか？　その場合、次善の策に関して誰か、アイデアはあるか？」

　沈黙が答えだった。そんな中、レメディオスが口を開いた。

「であれば、モモンを呼んできたらどうだ？」

　レメディオスを除く三者が難しげに顔を見合わせた。

　いいアイデアだと思っていたであろうレメディオスは顔を顰めた。

「なんだ？　それ以上にいい考えがあるのか？　あんなアンデッドよりはまだまともだろ」

「……団長。これは、魔導王が負けて、死亡した場合の話です。その状況下で魔導国に行って更なる援助を期待するのは危険だと」

　シリアコが白が混じり出した髭を触りつつ「そうでもない」と言う。

「待ってほしい、副団長殿。団長殿のアイデアは確かに危険だが悪い手ではない。魔導王がヤルダバオトに囚われているなどと偽ってモモンを呼び出してはどうだ？」

「司祭殿。それは危険すぎる。モモンがヤルダバオトに勝ったとしても、噓がばれ次第、戦争に繫がりかねない。良くて我が国への印象は地の底だ。悪ければモモンが第二のヤルダバオトとなり、魔導国のアンデッド軍団を我が国に送り込む可能性だって十分に考えられる」

「その通りだ。二人とも。そして何より不味いのは魔導国側に我が国を糾弾する正当な理由ができるということだな」

　カスポンドの説明に、レメディオスが首を傾げる。

「魔導国とは隣り合ってないし、大丈夫では？」

「……カストディオ団長は危険な考えをするな。私は将来的に危険がおよぶ策は取りたくはない。……とはいえ、うまいアイデアが浮かばないな。二人はどうだ？」

　シリアコとグスターボからの答えは両者ともに浮かばないというものだった。

　そのまましばらく沈黙が部屋を支配する。

　やがてカスポンドがぽつりと言った。

「……ひとまずは各自持ち帰って考えるということにしよう。魔導王がヤルダバオトを倒してくれれば何も問題はないのだから」パチンとカスポンドが手を一つ叩いた。「さて、それでは別件に移ろう。亜人たちの持ってきた糧食はどうだ？　我々でも普通に食べられそうか？　食べられるとしたら何食ほどになる？」

　本来であれば亜人の軍勢を撃退したのは魔導王なので、所有権は彼にあるが、それらを全部無償で提供すると約束してくれている。

　質問に答えたのはグスターボだ。彼はそういった雑務の責任者も任されている。

「はい。固めたパンのようなものや野菜など、食べられそうな食料は多数ありました。魔導王のアンデッドによる攻撃によって綺麗な形で手に入りましたので、非常に状態はいいです。それ以外に少し調べないとわからない食料もあります。酸っぱい匂いがする野菜の和え物とかですね」

　酸っぱい食べ物は普通に聖王国にもある。ただし亜人たちの食料の場合、腐った食べ物を食べる種族などがいるかもしれないので、グスターボは調査が必要だと告げた。

「問題はたったの一つです。肉料理に問題があります」

「というのは？」

　グスターボが暗い顔をカスポンドに向けた。

「一部に人間の肉らしきものが混ざっていました。形状からそう判断しているだけなので、絶対にそうだとは言い切れません。食せば何か分かるかもしれませんが、試食などごめんこうむります」

「肉の量というのはどの程度なのですか？」

　嫌な顔をしたシリアコが尋ねる。

「肉食の亜人たちが多かったようで、かなりの量となっております。目算ですが、運ばれてきた食料の半分は肉だと思われます」

「何!?　四万の兵が食べる食料の半分が肉だと？」

　レメディオスが憎々しげに顔を歪ませるが当然だろう。

　亜人が一日に一キロ肉を食べるとした場合、四十トン。もし二週間分でもあれば五百六十トンにもなる。ならば──王兄は顔を手で覆った。

「……そのうちどれだけが人のものなんだ」

「それはわかりかねます。一つ一つを調べていくにも時間がかかりますし、原形を留めないものになってくると……」

「今後がどうなるのか不明な状況下で食料を無駄に破棄するのは惜しい。できれば人肉とそうでない肉の区別をつけたいところだが……ナランホ司祭殿。魔法でどうにかできないか？」

「申し訳ありません、王兄殿下。我々にはそのようなことはできません。それは聖騎士の方々も同じだと思います」

　グスターボが一つ頷くのを見て、カスポンドは溜息を吐き出す。

「魔法も万能ではない、か。それでは捕虜にした亜人たちに食べさせて調べるというのはどうだ？」

「死者は安らかに眠らせるべきだ。人の肉があるというのであれば、それは地に返すのが正しいと思う」

「そうはいうがな、カストディオ団長……。モンタニェス副団長はどのように考える？」

「はっ。私もこれは団長の意見に賛成です。樽の中に入った肉を一つ一つ調べていくなどどれだけ時間があっても足りないと思います。それよりはもっと別のことに労力と時間を割くべきです」

「なるほど……分かった。それでは亜人が持ってきた肉に関して、疑わしいものはすべて破棄してくれ。それでは次だが、亜人たちの武具はどうだ？」

　武具に関しても魔導王より無償の提供を受けている。ただし、もし感謝しているのであれば何か形で返してくれとも言われているので、何か提供できるものがあれば渡さなくてはならない時が来るだろう。

　ヤルダバオトを撃退できれば、もしくは王都を奪還できれば、王家の財宝を魔導王に提供するつもりだとカスポンドはこの面々の前で口にはしていた。

「まず亜人の死体から武具をはぎ取る時間、それと同時に埋葬する時間が必要ですので、品質までは詳しく調べ終えてはおりません。……司祭殿。もしあの場所から亜人のアンデッドが生まれた場合、魔導王の配下となっているのでしょうか？」

　多くの命が奪われた場所というのはアンデッドが生まれやすい傾向にある。万を超えた亜人が死んだ場所などまさにそれに該当する。

　問われたシリアコは心底困った表情をした。

「分かりません。本当に分かりません。ただ、どんな事態が起こるとも限りませんので、早さつ急きゆうに死体を処理し、同時に場所を清めるべきでしょう。私どもだけで努力はするつもりですが、無理だった場合は聖騎士のお力を借りられればと考えております」

「ああ、任せておけ。これでもアンデッド対策は慣れている」

「流石はカストディオ団長殿、心強い。……聖王女様やケラルト様がいれば……」

　シリアコの途切れていく言葉に、全員が黙る。

　まるで黙禱でもしていたかのような時間の経過後、カスポンドが口を開いた。

「……あ、そうであった、モンタニェス副団長。魔導王が魔法のアイテムに関しては国に持って帰るそうなので、それは別に分けておいてくれ。無論、聖王国の物であるとわかる物品に関しては辞退するということだったぞ」

「畏まりました。ですが、我々が持つ剣や鎧などであれば見極めることができますが、それ以外になってくるとかなり難しくなってきます。誰か魔法のアイテムに関しての知識がある方のご協力をお願いします」

「王家に伝わるアイテムであれば少しは私がわかる。宗教関係のアイテムであれば──」カスポンドの視線を受け、シリアコが頷いた。「──では、あとは民間から協力者を募ってみよう。それにしても想定外だ。いや想定以上と言う方が正解か。感謝すべきだな。あの魔導王の力が想像を超えていたことに」

　この場に集まった四者に異論を口にするものはいない。沈黙の中、再び代表するようにカスポンドが口を開く。

「魔導王の力でこの都市の陥落は防がれた」

　ギリッと歯ぎしりが大きく聞こえ、カスポンドは困ったようにグスターボを見た。

「あとで聖王国を代表し、感謝を伝えに行かなくてはならない。その際には諸君らも参加してほしい。……とりあえず、魔導王の力のおかげで勝利できたことはめでたい」

「我々の尽力あってのことだ。それを忘れるな」

　レメディオスの言葉に室内の空気が凍り付く。いや、凍り付いたのは二名。グスターボとシリアコだ。

　グスターボが鯉のように口をパクパクとさせる。自らの上司の暴言をどうにかして謝罪しようとしているが、よいアイデアが浮かんでこない様子だった。

「……その通りだな。カストディオ団長。君たち、そして民たちが死力を尽くさなければこの戦いには勝利できなかった。それは事実だ」

　レメディオスが頷くのを見て、カスポンドは続ける。

「そして──魔導王がいなければ負けていたのも事実だし、彼一人で勝利を収めたのも事実だ。違うかね？」

　レメディオスは兜を荒々しく取り外すと、それを壁目掛けて投げた。あまりにも大きな音が響く。

「殿下！　何かございましたか！」

　扉が開き、外で警備にあたっていた聖騎士が飛び込んでくる。

「何も起こってはいない。外で待機していてくれ」

　聖騎士の視線が床に転がっているレメディオスの兜とレメディオスの表情を往復し、何が起こっているのかを悟ったのだろう。了解の意思を示すと静かに部屋を出ていった。

「カストディオ団長。落ち着いてください。冷静にお願いいたします」

「落ち着けるか！　ここに来るまで会ったほとんどの民たちが魔導王一人に感謝していたんだぞ！　まるで奴一人の力で勝利を収めたかのようだ！　奴など途中から出てきただけではないか！　そこにいたるまでどれだけの死者があっての勝利だ！　民、聖騎士、神官──老いも若きも、男も女も、数多くの犠牲あっての勝利だぞ！」

　レメディオスがカスポンドを睨みつける。

「奴一人の勝利など、決して真実ではない！」

「団長！」

　王兄たるカスポンドを前にしてのあまりの態度にグスターボはもはや恐怖を隠し切れない。もともとレメディオスはあまり考えることのない人物だ。それでも誰が自分より上かぐらいは理解する知恵は持っていた。それが今は違う。まるで傷つき、痛みに狂う獣のようだ。

「あの骨野郎。しまいには空を飛びまわって自分をアピールだ！　奴にとってこの戦いは遊びか！」

「……カストディオ団長。多くの民の死を目にして、心がささくれだっているのだろう。少し休んだらどうだ？」

　カスポンドの大人の対応に、グスターボが感謝の目を向けた。

「その前に一つ考え付いたことがある。ヤルダバオトと魔導王はグルに違いない」

　レメディオスを除く三人が顔を見合わせる。

「そういうからには何か根拠があるのだろうな、団長殿」

　シリアコが冷たい視線でレメディオスを見る。今までの行動を考慮し、冷静に分析するとどうしても憎い魔導王を追い落とすために言っているとしか思えない。今は好き嫌いで判断すべき時ではないのにも関わらず。

「利益を得ているのはあいつだけではないか。亜人だって聖王国の民だって死んでいる。いずれ、奴が──魔導国がこの国と丘陵地帯を支配するために戦力を減らすべく行動しているんだ。だから奴はここまで来たんだ！」

「……なるほど。利益という観点からみればその通りとも言える。二人は何かあるか？」

　カスポンドの問いかけにグスターボは眉を顰めつつ言う。

「魔導王が聖王国に来たのは、私たちが依頼したからです。二人を戦わせるのは団長の案ではありませんか」

「……そうだったな。では蒼の薔薇の仮面を被った奴もグルだ。あいつが言わなければ私たちは魔導国に行かなかった。あの助言がなければ、帝国か法国に頼んだであろう。それに言わなくても奴は来たかもしれないぞ？」

　はぁ、とカスポンドが重く息を吐き出した。

「カストディオ団長。君の推測は自分に都合のいい答えが最初にある。そうなるようにつじつまを合わせているだけのようだ。魔導王はメイドの悪魔が欲しいという話らしいが、そこはどうかね？」

「……司祭としてふさわしくない発言になりますが、お許しを。そのメイド悪魔というのは凄まじい強さを持っていると聞きます。ならば魔導王がそれを欲するのも分かる気はします。悪魔は飲食を不要とし、寿命などないとされています。強大な悪魔を支配できればそれは一軍を得るよりも価値があるかもしれません」

「とすると、魔導王は十分な見返りがあると目算をつけ、我が国に助力を申し出たと言えるか。国を預かる王としては当然の行動だな」

「だが、そのメイド悪魔の姿は誰も見てないではないか！」

　感情的に叫ぶレメディオスに対して、カスポンドは可哀想な子を見るような目をした。

「カストディオ団長。感情ではなく、理性で話し合いたかったのだが……少し疲れているようだ。君は休みたまえ。これは命令だ」

　顔を真っ赤にしたレメディオスが何か叫ぼうとするが、それよりも早くカスポンドが続けた。

「それから負傷兵を見舞いたまえ。前線指揮官としての責任があるだろ？」

「……分かった」

　レメディオスが兜を拾い、部屋から出ていく。

　なんとも言えない弛緩した空気が室内に流れた。暴風が通り過ぎた後の片付けに対する疲労感と、通り過ぎたということでの解放感が入り混じったかのような空気だ。

　しかし、一人だけまだ終わっていない男がいる。

「王兄殿下！　カストディオ団長が申し訳ありませんでした！」

　頭を下げたグスターボにカスポンドは苦笑いを見せた。

「君も本当に大変だな。しかし、君も今後のことは少し考えておいた方が良いぞ？　この戦いの後、この国がどうなるか想像もつかん。妹が、聖王女様さえ見つかればよいのだが……。カリンシャの戦いにおいて聖王女様がどうなったか。君はカストディオ団長に何と聞いている？」

　グスターボはレメディオスのサポート役をこなしている。そのため、レメディオス本人から話は聞いているし、カスポンドに説明している場にもいた。

　にも関わらず再び尋ねるというのはそういうことだ。レメディオスが虚偽の情報を自分に話したのではないか、と疑っているということである。

「……王兄殿下。カストディオ団長が殿下と初めてお会いになったときに話された内容は私が聞いたものと同じです」

　爆発の衝撃波に吹き飛ばされ、目覚めたときは聖王女と妹──ケラルト・カストディオ──を発見することはできなかった。聖騎士や冒険者、神官の死体は点在していたが、そこに二人の死体はなかったということだ。

「そうか。少し考えすぎたか……。カストディオ団長は腹芸ができる人物にも思えないしな。奴らに捕まっているのであれば、まだマシだ。もし殺されていれば……王位をめぐって面倒なことになる」

　シリアコが訝しげに問いかける。

「聖王の座にはカスポンド様がつかれるのではないですか？」

「お世辞か？　確かに平時に妹が事故などで亡くなったのであればそうなったかもしれん。しかし、今は状況が違う。疲弊した北と戦力を持つ南。そうなれば南が推す人間が聖王になる可能性が高い。はっきり言って南の大貴族が聖王になることだってあり得る」

「なんと！」

　シリアコの驚きにカスポンドは微笑を浮かべる。

「そこまで驚くことではないと思うのだが……さて、先のモンタニェス副団長の話に関してだが、このままいい方向に話が転がっていった場合、南の貴族たちが最初に要求することはレメディオス・カストディオの蟄ちつ居きよというところだろう。全責任を被せて、な」

「なぜそのようなことになるのですか？」

「逆にモンタニェス副団長はどうしてそうならないと思うんだ？　聖王女様を守り切れなかった聖騎士たちというのは不満をぶつけるよい相手ではないか？　むろん、そればかりではないぞ？　彼女は単騎で一軍に勝る。であれば、最初に敵の牙を抜くのは戦闘の基本であろう？」

「敵など！　一体、誰にとっての敵ですか!?」

「南の貴族たちの敵。つまりは聖王女派閥だな。レメディオス・カストディオは聖王女様の側近だ。彼女が上に立つ聖騎士団もそうだと思われていないはずがないだろ？」

「そうなりますと、ケラルト・カストディオ様が上に立っていた神官たちはどうなるのですか？」

「南側の貴族と縁故のある神官たちが上に来る可能性はあるが……どうなんだろうな。神官が使う魔法は生活に不可欠だ。能力のない者を上にすえることの愚かさは誰もが知るとは思うが、時に人は誰が見ても愚かだという行為をしでかす傾向にある」

「王兄殿下。……どうすればよろしいのですか？」

「モンタニェス副団長。それはどういう意味だ？　彼女が謹慎処分を受けないようにか？　それとも聖騎士たちが連座させられることを避ける方法か？」

「より良い聖王国の未来のために、です」

「……妹を見つけることだ。次はこの国を救ったとも言えるような功績を打ち立て、民に全面的に認められることだ。南の力を借りずに、我々だけで追い払うなどと言ったな」

「無理です……。魔導王の力なくして勝てるはずがありません」

　グスターボが思わず漏らした泣き言にカスポンドが肩を竦めた。

「しかし、それぐらいしなくてはならないんだ。そうしないと勝った後に来るであろう南の圧力には耐え切れない。ああ、そうだ。あとは南も北と同様の被害を出すとかだな。結局は力が均衡を保てば問題ないんだ」カスポンドが天井を見上げた。「もっと前に南との融和を図っていれば問題なかったんだがな。あいつの理念は優しすぎた。……カストディオ団長がピリピリしていたがその気持ちもわかる。今回の戦いにおいて名を上げたのは魔導王だけだ。下手すれば魔導王が聖王を兼ねるという事態も生まれるぞ？」

　そのようなはずはない、と思いながらも二人とも否定はできない。

「さて、それでこれからの作戦をどうするか、だ。カストディオ団長にもいてほしかったんだがな。彼女は命じられたことに反抗したりはするかね？」

「……この国の正義に則しているのであれば問題はないかと思います」

「なるほど……。私としては収容所を襲って回るべきだと考えている。というのも──」

　カスポンドが説明を開始する。

　攻め込んできた亜人の軍勢はおおよそ十万。

　南聖王国と向かい合っている亜人たちが動いたという情報はないので、今回攻めてきた四万の軍勢は、北に残った、収容所を管理するための兵、その大部分であろうと推察される。

「私もその意見に賛成です。手薄な捕虜収容所を襲い、各個撃破しつつ、自軍の兵力を増強していく。一石二鳥の作戦かと思います」

「同意してくれて嬉しいよ、モンタニェス副団長。ナランホ司祭はどう思う？」

　シリアコもカスポンドの提案に同意するということだった。

「この都市には魔導王がいる。安全は確保できるだろうから、聖騎士たちで収容所を襲って回ってほしいのだが……できるかね？　それともう一つ。襲撃する際にはカストディオ団長にはここに残ってもらおうと思う。彼女には私の身辺警護を任せようと思っているのだ」

「ありがとうございます！　王兄殿下！」

「感謝されるようなことは言ってないと思うがね、モンタニェス副団長」微笑みを浮かべたカスポンドの表情が引き締まる。「……この国最強の聖騎士が同行しないということは、もし収容所にかの豪王に匹敵する亜人がいた場合は君たちの全滅だってあり得るということだぞ？」

「どの収容所を襲うかは我々で決めても良いでしょうか？」

「無論だ。君たちが決めたまえ。大きな危険が待ち受ける大きな収容所を無理に襲う必要はない」

「畏まりました。であれば我々だけで行きたいと思います」

「モンタニェス副団長殿。我々神官たちからも、戦える者たちを数名同行させていただけますか？」

「おお！　それは助かります」

「よろしい。では一両日中に出しゆつ立たつしてくれ」





•






　アインズが〈上位転移グレーター・テレポーテーション〉で飛んだ先はナザリック地表部のログハウス前だ。そこにはいつからアインズを待っていたのかは不明だが、既にアルベド、デミウルゴス、そしてルプスレギナが立っていた。

　アルベドとデミウルゴスはアインズに呼び出されてだろうが、ルプスレギナはログハウスの当番だからだろう。

　基本的にルプスレギナはカルネ村のさまざまなことを任せているので、ログハウス番ではないはずなのだが、絶対ではないということなのだろう。

　ひょっとしたら今日の当番は違う誰かだったが、何らかの都合で来られなくなったので急きゆう遽きよルプスレギナが駆り出されたのかもしれない。そうだとしたら、それは大変に素晴らしいことだ。急な任務などで穴が開いたシフトをすぐにふさげる体制が出来上がっているということなのだから。

（……しかし、待てよ）

　プレアデスはそれぞれ全く違う職能を持っているが、メイドとしての能力は均一だ。こうした業務の代替えは無理なくできるだろう。

　だが代わりの利かない人材もいる。各階層守護者や守護者統括を筆頭に、完全に専門化された能力を持つＮＰＣも、何らかの事情で仕事を誰かに代わってもらわなければならない時があるかもしれない。ましてアインズは、いつか休暇制度の導入について取り組もうとも思っているのだ。

（代理を全てパンドラズ・アクターに任せるのも危険だ）

　極端な話、アインズ自身がいなくなったらどうなるのか。例えば囚われたり、魅了されたりした場合。自分の決裁が無ければ運営できない、というようなことはないとは思うが、アルベドもデミウルゴスも「アインズ様がそのようなことになる事態などありえません」などと言って不測の事態を想定していない可能性もある。

（真剣に考える必要があるな。それも早急に）

　深々と頭を下げた三者に頭を上げるように重々しく命じる。

「久方ぶりだな、デミウルゴス」

「はっ！」

　実際のところ、聖王国の件で日々頭を悩ませていたアインズは毎日デミウルゴスのことを考えていたので、そんな気がしない。しかしながら顔を合わせるのは実際、久しぶりだ。

「さて、お前は私がどうしてあのようなことをしたのか、疑問に思っていることだろう。それに答えたいが、こんな場所で話すのもなんだ。移動するとしよう」

　アインズは先頭に立って、ログハウスに入る。

　移動用のゲートミラーが準備されているので、ここから一気にショートカット出来るが、今日は使わない。

　中央にはテーブルが置かれ、それを挟んで向かい合わせに二脚ずつ椅子が置かれている。アインズは慣れた態度で迷うことなく上座に向かう。上座に向かわないと面倒なことになるのはすでに何回も経験済みだ。一々、どこが上座かなどを考えながら椅子に座っていた頃もあったが、今では無意識のうちに上座に行くほどだ。

　椅子の前に立つと、即座にルプスレギナが椅子を後ろに下げる。

　正直、椅子くらい自分で引くよと思うが、配下に働かせることも支配者として重要なのだ、というのをジルクニフを観察して十分に理解できた。とはいえ、あそこまで任せるのは小市民であるアインズには無理そうだが。

　アインズが無事に椅子に座ると、アルベドとデミウルゴスは椅子には座らず、床に跪ひざまずいた。二人のさらに後ろに回ったルプスレギナもそれに続く。

「──二人とも、座ることを許す」

　二人の守護者は口々に辞退を申し出る。アインズが二人の守護者にもう一度許可を出すことで、ようやく二人の守護者が多大な感謝の言葉を述べてから、アインズの向かい側の席に並んで座った。ルプスレギナは二人の後ろで直立不動の姿勢をとる。

（長いし、手間だ。もっと、こう、できないものか……おっと）

「それでは先ほどの話の続きをしよう。私は助ける者はいないと言ったにもかかわらず、聖王国の民を助けた。さぞかし疑問に思っているだろうな？」

「いえ、そのようなことはありません」

（────え？　ど、どうして？）

　デミウルゴスが感嘆に堪えないと言わんばかりの態度で顔を左右に軽く振った。

「アインズ様の行われることは全てが正しい。アインズ様がそうされたということは私には想像の及ばないメリットがあったのだと思います」

「まさにその通りです。アインズ様がそうすべきと考えられたのであれば、それが正しいのです」

（────え？）

　続いて口にしたアルベドの言葉に、アインズの表情は完全に凍り付く。無論、表情など一切浮かんでいないが。

　目の前で二人の守護者──それもナザリック最高の知恵を持つ者たちが頷き合っている姿にアインズは色々な意味で恐怖と焦りを覚える。

「ま、待て。確かに……確かに、だ」アインズは焦る。想定と少し違った話の流れに、混乱が生まれ、自分が何を言おうとしていたのかをよく思いだせない。だが──「──確かに普段であれば、私はお前たちが考えているような行動を取っているだろう」

　あれ？　とアインズは少し困惑する。必死になって話を組み立てたため、適当に口にしてしまった。前にいる二人が深く頷いているのは少し変だと思いながらも、その先を続けるべく、泥縄を綯なう。

「しかし、そう、しかし、だ。今回ばかりは違うのだ。私は何かを考えてああいった行動に出たのではない」話を修正できたアインズは嬉々として話す。「今回、私は何も考えずに計画を破は綻たんさせた」

「それは一体どのような理由からでしょうか、アインズ様？」

「ふむ」と呟き、アインズはゆっくりと椅子にもたれ掛かる。訓練し続けた、主人らしい、そして支配者に相応しい堂々たる態度で、だ。

「デミウルゴス。そしてアルベドもだが、お前たち二人の知恵はこの私を凌ぐ」

「そのよう──」

　言いかけた二人をアインズは両手で押おし止とどめた。

「私はそう思っている、と言っているのだ。さて、その片割れであるデミウルゴスの立案した計画に何か狂いなどというものがあるだろうか。お前の作戦書通りに進めば、全てが完璧に進み、素晴らしい形で終わりを迎えるだろう」

　あの計画書は酷かったけどな、と心の中でアインズはぼやく。俺に丸投げという計画書など、絶対に失敗するけどな、とも。

「だから、私はふと疑問に感じたのだよ、デミウルゴス。完璧な作戦を立案した頭脳というのは、計画通りに進んだ時だけではなく、急激な状況の変化や計画が狂った際もしっかりと働くのか、とな。つまりは対応能力にも同じぐらい優れているのかを知りたかったのだ」

「なるほど、そうだったのですか」

（えー！　もう理解したの!?　しかも全部理解してるっぽい！）

　アインズはデミウルゴスの頭の回転の速さに「なんでこんなに頭がいいのに、俺を賢いと思っているの！　虐いじめなの？」と言いたくなるのを必死に堪える。

「流石だ、な……。本当に流石だぞ、デミウルゴス」

「ありがとうございます、アインズ様」

「そ、それでお前を試すようで悪いと思うが……」

「そのようなことはありません。アインズ様が私の力を調べたいというのであれば、それは私にとって非常に喜ばしいこと。アインズ様のご期待に応えられるような結果を見せてご覧に入れます！」

「うむ。頼んだぞ、デミウルゴス。それでは私はこの聖王国での一連のイベントの際、適度にミスをしでかし、お前に計画の修正を要求するつもりだ。構わないな？」

「はっ！　畏まりました！」

　よっしゃーーーー！　と、アインズは心の中で歓喜する。余りに喜びすぎて、感情が一気に抑え込まれるぐらいだ。

　それでも滲むような喜びの感情は残る。

（よしよしよし。これでミスしてもワザとミスしたんだよ、って言い訳ができるぞ！　いや、もちろん、ミスはしないようにするつもりだけどさぁ。というか最初からこう言っておけばよかったんだよなぁ）

　部下の計画が失敗して喜ぶような趣味はないが、もしかすると困惑させるようなことをしでかす可能性はある。こうしておけば、アインズに何か狙いがあるから、と判断せずに、適時ミスの修正に回ってくれるだろう。アインズは久しぶりに自分の肩に乗った大きな荷物がなくなったような爽快さを感じていた。

「……アインズ様のご心配、理解いたしました。それでは各階層守護者、及び領域守護者の能力も同時に調べますか？」

　アルベドの質問に対し、アインズは何を言っているんだろうと一瞬困惑する。しかし──。

「即座の必要性はない。ナザリックの外で最も働いているデミウルゴスだからこそ思ったのだ。他の面々に関しては必要を感じてからでいいだろう」

「左様ですか……」

「うむ。それでは次の話だが……当初の計画では私と私に心酔する聖王国の民で、聖王国の東の地、亜人の住まうアベリオン丘陵地帯に行く予定だったが、これを一部変更し、まず私は一人で行くつもりだ。それと私は死ぬこととする」

　一瞬、時が止まったような感覚を覚えた。そして──

「──え!?　何を仰るのですか、アインズ様！　いと高き御方であるアインズ様が死ぬなどと！」

　非難の声を上げたのはアルベドだ。これほど表情が崩れたアルベドを見るのは初めてなのではないか、と思えるほど顔が歪んでいる。アインズがアルベドに真意を告げようとするよりも早く、デミウルゴスが口を開いた。

「アルベド。アインズ様であればそこに素晴らしい狙いがあるはず。感情的に否定するのはいかがなものか、と思うが？」

「デミウルゴス。その冷静さは一体、どこから来ているのかしら？　ウルベルト・アレイン・オードル──様が同じことを仰っても、その態度を取れた、というのかしら？　それとも……？」

「ふふ……アルベド。あなたが今言ったことの真意を教えていただけますか？　それとも、の後に何を言いたかったのか」

　二人の守護者が片や極寒の視線で、片や烈火の視線でにらみ合い、両者の間に異様な気配が漂う。かつてシャルティアと戦った時に感じた息苦しさに似ている。恐怖か、緊張か、ルプスレギナの呼吸がにわかに乱れていくのが聞こえた。

「──よせ!!」

　アインズが怒鳴った瞬間、危険な空気が瞬時に消えてなくなる。先程の気配がアインズの勘違いであったかのような、そんな急激な変化だ。しかしながらルプスレギナの荒い呼吸音だけが幻ではないことを教えてくれた。

「両者とも落ち着け。それこそ私が死ななくてはならない理由だ。避難訓練という行事がある。緊急の事態に対して、前もって準備し、心構えを作っておくことだ。さて、もし私が死んだ場合、お前たちはどのような行動をとる？　まずはアルベド、お前に聞こう」

「はっ！　即座にアインズ様に無礼を働いたものにこの世のありとあらゆる苦痛を与えた上で、アインズ様に復活していただきます」

「なるほど。では次にデミウルゴス」

「はっ！　アインズ様の御復活の準備を進めつつ、ナザリックの防御を固め、無礼を働いた者の情報を収集します」

　アルベドがデミウルゴスを横目でにらんだ。

「情報収集などと手て緩ぬるい。至高の御方に対して無礼を働いた者がどれほどの存在であれ、ナザリックの全てを用いてでも捕え、自我が崩壊するまで責めたてるべきだわ」

「アルベド、貴女の言葉は全面的に正しいと私も思います。ですが、敵はアインズ様を殺した存在。油断は厳禁でしょう。敵の動き、強さ、そういった情報を集めなくてはなりません。もし敵の力が想定を凌ぐ場合は、どこでアインズ様に復活していただくのかが重要になってくると思いますよ」

　アルベドの表情が更に険しくなった辺りでアインズは取り出した杖スタツフで床を叩く。硬質な音が二人に水をぶちまけたように作用し、二人は即座に冷静な顔つきに戻った。

「別に私が誰かに殺されたなどとは言ってはいないんだがな。もしかすると……こう何か想像もできないような自然現象で死ぬかもしれないではないか」

　正直、自然現象で自分が死ぬイメージがわかなかったので、非常にふわっとした言い方になってしまった。

「だが、このように私が最も知者と思う二人の間にも僅かな意見の相違がある。これでは困るのだ。だからそういった事態が仮に起きたとしても問題がないように訓練を行う」

　二人が揃って頭を下げた。

「勿論、それは私だけではない。ナザリックが攻められた際の防衛責任者はデミウルゴスだが、不測の事態が起き、お前が討ち取られていた場合もナザリックはちゃんと機能するのか？」

「はっ！　それは万全の準備を整えております。以前、アインズ様にもお渡ししたと思いましたが」

　え、そんなのもらった？などと思ったが、アインズは自分の記憶よりはデミウルゴスの記憶を信じる。

「ふむ。それはあくまでも書面上であろう？　本当にその通りに行くのかというテストを行ったかという質問だ」

「はっ！　申し訳ありません！　行ってはおりませんでした！」

　デミウルゴスが顔に深い後悔をにじませながら震える声で頭を下げた。

「も、申し訳ありません、アインズ様！　上がってきた書類にサインをしながらもそれを提案しなかった私も愚かでした！」

　同じくアルベドもデミウルゴスと同じような表情で頭を下げた。

　強い罪悪感がアインズを苛さいなむ。誰が悪いのか、それはアインズだ。アインズがしっかりしていれば二人が謝る必要はなかった。自分のミスなのに部下に謝らせるなど最悪の、クソ、ゲス上司ではないか。

「──二人とも謝るな。全ては言葉の足りなかった私が悪い。テストされていないことに気が付いていなければならなかった。それもこれも全部私のミスだ」アインズは頭を下げ、額をテーブルに当てる。「私の不徳の致すところ。許してほしい」

「な！　アインズ様！」

「お、おやめください！」

　二人が慌ててアインズを止めようとする。しかし、アインズは頭を上げられない。謝罪する時だって真実を言えなかった自分の浅ましさを知るからこそ、恥ずかしくて顔を見せられなかったのだ。

「ル、ルプスレギナ！　アインズ様のお顔を上げて！」

「え！　私が、ですか！　お、お許しを！　無理矢理アインズ様のお顔を上げさせようとするなど、そのようなことはできません！」

「『お、お顔をお上げください！』」

　三者──特にデミウルゴスが──が異常に混乱している様子なので、アインズは慌てて頭を上げる。すると安堵の吐息が三つ聞こえた。

「……謝罪を受け入れてもらって感謝する。それでは私が丘陵地帯ですべきことをしている間、死んだということを前提とした訓練を始めておいてくれ。そうだな。せっかくだから様々な訓練も同時に行ってみたらどうだろうか？　私とデミウルゴスが何者かによって殺されたという仮定で行う、というのは……」

　ここまで言ってからアインズは自分の提案に不安を抱く。

「とは言っても、この私も訓練について明確な完成図を見据えて言っているわけではない。だからお前たちがより素晴らしい計画を考えられるのであれば、それを行ってくれ。ああ、私に許可を求める必要はない。そう。私は死んだ、という前提なんだからな」

　二人が揃って苦笑をした。

「訓練を立案する段階からアインズ様がお隠れになったという設定というのは……」

「デミウルゴスの言う通りです。アインズ様」

　はははは、と三人の明るい笑い声がログハウス内に広がった。

　二つは心から、一つは作り笑いだ。

「それとあまり真剣にやる必要はないぞ？　先ほどのお前たちのようにナザリック内に不和をもたらすのが目的ではないからな。ただ、今後も色々なパターンで訓練を行っていきたいので、その辺りのノウハウも蓄積し、守護者各員で共有化しておいて欲しい──知者である二人につまらないことを言ってしまったな。お前たちがすべきだと思うことを全てすればいい。頼んだぞ？」

　思い出してみれば、鈴木悟は防災訓練は真面目にやらないタイプの人間だった。そんな自分が他人には真剣にやるように、などと言うのはいかがなものだろう。だから、軽い気持ちでやるように、という指示は忘れない。

　二人が重々しく頷くのを確認し、アインズは「さて、別件だが──」と口にする。

（行くぞ、俺！）

　幾度もフローチャートを組んで、二人の守護者の説得方法をシミュレーションした。それもこのためだった。

「──現在計画中の私の巨像に関しては一切を凍結させろ」

「畏まりました。そのようにさせていただきます」

　アルベドの一言でこの話は終わった様子だった。

　あれ？　とアインズは疑問に思い、恐る恐る尋ねたいところを堂々と問いただす。

「……良いのか？　アルベドが作りたいと言ってきたと思ったが？」

「至高の御身であられるアインズ様がお決めになられたことに関して、誰が異論を発せられるでしょうか？　アインズ様が白と言えば黒もまた白、でございます」

　ごくりとアインズは出ない唾を飲む。その考え方はすごく怖いんですけど、と震える。

「……私はそのような考えは好かん。アルベド、それは思考することを止めているのと同じだ。この私だってミスをする時は絶対にある」

　絶対と言うか、いつもしている気がする。

「それに私を押さえられたら全てが終わりになってしまうではないか。シャルティアを洗脳した何者かがいるのだぞ？　一々、私の狙いを聞く必要はないが、私が何かを提案したとき、何か思うところがあればお前たちもそれを口に出すべきだ」

「畏まりました」

　チラリとアルベドとデミウルゴスが視線を交わした。

「それではなぜ、製作を止められるのでしょうか？　あれをもってアインズ様のご威光を世界に知らしめる狙いがあったのですが」

「ふむ」アインズは心の中でニヒルに笑う。「我が偉大さは物によって知らしめるものではない」

　この一言で納得していたネイアの表情が思い浮かぶ。

　──完璧だ。

「物でも知らしめたほうが良くはありませんか？　愚者というのは己の目で見えるものしか理解できませんので」

　アルベドの言葉にアインズはキョトンとする。ピッチャーがバッターに向かってボールを投げたと思ったら、打ち返されたのではなく、キャッチされ、全力で投げ返されたような気分だった。

「……なるほど、アルベドの言葉、もっともだ。しかし──」

　アインズは自分の声が震えていないことに感動しつつ、必死に頭を回転させる。そして何も浮かばなかったことに諦め、肩を落としそうになるが、部下の前で支配者としての姿勢を崩すことはできない。

「──いや、よそう。アルベドであれば私が考えたデメリット五つ程度見抜いたうえで、メリットが勝ると判断したからであろう。ならば何も言うまい」

「い、五つですか!?　……デミウルゴス。あとで相談があるわ。少しあなたの知恵を貸してちょうだい」

「む、無論です。さ、流石はアインズ様。私どもの方が頭が良いなど……ご謙遜を……」

　二人が慌てだし、アルベドが深々と頭を下げた。

「も、申し訳ありません。アインズ様、私の提案した像に関して一度ご許可をいただいたにもかかわらず申し訳ありませんが、一時中止とさせてください」

「う、む。仕方がないな。そうしてくれ、アルベド」

　適当に言っただけなのだが、異常な動揺が二人を襲っている。後ろのルプスレギナから「すごい」と小さな声さえも聞こえた。

　また二人を混乱させるようなことを適当に言ったという罪悪感から、アインズはわずかに視線を下にずらした。だが、アインズ巨像作成計画が一時中止になったのは素直に嬉しい。

（あとは魔導王大感謝祭や魔導王誕生祭などに代表される俺の名前が付いた祭り、四つどうにかしないとな！　でかい像を練り歩かせる魔導王大感謝祭が今回ので中止になるなら三つだけどさ！　普通の祭りなら別に阻止しないのに！）

　アインズだってさりげなく祭りを提案したことがあった。そのせいで奇怪で恥ずかしい祭りの実行委員会が設立されることになってしまったのだが。はぁ、と心の中で大きくため息を吐き出し、デミウルゴスに視線を向けた。

「さて、あとはデミウルゴスに相談だ。これからあの都市をヤルダバオト──お前の召喚した悪魔が襲ってくる予定になっていたな？」

「はい左様です」

「そこで……二つ願いがある。一つは私が個人的に行っている計画が上手くいっていないので協力して欲しいということ。あ、派手にする必要はないぞ。そしてもう一つが、召喚した悪魔に私と本気で戦うように命じてくれないか？」





•






　ネイアは静かに魔導王の部屋の扉を閉め、踵きびすを返す。そして──プルプルと体を震わせた。

　少しだけ上気した頰をペシペシと叩き、緩みそうになる表情を引き締める。自分の緩んだ表情というのが他人をどれだけ警戒させるか知っている、というのも一つの理由だが、それ以上に気恥ずかしいというのが強い。

　だらしない顔で外を闊かつ歩ぽするのは流石に嫌だ。これから人に会うのだし、ちょっとくらいマシな顔で行きたい。

　それにネイア・バラハは魔導王の従者という役目もある。ネイアが恥を晒すのは、翻っては魔導王の評判を落とすことに繫がるかもしれない。

（私はあくまでも一時的に魔導王陛下の従者を務めている身だから、私の失態は聖王国の恥になるはずなんだけど……）

　魔導王に敵意を持っている者がそんなことを認めるとは思えない。特に憎しみは目を曇らせるということだ。いや、剣が憎けりゃ鍛冶師まで憎いということなのだろう。

（よし！）

　ネイアだって魔導王に自分を従者にしたことを後悔されたくはない。つまりはネイアがしっかりと勤め上げればよいのだ。

　ネイアは待ち合わせ場所に向かって歩く。その最中も先ほどの魔導王の慈悲深さを反芻する。

　──そうか。そうなのか、残念だ。

　この言葉を口にした時の魔導王から、強い残念さ、無念さを感じ取れた。それは決して口先だけの言葉ではなかった。

（……なんてお優しいのだろう、魔導王陛下は）

　他国の民たちが戦いで死んでいったことを、我がことのように悲しむ王が他にいるとは──無論、王など知らないネイアの夢見がちな気持ちなのかもしれないが──思えなかった。

　もし、もう少しでも耐えることができれば、きっと市壁で共に戦った彼らの命もネイアと同じように助かったことだろう。子供を失ったあの父親だって生き残ったはずだ。

　魔導王の救援が遅れたことに関してはネイアに思うところはない。まずヤルダバオトと戦うために魔力を温存しなくてはならないと言っていた魔導王が助けに来てくれたこと自体感謝しなくてはならないのだ。それにネイアを助けに来る前に、魔導王は西門の正面で強大な力を持つ亜人たちを相手にしていたという話を、レメディオスの部隊にいた者たちから伝え聞いた。

　聖騎士を一撃で殺す亜人が二人、そして聖王国最強の聖騎士と互角に戦う亜人一人を相手にしていたのだ。

　その民兵たちは興奮を隠しもせず、早口で何があったかを教えてくれた。「もし魔導王が来てくれなかったら、俺たちも殺されていた」と。

　そうだ。ネイアは胸が熱くなる。

　魔導王はネイア達を助ける前に他のところですでに人々を助けていたのだ。

　少しだけ、自分を優先してくれなかったことに寂しさを覚えるが、そのような気持ちを抱くことなど間違っている。市壁の防衛は確かに重要だが、都市の入り口たる門を落とされる方が不味い。破られ、都市内に侵入されれば容赦ない殺戮が始まってしまう。

　少しでも目端が利く者であれば、より多くの命を助けるという意味でも門を優先するのは当然のことだ。

　情に流されるのではなく、理性で動ける人物こそ信頼できる。

（流石は魔導王陛下！）

　自国の最強の聖騎士を思い出す。

（比較すること自体が魔導王陛下に失礼ね！）

　その後も、魔導王は都市内への侵入を許してしまった少数の亜人たちも殺していった。それに救われたという人々の声は多い。実際──

「おお！　魔導王陛下の従者様じゃないか！　言ってくれたかい？」

　魔導王のカッコよさについて考え込んでいる間に待ち合わせの場所に着いてしまったようだ。

　都市の一区画、まだまだ戦場の空気が漂う道路に六人の男たちが集まっていた。

　彼らが待ちわびていたように話しかけてくる。いや、実際に待ちわびていたのだろう。

「はい。魔導王陛下には皆さんからの感謝も伝えておきました」

　ネイアの視線を浴びて、若干身構えた彼らだが、笑顔で感謝を口にする。

「いやー。ありがとう。さすがに他国の王様に感謝を言うというのはね。いや相手が聖王女様でも難しいけどさ」

「ああ。その前に会ってもらえるはずがないからな」

　青年から初老まで年齢はバラバラだが、彼らは小隊長程度の地位の面々だ。職業軍人である軍士だった経験を持つ者もいる。

　彼らの態度にアンデッドだから、という忌避感はなかった。

　確かにいまだアンデッドである魔導王を警戒する者はいる。聖騎士や神官よりも平民たちの中に特に多い。彼らがよく口にするのは、親切にしているのは絶好のタイミングで裏切るつもりだからだ、というようなものだ。

　ただ、これは魔導王を知らないからこそ、一般的なアンデッドに対する拒否感だけで判断しているのだろうとネイアは思っている。なぜなら、ここにいる彼らこそがその証拠だ。魔導王を知れば、考え方を変える者たちも多数いるということなのだから。

「いえ、気にしないでください。私は皆さんの感謝をそのままお伝えしただけですので。ああ、魔導王陛下はこう仰ってました。感謝してくれて嬉しい、と」

　民兵の代表たちが気恥ずかしげな表情をした。

「いや、嬉しいのは俺たちで……困ったなぁ」

「全くだ。本当にお優しいお方だな。アンデッドだからと怖がっていた俺たちが恥ずかしいぐらいだ」

「陛下は本当にお優しい方です。ただ、その幸運が幾度も続くとは思わないでほしい。今回の戦いでまた魔力を多量に使ってしまったから、次は本当に助けられないぞ？とも仰っていました」

　彼らが神妙な表情を作る。

「魔導王陛下の助けが今度はないとか……まずいな」

「……魔導王陛下の力を借りられないと知ったらおびえる者が多いぞ。特に俺の班はそうだ」

「お前さんの班だけじゃないね。俺のところもそうだ。……あいつらには教えられないな」

　動揺する彼らにネイアは静かに語りかける。

「皆さん、私は分かったことがあるんです。弱いというのは悪いことなんだって」

　疑問を浮かべたような表情の彼らにネイアはゆっくりと語りかける。

「いいですか？　もし私たちが強ければこんなことにはなりませんでした。自分たちの親も子供も奥さんも友人も己の手で助けられたんです。前に魔導王陛下が言っておられました。自分の大切な人に最も高い値をつけることができるのは自分だけだ、と。魔導王陛下はこの国の王ではありません。あくまでも加勢をしに来てくださっただけなんです」

　ネイアは息を吸い込む。

　道路の端っこで集まっているネイア達をチラリと見つつ、そのまま忙せわしげに通り過ぎる聖王国の民たちにも聞いてほしい。そんな気持ちが僅かにネイアの声を大きくさせる。

「……ヤルダバオトを退治して魔導王がお帰りになった後、再び亜人たちに襲われたらどうしますか？　また他国の魔導王陛下に助けてくれ、と泣きつくのですか？　もしかしたら次は魔導王陛下は助けてくれないかもしれません。今回が特別なんです。他国の王がここまで助けてくれた、なんていう話を聞いたことがありますか？」

　誰一人として答える者はいない。そんな話、どこを探してもないからだ。

「こんなことを小娘に言われて、と不快に思われたかもしれません。でも自分の大切なものは自分で守るほかないんです。だから私は強くなろうと思います。強くなって私が守れるように、魔導王陛下のお力を借りなくてもよいように」

「そうだ、な。そうだ。その通りだ。俺も訓練するわ」

「ああ、俺もだ。今度は俺が嫁と子供を守るんだ」

「……俺もそうするわ。徴兵されたときは嫌で嫌で仕方がなかったけど……徴兵されて良かったわ」

「それにしても魔導王陛下もいいこと言うな。最も高い値をつける、か。そりゃそうだよな」

「俺の妻に他人が最も高い値をつけていたら殺すしかないわけだしな」

「……い、いや、そういうことを魔導王陛下は言っているんじゃないと思うぞ」

「……おい、冗談だぞ？」

　冗談に聞こえなかったんだよ、と笑い声が響く中、ネイアは提案する。

「皆さんも私と一緒に訓練をされませんか？　剣を教えることはできませんが、弓であれば少しは教えることができると思います」

　弱いというのは悪だ。正義である魔導王の脚を引っ張るのだから。であれば強くなればいい。次こそ魔導王に迷惑をかけないように、ヤルダバオトとの戦いに専念できるようにするのが、従者としての正しい行動なのだ。

「ああ、それは悪くないな」

「確かに強くならないとな。今度は俺が守ってやらないと」

「──何をこんなところで集まっている。何の相談ごとだ？」

「あっ──団長」

　突然声を掛けられ、振り返ればそこに立っていたのはレメディオス・カストディオだった。確かに足音はもっと前から捉えていたが、まさか彼女とは思わなかった。

　面倒な人が来たな、とネイアは思いつつも努力して顔には感情をあらわさないようにした。代表の面々は困惑したような素振りを見せている。

「質問に答えないか」

「はっ！　彼らの感謝の言葉を魔導王陛下に届けたことを伝えていたところです」

「あいつに、か」

「……他国の王に対し、あいつという呼び方はどうでしょうか」

　じろっとレメディオスに見られる。

「強者が弱者を守るのは、助けるのは当然ではないか」

「……当然かどうかは分かりかねますが、それは強者が言う言葉であって、弱者のほうが言う言葉ではないと思います」

「何！　この私が弱者だというのか！」

「はい！」ネイアは即座に肯定する。「魔導王陛下と比較して弱者です。……団長、何か間違っておりますか？」

　レメディオスに睨まれ、ネイアも目に力を入れて見つめ返す。

「ふん。魔導王と仲が良いのは良いが、あれはアンデッドだぞ？　生者とは生きる世界の違う化け物だ」

「はい。知っております」

「私はお前が心配で言っているのだがな。どうやら通じないようだ」

　残念だという素振りをするが、噓くさい、とネイアは思う。絶対に目の前の聖騎士はそんなことは考えていない。

「団長。お忙しいところ、これ以上お時間を割いていただくのも申し訳ありません。私どもはもう少し話をしますので、団長はお待ち合わせの方に行かれるのが宜よろしいのではないでしょうか？」

「……そうさせてもらおう。そちらの。魔導王が諸君らを助けたのは当たり前のことだ。気にすることはないと思うぞ？」

　それだけ言うと、レメディオスは歩き去っていく。その後ろ姿を見送りながら、一人がポツリと言った。

「なんか……すごいな……あれがこの国最強の聖騎士なのか……」

「ええ。あんな感じの人なんです」

　心底からの呟きに、ネイアも同調する。すると、代表の面々が顔を手で覆った。かなりショックを受けている様子だった。

　別にネイアは悪くないのだが、罪悪感さえ覚えてしまう。

「せ、聖騎士が皆、ああ、だということはないんですよ。あの御方がちょっと特別というか……。その、あれなんです。はい」

「従者様は大変なんだな……。酒が飲めるなら奢りたい気持ちだ」

「お気持ちだけ頂いておきます。……えーっと、何の話でしたっけ？　ああ、そうだ。一緒に訓練をしませんか、という話でしたね。場所や道具を借りる当てはあります。めどが立ったらまた声をかけてもいいですか？」

　男たちは皆「頼むよ」「ああ、待ってるよ」と快活に返した。





２






　ネイアはすっと弓の弦つるを引く。

　鋭い視線で的を睨んでいると、静かに吐き出した息が白く流れ、消えていくのが視界の隅で見えた。もう春も近づいているのにまだまだ寒い。

　己の心に浮かんだ雑念を深く沈め、無心で的を見据え、じっくりと構える。

　戦場では時間をかけて狙いを付ける余裕はないと、この都市をめぐる攻防戦でよく知ったが、これは命中精度を高めるための訓練であり、速射はまた今度だ。

　そして──放つ。

　ヒュンという風切り音を後ろに残し、一直線に走った矢は狙いを少しも外さずに的に突き刺さる。

　ふぅ、とネイアは息を吐きだす。

　十本射て、一本の外れもない。

　見事な命中率だが、ネイアに喜びはない。

　かつての自分では無理だったが、今のネイアは先に的に突き立っている矢のノックの部分に命中させることすらできる。無論、そんなことをすれば矢が壊れるので、絶対にしないが。

　ここまでのことができるようになったのはあの戦い以降だ。弓の腕ばかりか、聖なる力というのを引き出すこともできるようになった。ただ、少し変なのは話に聞く聖騎士のものとは少し違うようなのだ。というのも聖騎士の力というのは近接武器に宿るもののはずだが、彼女はそれを遠距離武器に宿すことができるのだ。

　これが何なのかよくは分からないが、魔導王に問いかけてみると、非常に興味を持ってくれたようだった。ただ、その魔導王にしても「そればかりでは見抜くのは難しい。もう少し他の力に目覚めたら教えてくれ」というだけだった。

　パチパチパチと拍手が起こり、ネイアは苦笑いを浮かべる。気恥ずかしいのだ。

「いやー、バラハちゃんは凄いなぁ」

「本当だよ。こんな弓の腕が立つ奴は初めて見た。俺の村にはいなかったな」

「ああ、全くだ。俺も狩人として暮らして来たし、幾人も知り合いがいるが、バラハちゃんほどの腕をもつ奴はいないね」

　口々にネイアを褒め称えたのはこの弓の訓練所で共に汗を流す多くの者たちだ。三週間前の防衛戦の時にはこの街にいなかった顔が多い。

　というのもこの都市は現在、急激に人口が増えてきている。助け出された周辺の収容所の人たちが流れ込んできているためだ。その中で弓のセンスを持つ者、弓を使ってきた者たちが弓兵隊としてネイアの部下に回されてきた。

　常識で考えれば単なる従者である小娘が、人によっては親子ほども年齢の離れている大人を部下にするというのは反発が大きい。しかしながら集められた彼ら──女もいるが──から不満の声が上がることはなかった。

　彼女の凶悪な視線を浴び異論を口に出せる者などいなかったということ、彼女の弓の腕を見せつけられ脱帽したということ、魔導王の従者をしているという話を聞いたこと、そしてネイアに感謝を抱いていた者がいたことなどが要因だ。

　魔導王の従者と聞き、アンデッドに怯えた者もいるが、そればかりではない。

　三週間の間に、捕虜収容所を解放するために聖騎士団が送り出されたが、それと同時に魔導王とネイアも二人で収容所を襲撃し捕虜を解放していったからである。

　魔導王が提案した時、驚くほど多数の反対意見があがった。しかしながら、「兵を減らした亜人連合が収容所を管理しきれないと判断したら、多くの捕虜が処分される。だから早急に救出する必要がある」という魔導王の提案をカスポンドが吞む形で二人は送り出された。

　ヤルダバオトと戦うために魔導王は魔力を温存しなくてはならないはず。ネイアとしては苦言を呈したかった。しかし、他国の民を守るために動き出す、そんな人だからこそネイアは尊敬し、正義を感じたのだ。止められるはずがない。

　そうやって、ネイアと魔導王は多数の捕虜を解放し、多くの民をこの都市まで案内した。そういった事実があるからこそ、ネイアの部下になることを喜ぶ者だっていた。

「いやー。俺らも少しはバラハちゃんを見習わないとな」

「ええ、そうね。本当に凄いわ。しかも魔導王陛下よりお借りしたあの弓──アルティメイト・シューティングスター・スーパーを使えば、更に凄い力を発揮できるんでしょ？」

「アルティメイト・シューティングスター・スーパーか。凄い弓だよな……」

　ネイアの背中にくくられた弓──アルティメイト・シューティングスター・スーパーへと全員の視線が動いた。

　訓練の際もこれを使うべきなのかもしれないが、武器だけに頼りたくないので、訓練時には使ってはいない。

「そうですね。このアルティメイト・シューティングスター・スーパーがあったからこそ、私は魔導王陛下が来てくださるまで、あの市壁の戦いで生き残ることができました。……いえ、違いますね。アルティメイト・シューティングスター・スーパーのみならず、魔導王陛下から貸していただいたこの鎧など、全てのアイテムのお力のおかげです……」

　ネイアは豪王バザーの鎧を撫でる。

「名のある亜人の鎧なんだよな。何度見ても見事だよなぁ……」

「触らせてもらったけど、凄い硬いんだぞ。俺が剣で斬り付けても弾かれたぐらいだ」

「本当かよ。それは初耳だぞ」

　徐々にネイアの武具の話題に熱が入り始め、ネイアは一回手を叩き、皆の注意を引きつける。

「お喋りはそれぐらいで止めて、訓練を再開してください。魔導王陛下のお話ではそろそろヤルダバオト側も準備を整え、再び動き出すはずだと。一分一秒が惜しいです」

　一斉に了解の声が上がる。

「それでは見取り稽古はこれぐらいにして、皆さんも始めてください」

　ばらばらと散っていく部下──などと言ったら偉そうで少し恥ずかしいが──たちの姿を見送り、ネイアは自らの顔半分を覆う魔導王から借りたアイテムを外す。

　バイザー型ミラーシェードという形状のマジックアイテムで、三分に一回、蛇射なる特殊技術を使用できるようにしてくれる。相手の前で跳ね上がり、まるで獲物に襲いかかるように襲撃するという技だ。

　誰かに向けて射ったことがないのでわからないが、恐らくこれをかわすのは余程の巧者でなければ無理だろう。

　弓が主体のネイアにとっては非常に便利なアイテムだが、それ以上に自分の目を隠せるというのが特に素晴らしい。というかこれをしなければ彼らとここまでは打ち解けられなかったことだろう。

　ネイアは再びバイザーをかけ、再び弓を構える。

　ここにいる彼らは経験者であり、小手先の細かな技を説明する時期は過ぎている。速射のやり方なども簡単な説明だけで、後は個々人に指が痛くなるほど練習をしてもらっている。とにかく、射た経験を蓄積することが重要なのだ。

　いつも通り、神官に回復魔法の要請をしておかないと、と思いながらネイアも弓を射た。

　ちょうどそのとき、ネイアの鋭い聴覚がざわめきを捉える。

　外からだ。ネイアは相好が崩れそうになるのをぐっと堪える。予想が外れているかもしれないし、期待通りの人物だったとしても、ここが目的地ではなく素通りするかもしれないのだ。

　だが、訓練所の戸口に姿を現したのは骸骨の面おもてを持つ偉大な王──魔導王だった。

　いまだにアンデッドに恐怖感を抱く者もいるが、魔導王によって収容所から救出されたり、防衛戦で救われた者たちもまた多い。畏敬と感謝の囁き声はざわめきとなり、もって魔導王の先触れとなるのだ。

　しかし誰も訓練の手を休めない。本来なら魔導王の登場に平伏するべきなのだが、それは魔導王自身に止められていた。

（──公式の場でもないのだから、顔を出した程度でそんなことをしないでもいい、だったよね）

　それは一国の王にして救国の英雄に対し、許されざる態度だ。

　にも関わらず、何もするなと言うのだ。

（なんとすごい御方……）

　ネイアはほうと溜息をついてから、魔導王の元まで走る。緩みそうになる口元をぐっと引き締めて。

　バイザーは着けたままだ。

　魔導王から常時戦闘準備はしておくべきだと言われ、外さないでもいいと言われているためだ。

　マジックアイテムを普段から使うことで我が身のように使いこなさせ、かつどんな不測の事態が生じてもいいように用心すべきという心配りだろう。ネイアは魔導王の深い考えに感服していた。

　手の中に目を落としていた魔導王が、走り寄ってくるネイアへ視線を動かしたのが分かった。魔導王のいつもの癖を見て、何となくネイアは嬉しくなってしまう。

　常人ならざる人の、小さな癖を知っていることが頰を緩ませるのだ。

「陛下！　このような場所まで足を運んでいただきありがとうございます！」

　ネイアは弓兵隊の隊長として任命された今でも、魔導王の従者をつづけている。とは言え、傍を離れて弓の訓練をし、あまつさえここまで魔導王一人で歩かせてしまったのだから、従者として十分な仕事をしているとは到底言えない。

　ネイアとしては魔導王の従者としての役目を優先したかったが、再び足手まといになることを避けるためそれを受け入れた。あともう一つ、誰にも言っていない理由があった。

　それは魔導王陛下が従者にはネイア以外の者を付けてもらう気はないと、ネイアの目の前でカスポンドに言ってくれたことだ。

　どんどん人が増えてきている状況だ。自分のような目つきの悪い小娘よりも、優秀な者や魅力のある者は幾らでもいる。にも関わらずネイアがいいと言って下さったのだ。我が正義と思える人物がそう言ってくれたのだ。

　これに勝る喜びがあるだろうか。

「──ふむ。謙遜とは知っているが、このような場所、はないと思うぞ。君たちが牙を研といでいる場所なのだから、な」

「あ、ありがとうございます、陛下！」

　横目で窺えば──魔導王を前に視線を逸らすというのは失礼かもしれないが、このミラーシェードをしているのでそんなことも可能だ──聞いていただろう部下の耳も赤い。彼らは緊張からか良い所を見せようとして肩に力が入っているからか、先程よりも下手になっているのは困ったものだ。

　とはいえ、自分の耳も火照っているのだが。

「……バラハ嬢。君の部下たちも前に比べれば格段の進歩ではないか。これも隊長である君の働きあってのことかな」

　お世辞にネイアは少し恥ずかしく思いながら、なんと答えるか苦悩する。

（魔導王陛下がいらっしゃったので緊張して実力が発揮できません、と説明するのは少し恥ずかしいし、彼らだってそうだよね）

　だからネイアはそういうことにしておく。ただ──

「いえ、そのようなことはありません。私が彼らに教えたことなどほとんどありません。彼らはもとよりこれだけのことは出来たという事です」

「そうか？　まぁ、君がそう言うのであればそういうことにしておこう」

　そういうこと──つまりは魔導王はそうは思っていないということ。つまり魔導王はネイアを非常に高く評価してくれているということだ。

　スキップしたくなる気持ちを誤魔化すように、ネイアは少し大きな声を出す。

「そ、それで陛下。こちらにいらっしゃったということは、会議の方は終わったのですか？」

「ああ。今日の分は終わりだな。と言っても特に私が何か提案したということはないのだがね」

　現在、この都市では問題が山積している。全ての問題の根源は都市人口の増加だ。この小都市、ロイツには元々は二万人もいなかったことだろう。それが収容所から解放された人々を集めたため、現在、十五万人を超えているのだ。

　人口の過密によって生じた問題としては、下水処理をしてくれるスライム──衛生粘体サニタリースライム──が豊富な栄養から増殖し、下水道からあふれ出るという騒ぎが起こったことが記憶に新しい。

　スライムが増えると、道具を使って焼き払うことは時折あるが、想像を超える速度で増えた結果、間引きが間に合わず、数人の男女が襲われたのだ。

　その男女はスライムに周囲を囲まれた際、下水道から姿を見せたゴミ処理をしてくれるモンスター、汚物喰らいフアエクデツセが助けてくれた。

　汚物喰らいフアエクデツセは見た目に似合わず知性を有するモンスターで、人間たちが自分の食事を大量に作り出してくれていることに気が付いていたのだろう。酸に対する耐性を持つ体を使って、助け出してくれたのだ。

　ただし、汚物喰らいフアエクデツセに感謝する声はない。というのも衛生粘体サニタリースライムは病原菌を持ってはおらず、逆に助けてくれた汚物喰らいフアエクデツセの方が病原菌の塊なので、触手で助けられた者は病気をうつされ、酷い有様になったからだ。特に脳炎がひどかった。

　他にも今は冬のため、薪などの燃料不足、住宅の用意の遅れなどに加え、現在、食料難に陥ってはいないが、将来的にはその危険性だってある。

　これら諸問題の対策会議に魔導王は、今週に入ってからひっきりなしに呼ばれていた。問題解決のための幅広い知識を期待しているのだろう。

　魔導王本人は自分にはそこまでの知識はないので話を聞く程度にしていると言うが、そんな人が何度も会議に呼ばれるはずがない。

　一国の王でありながら、常に謙虚な姿勢の魔導王にネイアはさらに尊敬の念を深めていた。

「それではこれからどうされるのですか？」

「ふむ。木々の運搬が上手くいっているかの確認にでも行こうかと思っているのだが、バラハ嬢は……訓練で忙しいかな？　良ければ二人で行かないかね？」

　家屋不足や燃料不足の解消のため、魔導王の召喚したアンデッドの馬を使って、離れた森で切り倒した木々を、ここまで運搬している。最初はアンデッド荷馬を使うということに忌避感を抱いた者も多かったが、今ではアンデッド馬の素晴らしさに感心したという声が続出している。

「いえ、ご一緒させていただきます！　私は陛下の従者ですから！」

　久しぶりに従者の仕事、それも二人だけということへの嬉しさから、思わず早口になり、少し大きな声を出してしまった。

　ネイアはそのことに耳を赤らめる。

「そ、そうかね？　それでは行くとしよう」

「はい！　参り──」

　ネイアの言葉を遮るかのように突如、遠くで、ごう、と天を焦がすような激しい炎が吹き上がった。

　一瞬、何かが炎上したのかとネイアは思った。

　しかしながら違う。あまりにも違う。あんなものが自然に起こり得るはずがない。

　その炎はこの都市を包み込むように吹き上がっているのだ。つまりは炎の壁──瞬時にネイアの脳裏に蒼の薔薇が話していた内容が浮かび上がった。

「──魔導王陛下！　あれは！」

「ああ、君の思った通りだろうな。私もモモンより聞いている。……ついにこの時が来たな。ヤルダバオトだ。奴が攻めてきたということだ。バラハ嬢、私は行くぞ」

　この事態を予期していたのだろう。魔導王の冷静な態度に引っ張られるようにネイアの心も落ち着く。いや、魔導王という絶対者がいるからこその安心とも言えよう。

「どちらに！」

「あー、えっとだな。ヤルダバオトが何を狙って来るのかは分からん。だから、えー、もしかすると目的なく虐殺をするために来たという可能性もあり得る。だが、目的があるとしたら私、もしくは聖王国の首脳部だろう。であれば合流した方がいい。君の部下たちには戦闘準備を整え、安全な場所に逃げるように命じたまえ」

「え!?」

「ヤルダバオトが来たのなら役には立たん。それよりは出現するかもしれない悪魔に対して備えたほうがいい。おそらくは都市内部は混乱に陥おちいるだろうから、部隊を整えるのであれば都市の外に向かった方が良いぞ？」

　最初ははっきりしない言い方だったのだが、考えがまとまったのか、途中からよどみなくネイアに指示してくれた。

「はい！　ありがとうございます、魔導王陛下！　それでは皆さん！」

　ヤルダバオトが軍勢を率いて出現した場合の対応手順は定まっていたが、このように突然都市が炎に包まれるという事態は想定外だった。というよりも敵がどの程度存在するのか不明というのが非常に問題だ。

　ネイアは指示を出す。あくまでも部隊の一つでしかないので勝手なことはできないが、命令が来るまでの間は隊長として最適だと思われる行動を取る責任がある。

　出した内容は大雑把に言えばこんな感じだ。

　部隊の面々は家族などを連れて東門に向かう。敵が進撃してきているとすると西門に来ている可能性が高いためだ。そしてそこで隊列を整え、もし悪魔たちが東門の外にいた場合は、東門右の市壁を登ってそこで敵を攻撃。それとネイアが行くまでは副官の指示で臨機応変な対応を取る。

　ネイアの指示に従い、部下たちが速やかに行動を開始する。

「陛下！」

　命令を終えたネイアが振り返ると、手元に目を落としつつ、魔導王は飛行の魔法でネイアの頭ほどの高さまで浮かんだところだった。

「陛下！　私もご一緒します！」

　ネイアの呼びかけに驚いたのか、魔導王が手をぐっと握りしめた。その時、手の中で微かな音がたったようだった。

「うむ……。まぁ、良いだろう」

　魔導王がネイアに飛行の魔法をかけてくれる。その瞬間にどのように飛べるのかが理解できるようになるのだから魔法の力は偉大だ。

　ネイア達は地上を滑るように移動していく。状況が把握できずに混乱している人だかりなどは空に浮かびあがり一気に飛び越えていくが、それ以外は地面から離れない。なぜかと言えば空という遮蔽物のない場所を飛ぶというのは非常に目立ち、悪魔がいた場合四方八方から攻撃魔法が飛んでこないとも限らないからだ。

　ネイアは自分が邪魔になっていることに唇を嚙む。悪魔の魔法など魔導王であれば何も心配いらないだろう。おそらくだが、ネイアがいるからこそ一直線に空を飛んで行かず、こんな遠回りをしていると思われた。

　やがて目的地である本部──カスポンドの住居兼司令部に到達する。

　入り口脇では詰めかけてきている人々の対応に、二人の聖騎士がてんてこ舞いしている。

「バラハ嬢。上に行くぞ」

「はい！」

　正面から入るのは困難と見て、浮かび上がる。そしてバルコニーに到着すると、向こう側から窓が開いた。

「陛下！　お待ちしておりました」

　聖騎士の一人だ。

「皆、揃っているのかね？」

「いえ、陛下。神官の方々はまだ集結中です。収容所を解放しに行っているモンタニェス副団長は本日お戻りになる予定はなく、今いるのはカストディオ団長とカスポンド殿下ぐらいです」

「そうか。だが、その二人がいれば話は早い。部屋まで案内してくれ」

「はっ！」

　聖騎士の先導でカスポンドの部屋まで向かう。扉越しに討論する大声が聞こえてくる。かなり紛ふん糾きゆうしている様子だ。

　先頭に立つ聖騎士が扉を開けると十数人分の血走った目が出迎えた。

「遅れて申し訳ない。あまり時間はないだろう。作戦はどのようになっている？」

　チラリと面々が顔を見合わせる。代表してカスポンドが口を開いた。

「ヤルダバオトの姿は未だ発見できていません。魔導王陛下、この炎はヤルダバオト以外の悪魔や魔法の道具でも同じことができるのでしょうか？」

「それは分からない。私でもこのようなことは出来ないからな」

　動揺が起こった。魔導王が使える魔法の数々は想像を絶するものばかりだ。その魔導王をして不可能な魔法を行使するヤルダバオトの力はどれほどのものか。

「なぁ。この炎は一体どのような効果があるんだ？　確か蒼の薔薇たちは普通に通り過ぎることができたとか言っていたが、一般人でも通れるのか？」

　質問してきたレメディオスに魔導王が向き直る。

「それは問題ない。効果についてはだが、この炎に包まれた内部の悪魔の能力はわずかに上昇する、カルマ値がマイナスだと強化される魔法のダメージが少し上がる、ドロップ率が上がる、などと様々な意見があったが、調査チームの調べだとそれらの効果はない、という話だ。ただ、別の効果があるのでは、という意見はなくなりはしなかったがな」

「つまり、普通に通り抜け出来るんだな？」

「む？　最初に問題ないと言ったはずだぞ？」

「そういうことなら、近隣に亜人や悪魔の影がないのであれば、外に避難させ、そこで部隊を再編させよう。王国の場合、炎に包まれた範囲内で悪魔が出現したそうだからな。その方針で計画を立案してくれ」カスポンドが聖騎士たちにそう命じ、再び魔導王に質問をする。「それで陛下のお力でヤルダバオトがどこかにいないか調べることはできないでしょうか？」

「それができればこの都市に私がずっと残っている必要はなかっただろ？」

「確かに」

　矢継ぎ早な質問に魔導王が応答しているときだった。

　ミシミシという不吉な異音が聞こえてきた。

　最初は小さく、室内の喧噪にかき消されていた音が徐々に大きくなる。一人、また一人とそれに気づいて沈黙すると、やがて静寂の中にミシミシという音だけが響き渡るようになった。

　誰もが不安そうにあたりを見回している中で、ネイアは屋外に接する壁の異常に気付いて「あっ」と声を上げた。

　壁に亀裂が走っている。全員が注目する中、それは見る間に放射状に広がっていき、室内側に大きく膨らみ始め、そして──

「離れろ！」

　レメディオスの叫びと同時に魔導王がネイアの前に動く。

　轟音と共に壁が砕け、煉瓦が散弾のように室内に飛び散った。幾つかうめき声が上がった。すさまじい勢いで飛んできた煉瓦に当たった者たちだ。

　魔導王がネイアの盾になってくれなければ、下手すればネイアも同じように悲鳴を上げていたことだろう。

「あ、ありがとうござい──」

　ネイアが感謝を口にしようとすると魔導王が手を上げ、制止する。そのままもうもうと立ち込める煙の先に注目するように人差し指を向けた。

　そこには大きな影と燃え上がる炎の色があった。

「──私を出迎えてくれたことに感謝をしよう、人間たちよ」

　重く、太い声。

　土煙を割るように、壁に開いた大穴からゆっくりと身を乗り出し、室内に入ってくる存在。

　それは──悪魔だ。

　あまりにも大きい為、体を僅かに屈かがめ、無理矢理部屋に入り込んでくる。間抜けと言えなくもない姿だったが、笑える状況などではもちろんない。喉が碌に動かず、口の中に滲む唾を飲み込もうとするが、それが引っ掛かる。

　圧倒的な力の塊。

　元々ネイアは敵との力量差を判別するのは得意ではないが、それでもこれは分かる。ネイアが何万人いたとしても絶対に勝てない。指輪を外した時の魔導王の雰囲気に匹敵する波動に吞まれ、指一本も動かすことができない。

　ここまでくればあれが何なのか分かる。

（あ、あれが、ヤルダバオト……。魔皇ヤルダバオト……）

　怒りを湛えた顔に紅ぐ蓮れんの翼、そしてその燃え上がる手──その片手には何かが握られており、ネイアは目を疑う。

　それは、信じたくはないが人の下半身らしきものだ。そこからは異臭が漂っている。腐敗しているのだ。

「キィイイァアアア！」

　雄叫び。いや奇声ともいうべきだろうか。感情のタガが外れ、狂気に陥った人間が上げるような声がネイアの背後で聞こえた。

　ネイアの背筋がぞっとする。声の主はレメディオスだ。

　レメディオスは聖剣を真っ直ぐに構え、まるで防御を考えていないかのように、ヤルダバオトに突進する。

　無謀だ。剣の不得意なネイアですらそう思う愚直な突撃。

「──邪魔だ」

　重く静かな一声と共に、バシャンという水音が起こる。それと同時にレメディオスが一直線に吹き飛び、建物が壊れたかと思うほどの激突音で、壁にぶつかった。そしてボールのように弾んだレメディオスは、力なくその場に崩れ落ちる。

　ヤルダバオトが、持っていた人の下半身らしきものでレメディオスを殴り飛ばしたのだ。

　ネイアなら死んでいただろう一撃だが、流石は聖王国最強の聖騎士だけあって、命は無事の様子だ。

　代わりと言ってよいのか、鼻に突き刺さるような、吐き気を催す異臭が立ち込めた。

　レメディオスを殴った衝撃でヤルダバオトが手にしていた腐敗した下半身が、バラバラの肉片となってこの部屋全体に飛び散ったためだ。

「おお……。なんということだ。部屋を汚したことをまずは心より謝ろう。あの女が何も考えずに突進してこなければこのようなことにはならなかったのだが──言い訳だな。許してほしい」

　ゆっくりとヤルダバオトが頭を下げる。本心から悪いと思っているかのような態度が、逆に一層恐ろしく感じられた。

　そして、手の中に残っていたのだろう、炎で黒く焼けた人の足首の骨を、室内に無造作に放り捨てた。

「やれやれ。少し調子に乗って振り回していたら上から半分がどこかに飛んで行ってしまってな。汚いから早く処分をしようとチャンスを窺っていたのだが……最後までちゃんと働かせて私は本当に優しい悪魔だ。彼女もきっとあの世で感謝していることだろう」

　誰に言うともなく、ヤルダバオトが言う。

「あああああああああ！」

　悲痛な声が上がる。口元から血を吐き出しながら、体を僅かに起こしたレメディオスが、己の体を撫でている。いや、付着した肉片を集めているのだ。何を彼女はしているのだろう。正気でも失ったのか、とネイアは思う。

　いや、彼女の異様な行動にはちゃんとした意味があるはずだ。

（まさか、先ほどの死体……そんなはずが……）

　下半身はボロボロの鎧らしき残骸を張り付けているだけだったが、女性と思われた。であれば、考えられる人物は二人。

　もしそうなら──

「いい音色だ」ヤルダバオトが指揮者であるかのように軽く片手を振る。「さて、初めまして、だな。魔導王アインズ・ウール・ゴウン殿。──様、を付けて呼んだ方が良いかね？」

「それには及ばない。さて、ここに来た理由は私と勝負をつけるため、でよいのだな？」

「その通りだ。弱き者が幾らいても意味はない。そういうことだ」

「それには同意する。無駄な犠牲が出るのは私も望むところではないからな」

　すすり泣いているレメディオスに魔導王が顔を向けた。

「魔導王よ。お前は強い。あのモモン以上だ。だからこそ必勝の策をとらせてもらおう」

　ヤルダバオトがすっと手を上げると、大穴の向こうからひょこっと顔を覗かせた者がいた。

　仮面を付けたメイド服の女性。それが二人。

「まさか卑怯とは言わないだろうな？」

「──ふむ。これは……ふむ。…………ふ……む」

　魔導王から焦りを感じた。いや、それも当然だ。

　ヤルダバオト一人ではなく、メイド悪魔たちが同時に来るというのは想定外だったに違いない。いや──

（そんなはずがない。聡明な魔導王であれば想定はしていたはず。ではなぜ？　──きっと私たちがいるからだ。私たちを守りきれる自信まではさすがに無い、と心配されてるのかもしれない！）

「陛下。私たちのことは心配しないでください」

「え？」

　魔導王が小さな驚愕の声を上げた。

　分かっている。メイド悪魔はこの部屋にいる面々を容易く殺せる存在であり、心配するなと言われても任せることなどできないということぐらい。魔導王レベルからすればネイア達、おそらくはあのレメディオスだって勘定できない程度の雑魚だろう。

　それでも邪魔になるぐらいなら──死ねばいい。

　魔導王の部下たちは、人質になったら死ぬ覚悟を持っていると聞いた。魔導王は困っているとのことだったがネイアには部下たちのその気持ちが今ならよく理解できた。尊敬する人の足手まといになるために自分はいるのではない。

「はははは！　安心しろ、人間どもよ。お前たちは後でゆっくりといたぶりながら殺してやる。私たちはこの都市の中央にある噴水で待つとしよう。無論、魔導王、お前も一緒に逃げても構わないぞ？」

「その言葉そっくり返そう。ヤルダバオト」

　魔導王とヤルダバオトがにらみ合う。

　そしてヤルダバオトが背中を見せ──剣を握りしめたレメディオスが飛び跳ねるように起き上がり走り出した。

　微かな光を宿した聖剣の軌跡が、まるで光の帯のように流れる。

「死ねぇええ[image: ]」

　そして、ヤルダバオトの背中に突き刺さった。

「なんだ？　これは？　……満足したか？」

　──冷ややかな声だった。

「な…………な、んで……聖剣の……一撃を受けて…………悪なはずなのに……」

　あまりにも小さなレメディオスの背中だった。

「分からんな。なんで？　なんでとはどういう意味だ？　ちくりとはしたぞ？　それで満足したなら邪魔だから退どいてくれないか？　お前をここで殺すつもりはない。魔導王を殺したあとだ」

　ヤルダバオトはレメディオスを無視し、そのまま炎の翼を大きく広げる。それに吹き飛ばされ、レメディオスは転がって戻ってくる。

　ヤルダバオトは無様に床に這いつくばった彼女を一瞥もせず、飛び立った。メイド悪魔もそれに続く。

「……さて、それでは私も行こう。戦闘に巻き込まれないように君たちは避難してくれ。大丈夫だとは思うが、この都市が半壊することになったら許してほしい」

「魔導王陛下、大丈夫なのか？」

　瓦礫の散弾を避けるため身を床に投げ出していたカスポンドが立ち上がり質問をする。その目は、立ち上がろうとはせずがっくりと肩を落としたレメディオスの背中に向けられていた。

「問題はない──とは言い切れないな。とはいえ、チャンスでもある。もし盾として亜人たちを連れてきていたら非常に面倒になったが、奴はまだ私を甘く見ているようだ。あのメイド悪魔を私の支配下におくいい機会でもあるしな」

「大丈夫だ。まだ大丈夫だ。妹が、ケラルトがいる。あの子ならカルカ様だってきっと……」

　ぶつぶつと呟いていたレメディオスが己の顔を叩き、勢いよく立ち上がる。

「魔導王！　私も行くぞ！　奴にダメージを与えることができる武器を貸せ！　お前の剣に一時的だがなってやる！」

　充血した目に憎悪を宿したレメディオスに対し、魔導王は首を振った。

「……やめておけ。お前では邪魔にしかならない」

「なんだと!!」

「分からないのか？　力量差が。それとも理解してはいても受け入れられないのか？　はっきり言おう。お前は足手まといだ」

　レメディオスがまるで自分の仇のように魔導王を睨みつける。

　魔導王の言葉は確かに厳しい。だが、それは事実だ。いや、事実だからこそ受け入れることができないのだろう。

「カストディオ団長！　君には別の役目を任せる。人々を都市の外へ避難させたまえ！」

　カスポンドが威厳ある声で命令を発する。

「元々、ヤルダバオトは魔導王陛下にお願いすることに君も賛成していたのだろ？」

「……ああ、分かった」レメディオスが唇を嚙みしめ、吐き捨てるように言う。「あのゴミ野郎を絶対に殺せ」

「了解だ」

「──聖騎士たちよ、その遺体を丁寧に集めてくれ。少しも残さないように」

「団長……。このご遺体は……」

　心当たりがあったであろう聖騎士の震える声での質問に、レメディオスが断ち切るように言った。

「悪魔の欺瞞工作の可能性を忘れるな」

　レメディオスが振り返りもせずに歩き出す。幾人かの聖騎士たちが半分怯えたような表情でその後ろに続いた。

「魔導王陛下、彼女の態度は誠に申し訳ない。……謝罪して許されることではないが」カスポンドが頭を下げた。「このとおり、どうか許してほしい」

「……受け入れよう。それでは急いで避難を進めてくれ。あまり奴らを待たせると、先ほどの言葉を翻すかもしれん。私は先に行って、時間を稼ごう。しかし三十分程度しか余裕はないと思っておいてほしい」

「分かりました。聞こえたな！　すぐに動くんだ！」

　幾人かの神官、聖騎士がカスポンドと共に出ていく。

　そうして部屋に残ったのは魔導王とネイア、あとはある方の遺体を袋に詰める数人の聖騎士や神官だけとなった。ならば──

「陛下、私をご一緒させてはくださいませんか!?」

　驚き、息を飲む音が周囲から聞こえる。だが、ネイアは部外者を無視する。ミラーシェードを外し、一直線に魔導王を見た。

「……うむ。それは出来ない。あんなことを言っていても所詮は悪魔だ。追い詰められれば本性を現し、君を人質に取りかねない」

「ですが陛下であれば、その際は迷いなく私を殺してくださいますよね？」

「そう真顔で言われると、私が酷ひどい奴のように聞こえるな。まぁ、助けることができなければ見捨てて、君ごと攻撃魔法を放つな」

「であれば──」

「──私は！　私は捕虜となった者を殺したくて殺しているのではないぞ？」

「あ！　失礼いたしました……」

　その通りだ。それが最善だと分かっているからこそ、そうしているだけだ。もしもっといい手があればそちらを選ぶ心優しきお方だ。そしてネイアを同行させないことがこの場合の最善中の最善だと考えられているのだ。

「ですが……陛下はこの都市の解放のために、多数の魔法に、さらにはマジックアイテムまで使われ、魔力を消耗されました。魔法詠唱者マジツク・キヤスターの魔導王陛下にとってはかなり力を失われている状況だと思われますが大丈夫なのでしょうか？」

「ふむ！　確かに危険かもしれない。だが、私はここにヤルダバオトを倒しに来たのだ。奴がここに来たというのであれば好都合。奴を滅ぼし、メイド悪魔を得てやろう。……む。メイドを得たいとか言うと私がヒヒ爺みたいだな……」

　こんなときにもつまらない冗談を言う魔導王に苦笑いをしつつ、ネイアは口を開こうとするが、それを魔導王が手を上げて止めた。

「それに、だ。ここで逃げては笑われるではないか」

　肩を竦め、冗談めかして魔導王が言う。真剣みを感じることができず、思わずネイアは大声で叫んでいた。

「陛下！　笑いたいやつには笑わせておけばよろしいではないですか！　万全な状態で奴と戦うべきだと愚考します！　それに陛下は本来ヤルダバオトと戦うためだけにいらっしゃいました。それが聖王国のために膨大な魔力を割かれ、消耗されてしまいました。それは最初の約束とは異なるのですから、それを説明すれば我が国の民も……！」

「その通りだな。しかしながら人という生き物は自分の信じたいことを信じる。バラハ嬢の言うことを広めたとしても、誰もそれを信じようとはしないだろう」

「そのようなことは……！　であれば私が証人となります！　それに……」

　ネイアは黙って二人の会話を聞いている聖騎士や神官たちを横目で見た。彼らも証人になってくれるだろう。

「……ネイア・バラハ。感謝する。しかしながらその必要はない。ヤルダバオトとここで戦うという意思に変わりはない」

「なぜ──なのですか？」

「簡単だ。それが王の約束だからだ」

　ネイアは言葉に詰まる。それを言われてしまっては何も言えない。自分のような地位を持たない人間には決して「王」の意思を変えるような言葉を口にすることはできないだろう。

　周囲からも感嘆の呻きが聞こえた。そうだ。この偉大な誇りある方こそがアインズ・ウール・ゴウン魔導王陛下だ。

　ネイアは心から自慢したくなってしまう。自分が尊敬した王のことを。

「陛下。失礼を承知で言わせていただきます。危険だと思われたら逃げてください！」

　負ける可能性を語られるなど不快だろう。しかし、それでも言わずにおれなかった。

「……無論だ。逃げる手段を用意せずに戦うなど愚か者の極み。一度の戦いで負けたとしてもその戦いで得た情報は蓄積され、次の戦いに有益に使えるからな。最初の戦いなど負けて構わないのだよ」

「流石です、陛下」

　極論、ヤルダバオトを倒すのが目的であれば、最終的に勝てればよいのだ。戦士ではなく、王としての考えにネイアは打ち震える。

「それでは行ってくるとしよう」





•






　アインズはヤルダバオトに指定された場所へと歩いて向かう。途中、二体だけ引き連れてきているハンゾウに〈伝言メツセージ〉を飛ばし、自分を尾行している者がいないこと、遠距離から監視している者がいないことを確認する。

　いないと連絡を受け、すぐに切ろうとすると戸惑ったようにプレアデスがいることを教えてくれた。

　それは知っていると伝え、〈伝言メツセージ〉を解除する。

（……今回も、プレイヤーの影も世界級ワールドアイテムを持つ者の影もなしか。いい加減ここまで来ると……。しかしそうなると、シャルティアのあれは結局なんだったんだ？　何かの偶然？　世界級ワールドアイテムによる攻撃だと思っていたが、生まれ持った異能とか？）

　ここまで警戒しているのに何の反応もないと、それ自体が罠のような気もしてくる。こちらが警戒を解き、油断するのを狙っているのではないだろうか。

（やれやれ……。しかたないか。警戒は無駄にはならないからな）

　アインズは別のハンゾウチームにも〈伝言メツセージ〉を飛ばす。そして準備が整っていること、案内についても問題がないことを確認しておく。

（よし。準備は万全だな。とはいってもこれからはデミウルゴスが詳しく書いてくれた計画書通りに行動すればいいのだから簡単だ！　ミスってもお前を試すためだった、という準備は出来ているからな！）

　凄い。

　アインズは自分の足取りが軽いことに感激する。もしかするとここまで軽いのはこの世界に来て初めてなのではないだろうか。まるで空を飛んでいるようだ。

　そしてさほど大きくはない広場に到着する。

　元々ここは、一定時間ごとに水が噴き出す噴水があり、市民の憩いの場だったらしい。だが、今、その水は流れてはおらず、亜人たちによって破壊された状態だ。修復の予定もなく、寂れた雰囲気しかそこにはない。

　そして堂々と立つ悪魔が一体。

　炎を上げる翼に紅蓮の拳を持った巨体の悪魔。

　ナザリックにも存在する憤怒の魔将だ。だが、これはデミウルゴスの、五十時間に一回だけ使える魔将召喚によって一定時間、使役されるものであり、殺されたところでナザリックに損害はない。

　レベルは八十四。

　魔将の中では物理攻撃に重点が置かれたタイプで、ＨＰもかなり高い。純戦士系モンスターだ。

　魔将たちが持つ多数の特殊能力の中で最も厄介なのは、他の魔将を一体だけ──より低位の悪魔を召喚するならもっと数は多い──召喚することができるというものだろう。ただし特殊能力で召喚されたモンスターは自分の特殊能力による召喚を行使することができないという大前提があるので、デミウルゴスに今回呼び出された憤怒の魔将は、他の魔将を召喚することができない。

　もしこれが創造や作成などであれば召喚とは別の扱いになるので、怠惰の魔将が相手だと、倒されるまでわらわらと悪魔やアンデッドなどを生み出してきて非常に面倒だったりする。

　あと、憤怒の魔将で面倒なのは、ヘイト管理が難しいということだろう。

　憤怒の魔将はヘイトが他の魔将よりも上がり易くなっている。そのために他種の魔将たちと同時に相手にすると、ヘイトコントロールが狂うとタンク職から聞いたことがあった。

　ヘイト値の上昇によってダメージが上がったり、防御能力が上がったりする特殊能力も同時に持っているはずだ。とはいえ、そこまで恐くはない。

　唯一怖いのは、何が起きるか不明とも言える〈魂と引き換えの奇跡〉ぐらいか。

　使用できる魔法は──

　第十位階魔法：〈隕石落下メテオフオール〉、〈時間停止タイムストツプ〉、〈不浄の場フイールド・オブ・アンクリーン〉

　第九位階魔法：〈上位排除グレーター・リジエクシヨン〉、〈朱の新星ヴアーミリオンノヴア〉

　第八位階魔法：〈道徳歪曲デイストーテツド・モラル〉、〈狂気インサニテイ〉、〈星幽界の一撃アストラル・スマイト〉、〈苦痛の波動ウエイブ・オブ・ペイン〉

　第七位階魔法：〈焼夷ナパーム〉、〈獄炎ヘルフレイム〉、〈上位呪詛グレーター・ワード・オブ・カース〉、〈上位転移グレーター・テレポーテーシヨン〉、〈冒瀆ブラスフエミー〉

　第六位階魔法：〈炎翼フレイムウイング〉、〈地獄の壁ウオール・オブ・ヘル〉

　第三位階魔法：〈火球フアイヤーボール〉、〈鈍足スロー〉

　ユグドラシルモンスターの使える魔法の数はレベルや種類によって大きく変動するが、八つぐらいが基本とされている。一方、竜や悪魔、天使などで上位のモンスターは、そんな基本などまるで無視した数の魔法を持っている。

　ただし純戦士系なので、憤怒の魔将の所持魔法もさほど怖くない。

　魔法強化系特殊技術はなく、その上、魔法に関する能力値が低いということ。また憤怒の魔将の攻撃魔法は大体が炎系だが、アインズはそもそもアンデッドの弱点であるそれを防ぐようにしているので警戒に値しない。精神系はアンデッドなので効果はないし、カルマ値がマイナスなので〈道徳歪曲デイストーテツド・モラル〉などの魔法もそうだ。

　やはりカルマ値がマイナスのアインズにとっては悪魔よりも天使の方が厄介だ。

　相手のデータを思い出しつつ、アインズは魔将の後方にいる二人のメイドに軽く目をやる。彼女たちと話をするのは後だ。

「さて、話は聞いているな？」

「無論でございます、アインズ様」

　先程も聞いた太く重い声に、アインズではなく鈴木悟としてなぜか微笑んでしまう。この悪魔のみならず、ナザリックに存在する多数のモンスターの声は誰がイメージして決めたものなのだろうか。

　運営か、それとも製作がイメージした通りの声なのだろうか。だとすると誰の声帯も食べていない口唇蟲のあの可愛らしい声は誰が想像したのか。ペロロンチーノが言っていた脳内声優なる存在なのだろうか。

　いや、そんなことはないのだろう。

　パンドラズ・アクターがいい例だ。製作者の脳内にあるイメージが形になったとは思えない。第一、声帯のないアインズのようなアンデッドだって声を発するのだ。魔法のある世界の法則ということで素直に驚くほかないのだろう。

「その名前、その口調を使うということは、この辺り一帯は綺麗にしているということだな？」

「はい。左様です」

「では最も重要な質問をさせてもらおう。本気で──殺すつもりで来れるな？」

「はっ。そうしろと命じられております」

　魔将の返答にアインズは小さく頷いた。

　以前からアインズは一つ不安に思っていたことがある。それは強敵との戦闘が少ないということだ。あの時のシャルティアとの一戦のごとく、己の全身全霊をもって戦うチャンスがないことを憂慮していた。

　近接戦の訓練を積むことによって、モモンガという存在の体は十全に動かせるようになり、三十三レベル戦士相当として戦えるようになったと言えよう。

　しかしながらそれを高いレベル帯での戦闘で使いこなせるかといえば疑問が残る。

　そのため高レベルの強者を相手にして、それを活かしつつ戦う訓練を積むべきだと思っていたのだ。だが、残念ながらそんな高レベルのモンスターと遭遇するチャンスは今までなかった。

　だからこそ今回、デミウルゴスには、召喚した魔将にアインズを殺すように指示を出させた。

　殺すつもりで襲いかかってくる強者を倒すことで自らの強化を図ろうというのだ。

　言葉にしてしまうと簡単だが、猛反対する二人を説得するにはかなりの時間を費やすことになった。精神的疲労を受けたアインズが「黒と言えば白も黒なんじゃないの……」と思ったのは仕方ないことだろう。

　結局、色々と譲歩及び要求を吞むことで、今回このように真剣勝負での戦闘ができるようになった。

　死ぬかもしれないと考えると、冷たいものが体の中からにじみ出る。シャルティアの時はもっと別の感情の方が強かった。今回はしなくてもいいことで死ぬかもしれないのだから、前回とはかなり違う。

　だが──

（ユグドラシル時代には、ＰＶＰの経験はそれなりに積んできた。しかしながらシャルティアの時も感じたが、この世界はゲームではない。もし、この世界で実戦の経験を積んできた百レベルのプレイヤーと戦う時が来たら、私も同じ程度経験を積んでおかねば敗北するだろう。臆しては将来の敗北に繫がる、と知るべきだ）

　アインズは自分がアンデッドであることに感謝する。死ぬかもしれないという恐怖がほとんど抑え込まれるからだ。これが人間であればもしかしたらやっぱり止めた、とか言っている頃だろう。

「それではユリ」魔将の後ろにいるメイドに問いかける。「お前とルプスレギナは魔将と共に私と戦うという意味でそこにいると思って良いのだな？　他の面々はいないのか？」

　見渡すがソリュシャン、エントマ、シズの姿はどこにもない。確かに先ほども姿を見せたのは二人だけだったが、他の面々はここではないところで動いているのだろうか。

「ここに来ているのは私たち二人です。私たち姉妹に憤怒の魔将だけで挑ませていただきます。アルベド様が、この国の人間にメイド悪魔の姿を見せておくことは悪い事ではない、とご判断されたためと、魔将だけではアインズ様はご満足されないのでは、という理由からです」

　確かに八十レベル台の魔将一体如きは、アインズの敵ではない。ではそこにユリとルプスレギナを追加したらどうかと言うと、やはりそこまでの強敵にはなりえないとも思える。

（とはいえ、手数というのは時に厄介になる。甘く見過ぎて痛い目をみるのは馬鹿のすることか。少し警戒度を高めておく必要はあるな）

「それとアインズ様。確認をしておくように、とアルベド様から命じられているのですが、もしアインズ様が敗北された場合は一年間、ナザリックの外には出ないということでよろしいのでしょうか？」

「ああ。それが今回の戦いをするにあたり、アルベドを説得する条件の一つだったな。敗北した場合、私は一年間、ナザリック地下大墳墓で中の仕事に専念する。アルベドと一緒にな。ちなみに部屋もそうだ。……デミウルゴスを説得した際の条件の確認はしないのか？」

　魔将に視線を向けるが、悪魔は何も答えない。確認する必要はないと判断しているのか、そういった命令は受けていないのか。

「ありがとうございました」

　ユリが頭を下げる。

　さて、とアインズは計画の修正を余儀なくされた。それと同時にこれは厳しくなったと心の中で汗を垂らす。

　というのもユリたちを殺すのは非常に容易だ。それぐらいの実力差はある。しかしながらそれはアインズ・ウール・ゴウンにとって許されることではない。自分の訓練のためにＮＰＣを殺すなどもってのほかだ。

　つまり──

（ユリたちに怪我をさせないようにしながら、魔将を殺す）

　アインズは思わず吹き出してしまう。なんと厳しい設定なのだろうか。しかし、これはいい訓練にもなる。

「どうかされたっすか？　アインズ様」

「いや気にするな、大したことではない」

「でしたら、コキュートス様からのお願いで、できればこの戦闘を記録し、後にナザリックの全員で見たいということっす。よろしいっすか？」

　非常に恥ずかしくて嫌だが、ユグドラシルでも戦闘のログを取るということは頻繁にあった。そういうものだと思って受け入れるべきだろう。

「分かった。しかし、記録を取るのは対探知の攻性防壁に引っ掛かると思ったんだが？　私が展開しているものを解除しておこうか？」

「アインズ様が発動しているのは探知を探知する奴っすよね？　攻撃魔法連動式ではないっすよね？」

「ああ、今やっているのはそっちだ。ナザリックの者が私の居場所を調べようとして発動などということになったら厄介だからな」

　かつてのように攻撃魔法連動式の防壁を展開していた場合、ナザリックの者がアインズを探すべく魔法を発動した瞬間、大きな被害が出ることになる。かつてフレンドリィファイヤーが無かった頃は、いつでも展開しておいたのだが、今ではかなり危険な行為になってしまった。

　勿論、世界級アイテムによって守られているナザリックに対し、攻性防壁によって攻撃魔法が発動しても、その人物はダメージを負わないだろう。あるのは防衛による金銭的出費だ。下手するとそちらの方が痛いと言えなくもない。

「だったら大丈夫っす」

「いや、最初から解除しておく。元々攻性防壁は一度発動すると消えてしまい、もう一度掛け直さなくてはならなくなるんだ。であれば最初から解除しておいた方が気にならないしな」

「そうっすか？　それではお願いするっす」

　アインズはすぐに攻性防壁を解除する。

「──よし。それでは戦闘を記録してくれ。誰が中心になるんだ？　私でも構わないぞ？」

「とりあえず私ということになっているっす」

　であれば別にアインズに問題はない。誰が中心になって記録されるかなど大した問題ではない。

　なんとなくアインズはかつての仲間たちとの訓練を思い出し、楽しくなってきていた。

　新たな戦術を構築したり、武具を使った時などは仲間内で模擬戦をするのは基本だ。

　たっち・みーともよく戦ったが、あれはノーカンとし、アインズのＰＶＰ戦歴には入れていない。なぜならアインズはたっち・みーには一度も勝ったことがないので、あれを入れると勝率が下がるためである。負けると知ったうえで「訓練」として戦っているから真剣ではないです、という言い訳付きである。

「それでは始めるか？　お前たちも私を殺すつもりでかかってこい。私はお前たちを殺すつもりはないがな」

「いえ、私どもを殺してくださっても問題はありません」

　そんなことはしたくはない、とアインズが言うよりも早く、ユリがその理由を語る。

「アインズ様、私たちはプレアデスではありません。私たちは全員上位二重の影グレーター・ドツペルゲンガーです」

「何!?　何だと？」

「楽師にして五大最悪がお一人、チャックモール様の直轄の部下、エーリッヒ擦さつ弦げん楽団の者です。アルベド様の命を受け、プレアデスの皆様に変身させていただきました」

「──そうなのか？」

　しげしげと見るが、アインズのよく知るユリやルプスレギナとまるで見分けがつかない。殺すつもりで挑ませるため、噓をついているのではないだろうかとも思える。

　どちらかは本人なのではないだろうか。上手い噓というのは真実の中に少しだけ紛れ込ませることだと聞いたことがある。

　アインズにはドッペルゲンガーを見破ることはできない。ドッペルゲンガーの変身をはぎ取る魔法は有しているが、あれを使うと副次効果で一定時間の間、変身できなくしてしまう。それをしてはわざわざプレアデスに変身してきた意味がなくなる。もっと低位のものをアインズが習得していれば別だったのだが──。

　いや──

「確かにルプスレギナは普段とは変わった話し方をしているな？　それはなんだ？」

　ルプスレギナがきょとんとした。

「おかしいでしょうか？　アインズ様？」

　ルプスレギナ役のドッペルゲンガーの喋り方が変わる。これがベースのものなのだろう。

「ああ、いつもの彼女らしからぬ言葉遣いだ」

「私の前ではルプスレギナ様はこのような喋り方をしていたのですが……」

　ドッペルゲンガーの変身を見破るのは、親しい間柄であればあるほど困難になる。なぜなら彼らは変身中に精神操作系の特殊能力を使って、対話している相手や周囲の者の簡単な表層思考を読み取り、変身元の人物の情報を抽出して演技に取り入れているからだ──と、モンスターテキストには書いてあったらしい。

　この世界では現実に、そういった能力が使えるというのがパンドラズ・アクターの言だ。

　ただし、これはあくまでも変身対象がするであろう反応を読み取るだけであり、心や記憶を覗いて情報収集に使うという訳にはいかない。

　しかもこの能力は精神攻撃に属しているので、アインズのようなアンデッドには効果がないし、よほどのレベル差がないと簡単に抵抗される。だからアインズからルプスレギナがするだろう反応を読み取ることは出来ず、ボロが出たと思うべきだろう。

　ちなみに同時に対応する相手が多くなれば多くなるほど、多種のイメージからボロが出る可能性が増える。

（ふーむ。ルプスレギナは、なんで「す」を付ける喋り方をこの者たちの前で？　ああ、なるほど。私に違和感を抱かせたくてやったということか。少し力を貸そう、とか思ったのかもしれないな。なかなか可愛い奴じゃな……）

「……ん？　すまない。戦闘とは関係がない質問が一つある。アルベドの命令とのことだが、私がその命令を破棄しろ、と言った場合、どちらが優先されるのだ？」

「当然のことですが、至高の御方であられるアインズ様のお言葉が優先されます。ですが、申し訳ありませんが最優先されるのは、私たちを召喚された暗闇の調べ様のご命令となります」

「……ん？　誰だ、それ？」

　そんなＮＰＣがいたのか、と疑問に思ったアインズは続くユリ・ドッペルの言葉に眼窩に宿る炎を明るいものとする。

「テンパランス様です」

「え？　テンパランスさん？　暗闇？　ああ……確かにそうとも言える外見だったけど……暗闇の調べ？」

「はい。テンパランス様が御自身をそう呼ばれていたので、チャックモール様が私どもにもそう呼ばれるように、と指示が」

「……ナザリックに帰ったらひっじょうに、その辺の話を聞きたくなったぞ。暗闇の調べ、ねぇ」

　そう名乗っていたなど初耳だ。

　かつての仲間がこっそり、誰も知らないところでそう自称していたと知り、アインズは笑ってしまう。戦闘前にこちらの戦意を削ぐとは、なんというトラップを仕掛けているのだろう。

（おっと、いかんいかん。暗闇の調べの罠にかかっては不味い！　ふっ、ふふ……）

　今は駄目だと思いながらもギルドメンバーのことを思い出してしまう。

　彼はどんな顔で、どんな気持ちでその名前を名乗っていたのだろうか。

　かつての友人への懐かしさに目を細めていたアインズは、自分の反応を訝しげに感じたらしくユリ・ドッペルが首を傾げたのを目撃し、油断しすぎだと気を引き締める。

　友人のことはまた後で思い出せばよい。今はドッペルゲンガーの話を分析すべきだ。

（あと、各シモベたちやＮＰＣから聞き取り調査を行いたいな。皆がどんな面を隠していたのか。ふふふ。──さて！　一つ疑問が出来たな）

　二重の影ドツペルゲンガーのようなシモベは直接命令を受けなければ、直轄の主人ＮＰＣの命令に従うという。ではアインズを殺すべくナザリック内のＮＰＣの誰かが、多数の高レベルのシモベを集め、最大の技をアインズに叩き込めと命令した場合はどうなるのか。アインズが気が付かず、止められなかった場合だ。

　それを実行するのだろうか。それともそういった命令には従わないのか。

「……お前たちも私を殺すつもりでかかってくる、ということでよいのだな？」

「はい。そう命じられておりますし、アインズ様からのご許可も頂いていると判断しております」

　ユリ・ドッペルの返事にアインズは眉──ないが──を顰ひそめる。

（……これは危険なのか？　この辺りの線引きはどこかでちゃんと検証した方がいいな）

　アインズごときが考え付くことは、アルベド辺りが既に検証している可能性が非常に高いが、一応、確認は取っておくべきだろう。セキュリティ・ホールをそのままにしておくなどあってはならないことだから。

「……そうだ。この一戦において全力を出し、私を殺すことを許可する。ではもう一度アインズ・ウール・ゴウンの名に懸けて誓ってもらおう。先程のお前たちの正体に関する発言は決して偽りではないな？」

「はい。至高の全御方々のお名前に誓い、約束させていただきます」

　ユリとルプスレギナが己の手だけを異質なものへと変えた。

「──あ！」

「なんだ？　どうしたユリ・ドッペル」

「はい。アインズ様、一つ忘れておりました。私どもの装備している武装はプレアデスの皆さまよりお借りした物です。ですので、私どもを殺された場合はその回収だけお願いしてもよろしいですか？」

　二重の影ドツペルゲンガーはその気になれば服装や装備品まで寸分たがわずコピーすることができる。ただしそれは外見だけの話であり、装備の性能までは真似ることはできない。装備によって得られる耐性があるのと無いのとでは、アインズのような魔法詠唱者マジツク・キヤスターと戦う上では雲泥の差になる。だから本人に実物を借りるしかなかったのだろう。

（上位二重の影グレーター・ドツペルゲンガーは六十レベルまでの変身が可能。そしてＮＰＣで作る時とは違って、九十パーセントの能力コピー。装備品だけはプレアデスのものだとしてもやはりそこまで警戒するほどでもない、か。であれば殺してしまうのは損失が大きいな。傭兵シモベということは召喚する際に金銭がかかっているわけなんだから──やはり出来る限り無力化に留めたい。やはりそこもルールにしておかなくてはならないか）

「よし！　ルールを加える。お前たちドッペルゲンガーは死にかけたらアウトだ。お前たちの生命力は私が〈生命の精髄ライフ・エツセンス〉を使って観察する。お前たち確か体力も偽装できたな？」ユリがそれに同意するのを見て、アインズは頷く。「であるならば、それは一時的に抑止しろ。私が小突けば死ぬと思った段階でお前たちの名前を呼んで、アウトだと告げる。そうしたらそいつは死人だ。速やかに戦闘範囲から離脱しろ。それと憤怒の魔将も私が勝利宣言をしたら戦闘は終了だ。いいな？」

　憤怒の魔将に二人のドッペルゲンガーが了解の意志を示した。

「よし。それではコインが地面に落ちたらスタートだ。……そろそろ二十五分は経過しているから始めても文句は言われまい」

　アインズは〈生命の精髄ライフ・エツセンス〉を発動させると金貨を一枚取り出す。勿論、ユグドラシルの金貨ではなく、この世界の交易共通金貨だ。

「バフはよろしいっすか？」

「バフをかける時間を作るのも戦闘訓練の一環だ」

　アインズはルプスレギナ・ドッペルに答えると、少し離れ、それから両者の中間地点に落ちるようにコインを指ではね上げた。

　コインが地面に落ちると同時に、アインズは後方に飛びのきつつ、両手を突きだし叫んだ。

「絶対無敵障壁！」

　魔将も二人のプレアデス・ドッペルも体を硬直させたのが見える。しかしながらすぐに魔将とユリ・ドッペルが突進してきた。

　その通りだ。それが正解だ。

　今のアインズの行動に意味など無い。絶対無敵障壁などという技はユグドラシルにはない──はずだ。アインズが知る限りだが。にもかかわらずアインズが叫んだのはフェイントという意味だけでなく、もっと別の意味もある。

（あー、動きが鈍い気がするぞ。あいつらも何かされているのでは、とおっかなびっくりなところがあるな？　まぁ、相手の罠があるかも、というところに飛び込むとなるとそうなってしまうだろうな）

　この世界に転移したことによってもしかするとそういった技が存在するかもしれないという不安が、彼らの動きを縛っているのだ。つまりは未知が残るがゆえに、それはフェイントになるということだ。

　そしてそれは未知だけではない。アインズのアンデッド作成という特殊技術がいい例だ。

　ゲーム時代は、死体を媒介に作れば時間に限度なく無限に生み出せるということはなかった。この世界に来てからの異質化だ。このようにゲーム時代から変化した技というのは発見されてないだけで他にも色々あると思われた。いや、ないと考える方が愚かだろう。

　つまりはユグドラシル時代のゲーム知識だけで判断していくのは非常に危うい。

（この辺もアルベド辺り……いやコキュートスを含め色々と相談した方が良いな）

　無詠唱化した〈飛行フライ〉を発動させつつ、後ろに距離を取るように逃げながらアインズは考える。

（王国を滅ぼすまでに二年ほどの準備時間があるという話をアルベドがしていたな。それまで情報収集に明け暮れるべきか。国を大きくするということは外部との接触が大きくなるということだし……その辺もアルベドとデミウルゴスに投げつつ、二人の意見を聞くべきだな。んー、幻術は意外に強いかもしれないし、警戒しないと不味いかもしれないな。頭が良ければすごいことができそうだ。幻術に長たけた者を見つけたら、好待遇で引き抜いたりしたいものだ。フールーダが──おっと）

〈飛行フライ〉で逃げるアインズよりも走ってきた魔将の方が速い。残念ながら飛行はそこまで速度は出ないのだ。

「っ！」

　魔将の巨大なハンマーのごとき拳による一撃を食らい、アインズは痛み──即座に抑圧されるが──を感じる。シャルティアとの戦いのときも思ったが、やはり痛みさえも抑圧してくれるこの体には感謝しかない。これがあるからこそアインズは戦えるのだ。

　そして吹き飛ばされたアインズを追って、魔将が距離を詰めてくる。

　アインズにとっては最悪な行動だ。

（ユリは後方に回り込む形で移動か。俺の弱点の殴打ダメージを与えてくる二人で挟撃か。それでルプスレギナは距離を取って魔法……これはバフだな。いやいや、魔法詠唱者マジツク・キヤスターに対する最適解だ。これは魔将に組み込まれている戦闘プログラムのせいなのか？　それとも召喚したデミウルゴスの知識から選択された行動なのか？　まぁ、良い）

　距離を取らせてくれないなら無理やりにでも取るだけだ。

「〈上位転移グレーター・テレポーテーシヨン〉」

　視界が一気に開け、下の方に都市が広がる。通常、転移は転移先を知らないと移動することはできないが、視線の届く範囲であれば問題はない。千メートル以上の上空への転移を敢行したアインズは次なる魔法を発動する。

〈光輝緑の体ボデイ・オブ・イフアルジエントベリル〉だ。

　ユリも魔将も殴打攻撃でダメージを与えてくるので、この魔法はかなり有効だ。

「無論、それだけではないけどな」呟きつつ、アインズは地上を見下ろす。「……ぶくぶく茶釜さんやばりあぶる・たりすまんさんがいれば、後衛が殴られるなどということはないんだけどなぁ」

　チームでプレイしていれば魔法詠唱者マジツク・キヤスターが殴られるなどというミスをヘイト管理の上手いタンクが許すはずがない。

　彼らがインしてこなくなった時代──やがては一人でナザリックの維持費を稼いでいた時も、傭兵ＮＰＣを雇って余裕を持って行動していた。一人で本気の戦闘をするのはあの時のシャルティア戦以来だ。そのためなのか、愚痴がこぼれてしまう。

　距離があって魔将がどこにいるのか分からないが、広場の場所位はなんとなく分かる。そこに攻撃魔法による絨じゆう毯たん爆撃は有益な戦術だが、そういったことはしてもしょうがない。真正面からのガチンコこそ今回の目的とも言えるのだから。

「〈魔法効果範囲拡大化ワイデンマジツク・転移遅延デイレイ・テレポーテーシヨン〉」

（そういえば、傭兵ＮＰＣを雇っていた時もヘイト管理が適当でイライラしたなぁ。あの辺はプレイヤー同士でチームを作ろうね、という運営からの狙いだったんだろうな……）

　さらに上空、〈転移遅延デイレイ・テレポーテーシヨン〉の範囲内に転移してくる大型の存在──魔将を確認する。〈転移遅延デイレイ・テレポーテーシヨン〉によってこの世界に姿を見せるのはもう少し後になる。つまりは最も強い盾が失われ、二人の脆もろい敵が目の前にさらけ出されている状態だ。

　敵の戦力を削るという意味では弱い二人を先に潰すべきだ。アインズは重力に身を任せつつ、〈飛行フライ〉によって更に加速する。

　落下速度も合わせ、かなりの速度だ。ごうごうと空気が流れ、顔にぶつかる。そんな中、アインズは目を見開き、広場を睨む。

「家屋に隠れた方がいいと思うが……」

　アインズはぼそりと呟き、堂々と広場に立つルプスレギナを目標に据える。

　ユリは少し離れたところだ。こちらを視認はしているが、迎撃に向かってくる気配はない。回復職を一人で立たせることには眉を顰めなくもないが、範囲魔法を警戒していると考えればユリの行動は間違っていない。

　地面すれすれで停止し──別に地面に激突してもアインズは一切のダメージを受けないのだが──魔法を発動させる。

　アインズは第十位階の中でも最も破壊力に長けた魔法、〈現断リアリテイ・スラツシユ〉を選択する。同時に特殊技術の魔法最強化を起動させる。魔法三重化などを使えば一気にダメージを与えることができるのだが、ドッペルゲンガーにどれだけのダメージが入るか不明なこの状況では危険だ。万が一にも一撃で殺してしまうような危険は避けるべきだろう。

「〈魔法最強化マキシマイズマジツク──〉」

　腕を翳した瞬間、飛来した一撃によって腕にダメージが入り、魔法が霧散化する。使用しようとした魔力だけが無駄に消耗した形だ。

（何!?　射撃による魔法妨害!?　特殊技術!?）

　アンデッドとしての特性か、それとも歴戦プレイヤーとしての実力か、混乱したのはほんの一瞬だ。即座に受けた攻撃の分析に取り掛かる。

　魔将にもユリにもルプスレギナにもこのような能力はない。

（シャルティアを洗脳した世界級ワールドアイテム持ちもあり得るが──）

　ハンゾウが見逃したとするなら──

　飛び道具を使ってくるのは──

　彼女なら魔法妨害の特殊技術を──

「──嵌められた！」

　答えに辿り着いたアインズは叫ぶ。

　ユリが接近し殴り掛かってくるが、魔法で防御力を上昇させたので、さほど警戒する必要はない。今はそれ以上に対処しないと不味いことがある。

（すべて罠だっただと！　いや、ユリは──そうか！　こことは広場！　ハンゾウがプレアデスと言ったのは！　糞！　二人で全員など変な言い方だ、と思ったんだ！）

　全てが一本の糸でつながる。

　今の攻撃はシズによるもの。

　ユリとルプスレギナだけではない。この戦場にはシズがいた。そしておそらくはソリュシャンもエントマもいるはずだ。この都市にはプレアデス・ドッペルの面々が揃っていたのだ。

（いや、いや、冷静になれ。今のは単にシズのドッペルゲンガーの運が良かっただけだ。レベル差があれば、能力に開きがあれば抵抗しやすくなるもの。次はこんな幸運──私にとっての不運は起こらないだろう）

「〈上位呪詛グレーター・ワード・オブ・カース〉」

　遅れて追って来た魔将から魔法が飛んでくるが問題なく抵抗。怖いのは近接戦なので、距離があれば問題ない。

　アインズは上空にいる魔将を無視し、先程からちまちまとダメージを与えてくるユリも無視。そしてルプスレギナへ突進を敢行する。

　その瞬間──

　横手から乱れ飛んでくるのは蟲の形をした弾丸。エントマに違いない。

　上位物理無効化で遮断するまでもない。魔法の付与されていない射撃攻撃はアインズには効果はないのだから。

　プレアデスの持つ武具であれば、データ容量が大きい為、アインズの耐性を全て貫いて来るだろう。先程のシズやユリの攻撃がいい例だ。しかしながら一部の特殊能力はそのキャラクターのレベルに依存するものがある。特にエントマはレベル依存の技が多い。

　五十レベル程度のエントマではアインズに何の痛つう痒ようも与えることはできない。そして完全にダメージが無効化される場合、それに付随した効果は発揮しない。

　ゆえに無視で十分だ。

　エントマを一瞥だにしないアインズに回復役を潰されまいと、潜伏していたであろうソリュシャンがルプスレギナの前に地面から盛り上がるように現れる。範囲攻撃の前にはあまり意味のない行動とも言えるが、回復役を守るためには他にやりようがない。

　ただ、ソリュシャンは致命的なミスを一つ犯している。アインズは魔法詠唱者マジツク・キヤスターである。近接戦に持ち込む必要などこれっぽっちもない。遠距離から攻撃魔法を放てばいいのだ。そんな人物が前に──ルプスレギナ目掛けて突進してきた理由について考えるべきだった。

　アインズの目的はたった一つ。

　敵の存在を明らかにし、伏せているカードをオープンさせるためだ。

（ナーベラルはいない？）

　分からない。王都を襲ったメイド悪魔には彼女はいない。しかしながらプレアデスの一員という意味ではいないとも限らない。最後の最後まで伏せているという可能性はあり得る。だが、ひとまずは相手のカードがわかった以上、敵のど真ん中で戦う理由はない。

「〈上位転移グレーター・テレポーテーシヨン〉」

　シズの妨害を受けることなく、視線が通っていた建物の屋根への転移に成功。

（ユリたち全員の能力を思い出せ。最初に潰すべきは誰だ？　──回復役のルプスレギナだな。シズも要注意だが……どこにいるのか分からない……。他は後回しだな。一番手間取る魔将は最後だ）

　ルプスレギナがソリュシャンに魔法をかけているのが見える。時間をかけても相手にとって不利益はない。だからこそアインズが離れたら追撃を仕掛けてこないのか。いや、〈上位転移グレーター・テレポーテーシヨン〉で好きに移動できるアインズを追っていけば、バラバラになった挙句に各個撃破されると理解しているからこそだろう。そしてそれこそがアインズの狙いだったのだが。

　見破られていても問題はない。

　遠距離からの魔法攻撃に絞って相手を焦らせ、そして各個撃破していけばいい。遠距離戦に強いシズがいるが、連続して攻撃していてはこちらに居場所がばれてしまう。そのためここぞという時にのみ攻撃をしてくるパターンのように思われた。であれば、そこまで怖くはない。それとも──

「姿はないようだし、ナーベラルの代わりはお前か」

　ずんと地面に降り立った魔将に口の中で転がすように問いかける。

　アインズは思わず苦笑いを浮かべてしまった。

「はは。ナーベラルもなんとも太くなったな。ゴリラルとでも名付けようか。それに使用する属性も大きく変わった。まぁ──面白い。プレアデス・ドッペルが相手というのであれば──」ばさりとアインズはマントをはためかす。無論意味など無い。王者のポーズをとってみたかっただけだ。「──少し本気でやるべきだろうな」

　死ぬなよ、と思いながら──

「〈魔法二重最強化ツインマキシマイズマジツク・現──〉」

　ルプスレギナへの魔法を飛ばそうとしたアインズの腕を、再び銃弾が撃ち抜く。そして再び魔法は意味を失った。

「──は？」

　あり得ない。

　一度はありえても、二度も魔法をキャンセルされるわけがない。シズとアインズには圧倒的なレベル差があるのだ。

　レジスト失敗などという不運が二度も連続で起きた？　そんな可能性がどれほどあるというのか。それともこれは不運ではなく、当然の結果──例えば相手がシズではないのか。

　憤怒の魔将が炎の翼を広げ、アインズに迫ってくる。ユリが右側から、エントマが左から迂回するような形で空を飛び上がってくる。

（なんで？　どうして？　これもこの世界になったことによる何かの変化？　それともガーネットさんがシズに何か渡していたのか？　それともシズじゃない？　ユリは何と言った？　姉妹と言っていたが、それはドッペル……パンド──ああああ！）

　近距離まで迫った憤怒の魔将が後ろに拳を引き、全力で殴りつけようとしている。

（くそ！　普通に殴ってくるのが一番嫌だ！　ナーベラルの代わりなら魔法を使えよ！　このゴリラル！）

　まぁ、使ってきたら完全に防げるのでつまらないと言えばつまらないのだが。

　アインズは迷わず、自分から間合いを潰すべく前に詰め寄る。

　逃げると判断していたであろう魔将の動きは鈍い。向こうはユリと連携して完全にアインズを挟み込むつもりだったのだろう。

　炎の剛腕による一撃──フェイントのつもりだ──を、だからこそ潜り込むようにアインズは回避できる。

　耳元を驚くような速さで腕が通り過ぎ、舞い起きた風が悲鳴のような音を立てる。

　純魔法詠唱者マジツク・キヤスターが戦士系のモンスターの攻撃を避ける。

　ユグドラシルプレイヤーであればそんなこと出来るのか、と思うところだが、これは幸運からではない。先の通り、魔将はアインズが前に出るとは思っておらず、全力を出し切っていなかった。そしてもう一つ。訓練の結果だ。

　この潜り込み、相手に肉薄するような回避をアインズはコキュートスと何百回も訓練している。その甲斐あって、十回に一回ぐらいは、コキュートスの全然本気ではない攻撃であれば、このように潜り込める。

（コキュートスには、こんな甘い、大ぶりな攻撃は、優秀な戦士は絶対にしないので油断してはだめですよ、と言われていたが……実戦でもなかなか使えるじゃないか）

　そのまま、アインズは魔将の分厚い胸板に手を当てる。

　そして接触魔法を発動。

　魔法には有効射程というのがあるが、中にはまるで距離がない魔法などもある。こういった魔法は相手に触れる必要があるので、魔法系職業と戦士系職業などを同時に取る者にしか使いこなせない。不便だからこそ、同位階の魔法と比較して強く、一位階は上の能力を秘めているのだ。

　使用したのはアインズの得意な死霊系第八位階魔法〈生気吸収エナジードレイン〉。相手のレベルを一時的にドレインし、そのレベル量に応じた様々なメリットを受けるという魔法だ。それも魔法最強化で強化して。

　魔将の抵抗を貫き、レベルを吸収。それによってユリから受けた傷がそこそこ回復する。とはいっても、この魔法による回復はあくまでも補助的なものでしかない。

　アインズの様々な能力が一時的に上昇。それと短時間で切れるが特殊なバフがかかる。一方、魔将には時間では消えないレベルダウンという特殊デバフをプレゼントだ。

　今度は魔将の方から距離を取った。

　怒りに歪められた顔に別の色が僅かにあった。

　驚きか、あるいは感嘆か。

　アインズもあの一撃をかいくぐった自分をほめてやりたい気持ちで一杯だった。とはいえ、先ほどのは相手の油断が大いにある。しかし、手品もタネがばれてしまえばつまらないように、二度と通用しないだろう。




「まぁ、奇策を幾度も繰り返すなど愚か者の所業だな。なぁ──プレイアデス！　オーレオール・オメガ！」




　そういうことだ。

　この戦いは五人のドッペルゲンガーに憤怒の魔将、そして百レベルＮＰＣがいたということだ。

（アルベドが私に敗北を贈ろうとこの作戦を考えたのか？　まさか、オーレオールまで使ってくるとは）

　七姉妹プレイアデスの末妹、オーレオール・オメガは第八階層の領域守護者にして、指揮官系の職業で最適化した百レベルＮＰＣだ。彼女は指揮官として命令することによって仲間に様々なバフをかけることが出来る。シズの特殊技術がレベル差を覆しているのはそのためだろう。

　オーレオールがどのような特殊技術を用いたかまでは分からないが、役割分担を物理火力役アタツカー、魔法火力役アタツカー、回復役ヒーラーなどと分けていくとその他──特殊役ワイルド担当だ。何が出来ても可笑しくはない。

（ぷにっと萌えさんはどんなことが出来た？）

　ＰＶＰにおいて敵として正面切って戦うわけではないから、アインズも指揮官系統の職を収めた相手については不勉強だ。

（私が許可を出してもいないのに、第八階層を離れてここに来ているはずがない。そうなるとドッペル達がここに来る前に何らかのバフをかけただけで、細かなバフは不可能だと判断して──。いや、オーレオールの二重の影ドツペルゲンガーがここに来て？）

　──いや。無駄なことを考える時間はない。重要なのはたった一点。アインズの魔法を完全に破棄できるのか、それも無限に、という事のみ。

　ユグドラシルの特殊技術というのは二つのパターンに分かれている。一つが一度使うとクールタイムが必要なタイプ。もう一つは一定時間内での使用回数が決まっているタイプ。その複合型も無いわけではないが。

　どちらの方が強いかと言えば、使用回数が少なければ少ないほど、クールタイムが長ければ長いほど強い。アインズが持っている切り札、〝あらゆる生あるものの目指すところは死であるThe goal of all life is death〟のような百時間に一度という類のものだ。

　ではアインズの魔法を無効化したシズの銃撃はどちらか。

　先程の技はかなり便利な割にそこまでクールタイムがあったとは思えない。とすると回数制限型だろう。ただ、回数がどれぐらいの時間で回復するものかが読めない。使用回数を使い切ってしまえばこの戦闘中は回復しないと思いたい。

（──打ち止めまでは十位階の魔法は温存するべきなんだが……）

　アインズはプレアデスと魔将の位置関係を素早く確認する。目の前には魔将。後方にユリ──今、殴ってきた。気のパワーを乗せた拳打は鉄をも砕くが、アインズのレベルになると大したダメージではない。やはり危険なのは魔将だ、と再認識しつつ、更に他の面々の様子を窺う。

　広場に隣接した左の方の家屋の中にエントマ。広場にはルプスレギナ。その前に守るようにソリュシャン。シズの場所は不明。

　スナイパーの場所が分からないなど最悪中の最悪だが、敵の位置がばらばらだというのは最高だ。

　フッ、とアインズは笑ってしまった。

　笑える状況ではないと知りつつも、浮かんでくる笑みを止めることができない。

（面白い！）

「なら、吹き飛べ。〈魔法最強化マキシマイズマジツク・核爆発ニユークリアブラスト〉」

「っ！」

　アインズの目の前。魔将との間に閃光が膨れ上がり、一気に全てを吞み込んでいく。ユリが驚いているのも当然か。アインズもまたそれに巻き込まれたのだから。

　第九位階魔法に属する〈核爆発ニユークリアブラスト〉は攻撃魔法としてみると微妙だ。与えるダメージは炎で半分、殴打ダメージで半分の複合ダメージである上、ダメージ量は第九位階魔法としては弱い。

　炎無効の能力を持つ憤怒の魔将を相手に使うのなら、選択肢から除外される魔法だ。にも関わらずアインズがそれを選択したのには当然わけがある。

　まず、効果範囲が広く、全魔法の中でも最上位に位置する魔法だということ。あと毒、盲目、聴覚消失等の複数に渡るバッドステータスを与えるということだが、こちらはあまり期待していない。魔将レベルであれば大概レジストされるし、耐性を持っている。プレアデスの面々に至っては装備品で無効化しているはずだ。この魔法を選択した最大の理由は、この魔法が強いノックバック効果を持っているということだ。

　これによるダメージは当然アインズにも入る。ユグドラシル時代はフレンドリィファイヤーが無効だったからこういった無理な使い方でも問題はなかったが、今ではそれは自傷行為の類だ。いくら魔法防御力が高いからと言っても、わざわざダメージを負ってまで使う必要はなく、こんな自爆まがいのやり方をするくらいなら別の魔法を選択するべきなのだ。

　しかしながら、アインズはその辺りは考慮済みだ。

　殴打ダメージを〈光輝緑の体ボデイ・オブ・イフアルジエントベリル〉の能力を起動して完全に防ぎきれば、炎ダメージは当然無効化されるのでダメージは一切ない。諸々のバッドステータスだってアンデッドには効果はない。

　つまり──アインズはノーダメージなのだ。

　完全に防ぎきればノックバック効果だって受けない。爆心地に一人平然とアインズは立つ。

「ははっ」

　アインズは笑う。自分の戦略通りにことが進むとやはり爽快だ。

　敵を吹き飛ばし、戦列を崩壊させる。それが狙いだったのだ。

　自分に色々と──こういった戦術を含め──指導してくれた友人たち──ギルドメンバーの姿がちらりと思い浮かんだ。

　先程からそうだったのだが、負ければ死ぬという戦いの中にあっても、ユグドラシル時代を思いだし、なんだか楽しくなってくる。

（前も思ったが……戦闘狂ではないはずなんだがなぁ……）

「──さぁ、まだまだ。これからだぞ。皆に鍛えられた俺の力を見せてやるぞ」

　第九位階魔法が荒れ狂った結果、周囲の建物は吹き飛び、広場が一気に広がってしまった。

　これはしょうがない。この都市の役目はここまでなのだから。

　ただ、魔法を更に広範囲化に強化し、シズも確実に巻き添えにした方が良かったのだが、あまりに破壊しすぎるのも問題だと思って使わなかったのは失敗だったかもしれない。

（まぁ、いい。あとは──）

　アインズはルプスレギナがいた筈の方向を睨む。敵の包囲網は完全に破綻した。

　オーレオールのバフがあっても、衝撃の影響からは逃れられなかったらしく、全員が地面から慌てて体を起こし始めているのが見えた。

（〈核爆発ニユークリアブラスト〉で減った体力はあれぐらいだろうから──）

　アインズはルプスレギナの方に飛びながら〈現断リアリテイ・スラツシユ〉を放つ。

　今度はシズの邪魔が入らず、ルプスレギナの体から血が吹き上がる。

「〈魔法効果範囲拡大化ワイデンマジツク・大顎の竜巻シヤークスサイクロン〉」

　より巨大にした荒れ狂う竜巻を後方──ユリと魔将を範囲内に巻き込む形で生み出す。魔将とユリの視界を遮ると同時に攪乱するため、それと時間を稼ぐためだ。〈核爆発ニユークリアブラスト〉の前に竜巻を作り出し、射線を遮って最初にユリを潰すというプランもあったのだが、魔将が簡単に突破してくるだろうからそれは避けた。混乱しているこのタイミングが一番効果的だという判断だ。

　ガラガラと自分の上に崩れ落ちた柱をどかしながら、エントマが立ち上がったのを横目にとらえた。

　いまだその姿を視認できていないシズはどうなったかは不明だ。倒壊した家屋の下敷きになっていれば御の字だ。

「こっちに来たわ！　止めて！」

　ルプスレギナの前に立った、ソリュシャンが叫ぶが、暴風圏内のユリと魔将にはその声は届かない。ユリに至っては吹き飛ばされないように暴風圏内から必死に移動している。一部の職業であれば転移や非実体化、などの特殊技術や魔法で簡単に逃げることができるのだが、彼女はそういった能力を有していないようだ。

　その分、ほかに力を入れているという事なのだが──。

（この戦闘を後で見れば、自分たちがどういった装備や準備をしなくてはならないか分かるだろうな。いや……）

　本当のプレアデスであれば見事に対処したかもしれない。これはあくまでもプレアデスの能力をコピーしたドッペルゲンガーだ。戦闘に関しての手際では絶対的に本人よりも劣っているはずだ。

　距離を詰め、〈現断リアリテイ・スラツシユ〉を放とうとしたアインズの前に、ドスンと蟲が落ちてくる。運搬用の大型の蟲であり、戦闘能力はない。あくまでも射線を遮るという狙いなのは間違いない。

　ユグドラシルではこんな使い方はできなかった。にも関わらずそういった使い方をするエントマ──ドッペルゲンガーだが──に感激しつつ、アインズは魔法を唱える。

「〈上位転移グレーター・テレポーテーシヨン〉」

　上空に転移することで、それを躱かわしたアインズは〈魔法二重最強化ツインマキシマイズマジツク・現断リアリテイ・スラツシユ〉をルプスレギナに放つ。

　仮にシズが狙いを付けていたとしても、いきなり上空に転移されれば、目標をロストしてしまうはずだ。人間形態の弱点として、上下の急な移動を目で追うのは難しいからだ。

　とはいってもペロロンチーノのような経験豊富で類まれな射手は、相手の動きを予測したように上下の移動にも対応してくるのだから転移を使っても逃げられない可能性はある。

（ロックオンでもしているかのように狙いが追尾してきたからな、ペロロンチーノさんは。シズもその領域まで頑張らないといけないぞ）

　懐かしさを覚えつつ、アインズは叫んだ。

「ルプスレギナ、アウトだ！」

　相手の残ＨＰを詳しく見ながら戦うのはかなり難しい。これ自体が一つのハンデとも言えなくもないほどだ。そのため、本当にルプスレギナがアウトかと言われると少し自信はない。だが、うっかりミスで殺してしまうのは避けなくてはならない。

（ドッペルゲンガーだから弱体化しているし、ＨＰも本来のルプスレギナとは違うからなぁ。さーて、魔法詠唱者マジツク・キヤスターを潰したからには陰険な手段を使うぞー。〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉）

〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を発見する方法はあるのだが、プレアデスでアイテム以外の手段を持っているのはルプスレギナだけだろうし、魔将は持っていないはずだ。つまりこの陰険な攻撃方法に対応する手段はないと思っても良いはずだ。

（回復手段は潰したから、シズをじっくり探すか。まさか消耗品までは使わないよな？）

　こんな戦いにナザリックの財産を無駄に使われるのはアインズ的には許せない。

「どこ！」

「消えたぁ！　〈不可視化インヴイジビリテイ〉!?」

「〈不可視化インヴイジビリテイ〉なら発見できるわ！　でもいない！」

「別の透明化ぁ？」

　二人が混乱しているのが聞こえる。

「馬鹿っすね！　〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉っすよ！」

「ルプスレギナ！　それは反則だ！」アインズは叫ぶが、〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉によって声は知覚してもらえない。「もー、しょうがねぇなぁ」

　アインズはぼりぼりと頭を搔く。

　竜巻を突破したのか魔将とユリもアインズを探して周囲を窺っているのが見える。〈核爆発ニユークリアブラスト〉を追撃で叩き込むのが上策だが、ルプスレギナが死んでしまうかもしれない。アインズは諦め、落下しつつ、ユリとの距離を測る。それから他の面々とＨＰ減少量を比較検討し、先の魔法で殴打以外に炎によるダメージも受けていることを確認──

「〈魔法三重最強化トリプレツトマキシマイズマジツク・朱の新星ヴアーミリオンノヴア〉」

　炎系の対個人攻撃魔法としては最高位の魔法──超位魔法を除き──をユリに飛ばす。

　第十位階魔法にも当然、炎のダメージを与える攻撃魔法は存在する。

〈大溶岩流ストリーム・オブ・ラヴア〉、〈神炎ウリエル〉などだ。しかし、どれもアインズが使うには難点がある。

　まず〈大溶岩流ストリーム・オブ・ラヴア〉はアインズは使えない。あれはマーレなどの森祭司ドルイドなどが修めることのできる信仰系魔法だ。

〈神炎ウリエル〉は習得条件さえ満たせばどの系統の魔法詠唱者マジツク・キヤスターも使えるが、あれはカルマ値がプラスの最大値であればダメージが規定値通りに出る。少しでもそこから下がるとダメージが減っていき、アインズの場合は第一位階以下の攻撃力しかない。

　使い勝手がいいという意味では、アインズはこれ一択だった。

　ユリの体力が大きく削れた。そして──

「──〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉」

「また消えた！」

「ずるいぃ！」

「正々堂々戦って欲しいっす！」

（いや、対策を取れない段階でそちらが悪いんだ）

「というか！　シズはいまだにどこにいるか分からないし、お前たち三人がいることを伏せていただろうが！　ずるいのはどっちだ！」

　聞こえていないとは知っているが取り敢えずアインズは叫ぶ。

　気が付けば、魔将が先程までアインズのいた場所めがけ突進してきている。

「残念だけど、外れだよ」

　既に移動を開始しており、そこにはアインズはいない。ただ、範囲攻撃魔法を叩き込めばダメージぐらいは入る距離にいるのだけど、と思っていると、突然、魔将の進路が曲がり、アインズに一直線に向かってくる。

「は？」

　見えないはずじゃないの？　という疑問は続く痛みに搔き消される。

　魔将に殴り飛ばされ、吹き飛ぶ。先程のとは本気の度合いが違うためアインズでは回避も防御も困難だ。いや、それ以上に油断しすぎて避けるという考えが頭から抜け落ちていた。

〈飛行フライ〉による姿勢制御のお陰で転倒は免れる。シャルティア戦の時と同じだ。

　吹き飛んだアインズを追って、魔将が飛んでくる。その視線がアインズを着実にトレースしている。

（……憤怒の魔将は看破能力を……ああ、使ったな！　切り札〈魂と引き換えの奇跡〉を）

　悪魔が魂と引き換えに願い事をかなえるという寓話が元になったその力は、奇跡を体現する。内部データ処理がどのようになっているのかは不明だが、ユグドラシル時代は第八位階までのどのような魔法までも一度だけ発動可能という能力だった。

　通常、魔将たちがそれで発動する魔法は治癒系と相場が決まっている。しかしながら今回は〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を看破するための魔法を発動させたのだろう。

　最も警戒していた力を消費してくれたことに感謝しつつも、アインズは作戦を練り直す必要に駆られる。

　接近した魔将に再び殴られ、アインズは苛立ちと焦りを覚える。

　レベル差がこれだけあるのだ。まだまだ余裕はあるが、だからと言って殴られ続けて大丈夫なはずもない。

「ちっ。お返しだ。〈魔法三重最強化トリプレツトマキシマイズマジツク・万雷の撃滅コール・グレーター・サンダー〉」

　上位の悪魔は属性ダメージに対する高い耐性を持つ。どの属性かまではバラバラだが、雷はどちらかというと効きやすい類だ。効果的な魔法を三発最大ダメージで食らった魔将の体がぐらついた。

　そして再度魔法を使う。

「〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉」

「汚いっす！　アインズ様、すごく汚いっす！」

「もうぅ！　もうぅ！」

　地団太を踏んでいるエントマにゴロゴロと転げまわっているルプスレギナ。唯一、ソリュシャンだけは鋭い目で周りを見渡している。

　傭兵シモベは全て同じはずなのに、性格に違いがあるのは、各プレアデスを真似ているからなのだろうか。それとも時間によって性格に変化が生じているのか。眼前の魔将はアインズから離れず移動を続けつつ、怒鳴った。

「ここだ！　範囲攻撃を仕掛けろ！　俺ごとやれ！」

　迷いなく、ごばっとエントマの口から黒雲が吐き出される。

　エントマの切り札。蠅吐きだ。

　だが、アインズには効かない。というのもこの技は刺突に属する。骨しかない体のどこを蠅が蝕むというのか。魔将だけが煩わしそうにしている有様だ。

「おい！　効いてないぞ！　というか俺だけに効いているぞ！」

「えぇ！」

　能力をコピーするのと、それを完璧に使いこなすのとはまるで違う。エントマ本人ならあのようなミスはなかったはずだ。

「範囲攻撃を私は持ってないわ。ユリ姉様は!?」

「これで！」

　ユリの手の中に光が宿った。

　気爆掌。接触すれば対個人攻撃、接触してない状態で使えば拡散する衝撃波を放つ攻撃だ。無論、接触状態で使うのが当然であるため、拡散型は非常に弱い。しかしながら対個に特化しているモンクは範囲攻撃が少ない──というよりほとんどない──ため仕方がないと言えば仕方がない。

「そこだ！　移動しているぞ！」

「こっち!?」

　ユリが少し前にアインズがいた場所で気爆掌による範囲攻撃を行っている。その姿にアインズは眉を──ないが──顰めつつ、手を突きだす。

「……いや、回復を優先しておけよ」

　気による回復はユリも出来たはずだ。

　アインズは突っ込みを入れてから魔法を発動する。無論、先程効果的だと知ったものだ。

「〈魔法二重最強化ツインマキシマイズマジツク・朱の新星ヴアーミリオンノヴア〉」豪炎に包まれたユリに、攻撃魔法を使ったことによって姿を現したアインズは冷静に告げる。「ユリ、アウトだ。──〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉」

　さて、本気でシズを探さないと不味いな、とアインズは判断し、魔将を警戒しつつ大回りで動き出す。
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　市壁に立ち、多数の人間と一緒にネイアは戦いを見守る。

　魔導王に助けられ心服している者たちが多いがそれだけではない。

　聖騎士だっているし、神官だっている。ネイアからでは人の壁で直接は見えないが、レメディオスだって話し声が聞こえる程度の近くにいる。

　幹部でいないのは、グスターボとカスポンドぐらいだろうか。

　そこで眺めている誰もが何も言えな──いや違う。たとえる言葉が存在しない戦いだった。

　知ってはいた。

　ヤルダバオトの難度は二百を超えると蒼の薔薇の面々が言っていた。ならばあれは人の形をした巨大なドラゴンの戦い。人間の世で行われればそれだけで大惨事になる戦いだ。

　都市一区画の崩壊だけで済んでいることに感謝すべきだろう。家屋の幾つかが燃え、白煙を立ち上らせているが、人的被害はないに等しい。

　観戦する最中も、竜巻が、炎が、雷が、人知を超越した巨大な力の放出が荒れ狂う。その中の一つだけでも、多くの命を容易く奪うであろう力の放射。

　特に──

「綺麗だった……」

　ネイアの心を揺るがしたのは二度起こったあの白い光球だ。

　全てを吞み込み、綺麗に消し去る力。そこにネイアは善なるものを感じた。確かに神聖なる力なのかは分からない。あの光が消え去った後の圧倒的な破壊痕には恐怖さえ感じた。しかしながら強大な力に対する憧れの方が勝った。

（まだ、戦闘は続いているみたい。あれだけの魔法を使ってもまだ勝負がつかないなんて……ヤルダバオトは本当に強いんだ）

　話には聞いていたし、この目でも見た。しかしながらまだまだ考えが甘かったようだ。それが完膚なきまでに打ち砕かれた。

　聖王国にいる間、仮かり初そめとはいえ、仕えている王が戦うのだ。その雄姿をこの目で見るのは当然の務めであるとネイアは思い、この場から見守っていた。そしてもしもの場合には──

　──ネイアは己が持つ弓をぐっと強く握りしめた。

　見ていれば、ヤルダバオト以外にもいくつかの影が魔導王に戦いを挑んでいるのがわかる。難度百五十といわれるメイド悪魔たちだ。それだけの強敵を同時に相手にして一歩も引かないのだから、魔導王の力の凄まじさには畏敬の念を抱かずにはいられない。

　ネイアは今こそはっきりと自覚した。魔導国の民を──正義に庇護された者たちをうらやんでいる、と。あれほどの存在を王にした国はどんなに幸せだろう。

「弱いというのは罪だ。だから強くならなくてはならない。もしくは魔導王陛下のような正義を押し戴くべきなんだ」

　ネイアはこの頃、いつも思うことを小さく口にする。幾度も繰り返し続けたことによって、それは祈りの言葉にも似てきた。

　突如、隕いん石せきが落下し、大爆発を起こす。

　建物の残骸が大きく吹き上がり、土砂と混じり合いながら雨のように散っている。

「団長……。ヤルダバオト……凄すぎませんか？」

「そうだな」

「魔導王──陛下も強すぎます。将来、もし我が国の敵になった場合……その、どうなるのでしょうか？」

「そうだな」

「団長？」

「そうだな」

　レメディオスが三人の聖騎士たちと話しているのが聞こえる。

　質問をしている聖騎士たちは、レメディオスが背後から聖剣の力を解放してまで戦いを挑んだのに子供のようにあしらわれた姿を見ていないのだろうか。

　ああ、見ていないかもしれない。それでもあの戦闘を見れば誰にだってわかるではないか。魔導王とヤルダバオト。この二人の力はあまりにも想像を絶したところにある、と。今更、そんなことを考えても遅いのだ。いや──

（魔導王陛下がこの国を支配してくれれば、もう二度とこの国は亜人たちに攻められない）

　ネイアは自分の中で生まれた考えがあまりにも完璧すぎることに驚く。少し怖いぐらいだった。

（聖王国を合併していただく……恐ろしい暴君であれば私だってそんなことは考えない。でも魔導王陛下はそんなんじゃない。あの方は正義だ。であれば……私の意見に賛同してくれる人たちを集めよう！）

　ネイアは考えをめぐらす。

　魔導王を尊敬し、崇拝する者たちはかなり増えている。あの圧倒的な力に惹かれる者、苦しみから救ってくれたことに感謝する者、亜人に対する憎悪からその復讐を代行してくれることを喜ぶ者などだ。

　そういった者たちの中からこの国の平和がいつまでも続いてくれることを祈る者を集めて、自分の話を聞いてもらおう。

　ネイアは自分が若く、まだまだ人生経験に乏しいことを理解している。だが良識ある大人だったら、ネイアの考えが間違っていると判断したら止めてくれるはずだ。

（私の部下として配属された弓兵の方々の中から最初に数人探してみよう）

　中でも自分の親しい者を失い、憎悪を抱いている者に声をかけるのが良いかしれない。ネイアにもその気持ちはよくわかるのだから。

　そこまで考えたとき、ドォォォオン、というひときわ大きな爆発音が響いた。

　そしてかなり離れたところにあった高い建物が崩壊していく。

　魔導王が何の意味もなく、そこを崩壊させるはずがない。ネイアは目を細めて見ようとするが、倒壊し、土煙を上げる建物に何があったかを見抜くことはできない。

　さらに追撃といわんばかりに太い雷の柱が天から落ちてきた。

　やはり何かの狙いあっての行動のようだ。

　また暫く様々な魔法が都市を破壊しながら、繰り出され続ける。

　ネイアは不安を抱く。

　あれらがどれだけ凄い魔法なのかは言うまでもないだろうが、魔導王の魔力は続くのだろうか。

　ネイアは頭を振って、自分の中に生まれた不安や恐怖というものを追い払う。

（大丈夫！　魔導王陛下であればそこまで計算されているはず。この国のために、大切な魔力を消費されてしまったけど、それでも──！）

　ただ、もしもの話だが、ヤルダバオトが勝利すればこの世界に救いはなく、絶望だけが残る。そんなことになったらどうすればよいのか。

（魔導王陛下、お願いします！）

　ネイアの願いを聞き届けたかのように、二つの何かが空へ上がっていった。

　先に空に昇るのは黒い闇を後に残す者。その後ろを追いかけるのは紅蓮の翼をはためかせ、炎を後に残しながら続く者。

　メイドたちがそれに追従する様子はない。それは一つのことを物語っている。魔導王は難度百五十という化け物の中の化け物を、ヤルダバオトと戦いながら下したということだ。

（──凄い！）

　ネイアは感動に打ち震える。

（魔導王陛下はヤルダバオトよりも上なんだ！）

　そうだ。それ以外考えられない。

　ヤルダバオトが魔導王より格下でメイド悪魔たちが圧倒的格下だからこそ、ヤルダバオトを相手にしつつ、メイド悪魔を撃退できたのだ。

　ネイアは生まれてくる歓喜をぐっと堪える。尊敬する人の偉大さをこの目にさらに焼き付けられたことに対する喜びが爆発しそうだ。

　ネイアの心臓は痛いほど高鳴っていた。

　自分たちはいままさに、将来謳われるであろう英雄譚の真の一幕を目にしているのだ。

（──いや、違う）

　再び天空で戦いが始まったようだ。

　紅蓮の玉や光の玉などが空で生まれている。

　多分、都市の一区画を容易く吹き飛ばした魔法なども乱れ飛んでいるのだろうが、あまりにも距離があり過ぎて可愛らしささえある。

　しかしながらそれは人の届く領域ではない力の応酬。

（これは……）

　横目で窺えば、市壁に並び、固唾を吞んで見守っている誰もが、それを理解している様子だった。ただ、黙って真剣な面持ちで天空での戦いを見守る。

　誰かが手を組む。その横の人間がそれを真似──市壁にいる皆がほぼ手を組んで、空を見上げた。

　それは崇拝にも似た何かだった。

（……これは神話だ）

　どれだけの時間が経過したかはネイアには分からない。やがて──どよめきが上がった。

　皆の視線の先、一つの点が落ちるように東の空に流れ──そして消えていった。

　勝負がついた。

　誰もが見守る中、空にあった唯一の点がゆっくりと下に降りてくる。視力に長けるネイアは誰よりも早く、ショックから口をその手で押えた。

　紅蓮の炎が他の者にも見えだした時、市壁の上は沈痛な静寂に包まれた。ただ、誰一人として逃げようとする者はいなかった。あの戦いを目にすればわかる。逃げたところでどうしようもない。

　炎をまとった翼をはためかせ、勝者ヤルダバオトがその姿を見せた。

　勝者というには悲惨すぎる姿だった。

　全身には隈くまなく電流が走った跡が残り、顔の半分は潰れたようになっている。深い傷口からは新鮮な血がだくだくと流れている。血は高熱を発しているのか、市壁に落ちるとじゅっという音を上げるのだが、その音が止む瞬間はない。

　二人の戦いがどれだけ熾し烈れつだったかを言葉以上に雄弁に語ってくれた。

「噓よ……」

　ネイアの呟きをかき消すように、重々しい、だが、それでいて痛々しさを帯びた声が市壁全体に響き渡るように聞こえた。

「……強者だった。あれほどの強者はモモン以来であった。侮った。愚かなことをした。亜人を率いた意味を失うところだった。だが──、そう。だが、奴は死んだ」

　信じたくはない。だからネイアは叫ぶ。

「噓よ！」

　ヤルダバオトの無事な方の目がネイアを見据えた。生物としての格が違う視線を浴びながらも、ネイアは揺るがない。己の心を激情が支配しているからこそ、恐怖という余裕が入らないからこその蛮勇。

「噓ではない」

「陛下はご冗談の下手な方……。噓、ですよね？」

「噓ではない」

　繰り返されるヤルダバオトの言葉に、ネイアは胸が潰れたような衝撃を受ける。

　ぐらぐらと世界が揺れる。

　魔導王がヤルダバオトに負けた理由は考えるまでもなく、瞬時にネイアには分かった。

　蒼の薔薇のイビルアイ。そして漆黒のナーベ。メイド悪魔たちを抑えることの出来た二人の魔法マジツク・詠唱者キヤスターがこの国にはいなかった。それだけだ。

　いや、それ以外にももう一つ。

「あのアンデッドがもし万全な状態であれば負けていたかもしれん。お前たちのような人間に魔力を割くなど──何を優先すべきかを考えぬ愚か者とはな。お前たちには感謝しているぞ」

（やっぱりだ。やっぱり弱いというのは悪なんだ！）

　ネイアは己の考えが絶対に間違っていなかったことを確信する。

「だからこそ褒美をやろう。それはお前たちの命だ」

「……どういう意味だ？」

　誰かが発した質問にヤルダバオトは楽しげに嗤わらった。

「命を助けてやると言った。この場では、な」

　誰かが安堵の息を吐き出し──ネイアは激怒した。

「ふざけるな！　ふざけるな！　ふざけるな！　全て噓だ！　お前の言うことなど全て噓だ！　悪魔の言葉など誰が信じるか！」

「事実を受け入れることができなくなるとは、狂ったな、人間。哀れだ」ヤルダバオトが指をネイアに突き付け、「消え……なるほど」、すぐにその手は下ろされた。

「どうした！　ヤルダバオト！」

「お前は私を挑発し、この場で噓つきだと証明したかったのだな？　……己の命を投げ捨てても、それには価値はあると？　理解できんがそういうことのようだな」

　ぎりっと音がするほどネイアは歯ぎしりをした。

　ヤルダバオトは噓つきでなくてはならないのだ。

　魔導王が死んだなどという大噓を吐き出す、噓つきでなくては。

「そうはさせん。お前たちの命は助ける。さて、私はいったん帰ろう。暫く休まねばならぬほどの傷を受けた。その間、絶望に泣きくれていろ」

　ばさりと翼をはためかせ、ヤルダバオトが飛び去ろうとした瞬間、ネイアの手は勝手に動いた。

　即座に弓を構え──放つ。

　完全な背後からの一射。予備動作さえなかった一射。

　しかしながらヤルダバオトは瞬時に振り返り、矢をつかみ取った。あれだけの傷を受けていながらも機敏な動きだ。

　ヤルダバオトが真正面からネイアを睨み、その視線がネイアの弓──アルティメイト・シューティングスター・スーパーに動く。すると憤怒に歪むその表情が少しだけ動いた。

「おっ!?　あ！　こ、これはなんともすごい武器だな！　これほどの武器を見たのは久方ぶりだ！　とどめを刺されるところだった。危ないところであった」

　まくし立てるようにヤルダバオトが言う。余裕があるように見えたがよほど焦ったのだろうか。

「この武器はなんだ？　どうやって作った？」

「言うか！」

　こいつは何を考えていると、ネイアの脳は灼熱の憎悪で沸騰しそうになる。

　こんな大噓つきに魔導王から教わった重要な情報を話すわけがない。

「貴様のような大噓つきに言うはずがないだろう!!」

「む、あ、も、もしかするとルーンという技術で作られているのではないか？」

　真実を言い当てられ、一瞬、ネイアの心臓は大きな鼓動を一つ打った。僅かばかりの冷静さが戻ってきたが、千々に引き裂かれた心の中に優しげな魔導王の姿が想起されると同時に憤怒も蘇ってくる。

「違う！」

　ネイアが切り捨てるかのように叫ぶと、ヤルダバオトは唸り声をあげた。それを隙とみなし、ネイアはもう一度射る。

　次は手が届きにくそうな足だ。

　今度はヤルダバオトは慌てて足を動かし、それを回避した。

（警戒している！　この弓ならもしかして──！）

　聖剣を背中に受けても平然としていたヤルダバオトが慌てて避ける理由など、この弓でなら手傷を与えられるから以外の何があるだろうか。

　ネイアは後悔が襲ってきて、思わず視界を涙で滲ませる。

　あんな戦いに参加してもネイアなど簡単に死ぬと分かっている。それでもアルティメイト・シューティングスター・スーパーがヤルダバオトに届くなら、盾としてでも参戦した方が良かったのではないだろうか。そうすればもしかしたら──

　ネイアはまた矢を射る。

　頭を動かされ、外れた矢はどこまでも飛んでいく。

「当たれ!!」

　もう一度。

　もう一度。

　だがどれも当たらない。あれだけの巨体なのに、あれだけ傷を負っているのに、驚くほど軽やかにネイアの攻撃を避ける。

「ルーン──」

「──黙れ！」

　ヤルダバオトの言葉を遮り、ネイアは矢を放つ。

　だが、やはり当たらない。

（なんで、なんで誰も攻撃をしない！）

　ヤルダバオトが空に飛んでいるから攻撃手段がないというのは分かる、だが、それでも大恩ある魔導王を殺したなどという大噓をつく悪魔をそのままにしていてよいと思っているのか。

「……むぅ。まぁ、もう、仕方ない……か？　……〈上位転移グレーター・テレポーテーシヨン〉」

　ふっと、ヤルダバオトの姿が消えた。

「逃げるなぁああ!!」

　ネイアは周囲を見渡す。

　そこには目を見開き、ネイアの行動に驚愕している者たちの顔しかない。ヤルダバオトの姿はどこにもなかった。

「クソ！　逃げたな！」

「落ち着け！」

　レメディオスが一喝した。強者の怒号には圧力さえある。普段なら、ネイアに冷静さを取り戻させ、硬直さえさせただろう。しかし、今のネイアには煩いだけの声と変わらない。

「これが落ち着いていられるか！」

「従者、ネイア・バラハ！　その武器は魔導王より借りたものだったな？　何故、奴はその武器に興味を抱いたんだ!?」

「そんなどうでも良いことを聞かないでください！　それよりも魔導王陛下を探しに行かねば！　東の方に落ちていくのを見ました！　すぐに救出隊を！」

「あれは死んだだろう」

「死ぬわけがないでしょ！　あの魔導王陛下が死ぬわけがないじゃないですか！」

　ネイアは思わず摑みかかるも、レメディオスに簡単に払われ、市壁の上に転がる。

「少し頭を冷やすんだな。あの高さから落下して生きているわけがない」

「冷やす？　あんな悪魔の言葉を信じるとは団長は奴に魂でも売ったのですか!?」

　レメディオスの表情が変わった。そして摑みかかってくる。

「従者！　貴様、言ってよい言葉と悪い言葉があるぞ！」

　あまりにも強い力で襟元を摑まれ、呼吸が苦しい。

「二人とも！　落ち着いて、落ち着いてください！」

　聖騎士や神官、軍士などがネイアとレメディオスの間に慌てて入り、引きはがされる。

　ぜいぜいと荒い息で呼吸を繰り返しつつ、ネイアは怒鳴る。

「魔導王陛下を救出する部隊をすぐに派遣しろ！」

「無駄なことに力を割く余裕はない！」

「無駄なことだと！」

　ネイアはレメディオスに殴りかかるべく前進しようとするが、二人の間に割って入った者たちによってそれはできない。

「お前じゃ、話にならない！」少しだけ冷静さを取り戻したネイアは自分を摑む人たちに話しかける。「放してくださいますか？　行かなくてはならないところがあります」

「どこに行く!?」

　その問いにネイアは心底信じられないとでも言うようにレメディオスを見た。

「なんだ、その目は！　それが従者が聖騎士に向ける目か！」

　はん、とネイアは鼻で笑った。

「まずは王兄殿下に魔導王陛下の救出部隊の派遣をお願いします。次に私が直接魔導国に赴き、魔導王陛下の現状を隠すことなく話し、陛下の救出隊のご協力をお願いするつもりです」

　この状況下で、魔導国に行けば碌な運命は待っていないだろう。それでも魔導王の従者としての務めを果たす必要がある。

　ここから魔導国までネイアが無事にたどり着けるかという不安はある。それでもこの命に代えてでも行かなくてはならない。

「おっと、魔導国に行くならバラハさん。俺も一緒に行くぜ」

　声を上げてくれたのは元軍士であり、退役後は狩人として暮らしていた初老の男だ。弓の腕を買われ、ネイアの班に所属している。

「気にしないでくれ。ここまで生きてきたんだ。老い先短い身だしな」

「バルデムさん！」

　彼の言葉は、魔導国に無事に着いたとしても、その先に待つ運命を理解したうえでのものだ。

「おっとネイアちゃん。俺も忘れないでくれよな！」

「コディーナさんもですか!?」

「俺も一緒に行くぜ。別にお嬢ちゃんのために動く気はねぇけど、魔導王様のためなら仕方がねぇ」

「メナさんまで！」

　ネイアの班に所属している中でも、優秀な者たちが率先して名乗り出てくれた。彼らが協力してくれるのであれば無事魔導国に辿り着くことも無理ではないだろう。ただ──。

「ありがとうございます。でも皆さんは、救出隊の方に参加してはくれないでしょうか？」

「何を勝手なことを言っているんだ！　お前たちは聖王国を、苦しんでいる民たちをあの悪魔から解放するために集まった者たちであろう!?　優先順位を間違えるな！」

「団長こそ何をおっしゃっているんですか!?　魔導王陛下の救出以上に優先すべきことがあるというのですか！」

「当たり前だ！　今、この瞬間も、どれだけ聖王国の民たちが亜人の作り出した地獄で苦しんでいると思っているんだ！　それを助ける以上に何がある！」

「ある！　それは──」

「──一体、何をしている!?　何を怒鳴り合っているんだ！」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに諍いはさえぎられた。姿を見せたのはカスポンドだ。

「カストディオ団長。君はすぐに戻ってくるはずだったのではないか？　魔導王陛下は？　ヤルダバオトはどうしたんだ？　何が起こった。……誰か説明してくれ」

　カスポンドの途方に暮れたような声だけが、重苦しい沈黙の中にやけに空々しく響いた。
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　会議のための部屋には聖騎士や神官の他、先日まで虜囚の身であった貴族や名誉騎士が招集され、やや手狭な印象を受けた。とは言え、カスポンドの使っていた部屋はヤルダバオトに壊されてしまったし、他に相応しい部屋も無かったので仕方がない。

　あのあと聖騎士の一人から報告を受けたカスポンドは緊急会議を開くことを宣言し、主だったメンバーをこの部屋に集めるよう指示した。

　レメディオスを従えたカスポンドが足早に入室してきたのは、全員が集合して間もなくのことだった。

　王兄の登場に、多くの者たちが頭を下げる。ネイアもその一人だ。別にカスポンドに恨みなどがあるわけでもない。

　皆の前に立ったままでカスポンドは話し始める。

「集まってくれたこと、感謝する。これより我々がとるべき手段について話し合いたいと思う」

　話し合いたいなどといわれても、ネイアがするべき行動は一つだけだ。そしてそれは絶対に間違っていないと思える。ネイアが口を開こうとすると、カスポンドが手でそれを止めた。

「それぞれに何か考えがあるとは思っているのだが、その前に私の話を聞いてほしい」

　ゆっくりと集まった面々を見渡すカスポンド。

「ヤルダバオトの力が想像を絶することをその目で確かめた者は多いと思う。……そうだ。残念だが認めるべきだろう。この国に奴に勝てる者はいない、と」

　幾人かがむっつりと黙ったままの、聖王国最強として名高いレメディオスを窺っている。そして彼女がカスポンドの意見を肯定していると知り、微かな恐怖や失望を浮かべた。

「だが、悲観するのは早い。奴が倒せないのであれば別の手段で奴の計画を頓挫させ、奴に聖王国の支配を諦めさせれば良い。直接ではなく、間接的に奴を撃退するのだ」カスポンドは数秒ほど、自分の言わんとすることが皆の頭にしみこむのを待って、その後、結論を言う。「その手段は奴が率いる亜人を全て殺しつくすことだ」

「それはなぜなのでしょうか？」

　誰かから投げかけられた質問に、カスポンドが頷いた。

「かつて王国でヤルダバオトが暴れたことがあった。その際、奴はある戦士と一騎打ちを行い、その結果敗北して逃げ出すことになった。その時奴は悪魔の軍勢は率いていたが、亜人の軍勢は率いていなかった。つまり奴は戦士との戦いに敗北したからこそ、亜人の軍勢を率いることになったのではないだろうか」

　カスポンドは皆が理解しているか確認するように周囲を見渡す。

「要はその戦士との一騎打ちを避けるために、盾にするために亜人の軍勢を率いてきたのではないだろうか。……ヤルダバオトが魔導王陛下に勝った時、こう言っていたそうだな？　亜人を率いた意味を失うところだった、とね」

　その通りだ。

　その時はどういう意味なのか分からなかったが、そう説明されるとそれ以外に考えにくい。

「つまりはヤルダバオトにとって亜人の軍勢は、その戦士ともう一度戦うことになった時のための鎧であり体力なんだ。であれば、だ。もし亜人の軍勢がいなくなったらヤルダバオトはどうするのだろう？　鎧も体力もはぎ取られた状態を維持するのだろうか？　その戦士が再び自分の前に立ちはだかるかもしれないのに？　それとも──逃げると思うかね？」

「なるほど……。では王兄殿下はこの都市を放棄し、南に下って亜人の軍を叩き、南部軍と連携してこれを駆逐すべきということですな？」

　神官の一人の質問に、解放された貴族の誰かが答える。

「それは良い。魔導王の力によって四万近い亜人たちがここで死んだ。亜人たちの兵力の多くが死んだんだぞ？　残りの兵力は南とのにらみ合いをしているはずだ。解放されたこの都市の全員で進撃し、後ろから──挟撃すれば亜人軍を壊滅させることはできるはずだ。そうなれば南部軍と合流し、国土の奪還も可能！」

　おお、と歓喜の声が上がる。そんな中、カスポンドは首を横に振り、沈黙が場を支配する。

「──逆だ。これより西にある最も近くの大都市にして北の要所、カリンシャを奪還する」

「なぜ、でしょうか？」

「そうです！　これより西の大都市、カリンシャ、プラート、リムン、そして首都ホバンス。どれも難攻。多くの犠牲が出てしまいます。であれば南にいる亜人軍と戦い、亜人の兵力をすり減らした方が王兄殿下のお考えに即した行動では？」

「なるほど。諸君らの考えは確かにその通りと言うもの。この場に賢者が多くいることに感謝しよう。しかしながら、それは全ての者たちが理解してくれる話なのか？」

　この場にいた多くの者たちが、意味が分からない、という表情を浮かべる。

「いいか？　南に行くということは、まだまだ囚われている者たちを、一時的とはいえ置いていく──捨てていく行為だ。多くの──民たちはそれを納得してくれるのか？」

「そ、それは……ですが、そうした方が合理的ですし、助けられる可能性も高まるではないですか！」

「確か、君は男爵だったな？」

　疑問を代表して発した壮年の男にカスポンドが視線を向けた。

「は、はい。王兄殿下とはかつて一度お目にかかったことがございます」

「ああ、そうだな。それで君の領地の民たちは全員助けられたのかね？」

「い、いえ、まだです。私が囚われたのは聖王女陛下に従って参戦した時なので、我が領が今どうなっているかは……」

「なるほど。では南の軍勢と協力し奪還したとき、君は南に逃げたと言われるかもしれないわけだ」

　貴族の顔が固まる。

　冷静に考えれば貴族の言っていることは正しい。しかしながら全ての人間が、それも苦境に喘あえぐ者たちが、貴族の言う合理とやらを受け入れるとは限らない。憎悪の刃が貴族に向けられる可能性はあるだろう。「なぜ、もっと早く解放してくれなかった。自分の家族は亜人に殺された」と言っている者をネイアも見たことがある。

　ただし、魔導王が解放した収容所ではそういったことを言う者はいなかった。圧倒的な魔法で──時には一撃で堀を爆散させる魔導王に、それも他国の王に、個人的な八つ当たりなどができるはずがない。

「それと、領地を持つ者たちには後で個人的に話すつもりだったが、こうなったらここで話そう。……疲弊した我々に対し、南の貴族たちはどのように動くと思う？　特に自領を見捨てたと思われている貴族に対し、他の貴族たちはどういう手段をとるだろう？」

　政治と権力のどろどろした臭いが漂い始めた。

　ネイアからすれば信じられない話だが、貴族たちは思い当たるところがあるのか、首を縦に振っている。

「王兄殿下。我らの領地は……」

「そこから先は聞かないことにする。私だって君たちに何か約束ができるわけではないからな。ただ、南の貴族たちの権力は一気に増すはずだ。だからこそ戦後を見据え、最善の一手を選ぶ必要がある」

「お待ちを！」

　聖騎士の一人が声を張り上げた。

「宮廷の権力争いのために無駄に血が流されることは望みませんぞ！」

「然り！　然り！」シリアコなる司祭も説教で鍛えられた大声を出す。「重要なのは多くの民が助かる方法です！」

「……亜人たちを追い払って終わりではないぞ？　南側にいいところを全部持っていかれれば戦後の、南部貴族からの要求を撥ねのけるのは困難だ。疲弊した民に更なる重税もあり得ないとは言えまい」

「……聖王女亡き後、次代の聖王陛下が南の貴族主導で選ばれれば最悪だ。だが、我々の力でここまでやったという実績があれば少しは……」

　室内の空気が二分され始める。

　貴族派閥と聖騎士神官派閥だ。

　二つの派閥はお互いに意見をぶつけ合う。レメディオスはというと、聖騎士から、王兄の話をかみくだいて解説してもらっていた。

　ネイアはそのどちらにも加わらず、ただ黙って話の流れを追っていた。というのもネイアのするべき行動は決まっているので、どんな結論が出ようと構わなかったからだ。それよりも自分の提案をさっさと済ませて、とっとと出かけたいぐらいだ。

（とはいえ、ここで私がまるで違った話をし始めたらへそを曲げて、協力してくれる人も協力してくれなくなっちゃうかもしれないから……）

　つまらない話だと思いながら聞いていると、やがて議論が平行線を辿ることに疲れた一同は、カスポンドに話を振った。

「王兄殿下のご提案から始まった話。殿下の話を最後まで、まずは聞かせてくださいますか？」

「ああ。私の考えは先のとおり、カリンシャを奪還することだ。これは軍事的なメリットもある。というのも正直、この都市では手狭だし、かなり広い範囲が破壊されてしまった。もう、ここで暮らすのは困難だ。広くしっかりとした拠点が欲しい。そして大都市を一つ奪還しておくことは南の貴族たちに対しても有利に運ぶだろう。それと敵の進撃を食い止める役目を持つカリンシャには、持ち出されていなければ十分な軍事備蓄があるはずだ」

「……よりよい拠点を手に入れたいというお考えには賛成です」

「ああ。これぐらいの都市では衛生面の不安がある。寒さに震える者たちだって多いからな」

　ただし、と彼らは続ける。「多くの犠牲が出るのは避けたい」と。

「確かにその通りだ。だからこそ、今なのだ。敵の拠点を攻めるには今が絶好の機会なのだ。ヤルダバオトが動けないというのは大きい」

　ヤルダバオトの傷が癒えるまでにどれだけの時間が必要かは分からない。しかしながら亜人の軍団を全て撃退するまで回復しきらないということはないだろう。

　とはいえ、全く回復しないまま出てくる可能性も低いだろう。モモンという強者もいることを知る彼が、モモンが再び眼前に現れるという可能性を考えずに動くとは思えなかった。なので、動くとしたらほぼ傷が癒えたその後だろう。

　そしてどれだけ兵力を集めても、ヤルダバオトが出てきた段階で聖王国としてはどうしようもなくなるからこそ、拠点を落としておくべきということだった。

　なるほど、という声が上がるのも当然の説明であり、ネイアもそれに同意する。

「──さて、諸君らの不満というのはたった一つ。犠牲の数だ。では多くの犠牲が出なければ私の意見でも構わないということなのか？」

　その場にいたレメディオスを除く面々が頷く。ネイアはどうでも良かったが、話の流れ的に一人だけ頷かないのはよろしくないと考え、皆と同様に頷いた。

　レメディオスに関しては、幾人かがちらりと表情を窺い、特に理由がないと思えたということで無視されることになる。

「よし。それではカリンシャの奪還に関して作戦を後で練ろう。さて──次の件だな」

　はぁ、と大きく息を吐き出したカスポンドがネイアを真正面から見据えた。

「魔導王陛下が亡くなったことに関してだ」

「即座の訂正で恐縮ですが王兄殿下。魔導王陛下が亡くなられたかに関しては疑問がございます。あくまでもヤルダバオトの言葉です。悪魔の言葉を鵜う吞のみにするなど愚かの極み」ちらりとレメディオスに視線を動かしながら、ネイアは続ける。「欺瞞である確率の方が高いと思います」

「なら、なんで戻ってこない。奴は転移の魔法が使えるのだろ」

「傷を負って動けない。魔力が欠乏している。理由であれば幾らでも浮かびます」

　レメディオスから続く質問は投げかけられなかった。

「そうだったな。それで諸君らの意見が聞きたい。どうすべきだと思う？」

「どうすべきも、何もございません！」ネイアは大声を出し、奥歯を嚙みしめてから絞り出すように発言した。「……即座に救出隊を派遣すべきだと思います。それと同時に魔導国にこのことを伝えるべきです。よろしければ、その使者には私が」

「なるほど。従者バラハの意見はそう、だな。では他の者」

　カスポンドの視線が集まった面々の上に動く。口を開いたのは一人の貴族だ。

「一つあります、魔導王陛下は東の地に落ちていったという説が有力ですが、亜人の支配地域に救出隊を出すのであれば確実にあちらにいるという情報があってからの方が……」

「それでは遅すぎます」その提案には即座に反論できる。「遅れれば遅れるほど魔導王陛下の御身に危険が迫ると思われます。早急な救助を提案します」

　ネイアの意見に頷く者たちは多い。常識的に考えれば、ネイアの言っていることは何一つとして間違っていない。

「とすると、やはり魔導国に使者を送るのと同時に捜索及び救出隊を出すべきだな」

「……陛下の従者の役を務めてきた君に聞きたいのだが、魔導王は己の国の者に我が国に来ていると伝えていると思うか？」

　ネイアは記憶を辿る。

「申し訳ありません。それは分かりません。ですが話していてもおかしくはないと思います。時折、転移で国に戻られていましたから」

「であれば、王兄殿下、私はここは使者を送るべきではないと思います」

「なぜですか！」

　先程から反対意見ばかり言う貴族をネイアは睨む。その視線を浴びた貴族が青い顔をして二歩後ろに下がり、その貴族の周囲の者たちが少し彼から距離を取った。

「い、いや。冷静になって聞いてほしいが、その、面倒なことが起きるからだ。待て！　落ち着いて聞いてくれ。常識的に考えれば、魔導国のアンデッド軍団が報復に動く可能性があるだろ？　報復で終わるのであれば良いが、聖王国が併へい吞どんされるかもしれない。それに……その、なんだ？　魔導王がそれを狙ってないと誰に言える？」

「あの方が！」あまりにも激しい怒りにネイアはめまいすら起こった。「であれば、逆にこう質問させてください！　魔導王陛下がもし魔導国に転移して戻られていたら、このような事態が起こったという情報を伝えに来ない聖王国に対してどのように思われますか！」

　視界に入る多くの者が同意とばかりに頷いているのが見えた。そんな中、レメディオスが口を開く。

「いや、しょうがないのではないか？　我が国には現在、余裕がない。終わってから謝ればよいだろう」

「それで──」

　かっとしたネイアが大声でしゃべり出そうとすると、手を数度打ち鳴らす音がした。見ればカスポンドだ。王兄が何か言いたいというのであれば、ネイアとしては黙るほかない。

「従者バラハ。私の方で魔導国に報告しに行く者を選んでおこう。どうだね？　幾らなんでも使者が従者であったりしたら、かの国は愚弄されていると思うのではないか？」

「そ、それはその通りですが……」

　あまりに正論だ。国を挙げての使者と、魔導王から弓を借りた従者。

　正式というのであれば間違いなく前者を送るのが礼儀。しかしながら本当に使者を送るのか、と疑わしく思える部分もある。それでも、王兄の言葉を信用しないという態度を示すのは非常に不味い。

「納得がいったようで嬉しいよ」

「であれば私たち数人で東の地に向かわせてください」

「そうだな。行ってほしい所だ。しかしまず、魔導王がどこに落ちたか、というのが謎だ。東に十キロ程度かもしれないし、百キロかもしれない。下手すれば彼が言ったようにヤルダバオトに支配されたアベリオン丘陵に落ちたかもしれない。君はそんな人跡未踏の地に赴おもむき、魔導王を探す手段を何か持っているのかね？」

　ネイアは言葉に詰まる。

　土地勘なしで、亜人たちの住まう大地を捜索することなどできるはずがない。二重遭難になって捜索隊が全滅するのは火を見るよりも明らかだ。

「丘陵で生存する技。亜人たちの監視網を搔い潜る技。情報を集める技」指折りカスポンドが数えていく。「もしそれらを準備せずに行くのであれば、それは遠回りな自殺だ。失敗で終わる救出隊に何の意味がある？」

「で、でしたら何か良い手があるのですか!?」

「あるとも」

「え？」

　あるわけがない、と思いつつも投げた質問にいとも簡単に答えられ、ネイアは目を丸くする。するとカスポンドが少し身構えつつもその方法を教えてくれる。

「丘陵についての知識を持つ者を見つければいいのさ」

　目をぱちくりさせたネイアにカスポンドは苦笑する。

「いいかね？　亜人を捕虜にして、連れて行けばいいのだよ。その亜人に先導を命じれば安全度はそれなりに高まるはずだろ？」

「あ」

　確かにその通りだ。人間があの地を進むのは途方もない危険を伴うが、案内人がいれば少しは違うはずだ。

　しかし無視できない問題がある。

　単に亜人の捕虜を脅しつけて連れて行ったとしても、そいつが命を擲なげうってでもこちらに一いつ矢し報いようという気になったら、探索行はそれだけで死出の旅になる。先日見た豚鬼オークなどは、まさにそのような我が身を顧みない気概を発揮するタイプに思えた。

　信用できる亜人が必要だ。だがそんな亜人がどこにいるというのか。

　カスポンドの案には無理があるとは思うが、しかしアイデアはほかにない。

　どうすれば、どんな亜人であれば安全に先導させられるのか。

　ネイアは知恵を絞る。と言っても、亜人と言われると目を血走らせて殺到してくる姿ばかりが脳裏に浮かび、寝返り交渉に応じるようにはどうしても思えない。

（いや、豚鬼オークとか豪王バザーは人間ぽかった。──そうか、家族を人質に……ううん、いっそバザーみたいな王を捕虜にできれば、その種族全体に言うことを聞かせられるかも）

　逆にその種族の怒りを買って激しく反抗されるケースも考えられるし、そもそも強大な力を持つ亜人王をどこでどうやって捕らえるのか──

　そうやって結論の出ない迷宮にネイアが迷い込んでいると、扉が勢いよく開かれ、一人の聖騎士が入ってきた。

　荒い息で室内を見渡した彼はレメディオスではなく、カスポンドの元に向かった。

　周りには知られたくない情報なのか、王兄を部屋の隅に連れて行って耳元で何事かを呟いているのだが、ネイアの鋭敏な聴覚は所々の単語を捉える。その中で、最も興味を引いたのは一言。

「メイド悪魔」という単語だった。

「諸君、私は急用が入ってしまった。申し訳ないが、この会議はここまでにさせてもらう。君たちでカリンシャ攻略の作戦を立てておいてほしい。それではカストディオ団長。私について来てくれ」
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　このところ、ジルクニフの調子は良い。

　非常に良い。

　とにかく、良い。

　ナザリックという荘厳なる悪夢に赴いて以来感じていた胃痛はもはや遠く、かつてはポーションを入れていた引き出しにはちゃんと書類などが入っている。もはやありとあらゆる苦悩から解放され、枕に付着した髪の毛を集め、その量に驚愕することもない。

　爽快だ。

　快適だ。

　心地よい。

　もしかするとこれほどの解放感に包まれたことは人生で初めてのことかもしれない。翼が生え、空でも飛べるのでは、と思ってしまいそうになる。

　心底からの笑顔を心に仕舞い、配下の者たちに顔を向ける。よく笑うようになった、と美人ではない側妃に言われるが、流石にこの場では笑顔を見せるわけにはいかない。やはり失っては不味い威厳というのもある。

　そのため、普段の朝議が始まる。

　書記官を複数人、ジルクニフは抱えているが、今、目の前にいるのはロウネ・ヴァミリネンという名前の非常に優秀な男だ。

　魔導王の居城から戻ったあと、向こうで何かされたのではないかと、閑職に回したのも昔の話だ。今は筆頭書記官という椅子に座らせている。当然、これは彼が何もされていないという確信を得たからではなく、魔導国に対して我が国は隠すことがないというアピールのためだ。それにロウネが優秀なのは事実だ。

　ロウネから受け取った書類に軽く目を通し、あまりの馬鹿さ加減に失笑する。

「本当に滑稽なことを書いて来るものだ。お前は魔導王陛下が亡くなられたということをどう思う？」

「まず間違いなく、絶対に、それ以外ないというぐらいの確率で超大噓ですな」

　ロウネの言葉にジルクニフも深く同意する。

「ああ、そうだな。間違いなく噓だ。というよりもあの魔導王陛下が負けるとか死ぬとかありえない」

　魔法一つで二十万の軍勢を瓦解させ、帝国最強の戦士とも言える武王とも武器で渡り合える魔法詠唱者マジツク・キヤスターを殺せる存在などいないとジルクニフは自信を持って断言する。もちろん毒殺もできないし、病に倒れることも、老衰することもない。もともと死んでいるというオチを言うための大掛かりで趣味の悪いジョークという線の方が、まだ現実味がある。

「まぁ、おそらくは不満分子を発見する狙いなんだろ。しかし、一つ問題がある」

「それは？」

「あの悍おぞましいほど知恵の働く魔導王陛下が、このような誰でも見破れるようなつまらぬ策を打って来るかという疑問だ。もしかするとその裏に何かもっと別の……そう、この俺では見破れないような遠大な陰謀が蠢うごめいているのではないだろうか……」

　絶対にないと誰が言い切れるだろう。いや、ジルクニフの行動をすべて読み切る、叡智の化け物の策であれば、まず間違いなく氷山の一角に過ぎないと確信が持てた。ジルクニフがこんなことを考えていること自体、何かの狙いがあるのかもしれない。

　ただし、これが魔導王の策謀でなく、部下の──例えばあの愚鈍そうな蛙のモンスターによるものだとしたらどうだろうか。

「……分からないな。とはいえ、分からないのであれば分からないで諦めるほかない。第一、私は魔導国の宰相アルベド様からの指示に従い、言われたとおりに動けばいいだけのこと。裏切らずに役目を務めていれば何も問題はなかろう。属国を預かる者として、ほどほどの無能であった方が粛清されないですむからな」

「仰る通りかと思います」

　ロウネが肩を竦めた。

　昔はこんなポーズは取らない人物だったが、色々な経験が彼を鍛え上げたようだ。図太くなったというべきかもしれないが。

　魔導王が死のうが生きようが、帝国は魔導国の属国の立場を変えなければよいのだ。そうすれば相手のどんな策略とも無縁でいられる。忠誠心は最大の防御方法だ。そこまで尽くしても殺されたなら、相手の狭量を笑って逝ける。

「さて、それで今日の仕事はもう終わりか？」

　属国になって以降、ジルクニフが処理する仕事量は以前の半分程度になっていたが、それでも今日の仕事量は少なすぎる。

「いや、陛下。まだございます。これが本日朝一番に届きました。騎士団より、です」

　やはり残念ながら終わりではなかったらしい。

　差し出された用紙を、ジルクニフは皮肉げな笑みを浮かべながら受け取る。

　ざっと目を通すと騎士団の再編に対する不満のようだ。

　かつては騎士団にはある程度の配慮をしなくてはならなかった。というのも敵対貴族が多かったジルクニフにとって、騎士団という武力を敵に奪われるような真似はできなかったためだ。しかしながらもはや違う。

「であれば魔導王陛下にお前たちの口から言えとでも伝えておけ。わざわざ紙を使うなど勿体ない」

　報告書などに使われる紙は生活魔法によって作り出されたもので、どの位階で作ったにせよ値が張る。ジルクニフともなれば気にせずに使い捨てることができるが、経費の無駄遣いを黙認する気もない。

　ゼロ位階の生活魔法で生み出される紙はゴワゴワしていて、厚く、若干色が付いている。

　第一位階の生活魔法で作り出される紙はより薄く、より白くなる。ここまでは製紙技術によって作り出すこともできる。ただし、このレベルは生産量が少ない為高額になる。

　第二位階の生活魔法で生み出される紙は非常に薄く、真っ白だ。無論、魔法で作り出す紙はある程度好きに色を付けることができるのだが。ただし、この位階では貴族の紙と言われる高級な、非常に柔らかな紙も作り出せるので、もっぱらそっちの生産に使われている状況だ。

「国防を他国に任せることに反発する気持ちは分からないではないのですが」

「そういった不満は私ではなく、アルベド様に言え、というのだ。それに完全には委ねたりはしないと言っているのだがな」

　これは魔導国の宰相アルベドより来た指示であり、帝国の軍事力の一部を魔導国のアンデッド軍団で補うというものである。

　完全なる属国化計画の一環だろうと思われる指令に従って、ジルクニフは一部の騎士たちを引退させ、帝国八軍の内、二つくらいは解散させるつもりだった。

　あの大虐殺で精神的に疲れ果てた者も多いので、悪い案ではないと思ったのだが、座るべき椅子が少なくなることに反発を覚えたのだろう。

「ちゃんと受け皿の用意をして、そこに移し替えていくだけなんだがな……」

「やはり給与が少なくなるなどの不満や、今までついたことのない職業への不安などもあるのでしょう」

「後者は努力しろとしか言えないが、前者は当たり前のことだ。死ぬかもしれない危険な職に就いている者と、単なる肉体労働に従事する者に同じ金額を支払えるか」

　鼻で嗤って、ジルクニフは無視することにする。

　これまでなら上手く誘導していく必要があったが、もはやその必要はない。

　ジルクニフの後ろには魔導王という絶対的な力を持った者がいるのだ。何かあったらそちらに言ってくださいと言えば、不満など瞬時に封殺できる。

　あの大量虐殺を行い、武術においても武王に勝てるような相手に不満をぶつけることができる者は帝国内にはいない。

　以前ならジルクニフに不満が向けられただろうが、魔導王の傘下にいる以上、ジルクニフの身は安泰だ。いや、恐れられているので、安泰以上というところか。

　大体、魔導国の属国となったことに対する帝国内の不満は驚くほど少ない。魔導国の要求が少ないためだ。細かな要求はいくつかあるが、大きくは二つ。

　一つ目が帝国法の一部改正──これは魔導王とその側近の絶対性を示すものを前文に載せられたことだ。

　二つ目が死刑に相当する罪人の引き渡しである。これは逆の意味で驚きだった。残忍な目的に使用されるのだろうな、と思っていたのだが、一人だけ「こいつは濡れ衣を着せられただけで無罪だ」と無事に帰してきたぐらいだ。

　このように日々の生活はほとんど何も変わってないと言えた。

「さぁ、仕事をさっさと終わらせて、我が友人を歓迎しなくてはな」

　今日、ジルクニフの元に新しい、本当の友人が来てくれる予定となっている。その歓迎の準備は既に終わっているので、あとはジルクニフが仕事を終えるだけだ。

　それから三十分ほど様々な雑務をした辺りで、警備兵やジルクニフ本人から許しを得た配下が入室した。

「陛下。御予定のお客人が参られ──」

「おお！　すぐに入れてくれ」

　仕事はまだ終わっていない。しかし、だからどうしたというのだ。友人を歓迎する以上に大切なことがどこにあるだろうか。

　部下に案内され、友人が入ってくる。

　立ち上がったジルクニフは満面の笑みと共に歓迎の印として両手を広げ、友人を迎え入れる。

　それはずんぐりとしたモグラのような外見を持つ亜人だった。魔法の力を宿す、ジルクニフが贈ったペンダントがちゃらりと揺れた。

「おお！　よくぞ来てくれた！　我が真なる友、リユロよ！」

　ジルクニフは迷うことなく、リユロに抱きつき、その手を後ろに回した。

「ああ！　苦悩を分かち合いし、我が友、ジルクニフよ！　招いてくれたこと深く感謝する！」

　リユロの側からもジルクニフを抱きしめてくれた。彼の手には鋭い爪があるので、それがジルクニフを傷つけることがないように注意を払っているのが分かるような優しい動きだった。

　しばらく抱きしめ合った二人は、どちらからともなく離れる。

「──何を言う。リユロのためであれば、我が家の門はいつでも開いているぞ」

　リユロがニヤリと笑った。

　亜人であるために笑顔が非常に凶悪に見えるが、ジルクニフは彼が微笑んだと理解している。それぐらい彼とは親しい仲だ。

　少しだけジルクニフは面白く思ってしまう。

　生まれたときからずっと次代の皇帝候補として育てられ、周囲にいた同年代の者からは皇太子としてしか見られなかった。そのために友人と言えるような存在はできなかった。だが、その最初にできた友人が亜人というのは──

（──ふふ。十年、十五年前の自分に言っても絶対に信じるはずがないな。……こればかりはあのアンデッドに感謝だ）

　この大親友とは、魔導王に拝謁しに行った際、待合室で出会った。

　その時はどこの亜人なのか、魔導王の支配の手はどこまで伸びたのだろうか、などと考えるぐらいだった。

　その後、もう一度出会ったので情報を引き出すべくお互いの話をして──そして分かり合った。一分が一ヶ月にも匹敵するような濃い時間を共に過ごし、深い友情で結ばれた無二の友が生まれたのだ。

　だからこそ、彼らはもはや互いに敬称などを付けて呼んだりはしない。お互いに王だからなどではない。

　二人は、そう。




　同じ加害者によって苦しめられた──被害者同士なのだから。




「さぁ、君が驚愕するような美食の数々を作らせている。今日もお互いの苦労を労ねぎらおうではないか」

「ああ！　楽しみだな、ジルクニフよ。それとお前が美味いと言ってくれたキノコも大量に持ってきた。あとで食べてくれ」

「おお！　悪いな、リユロ」

　リユロが持ってきてくれたキノコは非常に香り豊かで、黒い宝石と呼ばれる貴重なものだ。

　二人は並んで部屋を出る。

　魔導国が亜人すらも人間と同じように扱うと聞いた時、ジルクニフには不安があった。

　しかしながらリユロを横目で窺い、思う。

　亜人も悪くない。アンデッドに──魔導王に比較すれば。

「そういえば聞いたか？　リユロ。魔導王陛下がご逝去あそばされたらしいぞ」

　リユロが強い鼻息を噴き出した。これは鼻で笑ったのだ。

「ジルクニフ、そんなわけがないだろ。あ──あのお方が死ぬわけがない」

「そうだな。私もその意見に賛成だ。ただ……今度はどこの国で人々を嘆かせているのかな……」

「そうだな……」

　ジルクニフと同じようにリユロが中空を見上げた。

　二人の瞳には悲しみがあった。どこか遠くで行われているであろう悲劇を悼いたんで。そして新たにできるに違いない同胞たちへの憐れん憫びんもそこにあった。







•







「あああああああああああ！」




　突然の部屋いっぱいに響き渡った絶叫に男は一瞬硬直する。八本指という裏組織に所属し、様々な物事を見聞きしてきた。その中でもこれほどの真っ黒な感情の爆発は見たことがない。まさに真なる憎悪。混じりっけのない呪じゆ詛そだった。

　これが自分の敵対者から発せられたのであれば彼はそこまで驚かなかっただろう。それどころか微笑みさえ浮かべる余裕があったに違いない。しかしながらその声を上げたのは彼の仲間であり、同じ苦痛を、同じ苦労を分かち合う仲間である。

　仲間──これほど自らに無縁の言葉はないだろうと思っていた。

　これまでは同じ組織に所属していても、互いの足を引っ張り合い、権力を奪い合い、毎日隙を狙う。お互いの利権がぶつかれば確実に血が流れた。

　それが今は違う。

　一人でも欠ければ担当すべき仕事が増え、失敗する確率が高まる。そうなれば連帯責任であの地獄に連れていかれるだろう。一度懲罰を受けただけで固形物を摂ることができなくなり、悪夢にうなされることになった。今度は別の地獄が待っているかもしれない。

　そう思えばこそ、誰かの仕事が滞っていたら即座に全力でサポートし、体調を気遣い、精神状態を慮おもんぱかった。必死で。

　一蓮托生、運命共同体、そんな真なる仲間となったのだ。

　その仲間の一人が咆哮を上げながら大理石の冷たい床を転げまわっているのだ。理由を早く知らなければ自分もそうなるのでは、という恐怖が男をつき動かす。

「ど、どうしたんだ、ヒルマ。何かあったのか？」

　声を上げていた女が動きを止め、ぬめり上げるように下から男を見た。

「──もう！　もう代わってくれよ！　胃が痛いんだよ！　あのバカの行動を見守っているのが！　なんだよ、あれ！　馬鹿の前に知性がないよ、あいつ！」

　彼らの集まりで馬鹿と言われる男は一人しかない。今まで馬鹿という言葉を多用していたが、本当の馬鹿を知ってしまい、簡単に馬鹿という単語を使えなくなってしまったほどの男だ。

「……どうしたんだ。またあの馬鹿が何かしたのか？」

　溜まっていた鬱憤を吐き出すようにヒルマは早口で語り始めた。

「ああ、そうだよ！　魔導王陛下が亡くなられたという話は知っているよね！」

　もう少しゆっくりお願いしたいが、今回話を聞くのはヒルマのストレス発散という意味合いもある。だから話の腰を折らずに、我慢して聞くことにする。

「ああ。もちろんだ」

　その話を大きく広めたのは八本指だ。無論、直接は関係を持たない商人をうまく使って、王国内に広めたのだが。

「あいつ、それを聞いてどう言ったと思う!?」

　相手は馬鹿だ。それを考えて語るべきだ。しかし、普通のことしか浮かばない。しかし馬鹿の考えることなど分かるはずがないと諦め、一般的なことを言う。

「……葬儀の話をしたのか？」

「それだったらここまで胃はキリキリしないよ！　あいつ、今アルベド様と結婚したら魔導国が手に入るんじゃないだろうか、とか言ってんだよ！」

「ひぃ」

　思わず掠れた小さな悲鳴を上げ、男は慌てて周囲を窺う。

　男には感じられないがこの場には、魔導国からの監視者もいるはずだ。それが動き出していないことを確認し、安堵の息を吐き出す。

　馬鹿を見つけておけという命令だったが、限度を超えているなどと言われてあの地獄に突き落とされるのは勘弁だ。

「ねぇ、ねぇ、ねぇ！　馬鹿を用意しろって命令だったけど、あれは処分してさ！　もう少しまともな馬鹿を用意しておいた方がいいんじゃないの！」

「今更、別の奴を用意できるか？」

　男がこう返すとヒルマは「ああああああ！」と叫び転げまわった。ドレスの裾はめくれ上がり、ふとももの上まで持ち上がる。

　元は高級娼婦である美しい彼女のまるで魅力のない無様な姿に男は憐れん憫びんの情を抱く。

　もし自分が同じ役目であれば、転げまわるのはヒルマではなく自分だっただろうと分かっているからだ。

「ヒルマ。もう少し頑張ってくれ」

　ぴたりと止まったヒルマがじとりと男を見る。

「あんたがあの男を操作……というか下手に動かないように注意してくれても良いんだけど？」

「ああいう馬鹿は女の方が動きを操れる。そうだろ？」

　こう問うとヒルマは再び「ああああああ！」と転げまわり始めた。それが答えだった。

「そう長い話ではない。もう二年、三年の後には本格的な行動に移られるはずだ。それまで馬鹿をさらに増長させてくれ。馬鹿派閥を作るのには私たちも協力するから」

「二年とか長すぎるんだよぉおおおお！」

「だが、それがご命令だろ。どっちに転がっても良いように渡す情報をコントロールし、より馬鹿な行動を取るような派閥を作らせる」

「そうなんだけどさぁあああ！」

　ヒルマがピタリと動きを止め、むくりと起き上がる。

「あんたはいいよ。貿易商人を使って、魔導王──陛下！　そう、陛下が死んだという情報をあの第二王子様に渡しただけだろ」

　簡単に言ってくれる、と彼は心の中で呟く。

　昔はあの王子は賢いという印象はなかった。しかし、それは第一王子がいたからこそ猫を被っていただけだったと知ったのはつい最近だ。

　相手が優秀であるがゆえに、情報を渡す前に非常に面倒で細かな作業が必要なのだ。自分たちが魔導王のために働いているということを知られないためだ。

「……こっちもそこまで楽ではないんだぞ」

「……ああ、すまないね。あんただって苦労してるんだよね……。今晩、どうだい？」

　ヒルマが酒を呷る仕草を取った。

「悪くない。絶対に悪酔いしても情報が漏れないところでやろう」

　固形物は取れないが、飲み物であれば別だ。

「はは」ヒルマが枯れた笑いを浮かべた。「大丈夫だよ。私たちを監視されている方が始末してくれるよ」

「はは」彼も同じ笑い方をする。「その……通りだな……」

「それにしても、あの幸せ者はどこにいるんだろうね……」

　幸せ者というのは彼らの中では一人だけだ。

「コッコドールか。あのごたごたで権力を失ったんだ。まだ収監されているだろうが……幸せだな」

「そうだね……本当に……」
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　ネイアがカスポンドの部屋を出て、最初に向かったのは弓の訓練所だ。そこでネイアの帰りを待っていた部下たちがすぐに集まってくる。

　周りを囲まれ、「バラハ嬢。会議の結果はどうだった？」「俺たちはいつでもいけるぞ」。そう口々に言ってくれる仲間たちにネイアは会議の話をする。

　何があったのか、どういう話だったのか、そしてその結論はどうか。あったことを全て告げる。

　彼らの多くは狩猟を生業としており、野外における高い生存能力を持っている。その彼らをしても、カスポンドの出した結論には悔しげに頷くしかなかった。どうやら丘陵での捜索難度は相当なものだということで間違いないらしい。

　そうなってくると、やはり捜索隊の早期派遣は無理そうだ。ただ、簡単にでも聖王国の領内──ここから要塞線までの東の地を見回ることにはなった。魔導王の落下地点は不明であり、もしかすると聖王国内かもしれないからだ。

　野伏レンジヤーの技術を持つ数人が名乗りを上げる。

　ネイアもそれに参加したかったが、野伏レンジヤーとしての技術などないに等しい。彼らに同行すれば足手まといになるだけだ。

　他国の民に救いの手をさしのべてくれた正義の王の救出に、従者たる自分が行けないという不忠に、胸が搔かき毟むしられるようだ。

　あの時のレメディオスのように叫び声を上げたい気持ちで一杯だった。だが、そんなことをしても何にもならない。

　領内の探索についてカスポンドの許可をとること、しかし自分は同行しないことを皆に告げる。

「任せてくれ、バラハ嬢」

「ああ。大恩ある魔導王陛下の捜索。一つも見落としがないように、目を皿にして探すぜ！」

「ええ、皆さん。王兄殿下の許可がおりた際は、何なに卒とぞ、何卒、よろしくお願いします！」

　ぺこりとネイアは頭を一度下げた。

「それでバラハ嬢。残った者は何をすればいいんだ？　どうすれば魔導王陛下のお役に立てる？」

　皆の熱意ある視線を浴び、ネイアは嬉しくなってしまう。

　あの光景を目にしてなお、誰一人として魔導王が死んだとは思っていないのだ。

（そうよ！　魔導王陛下が死ぬはずがないわ！　絶対に、私たちの救助を待っておられる……かなぁ）

　あの絶対者が自分たちの救助を待っているという光景が浮かばない。探し当ててみたら、亜人や悪魔の累々とした屍を背景に、優雅にワインでも飲んでくつろいでいそうだ。

「よし！　それでは残った皆さんは、訓練しましょう！　弱いということは悪ですから！」

　そうだ。今現在のネイアが出来ることなどそれぐらいだ。今度は少しでも役に立てるように強くならなくてはならない。自分たちが強ければこんなことには、正義である魔導王をあんな状況に追い込むことにはならなかったのだ。

「おう！」

　気迫のこもる大声が上がった。皆、ネイアの言う「魔導王こそが正義であり、弱さは悪」という言葉を理解しているからこそだ。この隊ができた頃は同意する者も少なかったが、何度か話すうちに理解者が増えていったのだ。

「それでは私は王兄殿下に会いに行ってきます！」




　カスポンドに直談判すると、捜索隊出動の許可はすぐにおりた。その日の内に捜索隊は出立し、それから三日が経過した。

　捜索隊のメンバーに色々な思惑が入った人選をされたら面倒なことになるなと思っていたのだが、実際は、全員ネイアの提案どおりになったことによるスピード出立だ。

　その三日間というもの、都市内ではカリンシャ奪還という噂は流れるものの、解放軍として実際に動くことなく、無意味に──ネイアたちは訓練をしっかりと行っているし、魔導王陛下が正義だと納得してくれる者を増やしてもいるが──時間だけが流れ去って行った。

　ネイアは苛立ちを顔に浮かべながら、的に矢を射ちこむ。

　焦りと怒りの感情がその手を誤らせたのだろう。中心から少しずれた位置に矢は突き刺さった。

　普段なら誰かが軽口を叩くところなのだが、今のネイアに話しかけてくる者はいない。

　それはネイアの顔に原因があった。

　魔導王のために行動できない苛立ちや何の情報も入ってこないせいでよく眠れていない結果、濃い隈くまと腫れぼったい瞼、さらに眉間にできた皺などによって酷い顔となっているからだ。ミラーシェードで表情を隠しているからこそ、それを外した時の衝撃は大きい。

　ネイアの部下たちも、彼女の思いは十分に承知している。それでも近寄れないほどのなのだ。

（──導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔導王陛下。魔──）

　ぐるんぐるん、とその言葉だけがネイアの頭の中を流れていく。

「──ああ、もう」

　ぼそりと呟いた声に、周囲で同じように弓を引いていた者たちがびくりと肩を震わせたのが分かった。

（──陛下。駄目ね。落ち着いて。落ち着くの。まだ三日！　ここより東の聖王国領内だけでもかなり広いんだから！　みんなを怖がらせることは望んでいないでしょ）

　ネイアはミラーシェードを外し──たまたまこちらを見ていた誰かが小さく悲鳴を上げているのが聞こえた──そのままこめかみを軽くマッサージし、固まった顔をほぐそうとする。

　その時、ネイアは訓練場に走ってくる二つの足音を聞き取った。それと同時に聞こえる鎖着チエインシヤツ特有のシャラシャラという音から察するに、訓練に来た民兵ではない。聖騎士は板金を用いた鎧を装着するので、これも違う。恐らく階級の高い軍士か、もしくは同従僚者だろう。

「従者ネイア・バラハ！」

　ネイアが闖入者に顔を向けると、現れた二人の男たちは一歩後ずさって叫んだ。

「な、なんだ！　何か用か！」

　用があるのはそちらではないか、と思いながらネイアは応じる。

「ああ、お久しぶり。普段通りの反応ありが……いえ、普段より少し派手？」

　二人とも従者であり、ネイアと共に教育を受けている間柄だ。とはいっても、碌に話したことはなかったので、ひととなりなどさっぱりわからないが、名前と顔ぐらいは覚えている。

　ネイアが彼らを知っているということは、彼らもネイアを知っているということ。ネイアの殺人鬼のような目はある程度見馴れているはずだ。そんな彼らにとってさえ、今のネイアの顔は凄まじく恐ろしいものになっているということだろう。

　そういえば、と思い出す。彼らは捕虜収容所に囚われていて、解放されたのだった、と。

「あ、ああ。普段はそこまで──そんな世界を憎むような目はしていない……はずだろ。いや、していたか？」

　ネイアは顔を揉んでおく。これはミラーシェードを外さない方が良いかもしれない。

「……えっと、御免。それで用件を教えてくれる？」

「あ、いや、カスポンド王兄殿下がお前をお呼びだ。すぐに来てほしいとのことだ」

「王兄殿下が？」

　自分を何の目的で呼ぶのか、色々と心当たりがないではないが、これだと納得がいくものが思い当たらない。ただ、良い話で呼んでくれることを祈るぐらいだ。

「分かった。すぐに参ります、とお伝えしておいて」

　返答したが彼らが立ち去る様子は無い。ネイアは怪訝に思う。

「どうしたの？　まだ何かある？」

「いや、少し──表情という意味ではなく、纏った空気というか、雰囲気が少し変わった感じがして、な。上手く言葉では言い表せないんだが……」

「良い意味なら嬉しいけど……変わるわよ。みんな色々あったわけだし」

「ああ、そうだな。その通りだ。バラハの言う通りだな」

　草臥くたびれたような笑いを見せた二人は、納得したのか「また後日、改めて話そう」とだけ言って立ち去った。

　ネイアはこちらを窺っていた部下たちに今からカスポンドの所に向かうと伝え、即座に出発した。

　カスポンドの住む家屋自体は前と変わっていないが、通された部屋は違う。

　前回までの部屋はヤルダバオト出現時、壁を破壊され大穴が開いたからだ。

　部屋までは、ミラーシェードを装備していても、フリーパスで通される。

　その際に背中に背負った弓を預ける必要も一切ないのは信頼されているためなのか、それとも魔導王から借りているという点が重視されているためなのか。

「カスポンド王兄殿下、従者ネイア・バラハ、参りました」

　室内にいたのは椅子に座ったカスポンド、立っている二人の聖騎士──レメディオスとグスターボだ。ネイアは即座に片膝をついた。

「よくぞ来た。待っていたぞ。ああ、良い。気にしないで立ってくれ」

　ネイアは指示に従い、立ち上がると問いかける。

「お待たせし大変申し訳ありません。どのようなご用向きでしょう？」

「その前に、従者、ネイア・バラハ。その顔を隠すアイテムは外しておけ」

　グスターボから当然の言葉が投じられる。常識で考えれば全くその通りだ。

「はっ！　失礼いたしました」

　ネイアがミラーシェードを外すと、グスターボが軽く目を見開いた。

「……ああ、体の調子が悪いのか？　神官殿たちに診てもらった方が良いんじゃないか？」

「いえ、そこまで調子は悪くありません」説明するのも面倒なので、話を先に進める。「……それで、ご用件をお伺いしてもよろしいでしょうか？」

「そのことだが……この四者の話し合いの場にもう一人、参加してもらいたい人物がいる。今からその人物を呼ぶので、あまり驚かないでくれるか？」

　レメディオスが嫌な顔をしたのを視界の端で捉える。自らの団長が嫌な顔をする相手ということはヤルダバオト関係だと思っても良いはずだ。ネイアの脳裏にメイド悪魔という単語がふと蘇った。

　カスポンドに言われ、グスターボが隣室のドアを開け、中に声をかけた。

　そして姿を見せたのは異形だった。彼女もそれがなんという種族か知っている。

　藍蛆ゼルンだ。

　てらてらとした外皮を持つ種族だが、見た目に反して異臭の類はない。ほんの微かな、気にならない程度の血ち腥なまぐさい臭いがある程度だ。

　なぜこのような所に亜人がいるのか、そんなネイアの疑問を察したのかカスポンドが口を開いた。

「使者殿だ」

　ヤルダバオトの使者が来た、ということなのか。思わず敵対心を顕わにしたネイアに対し、藍蛆ゼルンが身構えるように動いた。

「待て、従者バラハよ。君は少し思い違いをしているようだ。彼はヤルダバオトの使者ではない。その逆。反逆をくわだてる者達の使者殿だ」

「え？」

　思わずネイアが呟くと、その反応を待っていたと言わんばかりにカスポンドがにやりと笑った。

「驚いた様子だな。それもそのはずだ。亜人を支配しているヤルダバオトに反逆する者がいるとは思わなかったのだろ？　だが、いたんだ。使者殿の話を聞くところによると、全ての亜人がヤルダバオトに心より従っているわけではないそうだ。彼ら藍蛆ゼルンのように、王族にあたる支配階級の者が人質にとられ、仕方なしに協力している種族もまたいるという。そして彼らの要望はその人質を助けてほしいということだな」

「その通り」

　聞いたことのない女の声に、ネイアは驚き、視線を室内に走らせる。その視線はまさかと思いつつ藍蛆ゼルンで止まる。人間と言われても違和感がまるでない声だ。

　この悍ましい体のどこから人間のような声が出せるのだろうか。

　これは藍蛆ゼルンという種族の持つ特異な力の一つなのだろうか。それとも魔法の力なのか。

「君たち人間がカリンシャと呼ぶ、ここより南西に五日程行ったところにある都市に、我々の大切な御方が囚われている。それを救いだしてほしいというのが我々の要望だ」

　ネイアは聖王国の地図を思い浮かべる。

　そこから判断すると、藍蛆ゼルンの説明する都市は確かにカリンシャだ。南西というより西南西じゃないかとか、五日もかかるか、などといった疑問はあるが、誤差の範囲だろう。

　しかし、分からないことがある。なぜ、自分にその話を聞かせるか、だ。

　ネイアがその理由について思いを巡らせるよりも早く、カスポンドが驚くようなことを口にした。

「それで、だ。バラハ嬢。我々は彼らと手を組み、ヤルダバオトに対抗することに決めた」

　え、とネイアは耳を疑う。この藍蛆ゼルンという表情さえ読み取ることのできない化け物のような種族を信用することが出来るというのだろうか。

「ヤルダバオトの強大さに頭こうべを垂れ、奴の軍の一翼となって我々もこの地に侵攻してきたわけだが、人質として丘陵に残された王が悪魔によって殺されたという情報を得た。故にもうお一人、従属の証として囚われている王子……先代の王が殺されてしまったので、もう既に王となられているが、その方を救ってくれれば君たちに協力するつもりだ」

　人質は二人もいらないという理由で殺されたのだろうか。それとも、もっと悪魔的な理由で殺されたのだろうか。流石にそこまでは読めないが、ここで重要なのは彼らの王が殺されたという一点だろう。

「とはいっても新王にはヤルダバオトの手の届かない場所に逃げてもらうつもりなので、最精鋭たる近衛が協力することはできないが、それ以外の、ヤルダバオトに連れてこられた残り三千からなる兵が君たちと共に戦うだろう。王とメスが一匹でもいれば、我らの種族が亡びることはないので、兵は使い潰してくれても構わない」

「そういうことだ。君も私の考えているヤルダバオトに勝利するための条件を知っているはずだが、戦闘で亜人の数を減らすよりは離反させた方が損耗が少ないからな。それに彼らからは重要情報の提供も受け、その事実確認、及び回収が終わったところだ」

　カスポンドは笑顔を見せ、こう続けた。

「この情報漏洩がヤルダバオト側の罠ではないという確信は得られたので、逆に藍蛆ゼルン達に対する切り札になったわけだ。ヤルダバオトに知られれば粛清、ひいては王子──新王が殺されかねないからな」

　裏切ったらこうなるぞ、という脅しを藍蛆ゼルンに掛けるカスポンド。

　上に立つ者として当然の用心だろうが、そういった冷酷さを平然と見せるカスポンドにネイアは少しだけ怖さを感じた。

　しかし、そこで冷静さが戻ってきたネイアに疑問が沸き起こる。すなわち、なぜ自分にこのような背景を聞かせるのだろうということだ。

　ネイアをその救出に使いたいというのであれば、そう命じればいいだけだ。確かにネイアは一部隊の隊長ではあるが、あくまでも単なる弓の得意な従者である。詳しい作戦内容まで言って聞かせる必要はない。にも関わらず──。

（……あ、もしかして、私はまだ魔導王陛下の従者だと見なされている？　半分、魔導国側に足を踏み入れているから？）

　本来であれば魔導王に一緒に聞いてもらうつもりだったんだよ、という形をつくるために。もしくは魔導王に会った時に経緯を説明させるつもりだとか、か。

　そうだ。ネイアはまだ魔導王の従者なのだ。

　ネイアが胸を張ると、突然様子が変わったことに、カスポンドが訝しげな表情を浮かべたのが見えた。

「さ、て。そこで藍蛆ゼルンの王子救出に関してだが、私たちがカリンシャを攻略する最中のごたごたに合わせて、藍蛆ゼルン達が王子を救い出すという案はかなり困難だ、という結論に達した」

「その通り」藍蛆ゼルンがカスポンドの話に続く。「まずは王子が囚われている場所の説明をさせていただこう。副団長殿。補足を頼む」

　グスターボによるカリンシャの城などの補足説明を受けながら、藍蛆ゼルンが理由を説明してくれた。

　まず、大都市カリンシャとは僅かに小高くなった丘全体に広がるように存在する聖王家直轄都市であり、分厚い市壁によって守られている。そしてその西寄りに位置する最も高い場所に作られている大きな城がカリンシャの城だ。

　このカリンシャという都市は要塞線を突破してきた亜人たちの侵攻を最初に食い止めるべき場所であるということと、南部との交易の分岐点が近いということにより、聖王国のどの都市よりも強固に作られている。

　そしてそんなカリンシャにある普段は使われていない城、籠城のためだけに作られた城もまた強固だ。

　問題となる藍蛆ゼルンの王子が閉じ込められている場所は、城の中の尖塔の一つ。最後の抵抗のためにある最さい奥おうの尖塔であり、カリンシャで最も潜入が困難な場所といえるだろう。

　飛行による侵入を避けるためこの尖塔に窓はなく、城から伸びるたった一本の天空通路を渡らなくては、中に入ることができない。

　この尖塔には現在、強い番人──水の力を使うことの出来る、人喰い大鬼オーガの近親種である水精霊大鬼ヴア・ウンがおり、なおかつ近寄ることは藍蛆ゼルンには許されてはいないので、もし藍蛆ゼルンが近寄れば王子に何をされるか分からないということだった。

　しかし、裏切りがばれていない状況下であれば、藍蛆ゼルンとは全く関係のない人間を目にした場合、守護者が王子を害そうとすることはあり得ない、逆に王子を守ろうとするのではというのが彼らの考えであり、人間の力を借りたい理由だった。

「そして本格的に戦闘が始まった時、王子が囚われたままなら我々は当然だが君たち人間と殺しあわなくてはならない。それもこの地に連れてこられた全ての同胞たちが。そうなると……」

　藍蛆ゼルンが言葉を濁したが、それから先は言わなくても分かる。

　そうなれば全てが遅い。

　藍蛆ゼルンたちが人間の敵として存在するからこそ、王子を助けて寝返らせることに価値があるのだ。もし藍蛆ゼルンが全滅していれば王子を助ける必要はもはやなくなっている。

「戦端が開いた後に救出隊を送り込むのでは遅い。だからこそ、その前に一握りの精鋭を送り込み、出来る限り隠密裏に事を運び、藍蛆ゼルンの王子を救出するのが最も安全で、成功率が高いのではないか、という結論に達した。従者、ネイア・バラハ。君にはその作戦の指揮官をやってほしい」

「無理です。私には不可能です」

　カスポンドの指令にネイアは即答する。

　最高司令官である王兄の勅命に真っ向から異を唱えるなど軍の規律上でも社会通念上でも許されざることだが、常識を問うならその命令自体が非常識だ。いくらなんでも無理難題に過ぎる。

「そう言うだろうと思っていた。しかし、バラハ嬢。これは君にとって非常に有益な取引でもあるぞ」カスポンドが目を細めた。「彼らは自分たちが知る限りの丘陵に関する知識をくれ、なおかつ信頼できる案内人を紹介してくれるということだ」

　ネイアは短く息を飲む。

　唇を嚙みしめたくなりながらもそれを堪え、感情を面おもてには出さないようにする。

「……その言葉はどこまで信用できるのでしょうか」

「王子を救出すれば、我々の進軍に呼応して藍蛆ゼルン達が内部から蜂起してくれる。そうなればカリンシャ奪還は非常に簡単になるだろう。きっと通常の攻城戦よりも、多くの亜人たちを捕虜に出来るはずだ。君の欲しい情報を持つ捕虜に関して、藍蛆ゼルン達が教えてくれるとも言っている」

「詳しくは話を聞いていないが」藍蛆ゼルンがカスポンドに続けて言う。「アベリオン丘陵を行きたいということだそうだが、もし王子を無事に助けてくれたのであれば君は種族を挙げての恩人だ。その恩人に我々が持つ知識を分け与えるのに抵抗を覚えることはないぞ？　特別な知識というわけでもないのだからな」

　ぐうの音ねも出ない正論だ。

（これを断るのは魔導王陛下に対する不忠。お役に立てるかもしれないというチャンスがありながらも、自分の命惜しさに手を拱こまねくのだから）

　冷静に考えて、これ以上のチャンスはないと思われた。ただし──自殺をする気はない。

「その王子救出部隊ですが、どなたが同行されるのですか？」

　ずっと無言だったレメディオスをチラリとネイアは見た。

「私は行かないぞ。潜入などできないからな」

　それを言うなら自分もそうだ、とは思ったがネイアは何も言わずにカスポンドの顔を窺う。

「……彼女には君に同行するように何度か言ったんだが、了承は得られなかった。だから君に同行させるのはある捕虜……違うな、協力者だ」

「ふん。あれは捕虜で十分だ」

「……団長」

「構わない、モンタニェス副団長。彼女を連れてきてくれるか？」

「はっ」と言い残し、グスターボが部屋を出ていく。それと同時に藍蛆ゼルンの使者も出て行く。協力者の正体を余人には知られたくないということのようだ。

　グスターボはすぐに戻ってきたのだが、一人ではなかった。鎖でぐるぐる巻きに縛られた、見たことのない少女を連れてきたのだ。ネイアよりも小柄で華きや奢しやだ。面おも立だちから推測するに、ネイアより年下だろう。

　濃緑や黄土色が複雑に重なり合った独特な柄の襟巻をしており、変わったメイド服を着ている。

　その容姿は非常に整っており、片方の目を隠してはいても何一つとして美貌は揺るがない。

　蒼の薔薇のイビルアイの話が突然思い出され、まず間違いなく正体の予見が出来たが、念を入れ問いかける。

「王兄殿下、誰でしょうか？」

「……想像はついているのではないかね？　彼女はこの都市に現れたヤルダバオトのメイド悪魔の一人だ」

　ネイアは硬直した。想像はしていたがそれでもなお、びくりとしてしまう。難度百五十。つまりは化け物の中の化け物。人間では勝てない存在が目の前にいるのだから。

　ただ、それでもネイアは一つのことに驚く。

　絶対に勝てない化け物を前にしても、自分が変わらず激しい憎悪を抱いていられることに。

　生き物としてこれだけの格の違いがありながら、そんな感情を抱けるのは、そのメイド悪魔が恐怖を撒き散らしていないからか、それとも魔導王への忠誠ゆえだろうか。

　そのどちらにしても──ネイアは心の奥底にメイド悪魔への憎悪を沈ませ、表には出さないようにする。

　油断すると、魔導王という素晴らしい王が、ヤルダバオトに敗北することになった原因の一つに罵声を浴びせたくもなる。だが、レメディオスは聖剣に手を当てているものの、カスポンドとグスターボは特に何かをしている様子はない。

　間違いなく即座の危険性はないという判断をしているはずだ。そうでなければ王兄との同席は絶対にさせないだろう。

「…………殺人鬼少女。怯えなくても良い。今の私はヤルダバオトではなく、アインズ様に忠誠を尽くす者。攻撃しない」

「信じられません」

　アインズ様、という呼び方にイラっとするものを感じつつ、切り捨てるように言う。だが、やはり平坦な声でメイド悪魔は言いかえす。

「…………信じなくてもいい。私は事実を言っただけ」

「バラハ嬢。どうやらあの戦闘の最中、魔導王陛下は彼女の支配権をヤルダバオトより奪ったようなのだ」

　ネイアは目を僅かに見開く。

　メイド悪魔にヤルダバオト──多数に周囲を囲まれながら、殺すのではなく支配権を奪う戦い方をしていたというのか。

　魔法を詳しく知らないネイアにはそれがどれだけ困難なことかは分からない。意味合いとしては、あれだけの強者の装備品を奪い取りながら戦っていたということだろうか。そうだとしたら、それはまさに魔導王にしかできない難技だ。

　ネイアは尊敬の念を強く抱く。

　だが、そこで二つ疑問が生まれる。

　魔導王であればそれぐらい出来るに違いないと思って素直に受け止めてしまったが、本当に支配されているのだろうか、という疑問が一つだ。実際は支配されておらず、ヤルダバオトの命令で支配下に入ったように見せかけているだけではないだろうか。

　そしてもう一つは──

「……魔導王陛下に忠誠を尽くすというのは分かりました。ですが、なぜ、ここにいるのでしょうか？　鎖で縛られているからですか？」

「…………それは違う」

　メイド悪魔が力を入れると、太い鎖がミシミシと嫌な音を立てた。

「やめろ!!」

　殺気立ったレメディオスが怒鳴ると、音は止んだ。

「…………魔法も込められていない単なる鉄の鎖なら、私だって砕ける」

「ではどうして？　ここから離れ、魔導王陛下の元へ馳せ参じないのですか？」

　もしかしたら悪魔的直観、もしくは支配されている悪魔としての能力で、魔導王の居場所が分かるのではないかと思ってそれとなくたずねてみると、メイド悪魔は淡々と答えた。

「…………それが命令だから。あの御方より最後に受けた命令は貴方たちに協力しろというもの。だから私が死なない範囲で頑張る」

「え!?」

　ネイアは驚愕した。

（……魔導王陛下はメイド悪魔を支配下に置くためにこの国に来た。メイド悪魔たちという戦力を手にし、魔導国をより強くするために。であればメイド悪魔にすべき最初の命令は魔導国に向かわせること。それを陛下は……なんてお優しい……。他国の人間に対してここまで慈悲深く寛大な王など他にいるのだろうか。いや、いるはずがない、魔導王陛下だけが特別なのよ。まさにあの御方こそが正義なんだ！　凄い！　私の考えは何も間違っていない！）

　ネイアは瞳に熱い物が溜まりそうになり、ぐっと堪える。

「……えっと、死なない範囲というのは？」

「…………ヤルダバオトと戦うのはごめん。あれと対峙すれば逃げるのも難しい」

　なるほど、とネイアは理解する。彼女の話の真偽をカスポンドはちゃんと調べているのだろう。だからこそここに連れてきたということだ。

「それでこの悪魔を同行させるという事なのですね」

「その通りだ。彼女を魔導国への使者として送るという案もないわけではないが、それよりは──あー、あれが終わった後、力を貸してもらって情報を得たのちに、あー、あそこに捜索隊を派遣するわけだが、そのメンバーにも加わってもらった方が良いだろう。危険度が高いはずだからな。……こっちを捜索している、君の選任したメンバーがまだ発見できてない様子ということは、あっちに落ちたのは確定だろう」

　なんだか指示代名詞がやけに多い、ぼかした言い方をカスポンドがする。

　ちらりと窺うと、メイド悪魔の表情はまるで動いていない。心配している気配すら漂わせていない。

　勿論、このメイド悪魔は魔導王に何が起きているのか知らないのかもしれないし、危険な状況下に追い込まれているかもしれないということを想像もしていないのかもしれない。だがその無表情さがネイアを酷く不快にさせる。

　何よりそんな悪魔が「アインズ様」などと馴れ馴れしく呼ぶことが許されるだろうか。

　いや、許されるはずがない！とネイアは強く思う。自分だってそんな馴れ馴れしく呼んでいないのに。

「──ラハ嬢？」

「あ、はい！」

　しまった。ネイアは少し赤面する。メイド悪魔への不快感に我を少し忘れていたようだ。

「どうした？　何か気になることが？」

「あ、いえ！　まだ捜索に出てから三日。こちらには落ちていないと断定するのは少し気が早いのではないかと思いまして……」

「なるほど。確かにその通りだ。だが、もしもの備えはしておく方が良いだろ？」

「それはその通りです」

「よし。それではメイド悪魔君。君と話すのはこれで三度目。発見された日、昨日、そして今日だな」

　メイド悪魔は何も言わずにカスポンドをじっと見ている。

「ある大都市に潜入し、そこに囚われている者を助け出してほしいと言ったら協力してくれるかね？」

「…………昨日言った通り。協力する」

「ああ、そうか分かった。それではすまないが元の部屋に戻ってくれるかね？　モンタニェス副団長、よろしく頼む」

　メイド悪魔が連れ出され、グスターボが一人戻ってくると、再び話し合いが始まった。

「バラハ嬢。君にここまで話す必要があるか否かは分からないが、君をカリンシャに潜り込ませた場合、情報を知っているかどうかが作戦の成否に関わってくる可能性もある。そのため、幾つか話しておこう。まずヤルダバオトに関してだ」

　メイド悪魔から仕入れた情報をカスポンドが聞かせてくれる。

　ヤルダバオトに関して知っていることは少なかったらしい。というより、ほとんどなかった。どれだけの能力を持ち、どういった攻撃に弱いか、ということさえ知らなかった。それに現在ヤルダバオトが行っていることも、目的も知らないのだ。

　ただ、大きな怪我をした場合、回復するまでにかなりの時間がかかるだろうということを教えてくれた程度だ。これは大きな器であればあるほど、中の水が減った際、溜まるまでに時間がかかるようなものらしい。

　こうしてヤルダバオトや亜人、その他悪魔のことなどを教えてもらったネイアは、最初に聞きたかった質問をカスポンドに投げかける。

「彼女はどこまで信用できるのですか？」

「信用などできん。殺した方が安全だ」

　そう言ったのはレメディオスだ。

　難度百五十というメイド悪魔に勝てるんですか、という質問を投げかけたい気持ちにもなるが、それはぐっと堪え、カスポンドの判断を聞く。

「信用は難しい。もしかするとヤルダバオトの謀略の一端かもしれん。モモンや、もしかしたらほかにヤルダバオトに対抗できる者が現れたりした時のための密偵として」

　だからメイド悪魔を連れてくる前に藍蛆ゼルンの使者には退出してもらったのだし、指示代名詞が増えたのだろう。

「言っているだろ。あれは殺してしまった方が良い、と。そうすれば不安の一つは解消できる」

「なるほど、カストディオ団長。それも一つの手ではある。しかしながら、メイド悪魔の現在の支配権は魔導王にあるというのが真実の可能性も大いにある。ヤルダバオト本人の情報も噓をペラペラ言うのではなく、知らないと答えているのだから。しかし、そうであれば魔導王のことを一切聞いてこないというのは……。うーむ。ただ、魔導王とはあのメイド悪魔の支配権を渡すという契約を君が交わしているのだろ？　その場合、我々が殺したと知られたら約束事を一切守らない国と思われるぞ？　今後、何かあった時、助けてくれる国がなくなるかもしれない」

「奴はヤルダバオトに殺されただろ」

　レメディオスの言葉にネイアは目を伏せ、激しい怒りを堪える。レメディオスのお陰で感情の抑制が上手くなってきた気さえする。

「我々はそれを確認できていない。だからこそ、王子救出に使い、奴を試そうと思う。もし裏切って情報を流されたとしても藍蛆ゼルンが粛清されるだけだろうから、亜人の数は減る。我々は潜り込もうとした鼠を追い払える。二つもメリットがある。成功したら喜べばいいだけだ」

　潜入する者の命も忘れないでほしいですけど、とネイアは心の中でぼやく。

「あのメイド悪魔の弱点などは聞いてはいないのですか？　共に行くとしても裏切られた時、何か対処できる方法があると嬉しいのですが？」

「流石にそのようなことは聞いていないな」

　カスポンドが苦笑いを浮かべた。ネイアも同じように笑う。

　答えたとしてもそれが本当かどうかどうやって確かめるというのか。見た目では分からないかもしれないし、実行できるはずがない。

「まぁ、私たちは別に彼女の支配権を持っているわけではありません。あくまでも魔導王から命令を受けて協力してもらっている立場ですから」

　グスターボが今更そう言うが、ネイアだってカスポンドだって分かっている。この場で分かっていないのは一人ぐらいだ。

「それで潜入部隊というのは私とメイド悪魔。それ以外に誰が選抜されているのでしょうか？」

「それなんだがね、君の方で推薦する人物がいないのであれば二人だけで遂行してもらいたい」

　一瞬、冗談かと思ってカスポンドを見るが、その表情は本気だ。

「王兄殿下に補足して説明すれば、潜入するのはごく少数であるべきだろ？　邪魔になっても不味い。そのために私たちからは推薦者がないんだ」

　納得がいく説明をグスターボがしてくれるが、理由はそれだけではないとネイアは理解する。

　ネイア・バラハはそういう立場に置かれてもいるのだ。

　この救出作戦は成功したら万々歳。失敗しても魔導王に近かった邪魔な従者と魔導王の配下が死ぬだけ。そしてメイド悪魔が裏切ったとしても犠牲は少ない。完璧といえば完璧だ。

　では──一度はレメディオスを送り出そうとしたのは噓なのか。そうではなく、純粋に損害が小さくなるように、と考えている可能性もあり得る。

　ネイアはふぅ、と息を吐きだす。なんにせよ、答えは一つしかない。魔導王への忠義を示す良いチャンスだ。

「畏まりました。私と彼女──」あれは女、なんだよね、と思いつつ「メイド悪魔の二人だけで行きたいと思います」

「おお、そうかよろしく頼むぞ」

「はっ！」

「それでは城の見取り図を──モンタニェス副団長に描いてもらっている。君たちが出立する前には準備できる予定だ。それとヤルダバオトの側近悪魔がいた場合は戦闘は避けてくれ」

　メイド悪魔と藍蛆ゼルンの情報によると、ヤルダバオトには三体の大悪魔が側近として仕えている。その三体の大悪魔とは──

　亜人たちの暮らすアベリオン丘陵地帯を支配する者。

　聖王国南方への侵攻軍を統括する者。

　三つの大都市を管理するため、カリンシャ、リムン、プラートを順繰りに転移して回る者。

　であるそうだ。

　そのため、運が悪ければその管理役の大悪魔がいるかもしれない。

　その管理役の大悪魔は頭部のない、枯れ木のような体をしているらしい。翼や尻尾などはなく、身長は二メートルはある。鉤爪が生えており、その細い体からは想像もつかないほどの腕力を持つという。そして頭部が無いのに、どうやってか周囲の状況は把握しているようで、文字も読めるらしい。

　まさに悪魔らしいといえば悪魔らしい姿だ。

　ちなみに首都ホバンスはヤルダバオトの直轄地となっているので、側近悪魔が管理しているわけではないそうだ。

「あのメイド悪魔とどちらが強いのですか？」

「メイド悪魔本人の言葉によるとよく分からない、だそうだ」

　あのメイド悪魔には一度、戦闘能力を見せて欲しいところだ。特に得意な武器やどういった特殊能力を持っているかなどを知らないと、思わぬ失敗をする可能性だってある。

「三体の大悪魔はそれぞれが将軍であり領主でもある。だが亜人たちのことを頭脳労働に不向きだと思っているのか、独裁的な統治機構を築き上げているようだ。だから大悪魔たちは多くの管理を自分の手で行っていて、後任や代理を作っていない。奴らを倒すことができれば、亜人連合軍の連携や補給の大部分を突き崩すことができるだろう」

「王兄殿下が考えられている勝利条件が満たされるわけですね」

「ああ。ヤルダバオトの負傷が癒えれば、奴自身が指揮を執るかもしれないが……。今のところ、無理を押して出で張ばってくるとは思えない。手足をもぎ取ってしまえば、頭を潰さなくても勝利に繫がるな。とはいっても、今回は救出がメインだ。戦闘は避けてくれたまえ」

「畏まりました」

「それで……いつごろ救出任務に入る？」

「準備ができましたら早急に出立したいと思います。ただ、その前にメイド悪魔とはもう少し話をさせてください」

「なるほど。では二日後ではどうだろうか？」

　ネイアは了解の返事をすると、メイド悪魔に会う許しを得てから退室した。

　両肩に載る責務は重いが、足取りは勇ましく、表情には決意がみなぎっている。ここ最近、行き場を失って荒れ狂っていた炎が指向性を持ち、まばゆい光となって道筋を照らしているようだった。

　自分にもできることがあり、歩む先にはあの御方がいる。そう思えば、危険な悪魔と同道することぐらい何だというのか。





•






　メイド悪魔は庭園付きの邸宅──というほどは大きくはないが、小さくもない──にいた。元々は都市内でもかなり裕福な者の住居だったと思われる。この都市を支配した亜人の暴虐の前に華麗な装飾の一部などが破壊されており、元々あったであろう彫刻は粉砕されている。しかしながら家屋自体はなんとか無事であり、冬の外気が流れ込むようなことはなさそうだ。

　ただ、酷い安普請だったとしても同じだっただろう。全ての窓という窓は一分の隙もないほど板を打ち付けて塞がれており、外から──そして中からも──わずかな空気さえ通すまいとするような偏執的な意思を感じさせた。

　総合的に評価するなら、檻であり、隔離された空間というべきか。アンデッドか悪魔かどちらかの手下の化け物であると同時に他国から聖王国を救いに来た英雄王の配下という名目の彼女を滞在させるための、多方向からの思惑や危機感、忌避感がないまぜになった場所というところだ。

　鎖でぐるぐる巻きにしておいて何をいまさらという面もあるが、魔導王からの正式な紹介がないのに、このメイド悪魔を丁重にもてなすのは無理があるということだろう。

　屋敷を囲む塀は突貫工事で修繕されていたが、肝心の格子門扉が無い。鉄が不足したために接収されたのだろう。その代わりなのか、門の脇には慌てて作った掘っ立て小屋のような詰め所がある。

　そこには武装を整えた屈強な男たちがおり、更に指揮官役として任命されたのか聖騎士が一人いた。ネイアはその聖騎士にカスポンドが用意してくれた羊皮紙を渡す。

　聖騎士はさっと目を走らせると、羊皮紙を返し、一緒に火のついた手燭を渡してきた。

　今は昼間だが、打ち付けられた木の板の所為で外光が入らず、メイド悪魔は明かりを必要としないため屋内は真っ暗だということだ。

　ネイアは門を通り過ぎると、荒れ果てた庭園を横目に館へと歩を進める。ところどころ砕けたレンガ敷きの歩道を踏みしめて玄関にたどり着くと、ネイアは一度だけ深呼吸した。

　扉のノッカーを鳴らす。返事は無い。ネイアは少しためらってからドアノブをひねる。鍵はかかっていない。微かに開いた隙間からは暗闇がのぞく。僅かな物音さえ聞こえてこない。まるで霊廟のような静けさだ。

　意を決して中に入る。明かりもなく、使用人もいない。この館には現在、ネイアと難度百五十の悪魔だけしかいないのだ。

　背中を冷たい汗が流れる。手元の蠟燭の火が頼りなく揺れる。蠟燭の小さな輝きの外、そこに全てを吸い込むような闇が依然として存在する。

「ネイア・バラハです！　会いに来ました！　どこにいるんですか！」

　暗闇に向かって呼びかけるがどこからも返事はない。

　寝ているのだろうか。

　もう一度、先程よりも大声で呼びかけるが、やはり返事がない。

　ネイアは覚悟を決め、歩き出す。

　この建物は二階建てだ。部屋数はそれなりにあるだろうが、全部調べてもそんなに時間はかかるまい。そこまでしなくてもネイアの鋭敏な聴覚であれば何か音を捉えるかもしれない。

　まずは一階からだ。

　ネイアが覚悟を決め、歩き出そうとしたとき──

「──ばぁ」

　真横から突然声が掛けられ、明かりの中に人の顔が浮かぶ。

「ひぅ!!」

　肩がビクンと跳ねあがり、出現した顔から距離を取ろうと体が無意識の内に動く。

　ドン、と背中が壁にぶつかった。

　見逃したなどということはあり得ない。まるで壁を通り抜けでもしたように真横から突然現れたのだ。

「…………良い感じに驚いた」

　涙目で見ればあのメイド悪魔だ。慌てたネイアを無表情に眺めている。

「悪魔め……」

　ネイアは思わず怨嗟の声を上げる。

　精神防壁の冠でも驚きの感情からは守ってくれないのか、ばくばくと心臓は早鐘を打ち、今にも破裂してしまいそうだ。それがこの悪魔の狙いということも──

（流石にないわよね……）

「…………それで何をしに来た？」

「貴女に話を聞きたくて来ました。二日後、私と一緒に……」まだどこまで信用できるか分からない。詳しい作戦を話すのは危険だろう。「……ある任務に就いてもらいたいんです」

「…………分かった」

「それでお互いに情報を交換し、どんなことが出来るかを話し合っておいた方が良いと思ったのですが……」

「…………情報共有は重要。了解した」

　本気で共有するかはこれからの話し合い次第だ。

「…………それじゃ、こっち」

　メイド悪魔はスタスタと歩き出す。明かりが届かない場所だろうと無関係という様子だ。ここに入る前に会った聖騎士の言葉は真実だったのだ。

　後ろを歩きながらネイアはメイド悪魔の後ろ姿をそっと観察する。

　華奢な肢体といい、整った容貌といい、庇護欲を刺激される美少女だ。

　ただし正体を知るネイアからすれば全てが擬態に見える。

　この場では、カスポンドの部屋に来た時に巻きつけられていた鎖はない。いや、そもそも鎖など何の意味もない。この悪魔は人間の少女を象かたどっただけのドラゴンを超える化け物なのだ。

　軽く撫でられただけで死ぬかもしれないと考えると、胃がキリキリ痛むようだ。

「私は柔らかいから扱いには注意して」

　思わずぽろっともらしてしまった言葉に、ピタリと足を止めたメイド悪魔が頭だけ振り返り、「分かっている」と答えた。ネイアの視力でも表情の変化はうかがえなかった。どんな考えを抱いたのか分からず、少し不安だ。

　そのまま応接室に通される。

　明かりは一本の蠟燭だけだ。

「…………座って」向かい側の席を指さされ、ネイアはそちらに座る。「…………飲み物」

　すっと茶色の液体が入った瓶を出された。まるで魔導王と同じような取り出し方だ。

　驚いている間に蓋を外され、そこにストローを差し込まれる。柔らかいような硬いような、奇妙な材質でできていた。

　ドロドロした液体だが、毒ではないと思いたい。人間には害な飲み物だということを失念しているとかも困る。

　しかしもし本当に魔導王の配下に入っているとしたら、と思うと断ることもできず、ネイアは覚悟を決め、口を付ける。

　口に含み、舌に転がす。

　それは想像も絶するような苦味もなければ、突き刺さるような刺激もなく──

（甘い!?　何これ！）

　ネイアはもう一口、もう一口と口に含む。吸い上げるのにちょっと力がいるほど粘液質なのだが、非常に冷たくて美味しい。

「…………チョコ味。ちょっとカロリー熱量が高い……二千ぐらい。けど気にしない。美味しい物を食べて太るのは女の本望って偉大な御方のお一人が言っていた」

　少し口調が変わったので様子を窺うが、表情は何も動いていない。

　偉大な方という言葉に魔導王を思い出すが、別人のことを言っている感じだ。

「…………もう一本飲む？」

「頂いてもよろしいでしょうか？」

　一気に飲み干してしまい、少し残念そうにしていたのがメイド悪魔にも分かったのだろう。もう一本差し出してきた。

　ネイアも一応は女なので──豚鬼オークにはメスかどうか疑われたが──太ると言われると手を出しにくいが、この飲み物の器はそこまで大きくなく、当然容量も多いわけではない。何でもたくさん食べれば太るのは当然のことなので、夕食を少し我慢して帳消しにすればよいだろう。

（カロリー熱量、二千とか意味が分からないけど、ちょっとと言っているし、大丈夫よね）

　果物やハチミツといったものとはまるで違う甘味を、今度は味わって飲むことにする。

　一口含み──

「あ！　違う。そうじゃない。私は話をしに来たんです」

「…………ん」

　ストローを咥くわえ、同じように啜すすっていたメイド悪魔が目で話を続けるよう促してきた。

「えっと、まずあなたの名前があるならそれを聞いても？　私の名前はネイア・バラハです。お好きに呼んでください」

　メイド悪魔の個体は全部が外見も武装もばらばらだという話を蒼の薔薇のイビルアイから聞いている。実際、カスポンドの部屋でヤルダバオトの後ろにいたメイド悪魔は彼女とはまるで形態が違った。もしかするとゴブリンとホブゴブリンのように、メイド悪魔という分類の中でも違う名前が付いているのかもしれない。

　個体名や分類名を知る必要はないかもしれないが、もし本当に魔導王の配下であるならそれなりの対応をするのが従者として当然の礼儀だ。

「…………ぷはっ。シズと呼んでいい。ネイアと呼ぶ」

「シズですか」

　人間と呼ばれるのかと思っていたネイアからすれば、少し驚きだった。

（メイド悪魔で個体名がシズ？　分類名がシズ？　まぁ、どっちでも良いけど……）

「個体名ですか？」

「…………個体名？　凄い質問。そう。個体名」

「あ、失礼しました。悪魔に関しては詳しくないもので……」

「…………むぅ。悪魔……か。これは……むぅ」

　シズが何かブツブツ言っている。無論、ネイアには十分に聞こえているのだが、独り言のようなので突っ込まない。

「それではシズ。あなたは何ができるのでしょう？　それにメイド悪魔は何人もいたようなのですが、なぜ、魔導王陛下は貴女を選ばれたのでしょう？」

「…………私は遠隔攻撃が得意。そしてＭＶＰ最優秀だったから」

「優秀？　ああ、そういうことですか。あの状況下であなたが一番手間取った相手だから、という意味ですね」

　シズがふふん、と笑った。とはいえ、その表情は何一つとして動いてないように見えるだろう。しかしながら鋭い視力を持つネイアがじっくりと観察した結果、少し分かった。

　非常に僅かな変化に──自慢げに顔を動かしたということに。

　そして同時にネイアは安堵する。最も弱かったから簡単に支配下に置けた、ということではなかったようだ。

「私も飛び道具が少し使えます。その代わり、接近戦は不得意です。……前衛がいませんね」

　シズは何も言わずにドリンクを啜った。

「何か良いアイデアはありますか？」

「…………私たちは何をしに行く？」

「都市に潜入し、要人を救出します」

　藍蛆ゼルンという単語はまだ言えない。

「…………だったら必要なのは隠密裏に行動する能力。ガチャガチャと煩い音を立てる前衛はいない方が良い」

「そう。そうですね。その通りですね」

「…………ネイアは静かに行動できる？」

「ある程度は訓練したので、前よりは上手くできるようになったと思います。ですが、絶対の自信があるかと言われると難しいです」

「…………〈透明化インヴイジビリテイ〉などの魔法や魔法の道具は持っていない？」

　ネイアは頭かぶりを振った。

「…………そう。なら頑張れ」

「はい。頑張ります。それで……」

　彼女を本当に信頼して──魔導王の支配下にいると信じてよいのだろうか。

　シズが実は今もヤルダバオトの配下で、諜報のために魔導王の配下の振りをしていたとすると、あの方の状況を話すのは不味い。だが、あの魔導王であれば本当にヤルダバオトから支配権を奪った可能性は高い。もしそうなら信用しないあまり最高の切り札を捨てることになる。

　だから恐る恐る、逡巡しながら語りかける。

「私はこの地で、えっと、魔導王陛下の従者を務めさせていただいておりました」

　シズの作り物めいた美しい顔に動きはない。

「…………聞いてる。目つきの悪い人物だと。そして弓を貸した。それもルーンの。見せて」

　ヤルダバオトも興味を持っていた様子だった、と脳の片隅で警告が発せられたが、シズが本当に魔導王の支配下に入っていたらと思うと拒絶することができない。

　ネイアが弓を貸すと、シズはそれを受け取り眺めた。ただ、さっと見るとすぐにネイアに返してきた。

「これは非常に素晴らしい。多くの人に見せるべき」

　淡々と話すので、何か読み上げられている感じをどうしても覚えてしまう。いや、真剣に、興味を持って弓を眺めていた様子じゃないと思ってしまったがゆえの邪推だろう。彼女は会った当初からこんな感じの話し方だ。

「それはありがとうございます。……あ、そうでした。それでこの任務が終わった後のことなのですが──」

　シズがすっと手を伸ばし、ネイアの言葉を遮る。

「多くの人に見せるべき」

　なんでそんなことを、という疑問が顔に出てしまったのか、シズが続ける。

「ルーンで作られたという素晴らしい武器を貸す、アインズ様の偉大さを広く伝えるべき」

　アインズという言葉にピクリと来る。これは最優先で言っておくべき重要なことだ。

「魔導王陛下」

　シズの無表情に言葉が足りなかったと思い至り、補足して言う。

「魔導王陛下、です。アインズ様という呼び方は少し馴れ馴れしいんじゃないですか？」

　今度はシズの表情がピクリと動いた。いや、一見すると無表情ではある。しかしながらネイアはその表情は動いたと確信を持てた。

「馴れ馴れしくなんかない」

「いや、馴れ馴れしいわ。普通はお名前ではなく、讃えるべき地位で呼ぶものでしょ。支配されたばっかりで何のお役にも立っていないんだから。……何？　その顔？」

「別に何も。しかし、魔導王陛下ではなく、アインズ様と私は呼ぶ」

　無表情の顔にうっすらとある感情は憐憫か、それとも勝ち誇っているのか。流石のネイアもそこまでは分からないが、イラッとする。横からしゃしゃり出てきた新顔が、自分の崇拝する御方に馴れ馴れしいのは非常に不愉快だ。

　ネイアはとうとう被っていた猫を取り払った。従者として、聖王国の者として丁寧に対応しようと思っていたが、それはもうやめだ。相手が古今無双の怪物だったとしても関係ない。わからせてやる必要がある。

「あなたごときが──」

「私はアインズ・ウール・ゴウン様──アインズ様とお呼びするように、と言われている」

「え？」

「だから私はアインズ様と呼べる。わ、た、し、は呼べる」

　言外にお前は無理と言われ、ネイアはぐらりと体が揺れる。

　いや、魔導王に魔法的に支配された悪魔なのだ。それぐらい当然なのかもしれない。

「い、いや、そんなはずがない。う、噓よ。悪魔らしい噓よ。あの状況下でそんなことを一々言っている時間は……」

　ふぅ、やれやれと言わんばかりの態度でシズが頭を振った。

「残念ながら真実。まぁ、ショックを受ける気持ちもわかる。非常に分かる。しかし、それが今のあなたの立場。でもアインズ様のために働けば、いずれはあなたもアインズ様と呼べるようになる。精しよう進じんすべき」

「──シズ」

「…………ネイア。後続の者を導くのは先せん達だつとしての役目」

　良いことを言っているようだけど、シズの方が自分よりも後続ではないだろうか。いや、確かにアインズ様と呼べる彼女のほうが、その点では先輩なのかもしれない。多少、こう、納得出来ない部分もあるが、ひとまずは──

「ありがとう、と言っておくわ」

「…………気にすることはない。アインズ様が偉大な御方だと知る者には慈悲を与えるべき」

　ネイアは驚きから目を見開く。支配下に置いて短いはずなのに、どうやってこれほどの尊敬を勝ち得ているのか。いや、違う。それだけ魔導王は凄いのだ。

「ええ、そうね。魔導王陛下が偉大なる御方、だということだけは十分に知っているわ」

　ネイアが答えると、二人はしばらく見つめ合う。

　最初に動いたのはシズだ。

　すっと右手を出してきた。ネイアは迷いもなく、瞬時にそれに応える。

　シズが手袋をしたままということにネイアとしては少し思うところがないわけではないが、二人は机の上で手を握り合う。

（ここまで魔導王陛下に心服しているんだから、本当に彼女は陛下によって支配されてるみたい。もしそうでないとしたら怪しまれないためにもアインズ様という呼び方ではなく、私と同じ魔導王陛下という呼び方をするわよね）

　甘いだろうか。だが、この時ネイアは強い自信を持って、シズの忠誠は本心だと理解できた。まるで何か歯車がかみ合ったかのように、同じ神を崇拝する者同士として分かり合えたのだ。

「…………それにしても話が合う。ネイアは人間としては見どころがある」

「悪魔と話が合うというのは色々と複雑なところがあるけど。いま話が合うのは、あなたが正しいことを言っているからにすぎないわ。魔導王陛下が素晴らしいという一点だけね」

　ふむ、ふむという態度でシズが頷いた。

「…………本当はネイアがどうなろうと知ったことではないと思っていたけど、無事にこの国に戻す。約束する」

「ありがとう」

　素直に感謝する。難度百五十。あの蒼の薔薇をして勝ち目が薄いと言わしめた水準の悪魔に守られるのだ。礼を言うべきだ。それに魔導王の配下であるならなおさらだ。ただ一つ、確認させてもらおう。

「……それは魔導王陛下の御名にかけての誓い？」

　シズが手を上げた。教師に指名された生徒のように。

「いと尊き御方、アインズ・ウール・ゴウン様の御名に誓って約束する。……でもネイアが死んじゃって蘇らせても約束は守ったことになるよね？」

「無事……？　いや、それは少し違うと思う……」

　二人で顔を見合わせる。

　ネイアとしては一度死んで蘇るのは無事という言葉からは非常に遠いとは思うが、妥協できるギリギリを口にした。

「アンデッドとか悪魔とかになってない、人間として蘇らせるということだったら約束を守ったということになるかも……」

「…………なら問題ない。…………よし」

　先程からずっと平坦な口調で喋っていたシズが少し声の調子を変える。力を入れたという感じだ。

「…………可愛くはないけど、特別にあげる」

　何かを取り出しつつ、ネイアの隣まで来る。そしてネイアの額にぺたりと何かを貼り付けた。

「え!?　何これ！　何なのこれ！」

　得体のしれない行動に、慌てて剝がそうとするが、貼り付いた何かは剝がれない。ぴったりくっついて剝がれない。非常に怖い。

「何なの！　え！　ちょっと！　怖い！」

「…………大丈夫。痛いものや怖いものではない。これ」

　シズが見せてくれた物には数字の１に何か奇怪な紋様──文字だろうか──が一つ描かれている。恐ろしく光沢のある紙で、額のそれもツルツルしている。符術というものを聞いたことがあるが、ひょっとしてそれに使う魔術触媒の札だろうか。いずれにしても、なんでもない物をこんな風に渡してくるはずがないので、マジックアイテムだろう。ネイアはだからこそゾッとする。これ、一生剝がれないんじゃないだろうか。

「なんで額に貼るのぉ!!　もっと別のところでもいいじゃないぃ!!」

「…………む、妹っぽい」

「え!?」なんだか驚くべきことを聞いた気がするが、それ以上に重要なことがある。「そんなことよりも剝がしてよ。せめて服とかもっと別のところに貼り付けて！」

「…………仕方ない」

　シズが何か小瓶を取り出し、それを額に垂らしてくれた。すると先ほどまでの密着ぶりが噓のようにペロリと剝がれる。取って確認すれば、確かに先程シズが見せてくれたのと同じ物だ。

「…………シール。目立つところに貼ること」

　貼ることは確定らしい。シズを怒らせてもネイアにはメリットはない。彼女の意思に従うしかないだろう。

「はい……」

「…………話は終わり？」

「え？　あ、いや、後は……あの、えっと、魔導王陛下を探し、あ、いえ、迎えに行くという話をしようと……」

「…………私も行く。……色々と準備が必要。それらがすべて終わったら」

「本当？」

「…………約束。でも亜人による丘陵の地図を完成させることに時間を割いてほしい」

「そうね。え、亜人？」

　一瞬、同意してから疑問に思う。まだ何も話してないに等しい。にも関わらず、彼女はどうして亜人という単語まで使ったのか。

（もしかして……カスポンド殿下などから丘陵地帯に落ちたかもという話を聞いている？）

「…………どうかした」

「う、ううん……。わかった。上の人に掛け合ってみる」

「…………よろしく、ネイア」

「こちらこそ、シズ」

　先程のシールに少し思うところがないわけではないが、ネイアは手を差し出し、シズがそれに応える。二人は再び握手を交わした。

「やっぱりシズも魔導王陛下が死んだとは思ってないのね？」

　シズがきょとんと目を丸くした。

「…………何を言っている？」

「実は魔導王陛下は東の地に落ちて行って、それから連絡が一切取れなくて……転移の魔法を使える陛下がまだ戻ってこられないことを考えると、何か不測の事態が発生した可能性が……。だから……もしかすると……魔導王陛下は……」

　それ以上は言葉にするのが苦しい。口にしてしまってはそれが真実になってしまうかもしれない、と躊躇ためらってしまう。

　それに対して、シズが──多分──呆れたように言った。

「…………無事。死んでない。私が支配されているのが証拠。ん？　…………なぜ、泣く？」

　涙は勝手に流れ出していた。

　本当に魔導王は生きていたのだ。

　死んでいないと信じてはいた。だが、ふとしたタイミングで不安が頭をよぎり眠れない時もあった。

　色々な者たちが魔導王は無事だという言葉をネイアに投げかけてくれた。だが、どれも慰めのようにも、自分たちの不安を払拭するために言っているようにも聞こえ、本心からの確信を持つ言葉には思えなかった。

　だが、今、この瞬間、絶対の確信を持った、自信あふれる言葉、そしてシズという魔導王生存の証拠がいることに、心が緩んでしまった。

　見失っていた親を見つけた迷子の子供のような安堵感からネイアは涙を止めることができない。

　襟巻と同じ柄の布──多分ハンカチをシズが、ネイアの顔に押し当てる。そしてごしごしと拭われた。乱暴というより、経験したことのないことをしているせいか、拭われるほうにしてみれば結構痛い。

　ハンカチが遠ざかり、ビロンと鼻水が橋を作った。

「…………鼻水が付いた。……かなりショック」

　ショックを受けていると明確に分かるシズの声を聞き、ネイアは何とも言えない顔をする。

　だから自分のポケットを探り、ハンカチで鼻水の橋を破壊した。

「……私が洗濯します」

「…………ん」





２






　カリンシャの城に入るのは簡単だ。

　樽の中に入り、荷物として運び込まれればよいのだ。チェックは当然あるが、二人が入る以外の樽──全部で八つ──も用意し、そちらを開けて見せればよい。こんなザル警備がまかり通っているのも、亜人連合が多種多様な種族の寄せ集めであるということに起因している。

　文化も違えば常識も違う者たちが一堂に会しているのだ。共通する価値観があるとすれば、それは戦闘力が絶対的意味を持つということ。だから強い個体がゴリ押しすれば、少々の無理なら通ってしまう。亜人にとって強さとは、暴力に由来する爵位のようなものだ。下々の者は従うよりない。

　つまり藍蛆ゼルンの強者が睨みつければ、荷物の検査も最小限まで簡略化できるというわけだ。

　やがて、一度ゴスン、と大きな音を立てて樽が床に置かれた。

　そして上部が一度、ドン、と叩かれる。

　所定の場所まで到着したことを知らせる合図だ。ネイアは計画に従い、三分数える。その間にここまで運搬してきた藍蛆ゼルンが扉を開けてどこかに出ていくのが、樽の板越しに聞こえた。

　三分を数え終えると、ネイアは中蓋を下から押す。すると中蓋が斜めになり、貼り付けられていた大きな生肉は落ちてこないものの、小さな生肉がどちゃどちゃとネイアの上に落ちてきた。この樽は二重底になっており、中蓋の下にネイアが潜み、上に生肉が載っていたのだ。

　麦や野菜などではなく、血腥い生肉を載せているのは、鋭敏な嗅覚を持つ亜人が見張りだった場合、ネイアやシズの体臭を誤魔化すためだ。

　対策はしていたもののそれが無駄に終わったのは幸運と思うべきだろう。生肉──血や肉から出る汁塗まみれになったネイアの不快感を除けば。

　樽の蓋をゆっくりと外し、外の様子を窺う。

　ぐるりと──かなり暗いが、魔法の物と思おぼしき小さな明かりがある──室内を見渡し、誰もいないことを確認するとゆっくりと樽から外に出た。

　そこは食料保存庫として使われている部屋で、棚には様々な食料や壺が置かれており、運ばれてきた分も含め、同じような樽がいくつもある。

　出るのに少し苦労したが、無事に外に出ると、戻ってきた際に中に入りやすいように中蓋を樽の中に立てかけておく。

　藍蛆ゼルンの王子救出後、状況次第ではこの樽にもう一度入って外に出ることになっている。

　もう一人の潜入者は、と見ればシズも樽から出てくるところだった。彼女はネイアよりも若干身長が低いので、大きな樽から出るのに少し苦労して見えるが、元々ネイアどころかレメディオスにすら勝る身体能力を持っている。そのためにネイアが手助けに行こうとするよりも早く、一人で外に出てきた。

「シズさん」

「…………ん？」

「生肉が髪に付いてる」

　シズがむっ、とする。彼女の表情は動いていないが感情がないわけではない。頻繁に顔を合わせる時間を作ってきたおかげか、それともネイアの視力が優れているおかげか、はたまた骸骨である魔導王の表情を窺っているうちに洞察力が鍛えられたのか、なんとなくだがどんな気分でいるのかがわかってきた気がする。

　シズが自分の頭に触り、小さな肉の破片をつまみとろうとするが、後ろ髪にべったりついたそれは、なかなか取れない。

（髪が長いと戦闘中に引っ張られたりするから短い方が良い、って教えられたけど、他の面でも髪が長いのは不利なんだ）

　ネイアはシズに近寄り、彼女の髪に付いた肉を全部取って、樽の中に入れる。

「…………礼を言う。……二度とこんな潜入方法はしない」

「もう一回、脱出する時があるけどね」

「………………」

　シズが最悪という目でこちらを一瞥し、何もない空中からタオルを取り出して己の手を拭いた。それからネイアに渡してくれる。

　その濡れタオルはネイアが触ったこともないほど柔らかで、きめ細かい。非常に貴重な品なのではないだろうか。そもそも彼女はどうやってこれを手に入れたのか。魔界にはこんなのがたくさんあるのだろうか。

　疑問は尽きないところだが、肉に触って少しねちゃついた手を拭き、使っていない綺麗な部分でシズの肉がついていた辺りの髪を撫でるように拭いておく。気持ち程度だが、それでもしないよりは気分もいいだろう。

「…………ありがと」

「どういたしまして」

　ネイアがそんなことをしている間に、シズは自分の武器を取り出した。

　変わった形をしている武器で、魔道銃という飛び道具らしい。魔力を使って弾丸のような矢を射ち出すもので、クロスボウに近いという話だ。話のついでに火薬なるものは燃焼反応を示さない、とシズに教えられたのだが何のことかさっぱりだったので聞き流している。

　使っているところを見たかったが、シズの外出許可が下りなかったので、シズの戦闘能力は未知数だ。しかしながら難度百五十のメイド悪魔なのだ、ネイアが不安に思うこともないだろう。

「…………ん」

　同じようにシズが空中から手品のようにアルティメイト・シューティングスター・スーパーと矢筒を取り出し、ネイアに渡してくれる。代わりに汚れたタオルをネイアは返した。

　ネイアの弓は最初、どのような形で持ち込むかに関して議論になった。弓自体の長さもさることながら、装飾が多くて色々な所につっかえるため樽に入れると中蓋がはまらなくなる。だから樽を開けて中を見られたら終わりという問題があった。

　藍蛆ゼルンに装備させてというアイデアもあったが、あまりにも素晴らしい一級品であるため印象に残りやすく、救出作戦に失敗した際、関連付けられることを嫌って彼らに拒絶されてしまった。

　そのため最後は、置いていくか、という意見が優勢になったのだが、シズが自分の武器は空中の謎の空間にしまえるのでついでにそれも持って行ってあげると言ってくれたのだ。

　魔導王から借りている大切なアイテムを危険な場所での作戦に持っていくことへの不安と、離さなくて済んだ安堵。二つの感情が入り混じりながらも、親切心で言ってくれたシズにネイアは深い感謝を送った。なんだかその時に明確にネイアはシズの後輩認定されたらしく、それからしばしばシズが先輩風を吹かせるときがある。

　ネイアがシズを「さん」を付けて呼ぶのもその一環だ。付けないとムッとするのだ。美少女であるシズの「ムッ」とした表情──一見すると無表情だがネイアには分かる──は可愛らしさが先に立つということは内緒にしてある。

　お互いに武器を準備し、シズを先に立てて歩き出す。

　ドアの前で外に聞き耳をたてたが、誰かがいる気配はない。

「…………それじゃ行く」

　あまり時間はないので、ネイアは頷く。

　というのもこの潜入及び藍蛆ゼルンの王子救出作戦に連動して、解放軍がカリンシャに接近することになったからだ。まもなくカリンシャ攻略が始まるのだ。




　一、ネイアとシズがカリンシャの城に潜入。そして藍蛆ゼルンの王子を救出。

　二、時間を見計らって解放軍がカリンシャに接近、攻略に取り掛かる。

　三、藍蛆ゼルンの王子救出に成功した場合、藍蛆ゼルンたちが内応する。

　四、右記三が失敗した場合は、藍蛆ゼルン達がしてくれるはずだった門の開放など、内部からの手引きを、ネイア達が行う。これはやるべきことが非常に多いので、出来る限りで構わない。




　これが大雑把な作戦概要だ。

　王子を救出できた段階で、どこかに籠城することになったとしても、解放軍や藍蛆ゼルン達の救援が期待できるということが大きい。藍蛆ゼルン達にもメリットはある。上手くいけばカリンシャを奪還し終わった後に王子を外に出すという形になるので、より安全が確保できるのだ。

　つまり、簡単で被害の少ないカリンシャ奪還は王子の救出の成否に全てかかってくるということだ。

　一気に肩が重くなったし、胃が痛くなったとネイアは呻うめいたものだ。

　だから──あまり時間はない。解放軍がカリンシャ攻略に取り掛かるか、あるいはその前に解放軍が発見されれば、警備体制が強化されるだろう。

　決まり通り、シズが謎の空間から香水瓶のようなものを取り出し、自身とネイアに吹きかけた。これは〈無臭オーダレス〉という第一位階魔法の効果を発揮する消費アイテムらしい。あまり量がないため、出来る限り温存する必要があるそうだ。

　わずかに扉を開け、外を確認後、すり抜けるようにシズが出ていく。

　城の見取り図確認からルートの選択、幾つかの状況に対する対応方法、お互いの役割分担などの多岐に渡って相談はすべて済んでいる。

　ネイアも外に出ると、注意深く音を立てないように扉を閉める。そしてシズに続いて走り始めた。

（私は何の役にも立たないけど）

　はっきり言ってネイアは現状、お荷物としかいいようがない。それは先を進むシズの足運びを見れば一目瞭然だ。自分の父親が森を歩く時のような、いやそれ以上の音の立たない歩き方だ。確かな技術がそこにはある。

（悪魔なのに人のような技術を持っている……。外見に現れない者は怖い、か）

　全てシズ一人に任せれば良いようなものだが、ネイアの同行はシズの監視のため以外に、魔導国を代表する──本当に支配されているなら──シズと、聖王国を代表するネイアという二人組が王子救出にあたるという聖王国の見栄もあるのだろう。

　通路は暗い。時刻は夜だ。窓からは月明かりが入ってきている。いや「月明かりだけ」というべきだろう。というのも通路には魔法の明かりどころか、松明の一つもない。

　これは亜人たちの多くが暗闇をものともしないためだ。ただ、その暗視能力には差があるらしい。完全に見通せる種族もいるようだが、大部分は夜目が利く程度。だからネイアたちは月光を避け、影から影へと走り続ける。

　人間であるネイアは、より注意深く神経を研ぎ澄ます必要がある。暗くて見えないというだけでなく、巡回する警備兵も明かりを持っていないので遠目から見つけることができないのだ。

　食料貯蔵庫に明かりがあったのは、理由はよくわからないが夜目が利かない種族のためのものだったのかもしれない。

　足音を忍ばせ、二人は城の中を目的地に向かってひた走る。

　ネイアにとっては息が乱れる速度だが、レメディオスをはるかに超える肉体能力を持つシズには、ネイアが付いていける速度など小走りにもあたらないだろう。

　時折、警備兵の亜人を発見し、息を殺して静かに相手が通り過ぎるのを待つ。相手を殺したりするのは駄目だ。死体の処理や痕跡の消去などがいちいち必要になる。ここは敵陣のど真ん中、最善手は救出するまで潜入していることに気付かれないことだ。

　幸いシズとネイアは発見されることなく、どんどん進むことができた。

　城内の警備兵が手薄なのは、城壁と監視塔、それとこの大都市内の捕虜収容施設に人員が割かれているお陰だ。魔導王によって多くの亜人が倒されたため、厚い警戒網を敷くことができず、城内の警戒はそこまで厳しくはないというのが藍蛆ゼルンの話だ。

　藍蛆ゼルンが前もって調べてくれ、かなり完璧な下準備を整えてくれたおかげもあって、現状安全に進んでいるが、ネイアには不安があった。

　難所が二箇所あるのだ。

　一つが尖塔へ向かう途中にある長い通路。

　もう一つが尖塔に掛かる橋──天空通路。

　どこにもこの身を隠す場所がない二箇所には、当然のことながら必ず監視の兵が立っている。それも一人ではなく複数で、遠距離攻撃を受けることを警戒し、必ず一人が射線が取れないような位置にいるらしい。

　グスターボが描いた見取り図を前に大勢で話し合ったが、この二箇所は尖塔に向かうにあたって必ず踏破しなくてはならない要所。

（〈透明化インヴイジビリテイ〉で視覚を、神官の使える〈静寂サイレンス〉で聴覚を誤魔化してしまえば完璧な潜入ができるんだろうけど……。様々な状況に対応できるチームを作る冒険者が重宝されるのはこういうわけなんだなぁ）

　やがて二人は目的の場所に到着する。

　最初の難所である長い通路は、正面から行けば距離を詰める前に相手に確実に発見される。それを避けるためには相手に発見されずに射線が取れる位置まで近寄る必要がある。

　そのためにやって来たのがここ、長い通路の上の階、警備兵がいる辺りの真上にある部屋だ。

　ここからロープで外壁に沿って降りることによって、発見されることなくショートカットするのだ。

「…………ここ？」

　シズの問いにネイアは脳内マップと進んできたルートを照らし合わせ、確かだと頷く。

「…………ん。えらい」

　後輩を褒める先輩の態度をチラリと見せたシズが扉に耳を当て、それから音をたてずに速やかに開けた。

　部屋には雑多な荷物が置かれているが、暫く誰も使っていなかったようで、床には埃が白く積もっているのだが、そこには前もって調べてくれた藍蛆ゼルンの侵入した形跡があった。それは窓と、非常に大きな棚を行ったり来たりしている。

　シズは謎の空間から城の外壁と同じ色をしたロープを取り出す。

　そしてそれを大きな棚にしっかりと結びつける。シズやネイアが体重をかけても大丈夫か確かめるために、シズはその腕力で思い切り引っ張ったが動いたり壊れたりする様子はない。

　棚自体の大きさ──重さがあるということもあるが、それ以上に棚にべっとりと付着した蜘蛛の巣のようなもののお陰だ。先にこの部屋に来た藍蛆ゼルンが、人蜘蛛スパイダンから手に入れた粘着性の糸で固定しておいてくれたのだ。

　窓は簡単に開き、外──城壁を睨み、視界内に警備兵が巡回していないことを確認すると、武器を背負ったシズが「先に行く」と言った。

　身を窓から投げ出し、ロープを伝って、下の窓に到着。

　己の体重を片腕に預け、空いた手で窓を押すと、簡単に開いた。これも藍蛆ゼルンの仕込みだ。

　シズはその中に滑り込む。数秒の見事な動きだった。

　下の部屋の安全を確認したシズが顔を覗かせ、こっちこっちと手招きする。

　ネイアもロープを手にし、半身を窓から外に出す。

　一階下の窓までは四メートルほど降りるだけでいいのだが、今いる場所は地上まで百数十メートルもある。ネイアが落ちればまず死ぬ。いや下手に助かってしまった方が悲惨だ。まず間違いなく拷問され、情報を引き出された後、殺されるだろう。であれば落下死の方がまだ幸せというものだ。

　ロープにはところどころに結び目──手を引っかけるところがあるし、幾度かの訓練では問題がなかった。でも訓練と本番では感じるものがまるで違う。

（ああ、行きたくない）

　それでもこれを使って下に行かなくてはならない。もしテラスなどがあればそこに飛び降りるだけだったのだが──

　ネイアはロープをしっかりと握り締め、窓から全身を外に出す。両足をクロスさせ、ロープを挟み込むことは忘れない。

　あとはゆっくりと降りていくだけだ。

（すぐ下は地面。すぐ下は地面）

　自分に暗示をかけつつ、下は見ないようにしながらロープを下って行く。

　右手、左手と自重がかかるが、これは練習の時と同じだ。ただ、風によって体が揺れる。これは訓練の時とは比較にならない強さだ。

（がんばれ、がんばれ！　私、がんばれ！　シズはもっと怖かったはずなんだから！）

　あの部屋の窓が開いていたのは藍蛆ゼルンの手引きがあったからこそだ。

　ただし、藍蛆ゼルンが開けた後に誰かが入り、閉められていたら、シズは再び登ってこなくてはならなかった。それを思えば片道だけですむネイアはまだ楽だと言える。

　やがて窓の近くまで到着すると、シズが手を伸ばし、ネイアの体を摑まえた。そのまま凄い力で中に引き込まれる。

「あ、ありがとう」

「…………ん。でも、時間かけすぎ。……回収する、持って」

「はい」

　シズが窓から身を乗り出し、魔銃を構える。指示通りネイアがロープを持つと、ぱすっという気の抜けるような音がし、ロープに力が加わった。シズが己の武器でロープを切ったのだ。

　切れたロープを部屋の中に回収して、隅に転がしておく。帰りはこのルートは使わないので垂らしたままにせず回収したのだが、これにはメリットとデメリットがある。

　メリットは、城壁の周りを巡回している警備の亜人に発見される危険を避けられるということだ。デメリットは、何か想定外の事態の発生によって、既定のルートによる撤退が出来なくなった場合、代わりにロープを伝って上の階に逃げる、という手が使えなくなることだ。

　結果、二人は発見されるデメリットの方が大きいと見なしたわけだ。

「終わりました、シズさん。これから最初の難所を突破するんだけど……」

「…………ん。行く。……確実に殺す。出来る？」

「ええ。出来ると思う」

　この部屋から出れば、丁度長い通路の見張り番への射線が取れる場所だ。

　ここからの一撃で、相手に騒ぎ立てられる前に確実に殺さなければ、全てがご破算だ。

　ネイアは弓を取り出し、矢をつがえて引き絞る。シズも魔銃を構えた。

「私が右、シズさんが左」

　シズが親指と人差し指で丸を作った。

　そして二人で顔を見合わせ──シズが扉を押し開いた。

　すぐ近く──五メートルと離れていない場所にいた亜人と目があった。何が起きたのか、こちらが誰なのか分かっていない。驚きすらなく状況を理解出来ていない亜人に、ネイアは迷いなく矢を放つ。

　かつん、と額に突き刺さった矢はいとも簡単に頭を貫く。

（やった！）

　ネイアの腕もあるが、アルティメイト・シューティングスター・スーパーのお陰であるのが大きい。

（ありがとうございます、魔導王陛下！）

　ネイアの矢が亜人の頭を貫いた時には、シズの魔銃によってもう一匹の亜人の頭は半分ぐらい吹き飛んでいた。

　亜人が崩れ落ち、思ったよりも大きな音がした。ネイアは慌てて耳を澄ます。しかし幸運なことにこちらに向かって駆け出してくる音はない。まだ誰にも気付かれていないようだ。

「…………早く」

　役割分担も既に決まっている。シズが死体を先ほどの──ロープで降りてきた部屋に片付ける間、ネイアはシズから借りた消臭アイテムを使う。そのあと、腰の水袋に入れてきた強い酒を撒き散らし、床に飛び散った肉片や脳みそ、頭蓋骨と血を拭う。強い酒の臭いが辺りに充満した頃、部屋から出てきたシズが謎の空間から取り出した空っぽの酒甕の中に水袋内の酒を僅かに注ぎ、それから静かに砕いてその場に置いた。

「…………行く」

「はい」

　小細工はしたが、見張り番の交代時間になった時に変に思われる可能性は高い。死体もシズの謎の空間にしまうことができれば少しは楽ができるのだが、シズがそれはしないと言ったので、死体はあの部屋の中だ。当然、あちらでも小細工はしているが、絶対に発見されないとは言いきれない。

　時間的余裕はないと思うべきだ。

　やがて二つ目の難関である天空通路に到着する。想定していた幾通りかの中では最善に近い状況だ。まだ時間はあるし、誰にも発見されていない。

「…………ここからが時間との勝負」

「分かってます。もし私が足を滑らせでもしたら無視してくれて構わないから」

　城から尖塔まで人二人分ほどの幅の通路が伸びている。

　左右に壁はなく、吹きさらしだ。何人か落下した者がいるらしいが、これを見ればそれも当然だ、と思うほかない。

　この天空通路が籠城した際に敵を迎撃する最後の砦というわけだ。

　大軍は通れず数の有利が無効化され、そして落下死の危険性が待ち構える。通路の終わりで盾持ち長槍兵に戦列を組まれれば、突破は困難であり、攻め手にとっては本当に嫌な造りだ。〈火球フアイヤーボール〉などの攻撃魔法が使える魔法詠唱者マジツク・キヤスターがいて初めて力押しで攻略できるのではないだろうか。

　飛び道具でちくちく攻めるのは、隠密裏にそれも時間制限があるこちらにとって不利。そのためこの危険な場所を、敵の遠距離攻撃が飛んでくるであろう中を突撃し、遮蔽物を利用できない近距離で仕留めるしかない。

　そうなると尖塔の入り口にある見張所にいる警備兵に発見されるまでに、少しでも距離を詰められるよう急ぐ必要があるが、よく見れば通路は凸凹しており、走り抜けようとする者たちの足を鈍らせ、時にはつまずかせて身を下に放り出させようと狙っている。

（なんて危険な……。それに敵に突き飛ばされたり、抱きつかれたりしたら……落下して死ぬのか……。注意しないと！）

　覚悟を決めたネイアはシズが自分をじっと見ていることに気が付く。人形のように整った容貌のシズに凝視されていると、同性なのになぜか恥ずかしくなってくる。

「な、何？」

「…………使う。……ネイア、ここで待つ」

「え？」

「…………入り口の警備兵は私が片づけてくる。何が起こっても出てこない」

「──え？」

　返事するよりも先にシズが消えた。

　消えたのだ。超速度で移動したというわけではない様子だ。まるで今までこの場にいたシズが幻であったかのように空気に溶けて消え失せてしまった。

　混乱がネイアを襲う。ただ、それでもシズがああ言った以上、信じて待つべきだろう。

　天空通路入り口でネイアは身を潜め、尖塔と自分の後ろ──来た道──で何か異変が起きていないか聴覚を研ぎ澄ませる。

　数秒して──見張所で何か起きたようだ。

　悲鳴と警備兵が倒れ伏す音が聞こえる。

　様子を窺うべく顔を覗かせたネイアは見張所の中からシズが顔を出しているのを見つけた。シズはネイアに向かってこっちこっちと手招きしている。

　何が起きたのかと、呆気にとられたネイアに焦れたように、手招きのジェスチャーが大きくなり、今では全身を動かすまでになっている。

　ああまでされては行かないわけにはいかない。

　風が吹き抜けるかなり怖い天空通路を、体を低くしつつ足元に注意してネイアは走り抜ける。

　着いた先、見張所からは血の臭いが漂っている。こと切れた亜人たちが複数床に転がっていたのだ。そんな中、いつもと変わらない無表情のシズが立つ。その右手には大ぶりで切れ味のよさそうなナイフが握られており、その刀身は真っ赤に染まっていた。左手には魔銃だ。

「…………制圧クリア。先に進む」

「え、ええ」

「…………もう、今日は姿を消すことができない。注意していく」

「分かりました」

　説明する気がないのは見て取れたので、問いかけずにネイアは後ろに続く。

　流石はメイド悪魔だとネイアは感心する。

　シズがいなければ絶対にここまで来られなかった。

（これも魔導王陛下がシズに命令を下してくれたおかげだ）

　いなくなってなお敬意が深まる王など魔導王だけだ。

　アンデッドだということなど本当に小さな問題だ。

（やっぱり、みんなに広く知らしめなくては。陛下がどれだけ素晴らしい御方なのか、を！）

　ほぼ全てが石で作られた尖塔は、小さな明かり取り窓があるだけで、先程走り抜けて来た城内よりも薄暗い。

　塔内の通路はまぁまぁの幅があり、ネイアとシズの二人なら十分に並ぶことができる。この通路は螺旋状にぐるぐると尖塔の外壁を内側に沿って回るような形だ。

　目的の藍蛆ゼルンの王子は最上階近くにいるはずなので、途中にある扉はどれも中の気配を窺うだけにして、二人は上へ、上へと進む。

　進みだして二周ほど。シズが手を軽く上げて止まれの合図をするのと、ネイアの鋭い聴力が生き物が歩く音を聞きつけるのはほぼ同時だった。

　相手は金属鎧を着用しているらしく、石と金属がぶつかり合う音がする。

「一人ですね、シズさん」

「…………そう。でも……重たい足音」

　ネイアには分からないがシズがそういうのであればそうなのだろう。つまり人間サイズの大きさではないということか。

「どう……します？　戻って途中の扉の中に隠れますか？」

「…………ここまで来た。殺す」

「分かりました」

　シズに続き、ネイアも弓を準備する。姿を見せたら問答無用で射掛けるつもりだった。藍蛆ゼルンの王子は人間の子供サイズの大きさだと聞いている。それに金属鎧を着ていたりはしないはずだ。

　ぬっと大柄な巨体が姿を見せ、ネイアもシズも迷うことなく攻撃する。

　矢と銃弾が巨体に吸い込まれるように撃ち込まれた。

「がぁあああ！」

　巨体がよろめき、通路を後退する。

　曲線を描く通路は少し後ろに退がられるだけで射線が通らない。

　二人の──特にシズの──攻撃を食らいながらも命があるということはかなりの体力を持つ亜人だ。

「なんだぁ！　お前たちは！」

　通路の奥から、怒鳴り声が響いてくる。

「どうしますか、シズさん」

「…………ここで手をこまねいていても仕方ない。……敵がこの尖塔内の警備兵を集める前に、距離を詰めて攻撃」

「了解です」

　ネイアとシズは走りだす。

　シズとネイアの不意を打った一撃を耐え切れた以上、守護者──水精霊大鬼ヴア・ウンと見み做なして良いだろう。大鬼という種族は全般的に非常に優れた戦闘能力を保有する上、驚くべき体力を持つ存在だからだ。

　走るにつれ、空気中の水分量が増えたような──雨の匂いのようなものをネイアの鼻は嗅ぎつけた。

「ごおおおお！　人間がこんなところに、だと！」

　間合いを詰めると姿が見えてきたのは大柄な亜人だった。

　人喰い大鬼オーガに似て暴力的な雰囲気があるが、人喰い大鬼オーガよりずっと理知的な面立ちをしている。

　その皮膚は文字通り青白く、不健康と言うよりは魔的な印象を受ける。

　額からは太い角が一本。手にはネイアよりも大きなメイスがしっかりと握られている。

　外見的特徴はやはり水精霊大鬼ヴア・ウンといわれる種族のものに酷似している。

　バザーほどではないにしろ、かなりの難敵という話だった。確かに、先程の矢と銃弾は間違いなく命中したはずなのに外傷は無い。血の臭いもしないので、幻術で誤魔化しているわけでもなさそうだ。

　二人の攻撃──特にシズのもの──をどうやって無効化したのか。

「俺の命を取りに来たか[image: ]　なかなか、人間でもわかるものがいるではないか[image: ]」

　非常に嬉しそうだ。

　であればそのまま勘違い──

「…………違う」

　シズがそう言いながら銃を撃つ。

　パスッという気の抜けた音と共に何かが放たれる。そして水精霊大鬼ヴア・ウンの体の一部が霧散し、その銃弾が抜けていった。

「…………む」

「ふはははは！　俺に飛び道具は効かんぞ！」

　ネイアも矢を水精霊大鬼ヴア・ウンの額目掛け放つが、同じように頭部が霧と化し、矢は後ろの壁に突き刺さる。

「──無駄だ！　無駄だぞ!!　射手の天敵である我に恐怖し、そして死ぬがよい！」

「…………あらゆる飛び道具に対する完全耐性？　あの程度の強さで？」ぼそりとシズが呟く。「何かタネがある」

　ネイアはシズをちらりと見て首を振った。残念だが、奴の詳しい能力までは藍蛆ゼルンたちも知らなかった。

「何をくっちゃべってるか！」

「下がる！」

　水精霊大鬼ヴア・ウンが間合いを詰めてくる。人間をゆうに超える体格が迫ってくると距離感が狂ったような違和感が生まれる。

　ネイアでは一撃たりとも受け切れない。だからシズの言葉に甘え、後ろに退く。

　前に残ったシズに対し、巨大なメイスが叩きつけられる。まるで暴風のごとき一撃をシズは優雅に回避した。

　シズの身長ほどもあるサイズの武器を片手で振り回す水精霊大鬼ヴア・ウンの力は異常だ。床に叩きつけられたメイスは、石床を粉砕して周囲に放射状の亀裂を走らせた。まるでこの巨大な塔が揺らぐかのような錯覚さえ覚える。

「ちぃ！」

　ネイアは矢を放つ。

　シズと接近戦をしているとはいえ、そのサイズは大きく違う。上の方を狙えば、シズに当たることなく水精霊大鬼ヴア・ウンを狙える。

　空を切り裂き飛んだ矢は、やはり先ほどと同じように霧化によって回避されてしまう。

「無駄だ!!　無駄だ!!　俺に矢は通じないといっているだろう!!　愚か──うぉお！」

　さらに大声で水精霊大鬼ヴア・ウンが怒鳴るが、それを邪魔するようにシズが切り掛かる。

　射撃の腕はネイアをはるかに超えるシズだが、近接武器はそこまで得意ではないようで、残念ながらメイスで受け止められていた。

　ネイアは再び矢を引き抜く。

　次にネイアが狙ったのはメイスを持つ手だ。霧と化しても武器を落とさない可能性は十分にあるが、わずかでも可能性があるなら試すべきだと判断したからだ。

　結果は──

　霧となった腕が、メイスを手放すことはなかった。

「止めんか、人間！」水精霊大鬼ヴア・ウンが空くう手しゆをネイアに付きつける。「〈水の飛沫ウオータースプラツシユ〉！」

　水弾がネイア目掛け撃ち出される。

　右肩口から衝撃が走る。突き飛ばされるようにネイアは後ろに吹き飛び、床に転がる。

　思いっきり殴られたような痛み。もしかすると骨が折れたかもしれない。

　恐る恐る右手を動かしてみると、問題なく動く。ただし、肩口から体内へと響くような痛みが走った。肩口に手をやるとぐっしょりと濡れている。最初は大量の血かと恐怖を覚えたが、それが水だというのがすぐに分かった。

「ふん！　チマチマした魔法を使わせおって！」

　メイスを振り回し、吐き捨てるように水精霊大鬼ヴア・ウンが言う。

　一撃でも食らえばネイアならバラバラになりそうな死の豪風をシズは軽やかに回避しつつ、ぼそりと呟くのが聞こえた。

「…………何故、あの子？　自分に無意味な攻撃をする相手を攻撃？　理解不能」

「はん！　愚か者が！　それは邪──!!」

「──実は有効？　回数制限？」

　水精霊大鬼ヴア・ウンの表情が変わった。つまりはそれが答えだ。

「ネイア!!」

「わかってます！」

　ネイアは矢を放つ。また霧化されて避けられる。そしてもう一射──その矢は水精霊大鬼ヴア・ウンに突き刺さった。

　短い苦痛の声を上げた水精霊大鬼ヴア・ウンに、シズが言う。

「…………理解した。射撃攻撃を防げる回数は七回まで。それは……一日で？　それとも一時間で？　……なんにせよ関係ない。あなたは……ここで死ぬ」

　見事な回避能力を見せるシズを己が捉えることが出来ない──つまりはこのまま一方的に攻撃されて殺されるという未来を見たのか、水精霊大鬼ヴア・ウンの顔がひきつった。

「お、おのれ!!〈霧の雲フオツグクラウド〉」

　霧が吹きあがった。

　魔導国で見たもの以上の濃厚な霧に、ネイアは自分がどこに立っているのかすら分からなくなった。水精霊大鬼ヴア・ウンと戦っていたシズの背中すら見えない霧の中、シズの魔銃がパスパスと音を立てた。

　考えれば当然のことだ。

　通路のど真ん中で霧を作ろうとも、どこにいたのか分かっているのだ。そのまま撃ってしまえばいい。ネイアもシズを見習い、矢を放つ。少し怖いので上の方を狙って、万が一にもシズに当たらないようにする。

　放たれた矢はすぐに霧の中に溶け込み、そしてその先の壁に当たる音がした。どうやら外れてしまったようだ。

「今、後ろに回られた」

　シズに言われ「えっ？」とネイアは思う。

　通路の幅を考えれば、あの大柄な体を持つ水精霊大鬼ヴア・ウンが、ネイアやシズに何の影響も与えずに後ろに回り込むことなど不可能に思える。しかしながらここまで同行したネイアは、シズが信じられる悪魔だと知っている。いや、シズを信頼するというよりは、彼女を使役する魔導王を、と言うべきだろうか。

　ネイアは後ろを向くとやはり濃厚な霧のため何も見えないが、そのまま矢を放つ。

　先ほどと同じように遠くで矢が壁に突き立つ音がした。

「どこに、どこにいるの!?」

「…………んー。今、あなたが見ている方角で間違いない。逃げていくつもり……伏せる！」

　シズにしては強い口調の声にネイアは弾かれたように伏せる。

「……弾丸交換して……フルバースト」

　キュゥゥンという甲高い音と共に、ドガガガガと耳をつんざくほど騒がしい音が通路一杯に響き渡った。ぱすっという間の抜けた音とは違う、圧倒的な暴力を感じさせる音だった。

「ごぼっ」という吐と瀉しやするような音に続き、ドスンと巨体の崩れ落ちる音がした。すると見る間に霧が晴れていき、カーブを描く通路の先で水精霊大鬼ヴア・ウンが倒れ伏しているのが顕わになる。

　体のあちらこちらが爆発したようにはじけ飛んでいた。同じような跡は周囲の壁などにも残っている。どうやったらこのようなことが出来るのだろう。

　ここを守護する役目を与えられているあの亜人はかなりの強者なはずだ。実際、ネイアでは勝ち筋など何も見えなかった。そんな亜人を得意武器が有効になったら瞬殺するのだ。やはりシズは難度百五十のメイド悪魔だ。

「一体……どうやって……。いえ、魔法の力であればなんでもありですね」

　ネイアは攻撃魔法が飛んできた肩を動かす。先ほどまでは戦闘時の興奮で痛みを忘れていたが、徐々に痛みが増していく。

「…………大丈夫？」

「ええ。でも矢を引くとちょっと痛いから、狙いがうまくつけられない」

「…………回復のポーションは？」

「ないけど、陛下よりお借りした回復のアイテムがあります」

　あの戦いではネイアは一度しか使えなかった。しかしながら今はもう少し使えそうな気がする。とはいえ無駄に魔力を消費することはできない。場合によってはシズに回復魔法を発動する時が来るかもしれないのだから。

「大丈夫。あとは人質を救出して逃げるだけだから」

「…………ん。なら急ぐ」

　ネイアは頷き、シズとともに走る。難敵と思われた水精霊大鬼ヴア・ウンは倒したのだ。

　あとは王子を救出して無事に最初の食料貯蔵庫に戻るだけだ。
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「…………ここ」

「はい」

　最上階に到着したシズとネイアは顔を見合わせる。扉は一つ。まず間違いなく、ここが目的地だ。

　二人は頷き合い、扉を蹴り開ける。

　もはや静かに入るなどという気持ちはない。水精霊大鬼ヴア・ウンとあれだけ戦闘をした後だ。ただし二人とも入り口脇に身を寄せ、開けた瞬間に飛んでくるかもしれない攻撃に備える。

　だが、警戒は杞き憂ゆうだったようだ。であればと、二人は同時に飛び込み、肩口に痛みを堪えているネイアが左、シズが右をカバーする。

　最初に目が止まったのは天蓋付きの大きなベッドだった。元々は純白だったかもしれないレースなどは経年劣化ですすけた色になっている。部屋には簡素なドレッサー、人の背丈ほどもある木製の質素な衣装棚などもある。貴族風の調度品はどれも古く傷んでおり、骨董品というより古道具といった風情を漂わせていた。

　ぱっと見た感じ、室内に亜人の姿はない。

　シズが顎をしゃくり、ネイアが衣装棚に静かに近づくと、その扉を引く。無論、突然何事か起きてもいいように横から開いて、シズが魔銃の銃口をその中に向けている。

「…………いない」

　そして二人の目はベッドに移る。

　ネイアが下をのぞき込み、そこに誰もいないことを確認してからベッドに近寄った。

　ちょっとした膨らみがある。

　シズと顔を見合わせ、頷き合うとネイアがシーツをめくりあげた。

　そこにはちょっとだけ綺麗と思ってしまう、艶やかな紫色の肉塊があった。いや、大きな蛆うじ虫むしというべきだろうか。全長九十センチほどで、手はなく、疣いぼ足あしがある。

　迷うことなくシズが銃口を向け、ネイアが慌てて制止する。

「待って！　これが救出しに来た、藍蛆ゼルンの王子様よ」

「…………これ？」

　藍蛆ゼルンの使者にはそうだと聞いている。ただ、シズの疑問もよく分かる。ネイアも藍蛆ゼルンから外見の説明を受けたとき、かなり混乱したものだ。

　藍蛆ゼルンは王族とそれ以外では大きく形が異なるタイプの亜人なのだ。それだけでなくオスとメスの違いがあるのだろうか。

「えっと話せますか？　藍蛆ゼルンの王子様」

「──うむ。話せるぞ。おぬしらは我の食事ではないようだな」

　少年の声だ。どこから声を出しているんだろうと思って覗き込むと、蛆虫のような口がもごもごと動いている。

「その通りです。あなた様を助けるように依頼を受けて、来ました。ひとまず、ここから連れださせていただきます」

　こんな外見でも王子だ。礼儀正しく接しなければならない。それに魔導王を探すときに彼の種族には協力してもらわなくてはならないのだ。恩を売るべきであって、恨みを買うべきではない。

「同同卵胞からか？　誰だ？　そんな依頼をしたものは？」

「ベーベーベ、という藍蛆ゼルンからですが、ご存知ですか？」

「ベーベーベだと？　あ奴が？　うーむ……。しかし我がここを離れればヤルダバオト──様の怒りを買うだろう。それは多くの藍蛆ゼルンの民と、何より王を危険に晒すことになる」

「詳しい事情は分かりませんが、王様が亡くなったのであなただけでも助けたいと、というのが依頼の理由だそうです」

「なんと！」

　でかい蛆虫にしか見えない藍蛆ゼルンの王子の感情を読み取るなど、人間であるネイアには絶対に不可能だ。しかしながらその声からは悲痛さがありありと感じられた。

「一つたる父上様が……。そうか、ヤルダバオトの奴め……。それで……ここから無事に逃げることができるのか？」

「王子の配下の方々の手引きがありますので大丈夫だと思ってください」

「なるほど。……ここまで我を助けに来た人間の英雄に対し非常に厚かましいお願いであるが、抵抗した我をおぬしらが無理矢理連れだしたということにしてはくれないだろうか？」

　いざというときは、ということだろう。

「畏まりました。ではそのような形にさせていただきます」

「感謝する」

　王子が頭を持ち上げた。蛆虫が頭を上げた感じだが、おそらくこれが彼らの種族の感謝の態度なのだろう。

　ネイアは赤ん坊にするように──彼女がそういうことをしようとすると絶対に赤ん坊が泣くので、二回ぐらいしかやったことがないが──シーツで包み、それを背負う。

　前でしっかりとシーツの端を結び、激しい動きでも簡単には外れないようにしておく。

　肩口に重みがかかり、痛みが走る。額にジワリと滲んだ汗を拭い──魔法を発動させる。

　瞬時に傷が完全に癒える。これなら問題なく王子を背負った状態で走れる。

「苦しくはないでしょうか？　痛いところがあればすぐに教えてください」

「苦しくはないが……おぬしいい匂いがするな。腹が減るな」

　項うなじのあたりから聞こえるセリフに、ネイアは身震いする。

「…………藍蛆ゼルンって何を食べる？」

　してほしくない質問をシズがする。

「生き物の体液。生死を問わずに、な」

　ぞわっとしたものがネイアの背筋を這い上がった。

「…………後輩に変なことをしたら怒る」

「大丈夫だ。ここまで我を助けに来てくれた英雄殿にそのようなことをするほど飢えてはおらんよ。ここに連れてこられてからは一度も外には出してもらってはいないが、食事だけはしっかりと出してくれたからな」

　どんな食事なのかを聞くと叩き落としたくなりそうなので、ネイアは耳をふさぐ。幸い、それ以上の質問をシズが投げかけることはなかった。

「…………それじゃ、行く」

「はい」

「頼む」

　言葉少なく、二人──三人は行動を開始する。潜入作戦実行時に無駄話する時間などあるはずがない。

　幸運にも食料保存庫まで何事もなく戻ることができた。そこでシズがすっと手を上げた。

「…………部屋の中に何人かいる」

「お願いします」

　シズが魔銃を準備し、扉を勢いよく開く。

　そしてぴたりと動きを止めた。シズが振り返る。

「…………誰か分からないけど、藍蛆ゼルン。たくさん」

　回収部隊ということだろうか。より正確に言えば、ネイア達を外まで運んでくれる面々だ。彼らが先に来ているということは、打ち合わせておいた時間にネイアたちが遅れたということなのだろう。

　部屋に入ると、そこには五人の藍蛆ゼルンがおり、全員がぐるっとこちらを向いた。表情が全然分からない異形たちが一斉に同じ動きをすると怖さとも気持ち悪さとも知れない波が心に生まれる。

　ネイアは背負っていたシーツをおろし、藍蛆ゼルンの王子を見せた。

「おお！　王子！」

　べーべーベだ。声を出してくれないと全く個体識別が出来ない。もっとも王子のようにまるっきり違ってしまえば、同じ藍蛆ゼルンだと認識できなくなってしまうが。

「同卵たちよ。父が死んだことは聞いた。奴──ヤルダバオトが我々との約束を守るつもりはないと知った。しかし、だ。ヤルダバオトを裏切り、どこへ逃げようというのだ？　奴は我らの領地を完全に支配し、己の腹心たる悪魔に統治させている。……ここより逃げ出すというのは滅びの道ではないのか？」

「王子の懸念、ごもっともです。ですが、奴は藍蛆ゼルンを奴隷か家畜程度にしか思ってません。我らの勇者たるブーベーベが参集に僅かに遅れたという言いがかり同然の理由で肩の肉をむしり取られるということがありました」

「なんと！　ブーベーベがか！」

　王子の驚きはその藍蛆ゼルンがよほどの人物なのだろうとネイアに教えてくれる。

「全てが終わった後、我々がヤルダバオトの下に居場所を見つけることはできるのでしょうか？　私どもは否と結論づけました。王子、時間はありません。この話はあ──」

「──愚か者。逃げた後に出来るものか。ここが境界線だ。これを越えればその方針で進まねばならなくなる。後戻りは今しかできん。聞かせろ。巣に、丘陵に戻ってどうやって生きるつもりだ」

「それは……あの地も広いです。我々が隠れ住む場所くらいあるかと思います」

「あるかと思います？　お前はそんなあやふやな可能性で種族すべてを滅びの道に進ませようとしているのか。もっと具体的で実現性のある方策を提示せよ」

「で、では、ヤルダバオトに従う者ばかりではありません。反抗軍を作って……」

「あほう。そんなものヤルダバオトの側近によって滅ぼされるだけだ。蟻あり一匹よりは群れている蟻の方が目立つというものだ」

　藍蛆ゼルンの王子に次々と論破され、ベーベーベが黙った。このままでは不味い気がする。ここまで危険な作戦に協力したのに、王子がやはり行きませんと言い出したら苦労が水の泡だ。

　そのときネイアは王子の心配を解消するアイデアを思いつく。

「あの、であれば藍蛆ゼルンの皆さんは魔導国に行かれてはどうですか？」

「魔導国？　それは一体？」

　藍蛆ゼルン達だけでなくシズもこちらを向いた。

「はい。かつて王国においてヤルダバオトを撃退した英雄、モモンさんがいる国です」

　藍蛆ゼルンたちがじっとネイアを見つめている気がするが、どういう意味を視線に込めているのかがさっぱり分からない。藍蛆ゼルンの表情など人間に分かるはずがない。

「それは本当のことなのか？」

　その一言で藍蛆ゼルンたちの沈黙の理由が分かった。ネイアの言葉を疑っていたのだろう。だが、それも当然だ。あのヤルダバオトの力を知れば知るほど、撃退などできるはずがないと思うのは。

「本当です。信頼できる筋から、私はそう聞いております。実際──シズさん？」

「…………その通り。ネイアの言うことは事実」

「それで──」ここからが勝負だと、ネイアは心の中で気合を入れる「このまま魔導国へ行けば、皆様は難民として受け入れられるでしょう」

「難民か……」

　王子の声には確かな苦みが含まれていた。

「ですが魔導国の王である魔導王陛下についての情報をもたらせば、皆様は魔導国へ行っても軽んじられることは無いと思います」

「待て待て。自国の王の情報を喜ぶというのは、どういうことだ？」

「はい。今……その……魔導王は消息不明でして……」

「それでは駄目ではないか。下手したら死んでいるのではないか？」

「待ってください。陛下が亡くなっているはずがありません。確かな証拠があり、その確認はとれています」

　ネイアは魔導王が亜人の住む丘陵に落ちたかもしれないので、その捜索に力を借りたいという話をすると、王子は黙った。やはり駄目だったのか、と思いながらもボールを投げたネイアはもう何も言わない。次は向こうがボールを投げてくる番だ。

　それに直接的な支援が駄目だったとしても、約束通り知識はくれるはずだ。

「……なるほど。恩を売れば……しかし、亜人である我らを受け入れるか？　魔導国は人の国であろ？」

「いえ、違います。アンデッドの王が支配する国です」

「アンデッド!?」

　王子のみならず周囲の藍蛆ゼルン達が一斉に驚愕の声を上げた。

「そんな危険な場所に行けと言うのか!?」

　アンデッドに対する忌避感が強いのはどこの種族も同じだ。ネイアだって魔導王を知る前はそうだった。少し前の自分が目の前にいると思うと少し感慨深くもある。

「待ってください。アンデッドと言っても素晴らしいお方が統治されている国であり、人間やその他の亜人たちが平和に共存している姿を私は見ました」

「アンデッドが素晴らしいとは、人間は我々とは──」

「──よさぬか。我が臣下が失礼した。それにしても魔導王というのはそれほど素晴らしい王だというのか？」

「はい」

　王子の質問に、ネイアは胸を張ってそう断言する。

「……人間の表情は我々にはさっぱり分からない。だが、敵の拠点深くまで潜入して我を助け出すほどの剛勇を持つおぬしが、揺るぎなき自信を持って言っているのは分かった。アンデッドの魔導王を、ではなく、おぬしが信じる魔導王を、我も信じよう。──魔導王とやらを頼ろうではないか」

　藍蛆ゼルン達から「おお！」と喜びの声が上がった。

「結論は出ましたね。それでは王子は一刻も早く先に魔導国へお逃げください。不味いことにあのヤルダバオトの側近悪魔が来たようです。奴が来訪するのは数日後だと思っていたのですが……。見つかると厄介です。さぁ、早く」

　藍蛆ゼルンという種族はほとんどがメスで構成されており、オスは非常に少ない。王と王子ぐらいだ。部族のオスが全滅した場合──メスが性別を変えることもあるそうだが──基本的にはその部族は先細りで滅びていくことになる。

　そのために王子だけは絶対に安全な場所──魔導国に先に逃げてもらう必要があるからこその提案だ。

「ヤルダバオトの側近ですか？　それが来ている？」

　藍蛆ゼルン達の言葉に聞き逃すことのできない単語がある。

「うむ。おぬしは見たことがないのか？　奴には側近の悪魔が三体いて、その内の一体だ」

「…………それ、ここで倒す」

　シズがぽつりと言うと、床に置かれている王子がビタビタと跳ねた。

「何を馬鹿なことを言っている？　我を助けたことから察するにおぬしらはよほどの強者なのだろう。だが、それでも奴には勝てん」

　強者なのはシズだけだが、話の腰を折らないためにも何も言わない。

「…………奴は転移をして複数の都市を移動すると聞いている。……このタイミングで来ているのは絶好の機会。これを逃せば、次は難しい」

「確かにおぬしの言う通りではある……」

「王子！」

「冷静に考えよ。ヤルダバオトの側近の一人を殺せば、指揮系統に狂いが生じ、ここより丘陵を経由せずに魔導国に行く我らを発見するのは困難になるだろう。……それで、本当に倒すことは可能なのか？」

「…………分からない。でもチャンスはここ」

「……ならば賭けるとしよう。あの水精霊大鬼ヴア・ウンをたった二人で殺したおぬしらの力に！」帰り道、あの亜人の死体に仰天していた王子が言う。「良いか、お前たち。我々はこれよりこの者たちに協力して、憎きヤルダバオトの側近を殺すぞ！」

「はっ！」

「人間が二人。我らが六人。先日まで敵対していた八人が手を取り合って難敵に挑むというのか。英雄譚とはまさにこのことだな」

　え？　とネイアは驚き、念のためにこの場にいる藍蛆ゼルンたちの数を数え、自分が間違えていないことを確認すると、慌てて口をはさんだ。

「待って。待ってください。王子まで戦闘に参加されるのはおやめください。私たちは王子をお助けに参ったのですから」

　というよりも根本的にこの王子が戦闘に参加して何かの役に立つのだろうか。どう贔ひい屓き目めに見ても床に転がった大きな蛆虫だ。正直、単に旗印として同行したいということなら、一緒に行くのは勘弁してほしい。

「おぬしとしては、我さえ逃がせば役目を果たしたことになるか。なるほど。なるほど。しかし、だ。我が協力すればここに来ているヤルダバオトの側近を倒すのが少しは容易になると思うぞ。いや、我がいなければ倒すのは困難だ。たとえ水精霊大鬼ヴア・ウンを倒した英雄たちでもな」

　あの水精霊大鬼ヴア・ウンはシズ一人が倒したので、ネイアの功績など何もない。にも関わらずネイアまで英雄として数えられるのはかなり羞恥心を刺激される。

「あの、それは藍蛆ゼルンの皆さん総勢の力を借りることができるという意味なのでしょうか？」

　王子は奇妙な鳴き声を上げた。

「違う、違うぞ。英雄殿。これでも我は第四位階の精神系魔法を行使できる力を持っているのだ」

「第四位階？」

　ネイアは驚愕する。第四位階とは人間なら天才級の才人が更なる努力をしてやっとたどり着ける領域だ。聖王国では、最高神官ケラルト・カストディオに聖王女カルカ・ベサーレスという国のトップしか行使しえない。

　この驚きを共有しようとシズを横目で窺うが、彼女はいつもの無表情だ。さすがは難度百五十のメイド悪魔だけあって、その程度では驚くに値しないということなのだろうか。

「あ、あの……藍蛆ゼルンというのはみな、そんなに強いのですか？」

　奇怪な鳴き声を上げ、再びビタビタと打ち上げられた魚のように王子が跳ねる。

「我が特別なのよ」

「その通りです。ゆえに王子なのです」

　自慢げな声を聞き、なるほど、とネイアは思い出す。かつて受けた授業の中身を。

（そうだった。一部の異種族における王族と平民とは、ほとんど別種族と思えるくらい能力に差があるっていう……）

「ただし弱点がある。我は……その、動きが鈍いのだ」

　だよね、とネイアは思う。見た目からして一目瞭然だ。

「接近されればなすすべもなく討ち取られるであろう。だからおぬしらには悪いが、我を背負ってくれぬか？　そして合図に合わせて魔法を使えばよかろう」

「なるほど。仰りたいことは分かりました。ですが、私たちではなくても、藍蛆ゼルンの皆さま──近衛の方々が背負われればよろしいのではないでしょうか？」

「私たちは王子とは違い白兵戦を得意としているので。その点、君たちは遠距離から戦うのではないかね？」

「その通りです……ね。私かシズさんが背負うほうが……い、いや話がそれています。王子様を連れていって死なれたらまずいのです」

「…………ネイア。王子を連れていくことに意味がある。……だから彼は行くことを提案している」

「くくく。その通りだ。なぁ、おぬしらは奴のことを知っているか？　首級で身飾る枯れ木の悪魔を」

「…………そういった悪魔は何種類かいる。強い順。頭飾りの悪魔シルクハツト、王冠の悪魔クラウン、頭冠の悪魔サークレツト、花冠の悪魔カローラ」

　四本の指を立てたシズが言う。

「…………側近悪魔はこのどれか。ただし……頭飾りの悪魔シルクハツトの場合、逃げた方が良い。私でも勝てない」

「知っていたの！」

　ネイアは驚き、次いで怒りがふつふつとわいてきた。事前の打ち合わせでは、側近悪魔のことはよくわからないと言っていたのに。

　噓だったのか。

　これが聖王国にヤルダバオトの手て勢ぜいの情報を渡さないためだったというのであれば、シズは最初から魔導王の支配下には無かったということになる。つまりは魔導王の安否についても、シズの存在は何らの慰めにもならないということではないか。

「……希望を抱かせておいてっ！　何もかもまやかしだったの！」

　激発したネイアはシズの両肩を摑んだ。強く強く。だがメイド悪魔は痛みを覚えたようには見えない。表情が無いせいではない。実際何の痛痒も覚えていないのだ。

　たまらなく悔しくて涙がこぼれそうになる。少しでも心が通ったような気になっていた自分は、途方もない愚か者だ。ネイアはそう自嘲せずにいられなかった。

　シズはやはり無表情だった。ただ、やはりネイアにしかわからない程度の機微がその面に浮かんでいた。

　戸惑い、思案、あるいは──後悔。

「…………ごめんなさい」

　長い沈黙の末にシズが絞り出した言葉はそれだった。あまりにも言葉の足りない謝罪は、却って人の怒りを助長するものだ。だが今のシズは何だか妙に頼りなく見え、その様子がネイアの心に僅かな冷静さを取り戻させた。

　シズは今までしたこともない何かに取り掛かるかのように、恐る恐る言葉を継いだ。

「…………側近悪魔の強さを知れば、ネイアたちは恐れをなしてこの作戦に乗り出さないかもしれないと思った。でもアインズ様の勝利のためには……この作戦を成功させる必要がどうしてもあったから。だから噓をついた」

　一つ一つの言葉を選び、酷く苦心して発言していた。だが真摯で、揺るぎない信念に裏打ちされた力強さもあった。

　ネイアは他人の噓を見抜く技術など持たない。まして相手は悪魔で──いや、そうでなくてもこんな無表情な娘の言っていることの真偽などわかるはずもない。

　しかし、例えば間かん者じやとして情報をヤルダバオトに流すとしても、あるいは聖王国軍を内部から食い破るとしても、シズの今までの行動は理に適かなっていない。もっと上手い取り入り方があったはずだ。

　それに理屈はどうあれ、ネイアはシズを信じたかった。彼女の存在が魔導王への道標であるということは勿論、シズとの間にある奇妙なシンパシーは、ネイアにとって既にかけがえのないものだったからだ。

「……わかった。信じる。でも、もう見くびらないで。私は魔導王陛下のためなら、どんな危険でも恐れたりしないから」

　シズはあからさまにホッとした様子を見せた。やはりスパイなどありえない。なぜなら、間違いなく向いてないからだ。そう思うと、ネイアの顔に自然と笑みが戻った。

「さてさて、話の続きを良いかな？　そこまで詳しいのであれば、奴の能力についても知っているか？」

「この悪魔はどれも同じような力を持っているが、素の状態ではそこまで強くはない。しかし、問題になってくるのはこれらの悪魔が知的生物の……それも魔法詠唱者マジツク・キヤスターの頭部を手に入れてから」

　シズの話によるとこの系統の悪魔は、魔法詠唱者マジツク・キヤスターの頭部を飾り、その力を使うことができるのだと言う。頭飾りの悪魔シルクハツトは四つ、王冠の悪魔クラウンは三つ、頭冠の悪魔サークレツトは二つ、花冠の悪魔カローラは一つまで飾れるという。そして飾った頭部が優秀な魔法詠唱者マジツク・キヤスターのものであればあるほど危険性は加速度的に上昇していくという。

「花冠の悪魔カローラは飾った頭部がどれだけ優秀でも第三位階までしか使うことができない。頭飾りの悪魔シルクハツトは第十位階まで使うことができ──」

「待った！」

「待って！」

　王子とネイア。二人の声がシズを黙らせる。

　ネイアはビチビチ跳ねている王子と顔を見合わせる。表情が読み取れずとも、ネイアは王子が同じ思いを抱いていることに確信があった。

「……どうぞ」

「うむ。……えっと第十位階ってなんだ？　魔法というのは第五位階が最上位じゃないのか？」

　その通りだ。それぐらいが魔法の限界だとネイアも聞いている。あの魔導王なら第六位階まで使えるのではとネイアが考えたのもそのためだ。

　王子の質問に、はぁ、やれやれと言わんばかりの態度でシズが首を振った。

「…………第十位階まで魔法はある。ヤルダバオトが使った空から隕石を落とす魔法も第十位階」

「そ、そんなの勝て──え？　え？　噓？　そのヤルダバオトと互角に戦っていた陛下はまさか……」

　ネイアが衝撃的なことに気が付いたのと同時に、王子も驚愕に身を震わせていた。

「第十位階？　え？　いや。噓だろ？　第十位階……。本当なのか……。第四位階で誇っていた我は一体……」

　いや、第四位階は凄まじい領域だし、自慢してもよいレベルだ。その領域に到達できる魔法詠唱者マジツク・キヤスターなど本当に数えられるほどだ。

「シズ……確認したいけど、魔導王陛下も第十位階を使える……の？」

「…………当たり前」

　何をいまさら言っているんだ、と呆れているのが明確に分かる口調だった。ここまではっきりシズの感情が分かったのは初めてかもしれない。

　同じ魔法詠唱者マジツク・キヤスターとして王子も強い衝撃にプルンプルンと身を震わせているようだった。

「は？　なんだと？　我が逃げようとしている国の王──魔導王はそんなに凄いアンデッドなのか？　第十位階って我の二倍以上は強いってこと？」

「…………はぁ」シズが大きなため息を吐いた。「陛下」

「え？」

「…………陛下をつける」

「ぁ、は、はい。魔導王陛下は凄い方なのですね……」

　冷静に考えると一種族の王子に対してかなりのことを強要しているが、シズの言っていることは間違ってはいないのでネイアは黙認するどころか、それを肯定する。

「その通りです、王子様。魔導王陛下は凄いお方なのです！」

「ぁ、はい」

「……王子。それほどの凄い方を発見し、恩を売れれば！」

「そ、その通りだな！　よし！　先のおぬしの提案──丘陵での魔導王陛下捜索だが全面的支援を約束するぞ」

　ネイアは両手をぐっと握りしめる。

「ありがとうございます、王子様。──それでシズ。話の続きを聞かせてくれる？」

「…………アインズ様が凄いという話？」

「今はヤルダバオトの側近に関しての話をして。あ、魔導王陛下のお話もちゃんと聞きたいから無事に戻ったら聞かせてくれる？」

「…………ん。……複数の頭を飾れるタイプの悪魔はそれらの頭を同時に行使して、一度に複数回の魔法を発動させることができる。ただし、幾つか条件がある。一つが、同じ頭に同時に二つの魔法を使わせることはできない。そしてもう一つが、限界があって合計して何位階までと決まっている。例えば頭飾りの悪魔シルクハツトは合計で十五位階分──」

「──十五位階分！　まさか魔法は本当は第十五位階まであるとか？」

「…………それはさすがにない。合計で」

　シズの答えにほっとした調子で王子が体をくねらせた。

　王子の跳ね方で感情が読めるようになってきた自分が、ネイアは少しだけ怖くなる。

「…………話を続ける。だから重要なのはその悪魔が幾つ頭を飾っているか」

「二つだ。亜人が一つ。おぬしらのような人間のものが一つだ」

　ネイアは嫌な予感を覚えた。あの時のヤルダバオトが持っていた人の体。あれは上半身がなかったではないか。

「……その人間の頭ってどんなのでしょうか、王子様？」

「すまぬが我は同族以外の見分けをつけるのは不ふ得え手てなのだ。あ、もう一つの頭は知っておる。パンデックスという亜人種族の女王である、〝国母グランドマザー〟だ」

　パンデックスとかグランドマザーとか、詳しいことを聞きたい単語はあったが、それ以上に今聞きたいのは別のことだ。

「人間の方に関してお聞きしたいのですが、髪の毛の色とか？」

「髪の毛というのは人間の頭部についている体毛のことだな？　薄い黒だな」

「黒？　聖王国の人じゃない？」

　ネイアは少しだけほっとする。一瞬だけ、その頭部が聖王女のものではないか、と思ったのだ。それが外れたということに心から安堵する。それと同時にネイアは、これが一つの謎に対するヒントになるのでは、と気が付いた。

　黒系の髪の毛というのは南方の人間の髪だと聞いている。なるほど、とネイアは思う。ヤルダバオトはそちらから来たのか、と推測できたからだ。

　聖王国より南方には人間主体の国家はない。人間は半数もおらず、いたとしてもかなり他の種族との混血が進んでいる。国家の主導者である王族に純粋な人間が座しているのは、聖王国、帝国、王国ぐらいだとどこかで聞いたことがある。都市国家連合や法国は王族というのがいないからだ。

　だから人間主体の国家であるこちらにヤルダバオト関係の情報が入ってこなかったのではないだろうか。

「…………ちなみに頭を飾るタイプの悪魔は、魔法詠唱者マジツク・キヤスター以外の頭を飾ってもその能力を使うことはできない。戦士の頭を飾ってもその力は使えない。そっち系のモンスターは別にいるから」

「とすると、亜人の頭は……王子様。その国母に関して教えていただけますか？」

「ああ。それが我が共に戦うと言った理由だ。パンデックスという種族はコケを食べるもの達であり、我らに似た顔立ちや外見をしておる」

　蛆虫ということだ。

　その頭部を飾るという悪魔の気持ち悪さに、一瞬だけネイアは体を震わせた。

「……その国母も精神系魔法詠唱者マジツク・キヤスター？」

「その通り。我が陰の五行を操る力を持っているのに対して、国母は陽の五行を操る力を持っている。陽と陰はそれぞれ双極であり、互いの魔法を打ち消し、妨害することができる」

「…………なるほど」シズが頷く。「同行してもらえると勝算が高くなる」

「うむ。理解してもらえたようでうれしいぞ。我としても国母が悪魔に使われているというのは非常に不愉快だ。そう。我の初恋の雌だからな」

「王子！」

「なんという！　他種族の者に心を奪われるとは！」

「ええい！　幼き頃の淡い思い出だ！　今は違うわ！」

　甘酸っぱい話なのかもしれないが、蛆虫の初恋話など気持ち悪いだけだ。

「で、では敵は二つまで頭を飾れる頭冠の悪魔サークレツトだと仮定して、合計で何位階まで使いこなせるんですか？」

「…………最高で六位階まで。ちなみに王冠の悪魔クラウンは十位階まで」

「なら我が第四位階の魔法を使用すれば、残りは二位階分の魔法が使えるだけか。無論、奴が無効化を狙ってきた場合に限るので十分な注意は必要だが……」

「…………とすると後はその人間の頭。情報が不足している。ネイア？」

「ごめんなさい。残念ながら黒っぽい髪の人は知らないわ。でも少し驚きです。シズさんであれば気にしないで戦いに行くかもしれないと思ってました」

「…………情報収集は重要ってアインズ様がおっしゃっていた」

「ああ！　さすがは魔導王陛下。素晴らしいお考えだわ！」

　ネイアが言うと、シズがすっと手を差し出してきたので、即座にその手を摑み、上下に振る。

「…………やはりあなたはよくわかっている。もう少し可愛かったらシールを貼ってあげるとこ。もこもこした毛皮をはやすべき」

「……シール？　ああ、前貼ってもらったから別に二枚目はいらないです。他のお気に入りに上げてください」

「…………むっ。私のシールを嫌がったのはあなたが一人目」

「え？」

　一人と聞き、ネイアは驚きの声を上げる。しかしすぐに悪魔である彼女はあまり人間とは付き合いがなかったのだろうと思う。いや、みんな内心では嫌がっていたが悪魔である彼女におびえていたという可能性もある。そのあたりを突っ込みたかったが、偉大なる御方への忠義を抱く同胞に冷たいことはできない。だからネイアは苦笑いで済ませることにした。

「……確かに人間も我々、藍蛆ゼルンと同じで毛皮が生えないな。だからこういった家屋に住むんだな。我らのように穴を掘ってその中で暮らすのも悪くはないぞ？」

「王子。話が逸れております。あまり時間はありません。人間たちがこの都市に攻めこんでくるまでに全てを終わりにしなくては」

「…………ん。結論。王子も一緒に行く」

　反対の声は上がらなかった。いや、元々ネイアだけが反対していたようなものだ。

「戦術ですが、我々が前衛を受け持ちますが、もし警備兵などがいてブロックされた場合はどういたしましょう。魔法詠唱者マジツク・キヤスターの能力を持つ相手をフリーにするのは危険が大きいですが」

「…………私が接近戦で遣やり合あう」

　出来るのか、という質問は起こらない。守護者であった水精霊大鬼ヴア・ウンという存在を倒した片割れ──全てシズの力だったが──が言うのだ。それを信じない者はいない。

「よし。それでは行こう。側近の悪魔の近くまでは我らを樽に入れて運んでくれ。側近悪魔が食料を欲して命じられたなどと言えば、近くまでは行けるだろうからな」

　我らとは王子、ネイア、シズの三人のこと。この三者さえ見つからなければ、隠密裏にことを進められた──藍蛆ゼルンの裏切りがばれていない──今だからこそ出来る技だ。

　シズとネイアは再びこの城に運ばれてきた際の樽に潜り込んだ。

「……シズさん。私たちってとても幸運ですよね」

　樽からシズがひょこっと頭を覗かせる。

「…………何が？」

「ほら。すべてが良い方に転がってますよ。藍蛆ゼルンが裏切ったおかげで、王子の救出に来られて、そしてタイミングよくヤルダバオトの側近が来た。もしこれを倒せれば凄い働きじゃないですか。もう誰も私たちに文句は言えない。魔導王陛下の救出隊の結成も簡単になります」

「それは偶然」

　シズの珍しく力の入った言葉に気圧される。

「え？　あ、そ、そうです、よ？　偶然だからこそ幸運だって……まぁ、シズさんを自分のものにしてくれた魔導王陛下のお力があったからこそ、と考えると偶然じゃないかもしれませんね」

「アインズ様の…………もの…………」

「あ、ものって言い方は駄目でしたか？」

「…………構わない。ネイア」

「え？」

「…………気に入った。……可愛くないけどやっぱりもう一枚シールをあげても良い」

　可愛くない、可愛くないと言われると少し傷つくんだけどなぁ、と思いながら「遠慮します」と拒否してネイアは樽の中にすっぽりと隠れた。
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　ネイア、シズ、そして王子を樽に入れて運ぶ途中、藍蛆ゼルン達は幾度か他の亜人たちに呼び止められたものの、樽は一つも開けられることなく、側近の大悪魔の執務室近くまで運ぶことに成功した。

　ネイアたちは樽から外に出る。

　樽に入っているときから外の様子を窺っていたのだが、警備が厳しくなった様子はなかった。潜入し、王子を救出したことはまだばれていないようだ。

　ネイアが王子を背負い、紐で縛るなど準備をしている間に、藍蛆ゼルンの一人が側近の大悪魔に面会を求めに行った。これは偵察目的のためだ。

　全員が突入準備を終わらせた辺りで、藍蛆ゼルンが戻ってくる。

「一人。警護なし」

　ネイアは眉を顰める。

　ヤルダバオトがあれほどの傷を負ったなか、三体しかいない側近の一体が守りを固めていないなどということがあるのだろうか。それとも魔導王を殺したと思い、気が緩んでいるからなのか。

　色々と考えをめぐらせるが、結論としては王子の一言が全てだ。

「ならば、奴を殺すには好都合。行くぞ」

　王子の言葉に従い、一斉に動き出す。

　藍蛆ゼルンの一人が扉を開けると、真正面の位置に立っていたネイアからは部屋の中がよく見えた。

　広い執務室は天井高が五メートルはあり、そして非常に広い。上等な調度品が多数置かれており、典型的な豪華な部屋といった風だ。

　黒く重々しい机の向こうにいる異形の化け物が声を上げた。

「人間？　ゼ──」

　何か言いかけた。しかし、お喋りに付き合うつもりはない。

　即座にネイアに背負われた王子から魔法が解き放たれた。

「〈陰・五行・豪火球〉」

　ネイアをかすめて、小さく頼りない火が部屋に放り込まれるように飛んだ。道中聞いた話では第四位階の攻撃魔法でかなりの攻撃力を誇るそうだ。着弾すると、そこを中心に爆発するので、部屋に入る前に叩き込むという戦法だ。しかしながら──

「〈陽・五行・豪火球〉」

　途中で風でも吹いたように火は搔き消えた。

「やはり……」

　王子が憎々しげに呟いた。

　もう一撃を放つことはしない。先の一撃は実験だ。もし無効化されなければ、攻撃し続ける予定だったが、残念ながらそれはかなわなかった。無駄に魔力を消費しないためにも、ここからは全員が息を合わせて攻撃しつつ、魔法を使っていくべきだろう。

「……人間の背中にいるのは藍蛆ゼルンの王子だな？　人間たちを捕えて連行してきた様子ではない。……クハハハ。裏切りか。面白い」

　ゆっくりと立ち上がった大悪魔はまるで悪夢から飛び出してきたような、人間のカリカチュアのような姿をしていた。

　まず、服を纏っていないので、膝辺りまである長い二本の腕に、二本の脚、骨と皮しかないような体が剝き出しになっている。

　枯れ木のような体はあまりにもほっそりとしていて、ネイアだって簡単にへし折れそうにも思える。

　そんな枯れ木のような体にはいわゆる頭部らしきものがない。肩から一直線にもう一つの肩がある。いや、あまりにも細い──女の手首よりも細い──首が枝のように伸び、その上に二つの実がなっている。これがこの大悪魔の頭部ということなのだろうか。

「え？　──あ」

　ネイアはそんな声を漏らす。あまりの衝撃に第一声はそれだけしか言えなかった。

　シズの言っていた、頭冠の悪魔サークレツトの特徴──二つの頭部。

　その内の一つは異形で、大きな蛆虫のようだ。藍蛆ゼルンの王子に非常に似ており、聞いたイメージ通りだ。あれが〝国母〟だろう。問題はもう一つの方だ。

　半眼の瞳は白目を見せ、虚ろで口も半開きの、首だけになった人間の女性。ただ、肌は血色こそ悪いが腐敗どころか傷んでさえおらず、金にも茶にも見える髪艶すら残っている。首の断面には肉が赤々と覗いていて、今にも血が滴りそうな瑞みず々みずしさだ。まるでついさっき首をもがれたかのような姿であるのは不思議としか言いようがないが、だからこそそれが誰なのかすぐに判別できた。

「ケラルト・カストディオ様……」

　遠目で見たことがあるだけだが、見間違えるはずがない。聖王国の神職、最高位の存在だ。

　疑惑、疑念がぐるぐるとネイアの頭の中で渦巻く。

　どういうことだ。藍蛆ゼルンは噓を言ったのか。ケラルトと知られるとネイア達が逃げるなどと考えたからか。

「なるほど。なるほど。なるほど。藍蛆ゼルンたちよ。であれば、お前たちの王、それにあの地に住まう者たちがどうなっても良い、というのか？　最後のチャンスを与えよう。その者たちを捕えるというのであれば、多少の罰で許してやっても良いぞ？」

　奇形の果実のような二つの頭は動かない。白目を見せる眼球もそうだ。本当に単なる飾りであるかのようだ。であればこの声はどこから出ているのだろうか。

　そんなネイアの疑問を無視し、王子が大悪魔に怒鳴る。

　配下の藍蛆ゼルンたちはいつでも襲い掛かれる体勢を取っている。

「ふん！　いまさら何を言っている！　王を殺したお前たちの戯たわ言ごと、信じるものか！」

「王？　そうなのか？」

　声に訝しむようなものが含まれたようにネイアは感じ取れた。この悪魔は自分の頭というものを持っていない様子なので、表情の変化がないのが面倒といえば面倒だ。有効打を与えたときなどに、相手の表情から効果があったかどうかを読み取ることができないのだから。そういう意味では、人間からすれば藍蛆ゼルンも厄介な相手と言える。

「私はこの地を支配するのが役目なので、あちらは管轄外だが……そうか。あれは殺されたのか。であればお前たちの王が愚かだったのだろうよ」

「何を！」

「やれ。やれ。やれ。裏切り者よ。おしゃべりしに来たわけではないだろ？　私に勝てると思ったから来たのだろ？　であれば──何がお前たちの切り札なんだ？　その人間か？」

　ほっそりとした手の指先から伸びた、六十センチはありそうな鉤爪がネイアに突きつけられた。

「言うと思うか！」

　王子の怒鳴り声に、大悪魔は冷静に返す。

「言わなくてもよい、さ。影の悪魔」

　ずるっと大悪魔の影が伸びた。

　それは膨らみ、二次元が立体化する。姿を見せたのはまさに悪魔と聞いてイメージするものを黒く塗りつぶしたような存在だった。それも二体。

　これが身辺警護の亜人を置いていなかった理由だろう。

「お前たちは王子以外の藍蛆ゼルンを殺せ。私は王子を捕まえるとしよう。……人間。裏切るなら両手の指の数だけ収容所にいるお前の大切な者たちを助けてやってもいいぞ」

　シズが想定した通りの提案を大悪魔はしてくる。

　ネイアはシズの慧けい眼がんに感心しつつ、相手の油断を誘うべく問い返す。

「本当に？」

　恐る恐る顔色を窺うように問いかけると、悪魔の声に喜びの色が浮かんだ。

「何を言う！　裏切るのか！」

　王子が背中から怒鳴ると、大悪魔の注意が完全にネイアに向けられた。

「黙れ。黙れ。黙れ。私は彼女と話しているのだ。……私は約束は守る者だ。君の守りたい、助けたい人間の数を言ってくれ。両手の指で足りないのであれば交渉次第で──」

　無防備で、警戒という言葉を忘れたような大悪魔は隙だらけだ。

　それを伏せ礼シズは見逃さない。扉の影から飛び出し、瞬時に魔銃を構える。

　銃口が火を噴くと、大悪魔は肩口を押さえてよろめく。

　一人部屋の外で待機していたシズによる、不意を打った一撃だ。そして開戦の口火を切る一撃でもある。

　相手の油断を誘うべく行われた交渉事は終わりだ。藍蛆ゼルンの親衛隊が影の悪魔たちに襲い掛かる。同時に恐るべき速度で部屋に突入したシズは、その速度を維持したまま、稲妻のように鋭角なフットワークで両陣営の前衛をすり抜け、大悪魔に接近する。

「な！　魔導──」

「…………説明は不要」

　シズが大ぶりのナイフで切り付けると、それを大悪魔は鉤爪で払った。

　戦闘が始まり、余裕はないと知りながらもネイアは不満を背中の王子にぶつける。

「何が髪の毛は黒よ。金──茶色じゃない！」

「茶色？　何がだ？　あれは薄い黒だろ？」

「え？」

　偽りを言っている様子はない。もしかして──藍蛆ゼルンの色彩感覚は人間とは違うのか。

　どんな闇をも見通す目をもつ種族の一部は色の識別ができず、白黒の二色でしかものを見られないという話を聞いたことがある。明るいところでなければ色を見分けられないとも。

　食料貯蔵庫の明かりはそういった種族用で、恐らく食材の色を見分けるためのものだったのだろう。

「話は後だ！　〈陰・木行・雷爪〉」

「ちっ！　〈陽・五行・雷爪〉」

　獣が引っ搔いたような跡が雷を纏いながら空間を走っていくが、途中でそれは霧散する。

　防御力を低下させる〈五行・金柔〉や攻撃力を高める〈五行・金強〉といった魔法、〈五行・雷侯招来〉などの召喚魔法だってあるそうだが、もしかするとそういった魔法は打ち消さず、代わりに高位の魔法を使ってくるかもしれない。

　それを避けるために相手が無視できない攻撃魔法のみを王子は放つ。それも耐性を持っていないと思われる雷に絞り、なおかつ木行強化という特殊技術を使って、だ。通常の五行でも防ぐことはできるそうだが、王子が強化している分打ち消しきれず、わずかなダメージが積み重なっていく。

　本来の〝国母〟なら王子と同様の強化の技術を持っていたのだろうが、今は大悪魔の付属品。魔法を強化する技を持っていないがため、王子の術の威力に押されている。

　シズに前衛を任せている以上、ネイアも後衛としての務めをしっかり果たす必要がある。この強敵を前にして、王子の足代わりだけしているわけにはいかない。手に持つアルティメイト・シューティングスター・スーパーで狙いをつけ、矢を放つ。

　狙い自体は非常に正確だったものの、大悪魔の手で矢は容易く打ち払われてしまった。

「邪魔を。〈衝撃波シヨツク・ウエーブ〉」

　ケラルトの顔──口が動き、第二位階の攻撃魔法がシズに向かって放たれた。不可視の衝撃波によってシズの体がびくりと跳ねるが、動きが鈍くなるなどの目に見えるダメージはない様子だ。流石は難度百五十のメイド悪魔だ。

「〈陰・木行・雷爪〉」

「〈陽・五行・雷爪〉」

　再び同じ魔法が発動し、側近悪魔の体に電流が僅かに走る。

「〈傷開きオープン・ウーンズ〉」

　反撃として放たれたのは傷を悪化させる魔法だ。狙いは当然、悪魔の鉤爪による攻撃にさらされているシズである。

　シズの姿は背中しか見えない。しかしその機敏さはいささかも失われてはいないように思われた。

　ネイアの背筋にひとすじの汗が流れる。
















　味方の中で、回復が出来るのはネイアだけだ。だから回復役も担当しているのだが、自分のことならいざ知らず、他人がどの程度の傷を受けたかを見抜くのはかなり実戦経験が豊富でなければ難しい。

　特にシズのような感情が表に出ない相手だと、気付かないうちに限界を超え、倒れてしまいかねない怖さがある。だからこそ、シズや王子の動きには注意を払わなくてはならないのだが、右手で何かをしつつ全く別のことを左手でやるような、混乱しそうになるほどの忙しさがある。

　だが、それでもしなくてはならない。

　王子は攻撃魔法を放ち続け、シズはナイフで大悪魔を切りつつも切りつけられてもいる。各人が完璧に役割を果たしている中、自分だけできませんなどという情けないことが言えるはずがない。

「〈重傷治癒ヘビー・リカバー〉」

　シズの傷が多くなったと判断したネイアは魔導王から借りているマジックアイテムを起動し、シズに第三位階の治癒魔法を飛ばす。

「なるほど！」

　顔のない大悪魔の視線が自分に向けられたことをネイアは直感した。

　大悪魔の台詞は最初に潰すべき回復役が誰かを理解したということだろう。事実、王子の魔法を無効化した余力で、ネイアに攻撃魔法を飛ばしてきた。

「〈衝撃波シヨツク・ウエーブ〉」

　戦鎚を思い切り叩きつけられたような、不可視の衝撃が襲ってきた。

　ミシリと体内から気持ち悪い音が響き、のたうち回りたくなるような痛みが走り抜ける。水精霊大鬼ヴア・ウンが使ってきた魔法よりもはるかに痛い。シズがこんなものをまともに食らって平然としていたのが信じられない。ケラルト・カストディオが天才の名をほしいままにした理由がよくわかる、強烈な一撃だった。

「ぎぎぎぃ！」

　食いしばった歯の隙間から抑えきれない掠れた悲鳴が上がってしまう。

「大丈夫か!?」

「だ、だいじょうぶ！」

　心配してくれた王子にネイアは返事をする。

「次は藍蛆ゼルンごと──」

「──駄目。ネイアは私が守る」

　シズが両手を広げ、庇うように立ってくれる。

　大悪魔の身長は高く、逆にシズは小さい。そうやってくれてもネイアの体は丸見えだろう。だが、その気持ちは非常に嬉しかった。

「なに？　ぁぁ！」

　掠れたような声を大悪魔が上げた。シズの行動が何か影響を与えたのだろう。

（何かの特殊能力を使用した？　それとも魔法？）

　何を使ったのか分からないが、大悪魔の殺意が弱まった気がネイアはする。無論、気のせいだろう。悪魔がこの瞬間に敵意を弱める理由など何もないのだから。

　もう一撃、先程と同じ程度の魔法であれば耐えきれるはずだ。いや、耐えきれると思いたい。

　水精霊大鬼ヴア・ウンとの戦いで消費した魔力は回復しているが、〈重傷治癒ヘビー・リカバー〉を幾度使う必要があるか不明なので出来る限り温存したい。とはいえ、本当にギリギリのラインを攻めると、ちょっとしたミスで限界点をオーバーしてしまうかもしれない。この辺りの見極めが非常に難しい。

「そして彼女が持つ武器は、アインズ様が貸与くださった弓！」

　シズにしては大きな声で言う。魔導王を自慢したくてそんな声を出したのだろう。今は命のかかった戦闘中だろ、と言いたくもなったが、この中で最強であり、戦闘には慣れた雰囲気のシズがそうしたということには何か意味があるのかもしれない。

「何！　あの魔導王が！」

　側近悪魔が大きな声で驚きを示した。流石は魔導王だ。きっとヤルダバオトから警戒すべき相手としてこの側近も聞かされていたのだろう。

「そう！　ルーンで作った弓！」

　聞き捨てならない言葉を聞き、ネイアは警告を発する。

「シズ！　手の内を知らせないで！」

「なんだと！　あれが失われた技術、ルーンで作られた武器だというのか！　そんな武器を使うならば、私を殺せるかもしれないな！」

　なんでこいつはこんなに説明調なんだ、などと思ってしまったネイアは己を恥じる。今は圧倒的強者との命のかかった戦い。自分のような弱者がそんなことに意識を欠片でも向ける余裕はないはずだ。

「ルーンだったとは！　なんと見事な！」

　側近悪魔が続けて非常に警戒しているような声を発する。もしかするとネイアに気を逸らさせ、注意力を散漫にさせる狙いがあるのかもしれない。事実──

「ルーン？」

　王子の訝しげな声が背中から聞こえる。だからこそネイアは言う。

「違うわ！　そんな武器じゃない！」

　ネイアが叫ぶと、シズと側近悪魔の動きが一瞬だけ止まったようにネイアには感じられた。きっとあれだろう。お互いの実力が均衡すると、にらみ合って動けなくなるというやつに違いない。

「ルーン……」

「違う！」

　切り捨てるように叫べば、側近悪魔が「ぐむ」と唸った。

「そうか……。ああっと、では……〈盲目化ブラインドネス〉」

　突如としてネイアの視界が暗黒に染まる。こうすることで治癒担当を無力化する狙いだろう。

　ネイアの借りている魔法のアイテムはあくまでも〈重傷治癒ヘビー・リカバー〉が使えるようになるだけであって、盲目の状態を回復させる魔法まで使えるわけではない。もしここに神官などの信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターがいれば容易く癒せただろう。しかし、残念ながらそうはいかない。

　この魔法的暗闇がどれぐらいの時間続くか不明だが、シズの傷を癒す場合は触れられる距離まで接近するほかないが──。

「目が見えなくなった！」仲間に自分が何をされたかを説明するのは重要だ。「シズ！　傷を受けたら教えてくれる！」

「…………ん」

「すまん！　我もそういった状態を回復させる魔法は持っておらん」

「気にしないで！」

　背中からの謝罪の声に返答しつつ、ネイアは弓を引き絞る。あの巨体なら、記憶を頼りに射てる。水精霊大鬼ヴア・ウンとの戦いで、大きな相手との戦いというものに少しだけ経験を得た結果だ。ビンと弦が音を立てた。

「──ぐぉおおお！」

　側近悪魔の苦痛に塗まみれた悲鳴が響いた。

「やったぞ！　避けようとしたのが裏目に出たぞ！　見事に当たったぞ！」

　王子の説明を聞き、なんという幸運なのか、とネイアは魔導王に祈る。

「…………このまま押し切る」

「ええ！」

「うむ！」

　周囲で戦う藍蛆ゼルンと影の悪魔たちのたてる音に邪魔されて聞き取るのは難しいが、全身全霊を集中し、ネイアはシズの負傷の程度、側近悪魔の場所を聞き取り、攻撃を繰り返す。

　傷を負うことでシズを最初に潰さなければ自分が負けるということに気が付いたのか、全ての攻撃がシズに集中した。それも一気に無力化するためのもの──ネイアに掛けた〈盲目化ブラインドネス〉のような魔法を繰り返すため、ほとんどが抵抗され、効果を発揮していない様子だった。

　そうなれば後は押し込むだけだ。

　王子の魔力が尽きる頃には当たり前のように勝利を収めていた。その瞬間の王子の歓喜の叫びは五う月る蠅さいぐらいだった。

　周囲で戦う藍蛆ゼルン達も数こそは減ったものの勝っていた。

　だが──ネイアの魔法はまだ解けない。視界は真っ暗なままだ。とはいえ、永遠に光を取り戻さないという魔法ではないはずなので、さほど経たずに魔法は切れるはずだ。ここまで続いているのは単純にケラルト・カストディオの魔力が強いためだろう。

　目は見えないが、気配や音からして自分の周囲に藍蛆ゼルン達が集まってきたようだ。

「王子！　ご無事で何より」

「ああ。……国母殿の亡なき骸がらを丁重に食べてくれ」

　食べるのか、とネイアは心の中で突っ込みを入れる。

　丁重に、と言っているのだから、きっと彼らなりの弔い方なのだと納得するほかない。

「ネイアよ。人間の頭はどうする？　おぬしらが食べるのか？」

「い、いえ。私たち人間はそういう葬り方はしません。城まで丁重に持ち帰ります」

「そうか……人の葬儀というのは謎だな。いや、おぬしらも我らに対してそう思っているところか。文化の違いという奴だな。それにしてもおぬしらには感謝の言葉もない。我らだけでは決して──」

「──待つ。ここでお喋りをする時間はない。移動を開始する」

　遠く騒乱の音が聞こえてくる。ここを目指して軍を進めてきた解放軍が、ついに亜人連合に発見されたのだろう。あるいは今の戦闘音を聞きつけた兵が向かってくる音かもしれない。いずれにしてもここでもたもたしてはいられない。

「そうですね、シズさん。それでは約束通り、解放軍がカリンシャを攻略するのに協力してください」

「うむ。分かっておる。お前たち！」

「はっ！　速やかに行動を開始します。王子や人間たちは樽に入ってくださいますか？　城外までお運びします」

　見えないのでわからないが、何となく隣のシズが躊躇うような気配を漂わせていた。理由は分かる。あの樽が嫌なのだろう。ネイアも同じ気持ちだった。

「…………私も協力する」

「ええ。私も盲目状態から回復したら協力します」

　背中の王子が獲れたての魚のように暴れた。これは歓喜の震えだ。それがわかってしまう自分の順応性に、少しげっそりとした気持ちになる。

「戦友が行くのであれば、我も行くとしよう。無論、魔力はほとんど使ってしまったのであまり派手な魔法は使えんが、おぬしらを強化する魔法を使うとしよう」

「王子！」

「騒ぐな。我に戦友を送るだけのオスになれとお前たちは言うのか!?」

「…………それぐらいにする。行く」

　シズが促す。一刻も早く樽から逃げようとでもするように。

「それでは我らが同卵が多く集まる場所まで樽で運びましょう。お入りください」
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　カリンシャの解放は驚くほど簡単だった。

　藍蛆ゼルンの内応、側近の大悪魔の不在、都市の大きさに比べての亜人側兵力の不足などが重なった結果だ。無論、戦死者は双方ともに多数出ているが、これだけの大きな都市を奪還したにしては聖王国解放軍側の被害は驚くほど少なかった。

　その要因のひとつは、アルティメイト・シューティングスター・スーパーを背負って先導したネイアの存在だ。

　シズが陰に回ったからというのもあるが、見事な輝ける弓を装備したネイアには民を鼓舞する威厳があった。

　そして今、ネイアは壇上に立ち、広場にいる観衆に熱く語りかける。




　この世に魔導王ほど素晴らしい王はいない、と。




　カリンシャを解放し、ネイアが最初にしたことは魔導王捜索の支援を求めることだった。

　藍蛆ゼルンの協力、捕虜とした亜人からのアベリオン丘陵の情報収集はしたものの、物資、情報、経験などまだまだ不足しているものはたくさんあった。

　チャンスが何度もあるなら別だが、敵地に幾度も捜索及び救出隊を送り出すことは難しい。つまり、たった一度で成功させなくてはならないのだ。ならばどれだけ準備しても準備しすぎるということはない。だからカリンシャを解放し、より多くの民たちが救われた状況を活かし多様な力を求めたのだ。

　ただ、力を貸してほしいといってもすぐに貸してくれるわけがない。カリンシャを奪還したといってもまだまだほかに奪われた都市は多いし、囚われている者たちだって多い。家族がどこに行ったのか分からない者だっている。そういった者たちの心を動かすため、ネイアは魔導王を助けることのメリットを説いたのだ。

　しかし、協力者が増えるにつれ、話の内容は少しずつ変化してきた。

　ネイアの元に来て魔導王の話を聞きたがったのは、魔導王に助けられた者たちだった。苦痛を味わい、癒えぬ心の傷を和らげるため強大な存在に縋すがる者たちだ。

　魔導王の偉大さを知るという意味では同胞と言える。

　ネイアが魔導王の素晴らしさを気分よく聞かせるようになるのは当然の流れだった。

　それが徐々に、魔導王と面識のない者たちも参加するようになっていった。魔導王に助けられた者たちが知り合いを誘ってきたのだ。そして口コミが口コミを呼び、今ではネイアの話を聞きたいという何のゆかりもない聴衆が多くいるぐらいだ。

　そんな者たちにミラーシェードをしたネイアは立て板に水を流すかのように、都市奪還、ヤルダバオト戦と、魔導王の素晴らしさをとうとうと語る。

　数週間も前はここまで堂々と語ることはできなかった。多くの人の目に緊張し、何を話せばよいのか分からず、頭が真っ白になってしまったことは何度もある。だが、繰り返し人々の前で語ることによって、何も気取ったことは語らずに自分がただ見てきた魔導王の素晴らしい姿を語ればよいのだと理解したとき、ネイアは雄弁に語れるようになっていた。

　そう。顔なしの伝道師と言われるまでに。

　だからこそ──

「このように魔導王陛下は比類なき御方です！　これだけ民のことを考えてくれる御方が他にあるでしょうか！　確かに皆さんが仰りたいことは分かります！　カルカ・ベサーレス聖王女陛下も素晴らしいお方です。ですが──他国の民たちを救うべくここまで行動して下った方のお名前を聞いたことがありますか！　あなた！」

　ネイアは前で話を聞く公衆の一人を指した。

「聞いたことがありますか？　他国の民が苦しんでいるからと言って単騎で救いに向かう王の話を！」

「え、あ、いや、その、聞いたことがな……い、です」

　多くの視線を集め、指された男の声はどんどん小さくなっていく。

「素晴らしい！　その通りです！」

　ネイアの賞賛に合わせ、壇上の左右に並ぶ、彼女と思いを同じくする者たちが、答えた男に拍手を送る。

　男が照れくさそうにしているのが見えた。

「私たちは実際そういった王が他にいるのか、調べました。ですが、いません！　そんな王はどこにもいなかったのです！　魔導王陛下だけです！」

　隣国に兵を率いて救援に向かった王はいたが、単騎で乗り込んだ王の話がなかったのは事実だ。

「一国の王が危険を顧みず、他国の平民を助ける。そんな話はないのです！　魔導王陛下だけなのです！」一拍置き、繰り返す。「魔導王陛下だけなのです！　そんな御方こそまさに正義の王というべきでしょう！」

「信じられるか!?　アンデッドだろ!?」

　聴衆から投げかけられたこんな質問にも優しい笑顔を浮かべ、ネイアは答えられる。ネイアも最初は同じ思いだったのだ。つまり彼は昔の自分だ。知らないだけ、知識が足りないだけなのだ。

　自分の目が開かれたように、彼の──いや、彼と同じような気持ちを抱いている皆の目も開いてあげたい。その気持ちでネイアは聴衆に語りかける。

「そうです！　陛下はアンデッドです！　不安に思うのも当然です！　アンデッドが恐ろしい化け物だというのも真実です。私もアンデッドの全てが良いと言う気はこれっぽっちもありません。アンデッドの大半が邪悪な存在で、生者を憎む存在なのは間違いないでしょう」

　自分の話に全員が真剣に耳を傾けていることを場の雰囲気から摑みつつ、ネイアは結論を強く言う。

「ですが！　どんなことにも例外があります。凍てつく冬にも、暖かい一日があるように。枯れ果てたはずの枝にポツンとつぼみが芽吹くように。暗い夜空に、前触れなく一筋の流星が煌きらめくように。陛下は──生者を助けてくださる、そんなアンデッドなのです！　この中には助けられた人の話を聞いたことがある人もいるでしょう。もしかするとこの中に実際に助けられた人もいるかもしれません。そうした話が、私の言葉が噓ではないという証拠となるでしょう」

　聴衆から反論の声が上がらないことを確認し、ネイアは重く、暗い雰囲気で語る。

「……今回、あの強固な要塞線を打ち砕き、亜人たちが雪崩れ込んできました。この悲劇は今回限りなのでしょうか？　もう二度とこのようなことがない、と思いますか？」

　聴衆の沈黙が答えを雄弁に語っている。

　ないと信じたいが、信じられるはずがない。

「皆さんの不安。私もよく分かります。私たちや皆さんの子供ぐらいの代は大丈夫かもしれません。悲劇を目のあたりにしたのですから、警戒は決して怠らないでしょう……。ですが！」

　ここで力を込める。

「子供の子供、孫の孫──絶対にありえないなどと言えるはずがありません！　一度起こったことが二度起こりえないなど誰が言えますか!?　だから私たちは備えなくてはなりません。二度とあの要塞を突破されないように」

　そうだ、その通りだ、という声が上がった。

「──賛同の声は多いようですが、子供の子供、孫の孫、悲劇を話でしか知らない時代の者たちは軍事力をそこまで保持しているでしょうか？　今までの二倍、三倍の兵力を要塞線に張り付けていると思いますか？」

　軍事費というのは国庫を圧迫するが、抑止力としての戦力は明確な成果として表れにくい。

「この中には徴兵され、要塞に行かれた方もいると思います。その皆さん、思い出してください。皆さんの記憶の三倍の食料が常時消費されるというのは、国庫にとって痛い出費だとは思われませんか？　それを記録でしか悲劇を知らない世代となった王家もやりつづけるでしょうか？」

　聴衆に理解の色が浮かぶまで待ってから、ネイアは結論を言う。

「──だから私たちには魔導王陛下の庇護が必要なのです！」

「なんでだ！　なんでアンデッドに！」

　先の声と同じ男が声を張り上げた。

　先ほどから一人の男が声を上げている。こういう人間がいた方がネイアとしては楽だ。一番やりづらいのは誰も反応してくれないことだ。そうなるとちゃんと話を聞いてくれているのか、理解してくれているのかと不安になる。

　聴衆の中にこういった人間をあらかじめ何人か混ぜておくべきだという意見も協力者からあったが、ネイアは断っている。同じようにサクラも、だ。

「アンデッドだからこそ、なんです。魔導王陛下は強く、何より不死の御方。子供の子供、孫の孫の代まで生きて──存在していらっしゃるでしょう」

「だ、だが、魔導王は負けて死んだと聞くぞ」

「それは事実と偽りが同時に存在していますね。前者は残念ながら事実です。魔導王陛下は無力な私たちを助けるため、数多あまたの魔法を使い、魔力を大量に消耗され、結果的にヤルダバオトに敗北されてしまいました。しかしながら後者は偽りです。魔導王陛下は死なれてはおりません。それはシズの存在が証明してくれます」

　カリンシャ奪還の立役者の一人。シズが舞台の袖から満を持じして登場する。

　観衆から感嘆、もしくは「シズ様だ」という崇拝の声が聞こえてきた。

「…………ん」

　シズが胸を張る。

「彼女はヤルダバオトの配下だったメイド悪魔の一人です。しかし、カリンシャ奪還の戦いで私たちの味方をしてくれました。なぜなら魔導王陛下がヤルダバオトから彼女の支配権を奪ったからです」

　シズがカリンシャ奪還戦で亜人たちをどんどん狩り殺していく姿は多くの民が見ている。様を付けて呼んだ者はきっとシズに直接助けられたのだろう。

　シズの人気は高い。かつてはヤルダバオトに従っていたメイド悪魔だと知られても、やはり外見が美しく、そして幼さが残るというのが大きい。いうなれば敵意を抱かれにくいのだ。

　そこまで考えて魔導王はあなたを支配したのか、という疑問をぶつけたことがあったが、シズの答えは「あり得る」だった。

「シズは魔導王陛下によって魔法的に支配されました。その支配は陛下がご存命である限り効果があります。つまり、彼女の存在こそが陛下が生きていることの証拠です！」

　ざわざわとした場の空気を、ネイアが両手を上げ、鎮める。まだ話は終わっていない。

「なぜ、陛下は姿を見せてくださらないのかとお思いでしょう。それは、私も分かりません。ただ、あの慈悲深いお方が我々を見捨てたとは考えられません！　きっと何かあって、即座にこちらに戻って来ることができないのでしょう！　それが陛下御自身のお考えなのか、はたまた危険な状況下ゆえになのかは分かっておりません。だからこそ！」

　静まり返ったこの場に、その声は大きく響き渡った。

「だからこそ、私は皆さんの力を求めます！　魔導王陛下を探しに行くための力を。亜人たちの支配地である丘陵地帯を命がけで踏破し、陛下を発見できたとしても、聖王国が陛下に恩返しできたとは言えません。なぜなら先程も言ったように、魔導王陛下はヤルダバオトとのみ戦いに来られたのに、我らの弱さゆえそれ以外の亜人たちとも戦われ、その力を消費されたために敗北されたからです！」

　ネイアはより一層大きな声を出す。

「それでも──皆さん！　私たちは、私たちを救いに来てくださった方へ、恩を返すべきなのです！　ただ一人きりで助けに来てくださったお方が──アンデッドだからと言って、困っているときに助けに行かない人間になどなりたくはありません！　──魔導王陛下に少しでも恩を返したいと考えてくださった方。その方々にお願いがあります」

　言葉を区切って間をおく。そして少しの溜めを作ってから声を張った。

「私は共に魔導王陛下を助けてくれる方々を求めています！　実際に行く必要はありません！　技術を、知識を、何でもいいのです！　お力をお貸しください！　助力をお願いします！」

　ネイアが頭を下げると、横にいたシズも軽く頭を下げた。

　おお、と聴衆から声が上がる。

　頭を戻したネイアは最後にこれだけを言う。

「……私の話を聞いても信用できない、そういう方もいて当然です。ですから、このカリンシャを奪還する前から解放軍にいた方に話を聞いていただけますか？　そうすれば私が噓を言ってはいないことを信じてもらえると思います」
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　自室に戻ったネイアは、椅子にぐったりとすわりこんだ。

「お疲れ様です、バラハ様」

　労ねぎらってくれたのは大人しそうな──陰のある女性だ。

　二十歳そこそこの、男性なら目をうばわれてしまいそうな豊かな胸と短い髪が特徴だ。元々は長い髪だったそうだが、捕虜収容所で切られてしまったらしい。

　彼女は、ネイアの設立した支援団体に所属する者だ。支援団体は、協力者たちから名称を付けて欲しいという要望があったため、魔導王救出部隊と名付けられた。

　仕事内容は急激に忙しくなったネイアの身の回りの世話だ。

　出会って既に半月が経過しているが、その間に彼女の存在はネイアにとって欠かせないものになっていた。彼女の仕事──掃除、洗濯、料理などは完璧の域まで到達していたためだ。

「あ、ありがとうございます」

　女性から手渡された濡れた布で顔を軽く拭く。火照った顔に冷たさが非常に心地よい。

「ふぅ」とおっさん臭い声を出したネイアはタオルをテーブルに置き、即座にそれを回収した女性に視線を向けた。

「あの、いつも言っていますけど、様付けで呼ばないでほしいです。私はそんなに大した者ではありませんから」

「何をおっしゃいますか。この国における魔導王陛下の代弁者であり、陛下のために率先して行動しているお方を様付けで呼ばないほうが失礼です」

　年上の女性にそんなことを言われると、ちょっと困る。

　上に立つことに慣れていない者ならありそうな悩みだ。

　そもそも、別にネイアは代弁者などではない。というよりもなぜ、代弁者という立場に就いているのだろうか。

　長椅子に寝転がってこっちをぼんやり見ているシズの方がまだ相応しいとも思う。

　大体、魔導王の偉大さというのは客観的に見れば誰だって分かることだ。当たり前のことを話しているだけなのに、代弁者だなんてとんでもない。組織の所信や見解を話しているつもりだってないのだから。

　最初に動いたのは自分だが、こうなるとは考えてもいなかった。

「それでは私はこの辺りで失礼させていただきます。それとベルトラン・モロ氏がお会いしたいとのことです」

「分かりました。彼を呼んでくださいますか？　それでは今日もご苦労様でした」

　一礼し世話役の女性が部屋を出ていき、入れ替わるように男が部屋に入ってきた。世話役の女性は男性に対する忌避感や恐怖感があり、同席すると気分が悪くなってしまう。そのために交代という形を取っているのだ。

「バラハ様。お疲れのところ申し訳ありません。お時間を少しよろしいでしょうか？」

　ベルトラン・モロ。

　頭頂部の薄さがやや目立ちはじめた、がっしりとした体格の四十代半ばの男だ。

　モロ家は元々、それなりの貴族の家で代々執事をしていたそうで、彼自身も執事として働いていた過去がある。そのため、その力を活かしてもらおうと、支援団体の中では秘書的な役目に就いてもらっている。

　彼のような人物に、組織を設立してすぐに会えたのは幸運だった。もし出会わなかったら、この若さで白髪でも生えていただろう。

「いえ、構いません。何かありましたか？」

「はい。早速で恐縮ですが、ご報告させていただきます。現在、支援団体に所属する者が三万人を超えています」

「あ、それは凄いですね！　魔導王陛下の素晴らしさを理解してくれる人がそんなにも増えたなんて！　いえ、これも当然ですね！　魔導王陛下は本当に凄い御方なんです！」

　シズもうんうんと頷いている。

　これで小さな都市一つの人口よりも、所属する者が多くなったというわけだ。聖王国北部の住人が三百五十万人ぐらいだったので、約一パーセントの人間が所属している団体ということになる。

「その支援者たちから団体に所属していることを示すシンボルのようなものが欲しいという要望が上がってきています」

「なる……ほど……。それもそうかも……しれませんね」

「はい。やはり所属を示す物を身に付けると安心感や連帯感などが生まれますから」

　うんうん、とネイアは頷く。所属──魔導王にちなんだ何かを持っているというのは絶対に嬉しいに違いない。ネイアだって欲しい。

「であればえっと、一番良い形でお願いします。ただ、支援額などで差をつけるのはやめてください」

「……非……認……ァン……ブ」

　ネイアの鋭敏な聴覚ですら拾いきれない小さな声をわずかに聞き取った。

「シズ先輩、何か言いましたか？」

　ネイアはシズに問いかける。

「…………何も」

「……そうですか？　でも、何か魔導王陛下に関することで間違ったことを言ったら教えてくださいね」

　ネイアは再びベルトランに視線を移す。このごろ、彼女の眼力を浴びても、動じない人が増えたのは喜ばしいことだ。

「それではその件は製作する方向で進めてください。それで……これからの予定を聞いてもよろしいですか？」

「はい。バラハ様。この後二時間ほどして、支援者の集い〝魔導王陛下への感謝を抱いて〟が行われる予定です。そちらに参加し、陛下の偉業をお話し下さればと思います」

「分かりました」

　ネイアは少しウキウキする。自分の発見した、魔導王こそが正義だ、という思いを理解してくれる支援者たちには仲間意識や親近感を覚えるし、同じ思いを抱く者たちで語り合うのは大好きだ。

「それと訓練の結果を見てほしいという要望もあります。今は非常にお忙しい身。断っておきますか？」

　支援者親衛隊なるものを作って厳しい訓練をしているのだ。ネイアもそれにはちょくちょく参加しているし、シズもまた参加してくれている。

　弱いから魔導王の足を引っ張ったと知っているネイアからすれば、強くなる努力をするのは当然のことだ。ネイアが参加し発破をかけることで、より意気込みが増すというのであれば絶対に参加すべきだろう。

「いえ。私もそれに参加させていただきます」

「それは皆も喜ぶでしょう！　……簡単ですがひとまずご報告させていただきたいことはこれぐらいです。支援者の集いまで──準備時間を考え、一時間ほどごゆっくりお休みください」

　ぺこりと頭を下げたベルトランが部屋を出ていく。それを目で見送ったネイアは椅子から立ち上がり、長椅子に横になったシズの元まで歩く。そして自分も横になり、体で押し潰すようにシズを抱きしめた。

「…………よしよし」

　自分よりも身長の低いシズが背中を、母親が子供にするように軽くさすってくれる。

「いつになったら私たちは魔導王陛下を探しに行けるのでしょうか。もうあれから一ヶ月は経ってますよ……」

　聖王国東部を捜索した面々は魔導王を発見することはできなかった。見落としの可能性が絶対にないとは言えないが、まず間違いなく魔導王が落ちたのは亜人の地、アベリオン丘陵だろう。だから準備は必要なのだが、あまりにも時間がかかりすぎている。

　ヤルダバオトを裏切った藍蛆ゼルン達三千の内二千八百が王子と共に魔導国に向かい、残った二百匹ほどが丘陵に情報収集に向かってくれているが、その結果もまだ、だ。

「…………失敗は許されない」

「それは分かってます！　でも、でも……」

　ネイアはシズをより強く抱きしめ密着する。シズからは紅茶のような匂いがするのでそれを鼻から吸い込む。

　シズの存在だけがネイアの不安を和らげてくれる。

　彼女がいるということは魔導王が生きている証なのだから。

「…………大丈夫。アインズ様は寛大な御方」

「ええ、そうですね、シズ先輩」

「…………だから支援者をもっと増やして、絶対に失敗しない捜索計画を練り上げる」

「ええ、そうですね、シズ先輩」

「…………それがアインズ様を喜ばせる」

「ええ、そうですね、シズ先輩」

「…………ネイア。結構お気に入り。慣れるとなかなか味のある顔立ち」

「……味……。……そういえば、シズ先輩も外に出られないでつまらないですよね。今度二人でどこかに行ってみますか？」

　シズはその類まれな、まさに作られたような美貌ゆえに多くの人の目を引き付ける。しかしながらその正体がメイド悪魔だと知られると、恐怖と警戒の視線へと変わり、大抵「俺の魂が狙いか！」などといった誇大妄想に駆られる。悪魔が美女に化け、魂を奪う契約を交わそうとする、という伝承があるためだが、その悪魔だって相手を選ぶだろうとネイアは思うのだ。

　何より、あれだけ寛大にして慈悲深い魔導王の配下であり難度百五十のメイド悪魔が、その辺の民の魂を魅了してまで欲するわけがない。

　それでも面倒ごとは避けたいし、魔導王配下のシズに危害を加えられたら、従者として仕えているネイアとしては顔向けができない。無論、あれだけ強いシズを傷つけることなどできるはずがない、とわかってはいるが。

　そんなわけで彼女には大抵閉じこもってもらっていた。ただし、今では組織の人数も増えたので、支持者たちが集まっている地区ならば問題はないだろう。

「…………悪くない。練習として行く」

「それじゃ、準備しましょう。そのメイド服は少し目立ちますけど……普通の服に着替えることはできますか？」

「…………博士……ごほん。大丈夫。貸してほしい。コーディネイトは任せる」

「……申し訳ありません。私、一緒に出掛ける人がいないし、服に興味がないからコーディネイトの自信は皆無なの……」

　シズがポンポンと肩を優しく叩く。一見無表情に見えるが、ネイアには分かる慈母の優しさがあった。そして立てられた親指は己を指していた。

「…………私にお任せ」

「ほんとですか？」

　意外にシズは趣味が悪くないと知ったのはこの後のことだ。
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　カリンシャを奪還し、カスポンドの仕事は急激に増えた。救出された人々も加えた細かな組織づくりに着手しなくてはならなかったためだ。更に情報の量が桁違いに増えたため、確認や分配まで考えると非常に時間がかかる。

　そんな忙しいカスポンドの身辺警護役は聖騎士が一人しかいない。

　不用心だが、文字の読み書きや計算もでき、祭事を取り仕切り、また治安維持にも優れた能力を持つ聖騎士を護衛だけに就けておくことができないためだ。その意味ではレメディオスを傍に置くのが最も効率的なのだろうが、精神状態を考慮し、彼女は複数人の聖騎士と訓練に励ませていた。

　ケラルト・カストディオの頭部を二人が持ち帰った時の彼女の狂乱は、死者が出るのではと思われたほどの騒動となった。今は鎮静したものの、腫れ物に触るように扱われている。

　正直、自分一人では絶対に無理だった。知恵を下さった方には感謝だな、と更なる敬意を抱きつつ、カスポンドはペンを走らせ、仕事に取り組む。

　将来の練習というべきものだが、面倒な仕事だ。愚痴を心の中に隠すカスポンドに、空気が読めないのか、いい加減焦れたのか、お付きの聖騎士が話しかけてきた。

「──カスポンド王兄殿下、ネイア・バラハの件、あのままでよろしいのですか？」

　その質問がどういう意味を含んでいるものかを悟ったカスポンドは、書類から目を上げずに疲れたような顔で笑った。

「仕方ないだろ。あのまま放置しておけ。それと殿下だけで良いぞ」

「ありがとうございます。しかし、仕方がないというのは、一体？」

　納得した雰囲気ではない聖騎士と、カスポンドは書類から顔を上げ、目を合わせる。

「私たちが彼女の行動に、圧力をかけて止めた場合、どうなると思う？」

「どうもならないと思います、殿下。彼女のしていることは国内に不和をもたらします」

「なるほど。では君は彼女の説法──と言って良いのか不明だが、聞いたことはあるかね？　……その様子ではないようだが、とすると彼女の言っている内容をまとめたものは読んだ様子だな。では最初の質問だ。……噓があったかね？」

　記憶を探っている様子の聖騎士にカスポンドは答えを言う。

「言ってないんだよ。……噓を言ってくれていれば良かったんだがな。さて、少しでも知恵のある者が彼女の話の裏を取れば、ほぼ全てが肯定される。魔導王は彼らを解放し、単身で都市を奪い返した英雄だ、と」

　テーブルに置かれていたコップから一口水を飲み、喉を湿らせたカスポンドは続ける。

「さらにネイア・バラハはカリンシャ解放に貢献した英雄だ。それを私たちは大々的に公表した。メイド悪魔──魔導王の配下を紹介し、魔導王の評価をこれ以上上げないために、少し派手に賞賛してしまった。彼女の装備はまさに英雄そのものだったしな」

　魔導王から借りた素晴らしい弓を持ち、かの豪王バザーの鎧を着用した彼女の姿は英雄以外のなにものでもなかった。

「ここでさっきの質問だ。そんな彼女に対し圧力をかけた場合、我々は世間からどのように見られる？　こう思われるのではないか？　聖王家に都合が悪いから、英雄の言葉を遮ろうとしている、と」

「そのような……」

　聖騎士がぼそぼそと否定するが、言葉以上に雄弁にその表情が語っていた。彼もそうなるだろうと悟った、と。

「上り坂の英雄と下り坂の聖王家。民たちが信頼するのは──」

「──殿下！　そのようなことは仰らないでください」

「すまんな……。さてそれに付け加え、彼女の説法を邪魔しようとしたら魔導王のメイド悪魔がどういう行動に出ることやら」

「うっ」

　聖騎士が顔をひきつらせ、カスポンドは悪い顔をする。

「ふふ。あのメイド悪魔に守られているということはこの都市で最も武力を持っているということだぞ？　その彼女を正面から武力で抑え込むなど危険極まりない。だからあのまま、だ。君の不安は分かる。だが、どれも悪手なのだよ」

　ゴンゴンと扉が叩かれ、外にいた軍士が一人入ってくる。

「王兄殿下。副団長殿がお目通りをしたいと参っております」

「すぐに入れてやってくれ」

　その声が聞こえたのだろう。外で待機していたグスターボが即座に入ってくる。僅かに乱れた息が、彼がここまで急いできたことを証明する。

「失礼いたします。カスポンド王兄殿下！」

　グスターボの仕事はカスポンドよりも多岐に渡り、忙しい。そのため彼本人がここに来ることは少なくなった。だからこそ面倒ごとだと分かる。彼個人では対処できないような厄介ごとを持ってきたということなのだから。

「毎回言っているが、遠慮しないでくれ。それに私たちしかいないのであればそこまで頭を下げる必要はない。で、急ぎのところを見ると、緊急の用件だな？」

「はっ！　物見が発見したのですが、南の貴族家の紋章旗をはためかせた五万もの大軍がこの都市に向かって進んできているそうです！」

「なるほど。……もしや南の軍勢がヤルダバオトの亜人軍を壊滅させたか？　とりあえず戦闘配備についてもらおう。理由は南の軍がヤルダバオトに操られている可能性がないとも限らないので用心するため、ということで頼む」

「はっ！」

「向こうから仕掛けてくるまでは、絶対に攻撃はしないように。もし会談を持ちかけてくるのであれば、ここまで連れてきてくれ。そして──」カスポンドは聖騎士に向き直る。「──君は来賓を迎えるための準備責任者として行動してくれ。予想が当たれば高位の貴族複数人を相手にすることになるだろう。彼らが喜びそうな食事と酒の用意も、な」

　二人が「はっ！」と返事をして、部屋を出ていく。その後ろ姿を見送りながら、カスポンドは呟く。

「さて……頃合いかな？」
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「それにしても本当によく来られた、ボディポ侯にコーエン伯、ドミンゲス伯、グラネロ伯、ランダルセ伯、サンツ子爵」

「いや、王兄殿下がご無事で何より！」

「誠に！　誠に！　本当に心配しておりましたぞ！　殿下！」

　乾杯を終え、ワインで喉を湿らせた南部貴族一同に、カスポンドは改めて互いの無事を祝い、笑顔で挨拶を繰り返す。

　貴族たちは近況を話し、苦労を語る。カスポンドはもっぱら聞き役だ。これは彼らがどれだけ苦労を──聖王国への忠義を尽くしたのかというアピールに他ならないのだから。

　長々と話していたコーエン伯がふと、気が付いたという様子で問いかけてくる。

「──おや、王兄殿下？　少し雰囲気が変わられましたか？」

「ああ、それは当然です。北の地でヤルダバオトが行ってきたことはご存じで？　あれによって私の内面も大きく変わりましたよ。そればかりか、皆さまの見えない部分ではもっと変わっていると思いますよ。……この辺りが瘦せたとは思われませんか？」

　カスポンドが腹の辺りを示すと、朗らかな笑いと「確かにそのような気がしますな」という返事が返った。同時に僅かな鋭い煌めきが貴族たちの瞳に宿る。

　それをカスポンドは見逃さず、彼らが昔と今のカスポンドを比較し、値踏みをしたと瞬時に察する。

　彼らはそれをすぐさま巧妙に隠すが、まだ比較をつづけているのは分かる。

　何も変わっていないと思ってほしいところだ。戦後の聖王家への介入などできる限り避けなくてはならない。

「……しかし、各家の当主たる皆さまが今回の戦いに出て、聖王国を救うべく行動された。このカスポンド、感謝の言葉もありません」

「何を仰いますか！　殿下。当主たる我々が出ていくのは、聖王家に仕える者として当然のことです。いや、体が不自由でもないのに、聖王国存亡の一戦に出てこない者など、貴族たりうる資格がないというものです！」

　うんうんと頷く各貴族当主達。つまりは当主が出てきていない家があって、その家は彼らからすれば政敵というところなのだろう。

　カスポンドは残念ながらどの貴族家がどの貴族家と仲が悪いのかまでは知らない。これは勉強不足だったと言える。

　ここで下手な言げん質ちを取られるのは避けるべきなのだが、彼らを優遇するという態度を取らないのはかなり不味い。蝙こう蝠もりはやはり嫌われる。

「皆さんの聖王家への忠誠。これは広く知らしめる必要があるでしょう。歴史に残す必要さえあると思います」

　一瞬ではあったが最も嬉しそうな表情をしたのは、この場にいる面々の中では最年長であり、白髪と金髪が混じり合った髪を持つボディポ侯爵だ。

　地位と権勢を持つからこそ、次は名誉を欲するということだ。他の面々はそれよりは褒美の方が欲しいというところだろう。勿論、大軍を動かしているのだ。それなりのリターンを欲するのは当たり前だが。

　言葉だけの遠慮をする侯爵におべんちゃらを使っていると、会話が途切れた瞬間を狙って顔色の悪いサンツ子爵が言いにくそうに問いかけてきた。

「王兄殿下。お尋ねしたいことがあるのですが、聖王女陛下は一体どうされたのでしょうか？　話では亡くなられたということですが……」

「それは事実です」

　さらっと答えたカスポンドに目を白黒させたサンツ子爵が重ねて問いかける。

「そ、それで聖体はどちらに？」

「……あまりにもひどい有様でしたので、荼だ毘びに付しました。本来であれば〈保存プリザベイシヨン〉の魔法を使い、ヤルダバオトを追い払ってから国葬、というところなのでしょうが……」これ以上は言えないと、カスポンドは沈痛な表情で首を振る。「それと同時にケラルト・カストディオ最高司祭の死も確認されました」

「左様ですか……」

　彼らは口ごもり、時間的猶予をもらったカスポンドは口をワインで湿らせる。

　聖王としてのカルカの代わりなら目の前にいる。しかしながら、最高司祭として信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターの頂点に位置するケラルト・カストディオの代わりは簡単には見つからない。だからこそ彼らはケラルトの死をどのように利用できるか考え込んでしまったのだろう。

　二口目を含んでも動き出さない彼らに、更なる情報を与える。

「彼女の遺体も荼毘に付しました。やはりあまりにもひどい状態でしたので」

　貴族たちが顔を顰めた。聖王国におけるトップ二人が酷い死に方をしたということに感じるものがあったのか。これは命の奪い合いであって、負ければ死ぬ戦いだ。捕虜にとられても身代金で解放されるなどということはないとようやく理解し、恐怖を感じたのかもしれない。

「それで聖騎士団団長であるカストディオ殿はどうされたのですか？」

「彼女に御用が？　少しお待ちいただけますか？」

「おや、彼女は生きているのですか？　聖王女様と最高司祭殿が亡くなられたのに」

　立派な顎鬚を持つランダルセ伯爵が嫌味な口調で言えば、それに追従するように他の面々も嘲笑を浮かべた。カスポンドはドアを開け、外で待機していた聖騎士にレメディオスを呼ぶように命じた。

　グラスを空にする程度の時間が経過し、レメディオスが入室する。

　口を開きかけたランダルセ伯が、レメディオスの姿を見て目を見開く。

「な！　貴女がレメディオス・カストディオ聖騎士団団長!?」

　皮肉の代わりに出たのは驚きの声だった。レメディオスの顔を知らない貴族は聖王国にはいないだろう。それはランダルセ伯も同じだ。だからこそ驚いているのだ。自分の記憶にある彼女と、今の彼女のギャップに。

　今のレメディオス・カストディオはまるで幽鬼のようだった。

　落ちくぼんだ目、こけた頰。だが、それに反して爛々と輝く瞳。

「私を呼んだんだろ？　それ以外の者が来ると思ったのか？」

「な！　ぶ……れいな……」

　ランダルセ伯爵の声は尻すぼみに消えていく。じろっと見られたためだ。

　今のレメディオスははっきり言って怖い。何を考えているのかが分からず、そしてどのようなことをしでかすか分からない不安がある。だからこそカスポンドはレメディオスを己の傍におけない。そしてネイアの行動に関する情報の一切をレメディオスの耳に入れないように注意をしているぐらいだ。

「用件は？」

　この国の人間なら誰だって知っている。レメディオス・カストディオはこの国最高の聖騎士。暴力という意味では頂点に位置する存在だ。

　暴走しそうな暴力に対し、権力など役には立たない。貴族を守る最も硬い鎧が、彼女の前では紙同然なのだ。昔の彼女なら近くに手た綱づなを取る者もいたし、嫌味を言われても我慢できる精神状況にあった。だが、今の彼女は違う。

　それが読み取れるからこそ、貴族たちは誰も言葉を発しない。そんな彼らを鼻で嗤い、レメディオスは肩をすくめた。

「……殿下。私は下がって良いのか？　用事はないようだからな」

「ああ、ありがとう」

　レメディオスの姿が無くなって、ようやくそこで貴族たちは不快げに顔を歪める。

「殿下に対しあのような失礼な態度。お許しになるのですか？」

「いくら聖騎士団の団長だとはいえ、目に余る態度です。聖王家に対しての忠義の心を持たないあの者をこれ以上団長にしておくのはよろしくないのでは？」

　噴きだす不満をカスポンドは手で制する。

「今は戦時だ。彼女の剣腕は役に立つ。彼女の進退は今後の王が決めればいいだろう」

　レメディオスの態度に不快感を抱いた者など実際は何人いたのだろうか。いや、確かに恐怖を怒りで覆い隠している者もいるだろうが、それよりももっと別の狙いがあるのは分かっている、とカスポンドは心の中で薄く笑う。

　レメディオスは前の聖王の武力、それも強力な武器だった。次の聖王にその武器を渡したくない者が絶対にいるはずだ。いや、もしかすると全員かもしれない。

「おお！　まさにその通りです！　戦時です！　ですが、いつまでも亜人と戦い続けるわけにはいきませんぞ！」

「伯の言われる通りです！　概略は使者が説明しているとは思いますが、亜人たちが軍勢を後退させたので、ここまで我々は来られました！　王兄殿下！　ここはこの勢いに乗って攻め込むべきですぞ！」

「まさに！　ここで一気に亜人たちを撃退し、王兄殿下の勲いさおしを多くの者に知らしめるべきです！」

「なるほど、なるほど。それで──紫のご老はどうされた？」

　貴族たちは顔を見合わせ、代表してボディポ侯爵が答える。

「かのご老は体の調子が悪いようで、ここまでは来ておりません」

　最年長の侯爵がご老と言ったように、御おん年とし八十になる人物こそが、九きゆう色しきの内一色を戴いている人物だ。南方の大貴族として侯爵位に坐する彼は、聖王家への忠勤によってその色を与えられた。

　このように九色とは全て強さだけで与えられているわけではなく、中には非常に素晴らしい働きをしたことから与えられる場合もある。藍色を戴いている、総合芸術家として名高い公爵夫人もその一人だ。

　ボディポ侯爵が答えた、ほんの一瞬の、隠しきれない感情を読み取り、カスポンドは心の中でほくそ笑む。知ってはいたことだが、実際にその目で確かめるとこうもいった感情が生まれよう。

「……なるほど。諸君らの意見。私の考えと一致している」カスポンドは亜人を殲せん滅めつすることでヤルダバオトの計画を頓挫させるという自身の案を語って聞かせる。「……だが、もしヤルダバオトが出てきたらどうする？」

「ヤルダバオトとはそれほど強い悪魔なのですか？　あの団長殿が陛下をお守りできなかったと聞きますが？」

　実際に対峙したことがないからこそできる、無邪気な質問をしてくるグラネロ伯に、カスポンドは重々しく答えた。

「非常に強い。我々は魔導王を招き、彼がヤルダバオトと対峙したがその戦いは凄まじいものだった」

「魔導王？　もしやあのアンデッドの王ですか!?」

　驚きの声が上がるのも当然だろう。

「おや？　その辺りの話は聞いていないのか？　そうだったのか……」

「他国の軍勢の力をお借りしたのですか、王兄殿下！　それはまずすぎますぞ！」

「軍勢ではない。魔導王お一人だ」

　え？　と貴族たちが凍り付く。そして解凍までに少しの時間がかかる。

「魔導王一人？　一人って王が、国の頂点が一人で来たというのですか？」

　ランダルセ伯に、その通り、とカスポンドは頷く。

「まさか、それはあり得ませんぞ？　そのような王がいるはずがない！　軍勢を近くまで呼び寄せていたのでは？」

　常識的にあり得ない、と口々に呟く。それ自体が何かの策謀なのではないか、とも。だが、カスポンドはそれを一刀両断に否定する。

「とはいってもそれが事実なのだから仕方がない。それにもし魔導王が軍勢を呼び寄せていれば、ヤルダバオトとの一騎打ちに負けた時にすぐに動き出したであろう」

「負けたのですか？　……理解できませんな。アンデッドと聞きますが、脳の中身も全部腐ってしまったのでしょうか？　しかし……それは非常に不味くないですか？」

「不味い。しかし、魔導王を呼び寄せた使者の一人はレメディオスだ。彼女を差し出し、許しを得るなどの外交手段が必要になるだろう」

「それで済みますか？　……とはいえ、魔導国は王国の領地に建国した。であれば敵対国を通り抜け、我が国まで来ることはできないか。……王国が攻め滅ぼされたら警戒は必要ということでしょうかね？」

　訳が分からない、と貴族たちは頭を抱えた。太陽が西から昇ったがどうしようと考え込むようなものだ。だから彼らはその問題を棚上げしておくことに決めた様子だった。

「それはそれとして、殿下はこれよりどうされるおつもりですか？」

「私は──王都を奪還したい。それもなるべく早いうちに」

「そのおつもりがあるのであれば、我々はご協力しますぞ！」

「殿下はヤルダバオトから国を救った英雄になられるのです！」

「この国に攻めこんできた亜人の軍勢は十万。今は三万強ぐらいまで減っているでしょう。ならばこの都市にいる民兵や我々が連れてきた兵を合わせれば容易く倒せるに違いありません！」

「殿下！　陛下、と呼ばれる時が来られたようですな！」

　口々にカスポンドが欲していた言葉を発する貴族たちに、カスポンドは我が意を得たりという表情をわざと作ってみせる。

「うむ。君たちの協力あってのこと。私は君たちへの感謝は絶対に忘れないだろう」

「何を仰いますか！　我らは聖王国への、聖王家への忠義を果たそうとしているだけですぞ！」

　カスポンドは心の中でそれとは違う種類の笑みを浮かべた。

「よし。それでは諸君。王都奪還に向けて行動を開始しようじゃないか！」
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　南の貴族たちが率いてきた軍と合流し、一週間後には準備が整い、更なる進軍が開始された。

　次なる目標はカリンシャの西にある大都市プラートだ。

　馬に揺られながらネイアは不満を隠し切れない。

　理性はこの機──ヤルダバオトの負傷が癒えていないうち──を逃さず、亜人殲滅という方針に同意している。しかし感情はそれを許さない。もっと理解者を増やし、完璧なる魔導王捜索及び救出隊の準備に力を入れたかった。

　とはいえ、指揮官がイライラして神経を昂たかぶらせることは部隊の士気に関わると、ネイアはレメディオスを見て知っている。部下に八つ当たりするのは最悪だ。

　気を静めるために大きく息を吸い込めば、やや冷たい清涼な空気が肺の中に流れ込む。春が近づいてきたとは言え、冬の寒さはまだ大気に少しだけ存在感を残していた。

　冷静さを取り戻したネイアは先を進む大軍勢に目をやる。

　おおよそ九万五千もの兵団は終わりなく続いている。南の貴族軍が約三万で、解放軍が約六万五千という構成だ。ちなみに南の貴族軍の残り二万の内一万は帰路につき、一万はカリンシャで休息中である。

　この内、ネイアが率いているのは弓兵隊二千。全員が支援団体に所属する者たちだ。

　対する亜人軍の残存する兵は推定三万なので、圧倒的な兵力差だ。

　しかし、個では亜人の方が人間よりも強いこと、そしてなによりヤルダバオトへの恐れから、これだけ兵力差があっても油断はできない。

　今回の作戦は、負傷しているヤルダバオトは動けない、ということを前提にしている。もし、負傷が癒えていればこれは死の行進へと瞬時に変わる。

　心臓が早鐘を打つように暴れ始める。

　やはり魔導王の救援を何よりも優先すべきだったのでは、とネイアの思考は、堂々巡りに陥る。

「──バラハ様。他の団体員が配属されている部隊の情報は必要でしょうか？」

　馬を横に並べたベルトランの質問にネイアは目をぱちくりさせた。その言葉が指し示すところが分からない。

　しばし考え、理解したネイアは慌てて、手綱を持っていない手を顔の前で振った。

「い、いやそんなスパイみたいなことをしなくても大丈夫です。私たちは皆、同じ目的に向かっている同志なのですから」

「おお！　さすがはバラハ様。魔導王陛下の代弁者。お優しいお言葉です」

「…………顔は怖いけど」

　ベルトランの賞賛に続き、ネイアの後ろで一緒の馬に乗ったシズがぼそりと言う。彼女は馬に乗れないということで一緒に乗っているのだ。

　ネイアは毎回、毎回、シズにそう言われ、たとえ尊敬する先輩が相手と言えども少しムッとする。

（歩かせようかな……）

　当然シズは一般人よりも体力も脚力もある。馬に乗せているのは魔導王の配下である彼女を歩かせるのは失礼だろうと考えたからだ。

　聞いているベルトランは助け船を出そうとはしない。否定も肯定もしない。魔導王の配下の言葉だからというよりは、明確な事実ゆえに否定できないというところだろう。

（そりゃ、否定はできないですよね……。だって、そうじゃなかったらミラーシェードかけないから……）

　しかしネイアだって一人の女の子だ。顔が怖い怖いと言われると、それが事実であり、言われ慣れているとはいえ、少しは傷つくというものだ。

「それでバラハ様。本隊から伝令がきました。先行部隊が亜人の大軍を発見。総兵力の三万と思われる、とのことで、ここにひとまずの陣を張ることにするようです。伝令は私にそれだけ伝えると本隊に戻っていきましたが、それでよろしかったですか？」

「大丈夫です。あなたがそう考えられたならそれで問題ありません」

　ベルトランは副官としても大活躍中だ。

「それにしても亜人たちは野戦を求めているのですか……」

　亜人連合軍は聖王国軍の三分の一程度の兵力だ。個々の武勇に勝るとはいえ、平野に布陣しての会戦では望みが無いように思える。逆に籠城すれば、都市の防衛機能を活用できるから兵力差を挽ばん回かいする目もあるはずだ。

　なにしろ、ヤルダバオトが回復してしまえばこちらの勝利は極めて厳しくなる。亜人たちの最善手は時間稼ぎに徹することのはずなのだ。

　あるいは騎兵の入れないような場所で局地戦を展開するつもりなのか。

「想定される戦場は平地ですよね？」

「はい。その通りです。周囲に兵を伏せることのできそうな森などはありません。逆に丘などもないので、どこに布陣するかでもめるでしょう」

「…………どうしてそんな場所？」

　シズの質問に、ベルトランが「おそらく」と前置きをして答える。

「逃げるつもり、なのではないでしょうか？」

「逃げる、ですか？」

「はい。バラハ様。藍蛆ゼルンが裏切ったようにヤルダバオトに心酔している亜人ばかりではありません。ヤルダバオトを裏切ってでも、逃げたい、生き残りたいと思う者たちは、籠城戦ではなく、野戦を選ぶでしょう。籠城戦では逃げるのは困難ですから」

　ベルトランの瞳にゾッとするような暗い感情が垣間見えた。

　最近得た特殊な力を発動しないと不味いかとネイアが窺っていると、徐々に闇が晴れ、普段の輝きに戻る。これから戦いが始まるという状況が、憎悪をひとまず抑え込んだのだろう。

「…………なるほど」

　シズが感心とばかりに頷けば「恐縮です」とベルトランが答えた。

　確かにベルトランの言う話は筋が通っている。

　野戦で戦死したか、逃げ出したかは、ヤルダバオトでも見極めるのは困難だろう。だとすれば夜まで待って一当たりすれば、彼らも逃げ出すチャンスを得られ、無駄な戦死者は減るのではないだろうか。

　などとネイアは考えたが、それを口に出すことはできない。

　この国の民に亜人がもたらした悲劇は大きすぎた。

（魔導王陛下の配下の亜人はぎりぎり許せるらしいけど、それ以外の亜人は殺せ、だもの……）

　亜人との協和を訴える者や亜人に味方した者などは秘密裏にリンチされ、殺されたと噂されている。

　実際、魔導王に連れられ、収容所を解放した際、リンチにあって殺されたと思おぼしき人の死体を見たことがある。亜人たちに尻尾を振った者の軀だったようだ。

「バラハ様。上層部がどのように考えて私たちを配置するのかはわかりませんが、前もって各班の指揮官を集めておきますか？」

「いえ、詳しい配置先が分かってからで大丈夫です。どこに配置されても、皆さんならどう行動すればよいか分かっていると思いますから」

　ネイアの腰を摑むシズを、聖王国上層部がどのように使うかによってネイア達の配置先が決まるだろう。

　亜人たちに強者がいるのであれば、シズを使うために最前線配置だろう。普通に弓兵として使うのであれば真ん中や他の弓兵たちと同じ場所に配置。もし、魔導王の配下であるシズに活躍されたくなければ最後尾というところだ。

　一当たりするまでは後続配置というのがネイアの予想だった。

　そしてそれは三時間後に正解と分かった。
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　一塊になり魚鱗にも近い陣形を取っている亜人軍に対し、人間側は大きく二つに分かれている。南の貴族軍三万に解放軍一万の計四万が左翼、残る解放軍五万五千が右翼で鶴翼陣に近い形を取っている。

　人間側としてはこの戦いで亜人たちを殲滅したいという考えもあり、包囲する形で徐々に動き出している。

　それに対して亜人側は突破し、逃亡するつもりなのか、それとも乱戦に巻き込み多くの人間を殺すつもりなのか。突破力に長けた陣形だ。

　結局ネイア達は、戦場から少し離れたところで独立部隊として、陣地を設営している工兵の警護に当たっている。

　これはカスポンドからの勅命というより依頼であり、ほぼ自由行動の許可をもらっている。工兵警護を無視しても構わないという、聖王国の頂点に現在位置する人物が指揮権を放棄したような指示だった。

　その理由はやはりシズの存在のためだ。

　ネイアが指揮権を持っている部隊ではあるが、そこに同行しているシズ──魔導国の住人みたいなもの──を下手に使うことはできないためだろう。聖王国王族が魔導国の臣下に命令を下すというのは将来に禍根を残すことになりえるということだ。

　カリンシャ攻略に関し、あそこまで働いたシズになにを今更と言いたくなるところだが、南の貴族たちが来たことによって対応が少し変わったようだ。現在だけではなく未来も見る必要が出てきたということなのだろう。

　ネイア達は隊列を整えつつ、遠くの戦場を睨む。

　とはいえ、かなり距離があるため、自分たちが戦場にいるという緊張感がない。ここまでは戦場の殺気というのが届かないのだ。隊の後ろで工兵たちが振るう木槌が杭くいを叩く音がなんとものどかだ。

「…………まだにらみ合い？　いつ始まる？」

「時間の経過はこちらに不利です。こちらから先手を取って始まるとは思うのですが……」

　シズの質問に答えたのはベルトランだ。

　夜闇は亜人の味方だ。このような平野であれば月明かりさえあればしっかりと見えるが、空は曇天。亜人たちが夜半に迫ってきたら厄介なことになるのは間違いない。現在作られている陣地はそこまで堅牢なものではないのだから。

　だから夜になる前に人間側から仕掛けるはずだ。

　それに兵力差が圧倒的にあるし、ここで完勝──敵の大半を討ってしまえば、もしかするとヤルダバオトの計画を潰せるかもしれない。つまり、この長い苦しみから聖王国が救われるということ。手をこまねく理由はない。

　ネイアもこれで戦いが全て終わってくれることを願っていた。そうなればもはやネイアを縛るものはない。魔導王捜索に全力であたれるだろう。

　ネイアは顔を上げる。

　雄叫びが上がり、大勢の者が走りだす地響きをその鋭い聴力が捉えたのだ。遅れてベルトランにも聞こえたのだろう。「始まりましたね」とつぶやいた。

　ここからでは両軍合わせ十万をはるかに超える軍勢がどのように動き、そして激突しているのかはよくわからない。

　亜人たちが待ち構えていた平地はあまりにも平坦で、戦場を広く見渡せる高所がなかった。

　あとは組くみ立たて櫓やぐらなどの出番なのだろうが、それは現在陣地の内部に作られている最中だ。

「……どうする？」

「私たちの役目はここで彼らを守ることです。その役目をちゃんとこなしましょう」

　圧倒的に少ない亜人軍が人間軍の大軍を抜け、ここまで到達するなどまず考えられない。シズという最強の戦力をここに置いておくというのは、政治的には良策なのかもしれないが、軍事的には下策と言える。

　彼女を前線に投入するだけで、聖王国軍の損耗は激減する。

　誰もがそれを分かっていて、しかしそうはしない。シズの名がこれ以上上がることを忌避しているのだ。

　無駄な死だ、とネイアは思いつつも口が裂けても言えなかった。

　やがて三十分以上の時間が経過し、右翼から歓声が聞こえてきた。鋭い聴覚をもつネイアだけではなく、ネイアの隊、全員の耳に届くほど大きいものだ。これだけ離れたところまで聞こえるのだ。よほどすごい戦果があったに違いない。

　戦場から馬に乗ってきた伝令が大きな声で何があったかを教えてくれたのは、それから十分後だった。

「レメディオス・カストディオ聖騎士団団長殿。敵軍の指揮官にして、ヤルダバオト側近の悪魔、鱗の悪魔スケイル・デーモン、討滅！」

　それだけ告げ、伝令は走り去っていく。

　ネイアはそれが真実なのか疑う。

　いや、悪魔をレメディオスが倒したのは事実だろう。しかしそれは本当にヤルダバオトの側近の大悪魔なのだろうか。

　ネイアはカリンシャでシズと戦ったあの側近の大悪魔の強さを知っている。

　あれにレメディオスが勝てるとは思えない。

（あれを倒せるほど団長は強くなった？　それとも……まさか身代わり？　先輩に聞かないと）

「シズ先輩、一つ質問があるのですが、鱗の悪魔スケイル・デーモンというのはどれぐらいの強さなんでしょうか？」

「……あの団長なら勝てる程度」

「でも頭冠の悪魔サークレツトはもっと強かったですよね？」

「……強い悪魔もいれば弱い悪魔もいる。鱗の悪魔スケイル・デーモンは弱い方」

「そうなんですか……」

　ネイアはほっとする。この国に入り込んだ側近の大悪魔は二体とも倒したということになる。あとは丘陵にいるという側近の大悪魔だが、ひとまずはそのことを考えてもしょうがないだろう。

「これでこの国は救われますね。……敵の司令官が死んだのです。かの亜人たちの軍はこのまま瓦解するでしょう。王兄殿下の計算では、これで終わりのはずですが」

　ベルトランが残念そうなのは、自分たちで恨みを晴らすチャンスを失ったためだろう。

「…………敗残兵を狩る仕事がある」

「そうですね！　流石はシズ様！」

　そう答えたベルトランの歓喜の表情はすぐに凍り付いた。

　左翼──貴族軍のど真ん中だと思われる場所に炎の柱が立ったのだ。離れていてもはっきり見えるほどの高さまで立ち昇る業火は、まるで天を焼き尽くそうとしているかのようだった。

　慌ててシズを見る。

　あんなことができる存在の心当たりはたったの一つ。そしてその想像をシズが肯定する。

「…………不味い。……ヤルダバオト」
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「レメディオス・カストディオ聖騎士団団長殿。亜人の指揮官にして、ヤルダバオト側近の大悪魔、鱗の悪魔スケイル・デーモン、討滅！」

　右翼、カスポンドより送られてきた伝令の一声を聞き、歓声が上がる。ボディポ侯爵もまたその顔を綻ばせた。

「ふははは。やったぞ！　敵の大将を討つとは！　あの女、頭の出来はどうあれ、剣の腕だけは確かだな。これで敵の勢いは弱くなるだろう。このまま押し込み、亜人どもを殺しつくすように伝えろ。一匹として逃がさないようにな！」

「はっ！」

　兵たちが侯爵の命令に従い、即座に散っていく。

「侯爵様やりましたね。我々とにらみ合っていた部隊の指揮官をこの戦いで──我々が参加した戦いで討てるとは、非常に幸運ですね」

　己の派閥の中ではかなり目を掛けている男、コーエン伯爵が満面の笑みを浮かべて言った。

「全くその通りだな、伯爵。これで奴らを一歩リードしたというものだ」

　南の貴族連合と長い時間睨み合い、小競り合いを繰り返してきた軍の指揮官を討ったのだ。この功績は大きく、他の南の貴族たちに対して有効なカードになるのは間違いない。

　レメディオス・カストディオというよりはその妹、ケラルト・カストディオに苦虫を嚙みつぶすような思いを幾度か味わわされたが、それらの恨みを全て忘れてもよいと思えるほどの働きだ。

　そしてこれはカスポンドにとっても良い箔付けとなった。はっきり言えば、このまま最後まで生きのびていてくれれば次の聖王の座はかなり確実だろう。力が残っている南の貴族といえども文句は言えないだろうし、自分が全面的なバックアップをすれば問題はない。

　不安といえば聖王家の血を引く他の面々がどうなったかだが、死んでいてくれれば何も問題はない。自分の手を汚す覚悟はないので、それについては祈るのみだが。

　気分よく侯爵は今後の貴族社会勢力図を考える。

　聖王国で最も権力を持つ貴族家になるため、ここからの詰めを間違えることはできない。ここまでは完璧に来たのだ。あとはこのまま行くだけだ。

「伯爵。亜人たちを南に追い立てるのは可能だと思うか？」

「侯爵様、それは一体どうしてなのですか？」

　伯爵がぎょっとした表情を浮かべ困惑したといわんばかりの声の調子で問いかけてくる。そんな彼を侯爵は心の中で笑う。

　彼が分かっていないはずがないのだ。そんな無能を侯爵は重ちよう用ようしているつもりはない。彼は侯爵の考えを読んだうえで驚いてみせている。

　偉大なる侯爵閣下は自分では思いもつかないことを企んでいる、というフリだろう。つまらないご機嫌取りの類だ。

　侯爵はそれに乗る。簡単に自分の手で踊る相手だと伯爵が思ってくれれば、使い勝手がより良くなるだろう。

「いいか？　南の貴族たちを、私たちの派閥の者を除き弱体化させるのに、亜人は非常に良い道具になる」

　指を一本立てて、話したくてたまらなかった老人を演じる。

「北の貴族たちの力を削いだ今、南北のバランスは大きく崩れている。このままでは今後の聖王国において南の貴族たちの声が強くなるのは避けられない。しかしながらそれは今後の聖王家にとっては厄介なことになる。私たちが協力する聖王家にとっては、な」

「流石さすがは侯爵様。そこまでお考えだとは！」

　見え見えのおべんちゃらだが、侯爵は気分が良さそうな態度で少し大きな声を出す。

「そうだ。我々にとって有益でない貴族たちの領土を荒らしてくれればそれに越したことはないな」

　伯爵が慌てて周囲を見回しているのを目にして、侯爵は髭を触る。演技がうまい男だ、と思いながら。

「安心せよ、伯爵。周囲は信頼できる私の手の者ばかりだ。決してこの話が外に漏れることはない。それに誰がそんな話を信じるというのだ」

「そ、そうですか。しかし、ただ南方に落ち延びさせるのは不確定要素が多すぎます。であれば、追い詰めるのはこれぐらいにしておいて、亜人どもと秘密協定を結ぶのはいかがかと……」

「亜人たちを雇うか、悪いアイデアではないな」

　亜人を使うことに嫌悪感があるような声や態度の伯爵だが、これもまた演技だろう。彼は使えるものはとことん使うタイプの人間だ。

　そんな優秀な彼を自分の派閥に置くのは監視の意味合いもある。

　実際、伯爵家には何人かを潜り込ませている。魅了の魔法を使われても露見しないように、他の派閥などを上手く使って、だ。

「伯爵。もし亜人と取り引きするチャンスを得られたら、君も一緒に行くかね？」

　伯爵の目の奥で様々な計算がされているのが侯爵には分かった。

「わ、私としては行きたくはありませんが、侯爵様が行かれるというのであればお供いたします」

　これは侯爵がそういう話をしたという情報を得ることで、侯爵に対する切り札にするつもりだろうか。いや、同行してしまえば同じ穴のムジナ。手札としては少し弱い。

「……そうかね？　それでは殿下にお話をし、亜人への攻撃を止めていただくように言った方がいいかな？　戦うことでこれ以上犠牲を増やす必要もないだろう。あとは机の上で勝利を収めればよい、と」

「それがよろしいかと存じます、侯爵様。他の伯爵たちが全力で攻めている様子ですので、早くそれを止めた方が効果は大きいのではないでしょうか」

「そうだな」

　十分な戦果を欲している彼らを止めるのは悪いが、今後を考えるとこれぐらいにしておいてもらった方がよいかもしれない。

　自分が聖王国の将来を考える立場になりつつあることに侯爵は歓喜を抱く。無論、決してその面おもてには出さないが。

「伯爵たちに連絡を送り──」

　突如として立ち上った炎の柱が侯爵の言葉を途中で断った。

　魔法に関して侯爵も無知ではない。自分では使えないが信仰系魔法の知識は聖王国貴族社会の一般常識だ。とはいってもせいぜい第二位階程度だし、他の系統の魔法知識は持ってはいない。

　だが、そんな彼でもいま見た炎の柱が凄まじい魔法だというのは分かる。

「なんだ、あれはもしかすると第四位階とかいう領域の魔法か？　あのケラルト・カストディオや聖王女陛下が使えるという」

「わ、分かりません。ど、どういたしますか、侯爵様」

「う、うむ。よくは分からないが、ひとまずは少し後ろに下がり、安全な場所に移動しよう」
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　軍士、ロビーは二十四歳の青年だ。満足な教育は受けたことがないが、この世界には自分の知らないことが山のようにあることを知るくらいの賢さは持っていた。

　だからこそ──

「人間よ。我は戻ってきたぞ。──魔導王より受けた傷を癒す間、好き勝手していたようだな」

　──腹の底まで響き渡る怒号を叩きつけられ、ロビーは漏らした。

　濡れたズボンが肌に貼り付く感触などもはや感じない。

　目の前にいる化け物の強大さを理解し、死を直感したがために、生存本能が暴走。無駄な感覚をシャットアウトし、生き残る道を高速で探す。

　だが、何かを見つけるよりもヤルダバオトが力を解放する方が早かった。

「死ね。憤怒の炎に焼かれ、その命を燃やし尽くせ」

　ゴウ、と炎が吹き上がり、熱波がロビーの顔を叩いた。凄まじい熱量によって目が一気に乾燥し激痛が走る。喉から肺へと流れ込んだ熱気が体を中から焼くようだった。いや、それは事実だった。

　火によって皮膚は爛ただれ、そこから水分が失われていく。表皮が焼けて行けば次は皮下脂肪、筋肉、そして神経だ。腕など皮下脂肪の薄い部分は、すぐに筋肉や神経に熱が伝わる。そうなれば筋肉は収縮し、体は奇妙なポーズを取りかける。しかしながら高熱によって熱せられた鎧の金属部分が皮膚に貼り付き、それを妨げた。

　服、皮膚や筋肉、そして脂肪を燃やした腹部からは、まだ綺麗な内臓が零れ落ちる。

　人間の体内は水分が多い。そのために内部が焼け焦げるまでには時間がかかる。火事などであれば内部まで焼けるだけの時間があるが、ヤルダバオトの炎のオーラによって生み出されている魔法的な熱は、ヤルダバオトが移動すれば即座に失われていく。

　ゆえに撒き散らされた臓腑は、熱による変色のほとんど無い綺麗なピンク色だ。折り重なる焼死体と、血の海に浮かぶ毒々しく鮮やかな色の内臓は、見る者に吐き気を催させるに十分だった。まさに、この世に突如として顕現した地獄そのものの光景である。

　そんな新鮮な臓物をこぼすロビーやその他、五十人を超える人間の黒焦げ死体を周囲に残し、ヤルダバオトは歩きはじめる。




　ヤルダバオト──新たに召喚された憤怒の魔将──が歩く。ただそれだけで〈炎のオーラ〉に包まれ、人間たちは簡単に死んでいく。




「どけ！　邪魔だ！」

　同じような声は幾つも起こったが、その中で最初に叫んだのは民兵フランセスクだ。

　彼は「自分はなんて不幸なんだろう」と日々思っていた。聖王国は徴兵制をとっているため、どんな人物でも軍に所属する必要がある。

　そう。たとえ彼のようにかなりの大商人の息子として、将来を約束された男でも、だ。父親からの寄付金によって楽な部隊に配属されたとはいえ、軍人としての生活は彼にとって苦痛だった。

　そんな苦痛がもう少しで終わると思った矢先にこの戦争だ。

　不平不満を口にしない日はなかった。それでもあと少しで全て終わり、自分は再び大おお店だなの後継ぎとして大好きな金を増やす仕事に戻れると思っていた。

　あと少しでそうなるはずだった。

　あと少しだったのだ。

　だが、今は必死にあの化け物から逃げている。

　追いつかれれば確実に死ぬ。

　恐怖からもつれそうになる足を必死に動かす。

　周囲は同じように逃げだす者だらけだ。そのために気ばかり焦ってもなかなか進めない。

　特にフランセスクの前を行く小太りの男は目障りなほどだった。

　だからフランセスクは前にいた男を突き飛ばす。

　自分が一歩でも、少しでもあの化け物から逃げられるように。自分の楽しい未来のために。

　だが、突き飛ばしたところで、その前にも同じように逃げる者がいる。

　突き飛ばされた者は前にいる者たちにぶつかり、大勢が将棋倒しになる可能性が高い。事実、フランセスクの前ではそういった現象が起きていた。

　人一人であれば避けることも出来ただろう。ジャンプで越えることも出来たかもしれない。

　しかしながら団子のように転がった人々を上手く避けられるほど、フランセスクの身体能力は高くなかった。

　彼は団子の上に転がった。

　起き上がろうと暴れるが──その時間は与えられなかった。

　ヤルダバオトを中心とした炎のオーラの範囲に追いつかれる。

　フランセスクは悲鳴を上げる余裕もなかった。なんで自分が、という考えは巻き起こる激痛に瞬時に搔き消され、ただ、全身を襲う痛みの中もがく。

　フランセスクは幸運だ。なぜなら、すぐに死ねたのだから。




　ヤルダバオトは歩みを止めない。人間たちの黒い死体を踏み潰し、無人の野を行くように進む。




「逃げろ！　逃げるんだ！」

　そんな当たり前のことを言った男がいた。彼の名は軍士ゴルカ。剣の腕には自信のある男だった。

　そんな彼だからこそ、ヤルダバオトを目にしてそう叫ぶだけの勇気があった。

　しかしながらそれは蛮勇だった。なぜならヤルダバオトの歩みが、ゴルカのいる方向へと変わったのだから。興味を引いたのか、それとも偶然なのかは分からない。

　追いつかれそうになっていた者たちからすれば神の使いだが、新しい進路上にいる者たちからすれば悪魔の使いだ。

　彼はこの混雑の中、化け物から逃げることは困難と見なし、剣を構える。

　化け物の視線が動き、自分を見据え、そしてほんの一秒でゴルカの後ろへと動いた。

　それが化け物のゴルカに対する評価。

　一瞥程度の価値。

　咆哮を上げ、ゴルカは人の流れに逆らい走る。

　黒焦げになって倒れる人間がどんどん迫ってくるのは恐怖。だが、自分であればもしかしたらという希望があった。もしかしたら奴のところまで届くかもという希望。

　その答えをゴルカは自身の体で知った。

　激痛が走った。

　化け物に迫るなど不可能。

　ゴルカよりも弱い軍士たちと同じ距離で炎に炙あぶられる。

　ゴルカは悟る。

　あの化け物からすればゴルカなど、その辺の平民と何も変わらないということを。

　逃げればよかったという後悔は、焼かれる苦痛を全身の神経が伝えてきたために忘れ、声なき絶叫を上げ崩れ落ちる。その辺りに転がる死体と何も変わらない姿で。




　ヤルダバオトは目的なく歩く。ただ、人間が走って逃げるからそれを追いかけているだけだ。




「こないでぇぇえ！」

　逃げる。

　信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターとしてこの戦いに従軍したビビアナは逃げる。

　金の長い髪を振り乱し、必死に逃げる。

　涙も鼻水も拭う余裕はない。

　あんな化け物に勝てるはずがない。

　誰かが何か言っている。

　そんなことどうでもよい。

　少しでもあの化け物から離れたい。その一念で走る。

　前を走る者を前に突き飛ばしてはダメなのだ。横に搔きわけるようにしながら走る。

　邪魔だ。

　邪魔だ。

　邪魔だ。

　なんで、目の前にこんなに邪魔な人間がいるのか。

　自分以外の誰が死のうと構わない。ただ、自分だけは死にたくない。

　その一心でビビアナは走る。

　走ると言ってもあたりは同じように逃げ惑う者たちであふれている。普通の人間よりは優れた脚力を持つビビアナも鈍亀のごとく、悪魔から距離を取ることはできない。

　チリチリとした熱気が髪の後ろをくすぐる。

「いやぁぁああああ！」

　人が死んでいく悍ましい姿が思い出される。

「死にたくないぃいい！」

　当然の叫びだ。

　誰だってそう思う。

　死を目前にし、素直に受け入れるのは難しい。それが突然であれば突然であるほど。

「痛ああああいいい！」

　強すぎる熱は痛みとしか感じることができない。脳が耐え切れないような痛みを感じとり、自分が死ぬと悟る。いやだ、死にたくない。ただそれだけを考えつつ、ビビアナは焼死した。




　ヤルダバオトはつまらなさを感じながら、黙々と進む。




「逃げるな！　戦え！」

　馬に乗った勇敢な男が吠える。

　レオンシオは侯爵の陪臣たる家の次男だ。剣の腕で取り立てられることを願ってこの戦いに参加した。彼の周囲にいるのは父親から預かった腕に覚えがある者たちだ。

　苦悶の姿勢のまま絶命した死体を後ろに残し、のしのしと歩いてくる悪魔から逃げたい気持ちはある。ただ、逃げればその先、彼の未来に光はない。輝かしい未来のためにはここで賭けるしかない。

　そう判断した彼は繰り返し叫ぶ。「逃げるな」と。

　だが、馬は違う。向かってくる悪魔が恐ろしい化け物だと直感し、逃げ出そうとする。

　多くの人間が逃げまどう中、馬が走り出せばどうなるか。

　簡単なことだ。

　人間を巻き添えに馬が倒れる。馬の下敷きになった者たちが悲痛な悲鳴を上げる。いや、それで死亡する者だっていた。

　そして上に乗っていたレオンシオも大きく吹き飛ばされ、大地に転がった。

　運よく人の上に放り出されたため、逃げる者たちに踏み潰されるという事態は免れた。

　だが──立ち上がろうとしたレオンシオの腕に激痛が走る。投げ出されたときに捻挫したのだろう。

　転倒の際の衝撃で剣もどこかにやってしまった。

　探しだそうとして──その瞬間、全てを忘れるような激痛が全身を襲った。こんな痛みはレオンシオの人生で初めてだった。

　思考が痛みによって全て奪われる。

　激痛によってバラバラに引き裂かれた思考の中、浮かび上がった唯一の思考は、何で自分が、だった。




「……ふむ」

　焼死した人間の死体が山を作る場所に一人で立ち、ヤルダバオトの役目を与えられた魔将は眺める。潰走する人間たちを。

　少しつまらない。

　炎のオーラは大したことがない能力だ。単に周囲に炎ダメージを与えることしかできず、炎ダメージに抵抗を与えてくれる魔法さえ使えばかなりの部分でダメージを遮断できる。もちろん、与えられた知恵として、この国の一兵卒にそれができないことは知ってはいたが。

　悪魔の彼だが、単純な弱い者いじめが好きというわけではない。どちらかと言えば自分を強いと思っている弱者をいたぶるのが好きなタイプだ。だからこそ勇敢にも戦いを挑んでくる勇者気取りの馬鹿がいることを望んだのだが、残念ながらいないようだ。

　憤怒の魔将は転がっている黒焦げ死体に足を踏み下ろす。

　圧力に負け、内臓が吹き出し、瞬時に焼けていく。

　内容物が詰まっているため悪臭が広がる。

　憤怒の魔将は踵を返す。

　本気になって空を飛んで追いかければもっと多数の死者が出たのだが、そのことに人間は気が付いているのだろうか、と疑問を抱きながら。




　堂々と亜人の陣に戻って行く悪魔の後ろ姿を、誰もが言葉なく呆けた顔で見送る。

　あの化け物は一体何か。そんな質問をする者はいなかった。そして誰かに聞く必要もなかった。どんな愚か者だって理解できる。




　魔皇ヤルダバオト。




　聖王国を蹂じゆう躙りんし、多くの民に涙を流させた存在。

　二国で暴れた悪魔は、人間では絶対に勝てない存在であるということを多くの者に見せつけ、勝利の希望に満ちた人々を再び悲嘆と絶望に染め上げるために戻って来たのだった。





４






　沈黙を含んだ空気とはここまで重いものなのか、とネイアが感心してしまうほど、呼び出された天幕内部の空気は沈みきっていた。

　わざわざ運ばれてきた立派なテーブルを囲む南の貴族たちの顔色は青い。いや、それだけではなく解放軍の重鎮たちもそうだ。

　当然の反応だ。

　あのヤルダバオトの圧倒的な力を見せつけられ、ショックを受けない人間などいるはずが──いや確かにあの時のネイアの場合はショックが少なかった。ただしネイアが対峙した時は魔導王という偉大なる存在を失ったという別のショックが第一にあった。それにこれまでに目にした様々な光景に心が鈍感になっていたというのもあるかもしれない。

　だが、苛烈な戦いに身を置いてこなかったであろう南の貴族たちからすれば、驚愕もいい所だろう。ただ歩いただけで人がバタバタと死んで、無残な死体を晒すようになるとは。

　更には十万近い兵がたった一体の悪魔によって恐慌に陥り、瓦解しかかったのだから。

「──なんですか。なんなんですか。なんだというのですか！　あの化け物は！」

　ドミンゲス伯爵の声はどんどん大きくなっていった。

　対して、ヤルダバオトの圧倒的な強さを知るカスポンドは無造作に肩をすくめた。

「あれがヤルダバオトだ。……何の偽りもなく、奴の力に関しては話したはずだぞ、ドミンゲス伯」

「歩くだけで人が死ぬ、そんな能力を持っているなど聞いておりません！」

　そこが問題なのか、とネイアは心の中で突っ込みを入れる。

「確かにその通りだ。魔導王──陛下との戦いは都市内で行われたので、その全貌は不明だ。しかしながらどれだけの力を持つかは話した。であればああいった能力を持っていたとしてもおかしくはないのではないだろうか？」

「そ、それでも！」

「──伯。言いたいことは分かる。百回聞くより、一度見た方が理解できるとはまさにこのことだな」

　口を開いたのは侯爵だった。流石というほかない。他の面々ほどの焦りはみられないのだから。

「……だが、その話を今しても先には進まない。今後、どうすべきかを語ろうではないか？」

「その通りです、侯爵様。どういたしますか？」

　サンツ子爵が早口で問いかける。自分がいる場所が安全ではないと知れば、そういう態度にもなるだろう。

　彼ら、南の貴族たちからすれば、圧倒的兵力で寡兵を打ち倒し、国を救った英雄になる、という簡単な仕事のはずだった。だが、もはやそうではない。今や自分たちが狩られる立場に回ったのだ。

　腕を組み、おし黙る侯爵に代わり、答えたのはカスポンドだった。

「兵力差は圧倒的だ。問題はその差をヤルダバオト一人に引っくり返されること。王兄として諸君らに聞きたい。どうすればこの状況下から勝利を得ることが出来ると思う」

　僅かな静寂の後、侯爵がそれだけしかないという絶対の自信に溢れる声で答える。

「カスポンド王兄殿下。殿下が仰った話では亜人たちを殲滅すればヤルダバオトも退くかもしれないという話でしたな？　それではそうする他ありませんな」

「侯爵様！　まだ戦いを続けられるのですか！」

「その通りだよ、ランダルセ伯。今から逃げようとして逃げられると思うかね？」

「……侯爵様、全員で逃げることは難しいかもしれませんが、一握りの者が逃げることはできるのではないでしょうか？」

　コーエン伯の提案に、同席しているレメディオスが「はん」と鼻で嗤った。

「カルカ様の理念を理解さえできない無能に相応しい考えだな」

「なっ！」

「逃げて、生き残って、それでどうするんだ？　怯えて納な屋やの藁わらの下にでも隠れるのか？　貴族なんだろ？　だったら民たちのために自分が犠牲になってやる、ぐらいのことを言ったらどうだ？」

「そういうお前こそどうなんだ、カストディオ団長。聖剣を持つ聖騎士でありながら、悪魔一体に勝てない状況は！」

　怒鳴ったのはランダルセ伯爵だ。

　目をギラギラと輝かせた、幽鬼のような彼女がそちらを向く。

「そうだな。私では勝てない。あのアンデッドぐらいだ、奴とまともに戦えたのは。だが、時間を稼ぐためであれば──民たちの命を一秒でも長引かせるためであれば、私は奴と戦って死ぬぞ。で、お前はどうなんだ？」

　死を覚悟した戦士と、死から逃げる貴族。睨み合えばどちらが勝つかは明らかだ。

　ランダルセ伯が目を逸らし、それをレメディオスが皮肉げに嗤う。

「王兄殿下。私は聖騎士たちに死ねと命じたいんだが、話はまだ続くのか？」

「覚悟を決めさせるのは重要だが……まぁ、行ってくれるか？　モンタニェス副団長には残ってもらうが構わないかね？」

「そうか。それではグスターボ、頼むぞ」

　レメディオスはそれだけ言うと、ゆらりと天幕から出ていく。最後にネイアの隣でぼんやりしているシズを一瞥してから。

「皆さま、うちの団長が申し訳ありませんでした」全くだ、と言った貴族をジロリと見てグスターボは続ける。「ですが、あれは我々の総意です。私たち聖騎士団は全員が民の盾となって死ぬ覚悟をしております。貴族として人々の上に立つ皆さまにもその覚悟をしていただかなければ。やはり指揮官が逃げては戦いにはなりません」

「なっ！」

　どの貴族が驚いた声を上げたのか、とネイアが探すよりも早く、ボディポ侯爵が声を上げる。

「そこまでにせんか。……我々は美しく死ぬために作戦を練っているのではない。勝つために、ですな？　殿下？」

「その通りだ。侯爵殿。ヤルダバオトが指揮権を完全に握るまで、それほどの時間はない。それまでに勝つための道筋を──」

「──勝てるはずがないでしょうが！　あの悪魔の力を見ていないのですか！」グラネロ伯が立ち上がり、怒鳴る。「魔法を使う、攻撃する、そういった力を使ったならまだそうさせないための手段を考えることもできましょう！　ですが、奴は歩いただけですぞ！　歩くだけで周囲が炎の地獄と変わるんですぞ！」

「グラネロ伯は……確か、魔法的な知識をお持ちだったな。何か……」

「学んだ中にあのような力はありませんでした……」

「そうか……。例えば、敵の亜人の残りは一万程度。ヤルダバオトから逃げながら亜人だけを殲滅するというのはどうだろうか」

　カスポンドの提案に侯爵が重々しく同意した。

「それしかないようですな……。あまりにも困難ですが、ヤルダバオトを我々が倒すことはそれ以上に難しいでしょう」

「お待ちを」手を挙げたのはコーエン伯だ。「私は反対します。亜人たちが殺されたらヤルダバオトは立ち去るかもしれません。ですが、その土産としてここにいる者たちを全員殺して去って行かないとも限りません」

　正論だ。であれば当然カスポンドから質問がとぶ。

「ではどうするというのだ？」

「交渉すればよいのです」

　真顔で言い切ったコーエン伯に対し、複数人が失笑を漏らした。

　自分が笑われたことにコーエン伯は顔を真っ赤にするが、彼が何か言うよりもカスポンドの問いかけの方が早かった。

「伯爵。あの悪魔とどんな取引をするんだ？」

「そ、そうですね。例えば、無事に帰してくれるなら何かを渡すとか……」

「何を、だ。我々を殺して奪った方が簡単ではないか？　それともここにはない物を渡すのか？　どんな？」

「殿下、お待ちください！　私は戦うだけがすべてではない、と言いたいだけです！　交渉という方法もあるのではないか、という案を出したまでです」

「伯の考えは少し、そう、希望的観測が強いように思える。第一、誰があんな化物と交渉するんだ……。ところで話では魔導王陛下がメイド悪魔を支配下に置き、その力がカリンシャ奪還に役立ったという話だが、そのメイド悪魔の力でどうにかできないのか？」

　グラネロ伯の視線がシズに向けられた。

「…………私ではヤルダバオトには勝てない。……時間稼ぎも困難」

「ですが、カストディオ団長殿と一緒に戦っていただければもう少し時間が稼げるのではないでしょうか？」

　意見としては正しい。カスポンドの案を実行するにもヤルダバオトを少しでも食い止める者が必要だ。

　しかし、それは彼女に死ねというのと同じだ。

「…………んー」シズが頭を傾け、天井を見上げた。「…………困った」

「どうでしょうか？　そうしていただければ、魔導国と聖王国の縁も深くなるというもの」

「…………んー。ん！」

「ご納得いただけましたか!?」

　ここはどう言葉を挟めば正解なのか、とネイアが考えている間にシズが答える。

「…………断る」

「り、理由をお聞きしても？」

「…………特にない」

「と、特にないのですか？」

　呆気にとられたドミンゲス伯の質問にシズはこくりと頷いた。

「ヤルダバオトが怖いのですか！」

「…………ん？　……じゃぁ、それが理由。怖いからヤダ」

　ぐっ、とドミンゲス伯が言葉に詰まる。こう言われてはもう何も言えない。シズに「怖くないならお前が前に出て時間を稼げ」とか言われたら終わりだ。それに、理屈で断られたならその理屈を覆す何かを提案すれば良いかもしれないが、感情で嫌だといわれると非常に面倒だ。

　静まり返った天幕内で、呼び出されていた解放軍の重鎮、数千人の軍士や民兵を指揮している一人がぽつりと口を開いた。

「ヤルダバオトが完全に指揮権を掌握する前に、とっとと走って逃げたらどうだ？　あんな化け物に勝てるとは思えん。前は魔導王がいたそうだが、今はいないのだ。……誰か勝てそうな人物に心当たりはあるか？　ないだろ？　南の地まで逃げれば……」

　発言者の横にいた別の指揮官がぼそりと言う。

「……ヤルダバオトが南まで追ってこないとも限らないぞ？」

　バン、とテーブルを叩き、先程の発言者が吠える。

「であれば！　王兄殿下の案である亜人たちだけを殺すしかないだろう！　逃げられないならそれしかないんだ、戦うしかな！　簡単なことだ」

「そうだな。生き残ることのできる道はそれぐらいだな。頭を下げて、あんな地獄をもう一度経験するなど御免こうむる。ひとまず陣営の作成を急がせ──」

　天幕が勢いよく開けられ、カスポンド直属の軍士が飛び込んでくる。

「殿下！　亜人の軍勢に動きあり！　陣形を整えつつあります！」

　前の戦いでは陣形らしい陣形はなかった。ヤルダバオトが指揮権を掌握した結果ということなのだろう。

「そうか。……諸君、間もなく敵は攻めてきそうだ。こちらも戦うための準備を早急に終わらせるぞ！」

　カスポンドの言葉に、集められた者たちは一斉に立ち上がる。ネイアも、そしてシズも一緒だ。

　時間を惜しむ者たちが我先に天幕を飛び出していく。

　最後に天幕に残ったのはネイア達だ。ネイアの部隊はしっかりとまとまっているので、今さら引き締めなどをする必要はない。

　ネイアは天幕に飛び込んできた伝令がやけに深刻な表情をしていることに多少の違和感を抱いたが、それをどうすることも出来ず、シズと共に自分の部隊へと帰って行った。




「さて、良くない話がまだあるようだな」

「はっ！　王兄殿下。あの方々を帰してもよろしかったのですか？」

「それは君の報告を聞いてから考えよう」

　直属の部下たちには、第三者のいる場所では決して既に知れ渡っている情報以外の情報を漏らすな、と言い聞かせている。その彼が一人で最後まで天幕に残ったということは、そういうことなのだろう。

「……殿下。亜人たちの軍勢は東から進んできております。このままでは一時間後にはここに到着するか、と」

「馬鹿……な」

　カスポンドは声を張り上げそうになったのを必死に抑える。天幕の外に聞こえては不味い話だ。

「東にはカリンシャがある。あの都市からは何の連絡もなかったぞ？　大きく迂回しようとしても、巡回させている者たちの目をどうやって……。もしやかなりの少数か？」

「いえ、一万は超えると思われます。……いかがいたしましょうか？」

　亜人の残存兵力に、一万という兵力が追加されても、聖王国側の兵力の方が大きい。しかしながら東から来ているというのが最悪だ。寡兵の挟撃など、ふつうなら片方を潰してからもう片方を潰せばいいのだが、今回の相手にはヤルダバオトがいる。

　これは逃走経路を潰されたということに等しい。

「……ならば、いいか？　その情報を絶対に誰にも知らせるな」

　驚いた顔の物見にカスポンドは冷たく言う。

「その情報はあまりにも危険すぎる。もしその話が全軍の中に広がれば、戦意は崩壊し、勝てる戦いも勝てず、多くの犠牲者が出ることになるだろう。団結するためには知られてはいけないのだ」

「殿下……」

「……なに。一時間の間に勝敗を決めればよいのだ。そう心配するな」

「……畏まりました」

「それとできる限り、物見に東の様子を見に行かせるな。下手に情報が流れたらそれだけで分裂し、各個撃破されていく。ギリギリまで隠すんだ、いいな？」

「はっ！」

　納得はしていない様子だが、カスポンドの言葉ももっともと考えたらしい伝令が天幕から出ていく。

　誰もいなくなった天幕の中、カスポンドは一人顔を押さえた。





•






　作り終えたのはあまりにも簡素な柵であり、西側と北側は完成しているが、南側は半分程度、東側に至ってはまるで作られていなかった。そのような場所に閉じこもって戦うよりは、やはり広く陣形を取れる平地で戦うべきだという意見により、拠点を放棄し、平地に軍勢を広げた。

　選ばれたのは横陣だ。

　ヤルダバオトが出現した部隊は壊滅するだろう。であればそれを無視して他の部隊が亜人たちに戦いを挑めばよい。そういう犠牲覚悟の陣形だ。その中で、レメディオス率いる聖騎士団は遊撃としてどこにも配置されてはいない。ヤルダバオトが出現したところに向かうためだ。

　ネイアたち弓兵部隊も同じく遊撃だ。これは二つの意味があるとネイアは読んでいる。シズという魔導王の部下を逃がしやすくするということと、もしシズがヤルダバオトと交戦する気になった場合、自由に動けない部隊では戦列に穴を開けることになるからだろう。

　ネイアの部隊は、ヤルダバオトが出現した場合どうすべきか、をすでに話し合っていた。

　亜人たちを倒しに向かうか、それとも安全な場所に向かうか、それとも──ヤルダバオトと戦うべきか。

　皆の答えは一つだった。

　亜人たちを倒しに向かう、だ。

　確かに諸悪の根源であるヤルダバオトへの恨みは深い。しかしながらあの魔導王ですら勝てなかった相手だ。己の分をわきまえている。少しでも戦略上の勝利に近づくためには、亜人たちの殲滅に力を注ぐ方が良い。大恩ある魔導王の部下であるシズをいたずらに死なせたくないという理由も無くはなかったが。

　ネイアは馬に乗り、敵軍を睨む。

　先の戦いでは綻びの目立った亜人連合の陣容は、今は隙の無い威容を保持している。兵科の別もなく種族ごとに固まった複数の群れでしかなかったものが、今や洗練された軍として整列しているのだ。

　かつてこれほどまでに精強な印象を与える戦列があったろうか。並べられた盾は堅牢無比で、林立する槍剣の煌めきは眩いばかりだ。ヤルダバオトの指揮能力の高さもさることながら、その求心力も如実に物語っている。

　いや──

（当たり前だ。あの圧倒的な力を見せつけられ、それに従わない奴などいない）

　亜人は強さを重視する者が多い。であれば喜んでヤルダバオトの下につくであろう。

　戦端はすぐに開かれた。

　ネイア達も後方から矢を放つ。

　三千人による一斉射撃の矢は雨のごとく降り注ぐ。

　今回の戦いでは、人間側は横に広く布陣することで、とにかく短時間で勝ちを収める──亜人たちを殲滅する作戦だ。

　重装騎兵による突撃も温存しない。背水の陣を決めた者の苛烈さで遮二無二攻め立てる。それに対して亜人たちは防御を固めた。

　この一気呵成な攻撃が焚き火に木をくべるような一いつ時ときだけのものだと理解しているからだろう。全て燃え上がった薪はぼろぼろになって崩れ落ちるだけなのだから。

　個人の武力で劣る人間が防御を固めた亜人の軍を崩すのは難しい。いや、ヤルダバオトがいないときの亜人たち相手ならそれも可能だったろう。だが今は多様な種族が個々の能力を最大限に発揮できるよう編成されている。弱点を補いあい、強みを高めあっているのだ。

　つい数時間前の優勢は夢だったのかと思えるほどの防御能力。幾度となく突撃し、槍を突き出し、矢を射ち込むも、その堅陣はちらとも揺るがない。それどころか攻め手の聖王国側の被害の方が大きいほどだ。

　時間が刻々と経過していく。夜間に突入することはできない。いや、その前に気力と体力が燃え尽き、逆に突き崩されることになるだろう。

　それに──

「ヤルダバオト２Ａ地区で出現！　歩兵第二部隊壊滅！」

「歩兵第四部隊半壊！」

「槍兵第六部隊半壊！」

　──伝令が大声で戦場の状況を伝えてくれる。

「今度はあっち!?」

　この戦場はカスポンドの発案によって幾つかに区分けされている。

　軍を少しでも動かしやすくするために番号が割り振られたもので、非常に大雑把だがある程度の目安にはなった。

　その付近にいる軍勢がヤルダバオトから逃げ出したのか、かなり隊列が乱れているのがここからでも分かる。そこに亜人たちの攻勢が始まり、溶けるように兵団が崩壊していく。

　これだ。

　たった一度ヤルダバオトが現れ、その力を発揮するだけで、五百人からなる隊が壊滅し、総数で千人近い死傷者が出る。そして生まれた傷口に亜人の軍勢が突撃し、より多くの犠牲が出る。

　これで亜人たちが図に乗ればよいのだが、一定の追撃を行うと即座に後退し、再び亀のように閉じこもる。これでは乱戦に持ち込み、ヤルダバオトに力を振るわせづらくするという戦術も使えない。これもヤルダバオトの完璧な統制が生んだ作戦だろう。

　レメディオス率いる聖騎士団が２Ａ地区に急ぐ。しかし、到着した時にはすでにヤルダバオトはいないのだ。転移によって移動し、嘲笑うかのように別の場所に再び現れる。

　それが先ほどから繰り返されている。

　不味いというレベルではない。

　しかしながらネイアには、そしてネイアの周囲にいる誰にも、良い手が浮かばないのも事実だ。ただ、ネイア達は亜人たちの部隊に向かって雨のごとく矢を降り注がせることぐらいしかできない。

　シズはネイアの横で戦場の様子を見守るだけだ。彼女の武器は弓矢と違って曲射できないので、その妙技を見せる機会を逸している。

　やがて指が痛くなるほど矢を放ったあたりで、矢筒が空になる。そしてそれはネイアだけではない。

「バラハ様！　矢が！　もう少ないです！」

　矢弾だって無限にあるわけではない。

「……一旦下がり、補給をします！」

　ネイアの指示に部隊は後方、補給部隊のもとへと戻る。

　本当なら休憩時間も与えたいのだが、残念ながらそんなことをしている余裕はない。

「準備は整った？」

「はっ。バラハ様。いつでも行けます！」

「それでは──」

　出発、と叫ぼうとしたネイアは東の方向から馬で駆けてくる数人の斥候を見つける。

　先頭を走る斥候兵とネイアの目が合った瞬間、斥候は叫ぶ。

「東方より亜人の軍勢接近中！　警戒されたし！」

「──は？」

　ネイアは驚いて振り返る。目を細め、睨みつけるように見れば、遠方に僅かな土煙が立っており、そこに人影のようなものがある。相手の移動速度にもよるだろうが、それほどの時間はかからないのではと思えるほどの距離だ。

　なんというミスだ。

　目の前の亜人たちとの戦いに気を取られ、後方の警戒を怠った。

　噓だと信じたかった。カリンシャに残った者たちが、援軍として駆けつけてくれたのだと思いたかった。

　しかし、そんなはずがない。そうであれば早馬を走らせるなど、前もって知らせてくれたはずだ。

　ネイアは足元が崩れ落ちるような気分を味わった。

　あまりにも絶望的な情報だ。

　敵援軍による挟撃──ヤルダバオトの狙いはそれだったのだ。

　自分を前に出さずに亜人たちに戦わせる。そうすれば勝利条件の達成のために逃げることもせずに人間たちは戦う。その場にくぎ付けにして逃がさないようにするのが目的だったのだ。

　つまりヤルダバオトは、亜人を殲滅すれば逃げてくれるかも、というこちらの推測を看破しているということになる。

「はは！　それは当然だ！」

　ベルトランが心の底から面白いと笑う。

　どうしたのかと慌てる視線が集まる中、冷静さを取り戻した彼がネイアに言う。

「カスポンド殿下のお考えは致命的に間違っていたのです。というよりもなぜ、そのことに気が付かなかったのでしょう」

「それは!?」

「……バラハ様。当たり前のことです。丘陵地帯を支配していれば、この地に増援を送り込むことは可能です。この地に来た亜人を殲滅するだけでは、ヤルダバオトが撤退するとは限らないのです」

「ああ！」

　説明され、理解したのはネイアだけではない。ベルトランの声が届いた周りからも同じような声が上がった。

「この地から亜人を追放し、更に丘陵地帯に逆進攻をかける。そして亜人たちを殲滅し、そこまでやってようやくカスポンド殿下のお考えが正しかったか分かるというものです」

　その通りだ。なぜ、そのことに思い当たらなかったのか。その答えも教えてくれる。

「……私たちはカスポンド殿下のお考えにあった、救われるかもしれないという希望に飛びつき、そのことを深く考えていなかったのです」

　丘陵地帯に逆進攻を仕掛けるなど不可能に近い話だ。つまり──

「聖王国が救われる道は……ない？」

　沈黙が支配した。戦場の喧噪があまりにも遠くに聞こえるようだった。

「いえ……」言いにくそうにベルトランが口を開いた。「一つだけあります」

「それは!?」

「……ヤルダバオト。魔皇ヤルダバオトを倒すことです」

　完璧な答えを聞いても、歓喜の声は上がらない。この世で最も無理な難題であり、それができないからこそカスポンドの作戦に乗ったのだ。

「……やはり何よりも先に魔導王陛下を探しに行くべきだったのね。私たちは間違った選択をしてしまった」

　もしカリンシャを奪還するのではなく、シズと共に丘陵地帯に向かっていればこんな事態は避けられたのだろうか。

　はっきり言って難しいだろう。ネイアは出来る限り最善の選択肢を選んできたつもりだ。無謀を避け、成功率を高めてきた。

　だが、やはり挑戦すべきだったのではないだろうか。

　もし──

　もし──

　もし──

　いくつもの「もし」がネイアの頭を通り過ぎて行った。一度でも「もし」を選んでいたらと思うと、後悔と罪悪感が津波のごとく押し寄せてくる。

　戦意はどん底まで下がった。そしてそれはネイアの部隊だけではないはずだ。

　勝敗はついた。

　根底をなす、勝利の前提条件がすでに破綻しているのだ。もはや戦うだけ無駄と言えよう。

　あとはどれだけ被害を少なく終わらせるかであり、どうやって安全な場所まで逃げるかを考えるだけだ。ただ、それは正しくはない。

　弱いというのは悪だ。

　誰も助けることのできない弱者とは悪なのだ。だからこそ努力し、訓練を続けてきた。

　悪で終わることはできない。

　それでは絶対の正義である魔導王、アインズ・ウール・ゴウン陛下に顔向けができない。

　覚悟を決めたネイアは思わず心の内を口にしてしまう。

「終わりね」

　言葉は思っていた以上に大きく響いた。周りにいる者たちもネイアの気持ちが伝わったのか、あるいは彼らも同じことを思っていたのか、顔を伏せた。

　ここまで、だ。

　聖王国を解放し、人々を助けるという夢物語はここで終わりだ。

　考えてみると魔導王の力があったからこそ夢を見られた。それが自分たちだけになったらこんなものだった、ということなのだろう。

　ネイアは笑うべき時ではないと知りつつも、笑ってしまう。そして真剣な表情を取り戻すと、シズに顔を向けた。

「……ここから逃げてくれますか？」

「…………ネイアは？」

　ネイアは胸を張る。

「私は逃げるわけにはいかない！　魔導王陛下の勲いさおしを目にした者として、薫くん陶とうを受けた者として、弱者で──悪では終わらない！」

　周りにいる者たちが顔を上げるのがネイアの視界に入った。

「奴からは逃げない！」

　彼らの顔が戦士に戻った。

　覚悟を決めた顔だ。魔導王に自慢したくなるような顔だ。

「でも……先……いえ、あなたは違うわ。……だから私たちの願いをあなたに預ける。私たちの感謝を魔導王陛下の配下であるあなたに託すというのはかなりおかしいとも言えるけど……お願い。魔導王陛下を探しに行って、シズ。カリンシャに残してきた私たちの組織を全て好きなように使って構わない。だから……」

「…………問題ない」

　シズの返答を肯定ととったネイアは少しほっとした。

　だが、すぐにその表情は訝し気に歪められた。

「…………私が行く必要はない」

「そ、それはどういう意味？」

「…………見る」

　シズが指さしたのは迫りくる東方──カリンシャ方面からの様々な亜人種族──豚鬼オークや藍蛆ゼルンもいた──による援軍。目を凝らすネイアは近づいてきた亜人の援軍が一斉に旗を翳かざすところを見た。それは──

「え？」

　ネイアは呆気にとられ、声を上げてしまう。

　目を疑って、何度も何度も見返すが、変わったりはしない。

「…………ほら。必要ない」

　ネイアはその旗をよく知っている。

　それは魔導国の国旗だった。

　それがネイア一人の見ている幻ではない証拠に、仲間たちの驚きの声が聞こえた。

「あれは魔導国の旗だよな？　バラハ様が仰っていたよな？」

「魔導国からの援軍？　確かにバラハ様が魔導国には亜人もいるとは言っていたな」

　今は戦争の最中。この瞬間も命の奪い合いは続き、ヤルダバオトに殺されている者はいる。

　にも関わらず、ネイアはそれらの全てを忘れ、今起こっている状況を必死に把握しようとしていた。そして次に起こったことによって、大きな、本当に大きなどよめきが走った。

　亜人の軍勢がまるで訓練を重ねてきたように綺麗に二つに割れ、作り上げられた一本の道を一体のアンデッドが進んでくる。

　漆黒のローブにその身を包み、骸骨のような馬に乗った魔法詠唱者マジツク・キヤスター。

　それはネイアが求め、夢にまで見て待ち続けた英雄の姿だった。

「ま、魔導王陛下……うそ……」

　ネイアは今見ているものが現実の光景なのか、それとも夢でしかないのか、自信が持てなかった。

　だが厳然として存在する。夢なんかじゃない。

　感情が爆発してしまい、今自分がどんな気持ちでいるのかがよく分からない。

　ただ、視界が涙で滲み、それを拭い去るので精一杯だった。

　シズが魔導王に手を振る。それを目にした魔導王がネイア達の方へとアンデッドの馬を走らせた。

　魔導王が近寄ってくる。

　なんと声をかければよいのか。助けに行けなかったことを謝るべきなのか。それで許してもらえるのか。彼女が何も言えないうちに魔導王は近寄り、馬からひらりと降りた。

「……ふむ。ここで会うとは奇遇ではないか、バラハ嬢。死んだ、と思っていたかね？」

「ま、まどうおうへいかぁああ！」

　涙が後から後からあふれ出る。

「信じておりました！　シズ先輩がああ言ってくれたので。大丈夫だとは思って、でも、本当にうぅうううう！」

「あ──うむ。あー……うむ。うむ……。そうか嬉しいぞ。えっ？　……先？」

　魔導王も再会を喜んでくれているのか、言葉に詰まったようだった。

「……泣き止む」

　シズがハンカチをネイアの顔に押し当てる。そしてごしごしと拭われた。

「…………また、鼻水が付いた。やっぱりショック」

「ほう。……シズとは仲良くやれたようだな、バラハ嬢。非常に嬉しいよ」

「陛下のおかげです！　シズ先輩がいなければ！　ありがとうございました！」

　感情が乱れて、自分でも先ほどから何を言っているかよく分からない。

「そうか。……これはこちらとしても想定外だった。……シズ、どうだった？」

「…………ネイア。お気に入り。……味がある顔立ち」

「味はもう止めてください……」泣き止んだネイアは目をこすり、最後の涙を拭う。「陛下、陛下にはお聞きしたいことが沢山あるのですが、何よりも……救援が遅れた私たちを不快にお思いでしょうか？　それであればすべて私が──」

「──バラハ嬢」魔導王が手を上げ、言葉を遮る。「なんのことだね？　別に私が君たちを不快に思うことなど何もないと思うんだが……？」

　ネイアの目からは再び涙が溢れる。そしてそれは彼女だけではない。魔導王の慈悲深い言葉を受け、周りにいる者たちも涙を流す。先ほどから瞳に涙を湛たたえていた者たちが、号泣しだした。

　魔導王の肩が少し動いた。

「……あ、諸君、泣き止みたまえ。それより何か他に聞きたいことはないのかね？　沢山あるだろ？　ほら？」

「あ、はい」

　再びシズに顔を拭かれ──鼻水が付いた側は中に折りたたんでくれたようだ──ネイアは魔導王に問いかける。

「あ、あの亜人の軍勢は魔導国の兵なのでしょうか？」

　アンデッドの姿は見えないようだが、亜人たちが先頭に来ているだけなのだろうか。

「違……いや、そう言っていいのかな？　アベリオン丘陵に落ちたのでね。あの地を魔導国の支配下においたのだ。だから、魔導国の兵と言ってもいいかな？」

　ネイアは絶句する。

　凄い。

　凄いという感想以外の何があるだろうか。

　丘陵には数多の亜人たちがおり、そしてその地を支配するヤルダバオトの側近だっていたはずだ。にも関わらず、一人でそれらの問題を全て片付け、支配下に置くなど、魔導王以外の誰にできるだろうか。

　ネイアは興奮から身震いする。

「それでまぁ、少々時間はかかったがヤルダバオトによって苦しめられていた亜人たちを束ね、今回、それを軍として率いてきた。ヤルダバオトとの戦いに決着をつけるためにな。──良いタイミングだったようではないか」

　魔導王の顔は骸骨であり、一切動かない。しかしながら、ネイアには覇気ある笑みが感じ取れた。

「流石です！　魔導王陛下！」

　どばっとまるで大雨のごとく涙を流したベルトランが魔導王陛下に迫る。

「うぉ、何者だ！」

　ばっとベルトランは地面に両膝をついた。いや、彼だけではない。ネイアの周囲の──団体に所属する者たちが魔導王に迫り、その足元に体を投げ出すように跪ひざまずく。

「流石です、魔導王陛下！」

「お見事です、魔導王陛下！」

　数多の声を浴び、流石の魔導王も驚いたようだった。

「お、ああ、うむ……。そういえば私からも質問をしたかったのだが、バラハ嬢、この、彼、彼女らは？」

「はい。魔導王陛下の慈悲深さに感謝し、恩返しをしようとしている者たちです」

「その通りです！　私たちは陛下によって救われた者！」

「はい！　偉大なる魔導王陛下に受けた恩を少しでもお返しできれば、とバラハ様の呼びかけで集まった者たちです！」

　彼らの同意を後押しするように、ネイアは誇らしげに告げる。

「ここにいる者たちだけではありません！　陛下に恩返しをしたいと思う者たちはまだまだいます！」

「おお……。非常に嬉しいが……皆、こんな感じなのか？」

「はい！　その通りです！　皆、これだけの感謝を胸に抱いています！」

「そう、そうか……。ありがとう、諸君」

　魔導王からの感謝の言葉に、自分たちの恩返しの仕方は間違っていなかったと皆が涙を流し始め、嗚お咽えつが場に満ちた。

「……これは私に対する感謝から泣いているのか」

「はい！　その通りです！」

「バラハ嬢が集めた……。バラハ嬢も私が見ない間にその、成長したんだな」

「ありがとうございます！　魔導王陛下！」

　魔導王からもらった褒め言葉にネイアは満面の笑みを浮かべた。

「さ、さて……バラハ嬢。彼らを立たせてくれ。私は敗北を塗り替えるために戻ってきたのだ。……ヤルダバオトはどうした？」

「あ！　そうです！　ヤルダバオトが──」

　その言葉を待っていたかのようにごうと、炎が吹き上がった。その炎の下でどれだけの聖王国の兵が死んでいるかと思うと身震いが起こる。

「……なるほど。そこから先を聞くまでもないな。奴ともう一度戦う時が来たようだ。シズ！」

「…………はい。アインズ様」

「後は私がやる。お前はこの者たちを守っておけ。私が勝って帰ってきたとき賞賛で迎え入れるための準備をさせておくんだぞ？」

　うぉおおおおお、と歓声が上がる。

「聞け！　先の戦いにおいて私は不覚を取った。数の不利、そして魔力の欠乏。しかし、今回それはない。ヤルダバオトとてあれだけの悪魔を短期間で再び召喚することは不可能だ。そのうえ、今の私の魔力は全て回復している。もはや敗北する要因はない！　私の勝利をここで待っているがいい！」

　魔導王からの絶対なる勝利宣言に再び雄叫びが上がる。

　そしてローブをはためかせ、無人の野を王者が行く。その圧倒的な覇気に押されるように、全ての者たちが道端にさがり、一直線の道ができた。

「陛下！」

　ネイアの声に魔導王が止まり、肩越しにこちらに視線を送ってくる。

「勝利を！」

「無論！」

　再び魔導王が歩き出す。その背中はどんどん小さくなっていく。しかし、寂しさや恐れは一切感じない。まるで赤ん坊が親に抱かれているような安心感だけがあった。それはネイアだけではない。ネイアと思いを共にする者たち全員がその感情を抱いているように見えた。

「…………勝った」

　隣に立ったシズが魔導王の勝利を確信した声でそれだけを言った。ネイアもそれに同意する。

　やがて──炎が先に空に飛び上がった。追って闇が飛び上がる。

　二つはあの時と同じように上空でぶつかり合う。

　戦場の雄叫びはもはやない。

　両軍ともに攻撃する手を止め、空の一戦を眺めている。

　そう。

　誰もが理解しているのだ。

　この戦いに勝利した者が、勝利した側が全てを終わらせる権利を持つと。

　もはや常人では踏み込むことのできない領域、神の世界での戦いに移行したのだ。

　光が

　闇が

　炎が

　雷が

　流星が

　理解できない現象が

　──激突する。

　そして──




「ああ！」




　ネイアは歓声を上げた。

　炎が散り、そして闇が降りてくるのをその鋭い目が捉えたからだ。

　その戦いはかつての戦いを思えば驚くほど早かった。もし魔導王の魔力が完全に回復していれば、メイド悪魔という邪魔がなければ、これほど簡単に勝利できるのだという証明のようだった。

「シズ先輩！」

「…………だから言った、後輩」

　当たり前という態度を取るシズの手を取り、ブンブンと振る。それだけでは収まらない。

　シズの小さな体を抱きしめ、背中に回した手でバンバンと叩いてしまう。

　誰の目にも勝利が見え、爆発的な歓声が上がった。

　魔導王がゆっくりと降りてきて、大地に立つ。

　そして魔導王がすっと手を上げると、より一層大きくなった歓声が吹き荒れた。

























　勝敗が決した後は簡単だった。もはや亜人たちに戦意はなく、残党狩りをするようなものだった。聖王国側の死者はほとんど出ず、亜人たちの死体のみが大地に散乱した。

　敵大将であるヤルダバオトが倒れた以上、聖王国解放軍の行く手を遮る者はいなかった。

　大都市プラート、そして首都ホバンスの奪還まではあっという間だった。

　更に西にある大都市リムンの解放はまだまだこれからだし、また村を改造した捕虜収容所では今なお苦しんでいる人々がいるだろう。しかしながら大きな一つの節目となった。

　解放された首都は歓喜に沸き、それは一日経った今でも冷めていない。それどころかますます熱狂的に盛り上がっている様子さえあった。

　ただ、ネイアも含む解放軍上層部は問題が山積していることを知っている。

　まず食料。亜人たちに食い荒らされた結果、食料問題がこれからの聖王国の行く手に立ちふさがるだろう。

　次に失われた命。これは労働力と言い換えてもいい。もし失われた命の中に特別な技術者や学者やその卵がいた場合、喪失した技術は致命的なものになるかもしれない。

　そして資源。亜人たちに奪われ、破壊された様々なものを作り直すにはかなりの量の資源が必要となってくる。

　あとは時間。亜人たちによって奪われた二つの季節を取り戻すには、それに倍する労働を必要とするだろう。

　それに聖王国内に潜伏しているかもしれない、亜人の発見と討伐。

　亜人たちによって奪われたと思われる沢山の宝物──金品やマジックアイテム──も行方不明だ。亜人とて独自の文明を持ち、貴金属で身を飾る。人間の財宝を集めるのは不思議ではない。ただ、それがどこに持ち出されたのかがさっぱり摑めないというのは少し異常だ。敵の輸送部隊の足跡を一切追えていないということなのだから。

　これだけの問題を前にしても、今だけは素直に歓喜に浸ろうという者はいるだろう。これから待つ苦しみを前にひとときの休息は必要だ。それはネイアも認めるところだ。

　しかしながら今日だけは駄目だ。今日だけは喜びの感情に浸ることはできない。

　なぜなら、今日は別れの日。

　大いなる悲しみの日なのだ。

　王都の東──正門都市側前に馬車が一台だけぽつんと停まっていた。この馬車の平凡な外観とは裏腹に、内部は上品で洗練され、機能面でもすぐれていることをネイアはよく知っている。特に長時間座っていてもお尻が痛くならない柔らかなクッションが感動ものだということまで。

　そう。

　これはネイアが聖王国に来るまで同乗させてもらった魔導王の馬車なのだ。

　つまり今日は、魔導王が聖王国を離れ、自国に帰る日ということだ。

　本来であれば魔導王の馬車の周りには亜人たちの姿があっても可笑しくはない。魔導王はアベリオン丘陵を一つにまとめ、ヤルダバオトと戦うために多くの亜人たちを味方に引き入れたのだから。にも関わらず一人も姿が見えないのは、魔導王が彼らを丘陵に帰したからだ。

　ただそれは昨日今日の話ではない。ヤルダバオトとの最終決戦を終えたその日の内に彼らを帰還させたのだ。

　その理由を問うと、「君たちは亜人たちと共に歩を進めるのは嫌だろ？」という、聖王国の民の気持ちを慮おもんぱかった答えが返ってきたのだ。

　ネイアは感動に支配された。

　こちらの精神状態を考慮し、自国の兵を帰国させ、他国である聖王国の民兵と共にあろうと言ったのだ。そんな王など普通はいない。

　そう、王の中の王──寛大なる魔導王を除いて。

　その感動はネイアと思いを共にする団体の面々も同じだった。

　だからネイアは同志たちと魔導王の供回りを勝手に務めさせてもらった。誰からも何も言われないことを逆手に取った行為だ。無論、もはや戦いもほとんどなく、ただ単に魔導王の周りを固めて歩くだけだったが、同志たちの表情を今なおネイアははっきりと覚えている。

　自分たちを救ってくれた人物の近くを共に進むことができる喜び、ヤルダバオトを倒した英雄に同行できる誇り、そして憧れの王の傍に侍ることができる幸せ。そういった様々な感情が入り混じった表情を。

　その彼らも今は視界の範囲にはいない。

　見えるのは聖王国の王都の壁と門。それにプラートへ──更なる先にある魔導国へ続いていく街道だ。

「魔導王陛下はやはり今日、お戻りになられるのですか？　王都解放に多くの人々が喜びの声を上げています。数日内にこの王都奪還を成し遂げた最大の功労者である陛下をお招きし、多くの人々が感謝の意を表明する式典などが行われても可笑しくはないと思いますが……」

　幾度となく同じことを問いかけている。おそらく帰ってくる答えも同じだと分かっている。にも関わらず問いかけるのはネイアの女め々めしさだろう。

「ああ、私は今日、魔導国に帰る。式典でしっかりと振る舞える自信がないからな」

　ぽつりと言った魔導王は、本気にされては困るからか、慌てて大きな素振りでおどけるように肩を竦めた。

（本当にこの方は冗談が下手だ）

「陛下、御冗談を」

「うむ。まぁ、その通り。冗談だぞ。冗談。……正直な話をすれば、すべきことは全て済ませた。ならばここに残る必要もないだろう。私も王として魔導国を導かなくてはならない身。長らく玉座から離れていては宰相であるアルベドに叱られてしまう」

　ネイアの脳裏にあの時一度だけ見た絶世の美女の姿が思い浮かんだ。美しすぎるがゆえに忘れることが出来なかった女性だ。

（あの御方が怒ってもあまり怖そうではないけど、それとも美人であるからこそ怒ると怖いのかな？　……魔導王陛下が言っているのはそういうことではないとは思うんだけど、あんな美人が怒るっていうのがちょっとイメージ湧かないなぁ。でも……羨ましい……）

　身内だからこそのそんな言葉、ネイアが望んでも得ることのできない発言に、ネイアは羨望を募らせる。もし尊敬する魔導王が他者に「ネイアに叱られてしまう」などと言っているのを聞いたら、どれだけ嬉しいだろうか。

「左様ですか……。この国を救ってくださった陛下を聖王国の皆で見送れないことが残念です」

　魔導王の出立はいきなりの話だった。見送りもいないこの寂しい光景がそれを物語っている。

「カスポンド殿には伝えたからな。あまり派手にやられても困る、と。これからこの国は色々と大変だろう。私の出立を見送るために無駄な労力や物資を割くぐらいだったら、この国の復興のために使ってほしいものだ」

「陛下……」

　なぜ、帰られてしまうのか。

　足元に縋りつき、泣き叫べば一日ぐらいは帰国を延ばしてくれるのだろうか。

　そうしたい欲望に襲われるが、ぐっと堪える。これ以上、慈悲深さに甘えてはいけない。

「あ、別に、偉そうに言ってるわけじゃなく、その、本当にこの国は何もなくなったからな。本当に。……財宝とか。もう少しぐらい残っていても良かったと思わなくもないが……。私に気を遣わず頑張って欲しいという、そのなんだ、そういう気持ちから言っているのだ。それに……ほら、この国が安定することは近隣国である魔導国にとっても有益だからな。将来、交易などを行うときに、な」

　ネイアの気持ちを察し、慌てて慰めようとしてくれたのだろう。普段はもっと堂々としているのに、少し頼りない話し方だった。

「ありがとうございます、陛下」

「う？　む。いや、気にするな。他にも私がこの国に来たのは、ヤルダバオトのメイド悪魔を手に入れるためだった。そして実際に──」魔導王は隣で、今まで無言で気配を殺すように立っていたシズの背中を軽く押した。「このように手に入ったのだ。来た甲斐はあったというものだ」

　聖王国が魔導王に対し、本当に何も贈っていないということを、ネイアは少し恥ずかしく思う。

　シズ──メイド悪魔は魔導王が己の力で手に入れたものだ。ネイアだけではない。ネイアと思いを共にする者たちは皆がそう思っていた。

　一度は自分たちで何か贈ろうかという話も出たが、王に対して国の代表でもない自分たちが贈り物をするというのは逆に失礼なのではないかという意見が出たため立ち消えとなってしまった。

　せめて、カスポンドが、国家レベルで何か譲渡するとか、多少聖王国側に不利な条約を結ぶとかして欲しいとネイアは願う。

「……もし君が望むのであれば、一年に一度の大魔術によって君の両親を蘇らせても構わないが？」

「ありがとうございます、陛下。ですが──ご遠慮させていただきます」

　この首都を解放した時、囚われていた人の中にネイアの母親の戦死を目撃した人がいた。その人から母がどれだけ誇らしく戦ったのか聞いている。復活させなくても怒ったりはしないだろう。

　それに蘇生魔法は触媒となるのに高価な物品が必要とか聞いたことがある。おそらくはネイアには支払えないほど高額な物だろう。慈悲深い魔導王であれば無償でやってくれるかもしれないが、これ以上、己一人のために魔導王の厚意に縋るのは避けるべきだ。

　ただ、遺体は亜人たちが処分してしまったようで、最後の別れを告げることができなかったのが、残念と言えば残念だった。

「長く話していても別れが辛くなるだけだ。そろそろ行こう。シズ。お前は何かバラハ嬢に言うことはないのか？」

「…………また」

「！　はい！　また！」

　シズがすっと手を出して来たので、ネイアはその手を握る。

　そしてどちらともなく手を離した。

「……それで良いのか？　二人とも」

「…………大丈夫……です」

「はい。魔導王陛下」

「そうか。それでは──シズ、行くぞ」馬車の踏み段に足をかけた魔導王が振り返り、ネイアに言う。「……今後、この国は色々と大変だろう。だが……君ならばきっと頑張れるはずだ。またいつか会うとしよう」

「はい！」

　魔導王が馬車に乗り込もうとする。その後ろ姿に思わずネイアは問いかけた。

「陛下！　魔導王陛下！」

　魔導王が踏み段で立ち止まり、振り返った。ネイアはつばを飲み込み、勇気を振り絞って震える声を出した。

「あ、あの！　アインズ様、とお呼びしてもよろしいでしょうか！」

　なんと厚顔な願いだろうか。他国の平民が馴れ馴れしいと怒鳴られても可笑しくはない。

「……ぇ？　ああ、いいが……。好きに呼んでくれ」

「ありがとうございます！」

　寛大な王に頭を一度下げる。上げてみれば、シズが馬車に乗るところだった。

「シズ先輩、お元気で！」

「ん！」

　親指を立てたシズが馬車の中に消える。

　二人が乗ったことをどうやって感知したのか。馬が嘶いななくと、独りでに走り始めた。

「──それでは魔導王陛下！」

　走り出した馬車の後ろ姿に、ネイアはもはや涙を隠さずに大声を上げる。

「魔導王陛下にぃいいい！　ばんざああああぃいいい!!」

　彼女の叫びともいえる大声に続くのは一人の声ではない。

　王都の門はここ以外にもある。他の門を使って、ひそかに集めていた彼女と思いを共にする者たちが門の向こうから一斉に姿を見せると、大声で魔導王の栄華を祈り、願う。

「万歳[image: ]」
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「万歳[image: ]」

　それと同時に必死になって集めてきた花びらを撒いた。

　その中を馬車は進んでいく。

　聖王国を救ってくれた人物を送るのにはこれでは足りない。それでもこれがネイアやその気持ちを理解してくれる者たちにできる精一杯のことだ。

　涙に滲む世界に馬車の姿がどんどん小さくなっていく。

　ネイアはすすり泣く。

　寂しかった。

　魔導王に、シズに、魔導国に来ないか、と誘って欲しかった。もしそう言ってくれたなら、ネイアは全てを捨ててでもついて行ったかもしれない。

　だが、そうはならなかった。

　悔しかった。

　やはり自分はあくまでもこの国にいる間だけの従者でしかなかった。その程度にしか思われていなかったのだ。

　様々なマイナスの感情が渦巻きかけた。

　しかし──違う。

　ネイアの耳にはあの言葉が焼き付いている。魔導王はこう言ったのだ。「……今後、この国は色々と大変だろう。だが……君ならばきっと頑張れるはずだ。またいつか会うとしよう」と。

　つまりネイアは期待されているのだ。

　この混乱渦巻くであろう聖王国で、ネイアならしっかりと国を立ち直らせることができると。

　自分の人生が大きく変わった、長いようでいて短い時間の終わりだ。だが──これから始まるのだ。やらなくてはならないことはいっぱいある。

　まずは魔導王から受けた恩義を返すべく行動していく必要がある。

　そしてこの国を立ち直らせなくてはならない。正義と悪。今までどういうものか分からなかったそれらが何か、今のネイアは胸を張って言える。

　正義は魔導王である、と。そして弱いというのは悪で、強くなろうと努力していくことが重要だということも。

　ネイアが得た真実を、平和な聖王国に広く知らしめるのだ。

「バラハ様、涙をお拭きください」

　ベルトランだ。

　見れば彼の瞳も完全に充血している。ネイアの元に来る前に涙を拭いて隠そうとしたのかもしれないが、その声は震え、泣いていたのは明らかだった。

「ええ」

　ネイアは力いっぱい涙を拭った。まるであの時、シズが拭いてくれたように。

「バラハ様。あの戦いを見た者たちが、魔導王陛下の話を聞きたい、と。家族を連れてきている者たちも多くいます」

「分かりました。魔導王陛下──アインズ様がどれだけ素晴らしい方だったか、それとシズに関しても話しましょう」ネイアは前を見据えた。「別れは寂しい。でも──皆さん！　行きましょう！　陛下が正義だということを多くの人に伝えるんです！」

「──おお!!」

　三千人を超える者たちが一斉に声を上げ、ネイアに続いて歩き始めた。





•






　馬車が進む。

　長い仕事も終わった。アインズは経験したことがないが、単身赴任というのはこういうものなのだろうか。時折ナザリックに戻ってはいたが、これだけ離れていたのは初めてのことかもしれない。

　アベリオン丘陵に住む亜人たちの支配に関してはアルベドに丸投げしているし、聖王国の今後の件はデミウルゴスに丸投げだ。

　つまりは肩の荷が下り、シズと向かい合う形で座ったアインズは、気付かれない程度にほっとする。途中からデミウルゴス脚本のシナリオもイージーモードに切り替わったが、それまでのハードモードでの疲れが完全に抜けきったわけではない。ただ、一つの仕事──それも結構行き詰まっていた案件が片付いた時特有の安堵感があるのは事実だった。

　とはいえ、ナザリック──エ・ランテルに戻れば、二つの季節の間に溜まった様々な仕事を、じっくりと、早すぎもせず、遅すぎもしない速度で片付ける必要があるだろう。前に一度、アルベドが先に見ているのだから問題ないだろうと、さくさく許可印を押していったら、「流石はアインズ様。その判断速度、尊敬します」と皮肉なのかと思うようなことを言われた経験があるためだ。

　そう。帰れば仕事が待っているから、瞬時に帰れる〈転移門ゲート〉を使わないのではない。

　決してない。

　見えないところまで行ったら転移などの手段を使用するつもりだが、今はまだ早い。手札を晒すことのメリットはほとんどない。無論、馬車の上にいるであろうハンゾウが何も言わない、展開している対情報系魔法が発動しないということは、こちらを監視している者はいないのだろうが、アインズの知らない手段だってないとも限らない。

　時間があるなら、転移はもう少し視界が遮られるようなところに行ってからでも十分に間に合うだろうと考えているのだ。

　そう。読んでも理解できない書類から一秒でも長く逃げていたいのではないのだ。

　ただ、一つ問題があるとしたら──

（馬車に乗ってからシズが一言もしゃべらない……）

　ネイアの時もそうだったが、こうして二人きりで馬車に乗っていると、何もしゃべっていない時間というのがたまらなくむず痒い。相手が男なら適当なことを言えるが、女だと話す内容にも気を遣ってしまう。

　シズから話しかけてくれないかな、という思いは先程からずっと抱いているのだが、残念ながら叶う様子がない。とうとう沈黙の重さに耐えかねたアインズは覚悟を決め、口を開く。

「シズ、一人でナザリックを離れ、仕事に従事してもらったわけだがどうだった？　何か問題や、今後の課題はなかったか？」

　まずは出先で一人で業務に明け暮れた部下の報告を聞くところからスタートだ。

　女との会話には慣れていないが、女性社員との会話と思えば問題はない。

「…………頑張れた……と思います」

「そうか。よく頑張ったな」

　話が終わった。終わってしまった。

　その続きは少し待ってもシズから出ることはなかった。

　頑張れたと言われるとなかなかそこから先に進めない。問題とか課題はないか、という質問に答えていないじゃん、などと思うが、それは上司の浅はかな考えだ。自分は頑張ったので、あとは結果を待ってくれ、ということなのだと思うべきなのだ。そしてそれは良いことでもある。問題ごとや課題になるようなことはあまりなかったということなのだから。

　でも、とシズが続ける。

「…………一人で考え、行動するのは難しい……です」

「そうだな。その通りだ」

　今までシズはナザリック内で働き、命令に従ってだけ行動していた。だが、今回は大雑把な指示だけを与え、その範囲内で自分で判断させ自主的に行動させた最初の仕事だ。それにしては少し大きすぎる案件だったかもしれない。もう少し簡単な仕事からでもよかったかもしれないが、しかしながらシズがしっかりとした結果を出したのはアインズも知るところだ。

「だが、これでプレアデスの面々が外に出ても可笑しくない状況となった。メイド悪魔が魔導王の配下に入ったという情報は、聖王国から他国に流れるだろうからな。今後はシズも何かの命令を受け、部下を率いてナザリックの外で活動することもあるかもしれない。今回は良い経験となっただろう。しかしながら大雑把な指示を出すというのはいかんな。やはり命令する側がしっかりとした──」

　そこまで言って、アインズは自分の首を絞めることになると気付く。ナザリックのトップであるアインズが一番命令を出す可能性が高いのだから。

（しっかりとした計画書なんて無理だ。というか、絶対に浅い計画しか立てられず、アルベドとかデミウルゴスが眉を顰めるに違いない！）

「──臨機応変を優先し、ある程度は余裕ある計画書を作るべきだろうな。やはり現場の者こそ状況がよく分かるからな！」

「…………はい。命令にただ従って行動するよりも、色々と勉強になりました」

「ああ、そうだ。その通りだな。その気持ちは私もよく分かるぞ」

　うんうんと頷くアインズだが、デミウルゴスの指令書を見て無いはずの胃を痛くした自分と、得るものがあったと言うシズに出来の差を感じ、心の中でちょっぴり涙を流す。

「そういえば、だ」アインズは話を変える。この話を続けたら、自分が更なるショックを受けかねないからだ。「バラハ嬢とは私の知らない間にかなり仲良くなったようだな。先程も別れを惜しんでいたではないか」

「…………お気に入り……です」

「──そうか！　それは良かったな！」

　素直にアインズは歓喜の声を上げた。

　鈴木悟には子供はいなかったが、誰も友達のいなかった子供に初めて友人ができたと聞かされた親の心境だ。

（いや、蘇らせてよかった……ん？　お気に入りってどういう意味だ？　……もしかして友人とかそういう関係ではなく、もっとおもちゃ的な意味……）

　アインズは恐る恐る聞く。

「……友人関係を作ったと思ってよいのかな？」

　小首を傾げ、考え込んだシズだったが、「…………はい」とそれを肯定する。

　アインズは背後に大輪の花を咲かせたが、爆発的に生じた歓喜の感情は即座に抑圧されてしまう。

　それを不満に思いつつも、もしかするとナザリック初かもしれない、外の友人ということにじわじわと滲み出るような喜びの感情を抱く。

　ほとんどの者はナザリックから外に出ない。だから外部の者が友人にならなかっただけで、他の面々も普通に外に出せば、ちゃんとした友人関係を作れるのかもしれない。

　友人がいた方が優れているとは断じてアインズは思っていない。友人など不要だ、という考えだって正しいかもしれない。

　だが、友人を作れるチャンスというのは、ないよりはある方が良いのではないだろうか。

（俺にはアインズ・ウール・ゴウンの仲間たちがいた。これは他の面々も外に出し、自由な時間を作らせ、他人と触れ合う機会を作った方が良いのかもしれないな。……特にマーレやアウラはそうだ。いや、全員生まれた時間は同じという可能性もある。……うーむ）

「それではまたネイアに会いに行ったりする約束はしていたりするのかな？」

「…………してません。ここは遠い……です」

「ああ！　そんなこと気にする必要はない。転移するための場所を幾つか記憶している。好きな時に遊びに行くと良い。いつでも〈転移門ゲート〉を使うからな。遠慮はしなくていいぞ。うんうん」

「…………暇ができたらそう……させていただきます」

「そうだな！　暇……ちゃんと暇を作ってやるぞ。前々から休暇制度には興味を持っていたのだ。プレアデスの面々にも休みを作ってやろう。他の面々と一緒に遊びに行っても良いのじゃないか？　既にお前たちが私の支配下に入ったという設定は作ってあるのだから、何も問題はないだろう」

　少し考え込んだシズがぷるぷると頭を振った。

「…………迷惑」

「迷惑か……」

（どういう意味なんだ？　ネイアの迷惑なのか、自分がネイアと遊ぶときの邪魔になるからなのか、はたまた他の面々が嫌がるからなのか……）

「まぁ、迷惑なのであれば仕方がない。シズだけで遊びに行けばよい。そういえば、話は変わるのだが、バラハ嬢の両親は死んでいたようだが、構わなかったのか？」

　ネイア・バラハの両親はやはり死んでいたようだった。もし願うのであれば蘇らせても良いとも思っていた。そうすることでより感謝されるのであれば──

（いや、違うな）

　はっきり言ってネイアの両親を蘇らせることにはもはやそれほどの価値はない。ネイアがこちらに十分に感謝しているのは見ていて分かる。であれば、これ以上の駄目押しをする必要はない。それに復活の短杖ワンドは貴重なので、出来る限り温存したい。ペストーニャなどに復活魔法を使用させた場合、コストとして金貨や宝石などの価値のある物を使う必要がある。

　はっきり言ってそれに釣り合うだけのメリットはない。

（だが、シズの友人となれば別だ。シズの友人であるなら、それぐらいのサービスをしても良い）

　シズと親しい様子だから馬車に乗る際、話を振って態度──ネイアだけではなくシズも──を見たのだ。

「…………構わない……です。特別扱いはよくない」

「そうか？　かなりのお土産になると……ならば……まぁ、そうしておこう」

　実際、死した者を、それも綺麗な状態の死体なく蘇らせると、面倒なことになりかねない。よくある「あの人は良いのに、私は何で駄目なんだ」という奴だ。それに聖王女の復活などお願いされても困ってしまう。復活させたところで、デミウルゴスならどうとでも対処してしまうのだろうが、やはりデメリットの方が大きい。

「遊びに行くのであれば、あの本は読んではいけないぞ？　大丈夫だな？」

「…………大丈夫……です。博士の部屋にあります」

　シズはナザリック内部の全てのギミックについての知識を持っている。そのままでは危険すぎて、今回のようにナザリックの外に出すことはできない。それを〈記憶操作コントロール・アムネジア〉で弄いじったのだ。

　シズのギミックに関する知識というのは、シズの製作者であるプレイヤーの作った設定である。そんなものに対してまで魔法が効果を発揮するのかどうかは分からなかったが、実際にやってみると魔法は思い通りに作用した。

　これはアインズが手に入れたモルモットで練習を繰り返したからこそできた技だが、これを極めていくと何か凄い事が出来そうな気がする。

　というのもＮＰＣの根源に接触できるのではないか、という予感を覚えたのだ。記憶の始まり、ＮＰＣの設定とは何か、などだ。ただしこれはあくまでもアインズの勝手な想像であり、実際はそんなことは全然ない確率の方が高い。それに解き明かすとなると、本当によりこの魔法に詳しくなり、人の記憶のありとあらゆることを理解する必要があるかもしれない。そうなると大量のモルモットと何十年にも渡る訓練と研究が必要になるだろうし、その結果がゴミで終わるという覚悟もいるだろう。

　何はともあれ、シズに間違った記憶を宿した今、シズはある種の罠となった。

　もしシズを利用してナザリックに潜入しようとする者がいれば、そいつが痛い目を見るのは間違いない。

「博士……か。あのシズたちは動くのか？」

「…………時が来たら」

　あれ単なるギミックじゃないの、とアインズは思ったが口には出さない。サンタクロースの正体は秘密のベールに包まれているのと同じだ。

　鈴木悟の家には一度も来た思い出がないが、ユグドラシルというゲームでは来たことがあるので──

「運営がその正体なんだけど、な」

　寂しげに笑ったアインズをシズがじっと見ているのに気が付き「独り言だ」と答えておく。

「…………魔導王陛下」

「ん？」

「…………魔導王陛下」

「……どうしたシズ？」

　今まで普通に呼んでいたのに、突然役職で呼ばれアインズは少し──というかかなり戸惑う。

「…………今まで馴れ馴れしかった……ですか？」

「な、何を言っている。お前たちに魔導王陛下などと言われる方が寂しいというもの。アインズ様で良い。本当は様も取って呼んでくれても構わないぞ。アインズさんとかどうだ？」

「…………それは失礼。叱責もの」

「……お、そうか。まぁ、陛下などと呼ばなくていいからな」

「…………分かりました」

「そうそう。〈伝言メツセージ〉で頼んだ、ルーンの件はどうだった？」

「…………頑張りました」

「そうか……」

　あんまり良い感じではないようだ。まぁ、失敗したところで何も問題にはならないはずだ。

　ただ、弓を含め貸したアイテムを回収するのは待った方が良かったかもしれない、とぼんやりアインズは思いながらシズを眺める。

　同乗者は行きは睨みつけてくる少女、帰りは無表情の少女。両方とも色物だ。

　そんなことを考え、少しだけアインズは笑ってしまった。
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　カスポンドは王城の最も奥まったところに位置する──聖王に与えられる部屋から外を眺める。

　戴冠式を数日後に控え、心を落ち着けたいという理由で部屋には──隣室の控え室を含め誰も入れていない。

　まず間違いなく文句を言うであろう、一人空気を読めないレメディオスは蟄ちつ居きよさせている。いや、蟄居というのとはちょっと違う。自宅で英気を養わせているのだ。今後、亜人が聖王国内に潜んでいないか探索に行ってもらう予定だから。

　とはいえ、戴冠式を終えていない内から聖王の部屋に居を移すというのは、カスポンドに敵対する者たちからすればよい攻撃理由となる。それを知りつつも強行するのは、既に権力闘争が始まっているためだ。

　カスポンドに否定的な一部の貴族たちに嘴くちばしを突っ込まれる前に、既成事実を作るのが目的だ。貴族社会に関してそれほど詳しくない今のカスポンドにすれば、敵は敵、味方は味方と明確に色分けできた方がやりやすい。そういう思いもあってのことだ。

「……他の貴族たちへの根回しもせずに私が王位につけば、一部の貴族たちは不快に思うだろう。特に南の──あの方の被害を受けていない貴族たちが。そうなれば彼の声を聞き、共に戦った北の民たちはどのように思うか……」

「明確な不満が生じ、決裂の大きな要因となり──二分された聖王国が出来上がるということです」

　カスポンドの独り言に答える声があった。

　人の心に入ってくるような柔らかな声。それはカスポンドの上司に当たる存在だ。

　カスポンドは即座に振り返り、声の主の足元に膝をつき、首を一度垂れ、上げる。

「よくぞお越しくださいました、デミウルゴス様」

　仮面も着けず、姿も変えず、その身を見せているということは、まず間違いなくこの周囲の安全は確認が取れているということなのだろう。

「ナザリックに運ぶ物を回収するついでに来ました。現在のところ、何か問題は？」

「一切ございません。全て、デミウルゴス様の御計画通りです」

　カスポンドが笑いかけると、微笑が返った。

「一部想定外だったところもありますが、アインズ様が動いてくださったお陰で、何一つ問題なく第一段階の計画は終了しました。今後はあなたの働きに期待します」

　頭を下げつつも、噓であることをカスポンドは知っている。

　デミウルゴスは自分に何も期待などしていない。ただ、彼の敷いたレールから外れれば、即座に軌道を修正し、計画を遂行していくつもりだろう。

　カスポンドの正体がばれた時の計画も幾通りか用意しているはずだ。指示の中には何故このようなことをするのだろうか、と疑問を覚えるものだって幾つかあった。それらがきっとそのための準備なのだろう。

　計画の第一段階。それはアベリオン丘陵と亜人たちを完全に魔導国の支配下におくこと。邪魔になり得る種族はその前までに殲滅する。そして同時に聖王国の南北が対立するための火種を仕込んでおくことだ。

　そしてカスポンドが主導する第二段階が、北と南の明確な対立と抗争。

　最後の第三段階で魔導国による完全統治という形だ。

「……そのための道具である、私の死体は、こちらで預かっておきましょうか？」

「その必要はありません。ナザリックに運搬済みです。必要なところまで計画が進んだら運んできます」

　本物のカスポンドの死体は安眠の屍衣シユラウド・オブ・スリープというアイテムによって包まれ、ナザリックに運ばれたらしい。

　このマジックアイテムは死体の劣化を妨げる。捕えた段階で即死魔法で非常に綺麗に殺し、死後硬直さえ始まっていない死体として保存されている。触ればまだほのかな体温さえ残っているのだ。この死体を用いれば、突然死としか思われないだろう。

「一応、確認はしておきます。次の聖王としてすべきこと、理解していますね？」

「はい。将来、アインズ様に捧げるにふさわしい国となるよう、富ませたいと思っております」

「ええ、そうです。ですが、決して不満を減らさないように。不満は新たな王を迎えるのに最高のスパイスなのですから」

　はい、と答えたカスポンド・ドッペルゲンガーはデミウルゴスから指示された計画にはなかったある問題について問いかける。

「ところで、あの娘にはどのように対処すればよろしいのでしょうか？」

　それだけで誰を意味しているのか悟ったデミウルゴスは心の底からの笑顔を初めて見せてくれた。

「かつて端たん倪げいすべからざるという言葉でアインズ様を表現したことがありましたが……まさにその通り。素晴らしい駒をアインズ様は私に用意してくださった。彼女の存在は私の計画を年単位で縮めてくれるでしょう」

　ふっと、デミウルゴスのどこを見ているかわからない糸目が動くのをカスポンド・ドッペルは捉えた。向けられたのは壁──その先は、と考えたカスポンドは首都正門があることを思い出す。

「心酔する人間を手に入れて欲しいとは思っていましたが……まさか宗教の色濃い国にあのような娘を作り出されるとは……。何故、武器を貸し与えた娘まで殺して良いという指示を出されたのか疑問に思っておりましたが、まさかそういった精神状態に追い込むためであったわけでしたか」

　上機嫌なデミウルゴスの言葉は、誰に向けられたものでもない。カスポンドはただ黙ってデミウルゴスの意識が自分に向けられるのを待つ。

「下手に気を回し、あの少女を助けるように指示を出さなくて正解でした。いえ、アインズ様であれば私が何をしても見事に修正されたでしょうがね。対応能力が知りたいから何も考えずに計画を破綻させようと思ったなどと仰りながらも……絶妙なる布石を打つとは……流石は至高の御方々のまとめ役であられた御方。毎回、自分が酷く劣っているということを教えてくださる……ふふ、酷い御方だ」

　感に堪えないという風に頭を振るデミウルゴス。沈黙だけが室内を支配する。やがて興奮の余韻を振り払うように、デミウルゴスは襟を正し、ネクタイを締め直した。

「立ち位置としては、ネイア・バラハのやることは全面的に支援しなさい。アインズ様への感謝を返すという名目で表立ってやるのです。それもまた北と南の対立を促す働きとなるでしょう。……彼女への妨害があった場合等の詳しい計画書は近日渡します。それまでは言った通りのスタンスで行動しなさい」

「はっ！　……それであの娘、どうされるのですか？　まさか次代の聖王に？」

　であるなら、そういった動きもしておく必要がある。とはいっても、デミウルゴスからそうしろという指示が出るだろうから、それに従って動くだけのことなのだが。

「それも悪くはありませんが、もっと別の役目に就けた方が良いでしょう。アインズ様が神と呼ばれることをお望みになっているかはうかがい知れませんが、もしその意志がおありのようであれば、下準備をしておいた方が良いでしょう。アインズ様を神と崇拝する者たちの実験に使えるでしょうしね」

「はっ！」

「さて、今のうちに確認しておきたい事項はありますか？」

「はい。不要となった女、レメディオス・カストディオは計画通りに適当に走り回らせますが、殺した方が安全ではないでしょうか？」

「いえ、あれはそのまま生かしておいて、しばらく貴族たちの不満の持って行き場にした方が良いでしょう。そのために最初に出会った時あれだけは殺さないようにしておいたのですから。彼女は別部署に配属。聖騎士団の方は副団長を団長にして、使いなさい。有意義に使えます」

「畏まりました！」

「処分するのは対立が明確になった頃でしょうか、ね」

　了解の意を示すと、デミウルゴスは話は終わったと〈上位転移グレーター・テレポテーシヨン〉でその姿を消した。

　影に潜む悪魔、そしてカスポンドでは到底勝てないハンゾウなる配下は借りたままだ。

　立ち上がったカスポンド・ドッペルは再び窓から外を眺める。

　中庭しか見えないのだが、歓喜に満ちた人々で溢れる都市内部を幻視する。そして嗤う。

「──もう少し、幸せを嚙み締めてくれ、我が国の民たちよ」















































































あとがき










　ここまで読んでくださった方、お疲れ様でした。持つ手が重かったのではないでしょうか？

　仰向けになって本を読む方ですと、落としたらどうしようという恐怖と戦われたことだと思います。

　『オーバーロード』史上初の五百ページを遙かに超えた作品となった十三巻。内容的にはどうだったでしょうか？　面白かったと思って下さる方が少しでもいてくれればうれしいです。

　ただ、正直、中編と後編にしても良かったかもしれません。直しの時、一度に読んだら、結構、脳味噌が疲れたんですよね。四章、五章、幕開まで読んで一眠りぐらいが丁度良いペースなんじゃないかなぁ。皆さんはどうでした？　ああ、それに二冊に分割することの大きなメリットとしては、ｓｏ‐ｂｉｎさんの美麗なイラストがたくさん見られるということがありますね！

　とはいえ、二度とこんなことにはならないでしょうから考えるだけ無駄でしょう。




　毎回ページ数を減らす減らす言っていますけど、流石にこの長きはきついです。ページ数が増えるとありとあらゆる工程で時間が取られ、どんどんスケジュールが後ろにずれ込んでいきます。そればかりか誤字の可能性が増えるしであんまりいいことないですよね。

　次は書く人に優しく、読む人にも優しい本を作っていくことを目標にしていきたいです。




　さて、次巻は二〇一九年の内に出したいと思っておりますが、その前に一つ長いものを書かないといけないので、どうなることか皆目見当がついておりません。のんびり待ってくださると助かります。その間にはアニメの三期も放送されますので、こちらも楽しんでもらえると嬉しいです。

　しかし、本当にこの頃、あとがきで書く内容がなくなってきました。昔、自分が読者だったころ、あとがきで何を書けばよいのか分からない的な内容を目にするたびに「何でもいいから書けばいいじゃん」などと思っておりましたが、自分がその立場になってみるとその方々の苦悩が分かるようです。皆さんだったらどんなことを書きます？　正直……このあとがきもいらないのではという意見が作者の中で持ち上がる！




　さて、それでは今回も多くの方に助けられました。ありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。








二〇一八年四月　丸山くがね　
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